
日本と韓国の中 ･ 近世における都市空間の比較研究

A c o m p a r ati v e st u d y b et w e e n J a p a n e s e a nd K o r e a n u rb a n s p a c e .

(研究練馬番号 国1 00 44 1 26)

1 998 年度 - 2 00 0 年度 科学研究費補助金 (基盤研究B (2)) 研究成果報告番

2 001 年 3 月

研究代表者 玉 井 哲 雄

(千葉大学工学部教授)

.

: ･

I
.

:

'

:I
.

･

･

.

∴ .

:

'

,J .
.
∴ ､

●

･ t
･
･

●

ご .

､

･

:
a

柑
o

2
N

t
J占E

;8
｢
]

山
■

n
U

m
m

州
C

O

=
r l

l



ま

6
㌔

ゝ

F
J

ラ

マ

i
{
1

i,

～

■･

目次

まえがき 玉井 哲雄 - I
- - ･ ･ - - - - ･ 1

Ⅰ 日韓都市史研究の 現状と課題 - - - - - - - - -
- - - - - - ･ ･ - ･ ･

-
- -

･ - - - - - ･ ･1 0

1 . 日本都市史研究の動向

2 . 日本における町家研究の 成果と動向

3 . 韓国都市史研究動向

日本語要約 - - I - - - -
-

4 . 韓国住居史研究の 現況と課題

伊藤 裕久 - - - ･ - - - - 1 0

大場 修 ･ - - - -
-

-
- - 16

挙 京賛･ ･ - - I - - - -

2 8

- - - - - ･
- - - - - 4 6

田 鳳熊 - - - - - - - -
- 4 8

日本語訳 - ･ ･ - - - - - - -
-

･ ･
･ - ･ ･ ･ - - - - - - -

- - - - ･ ･ - - - ･ ･
･ ･

･
･ ･ - - ･5 8

Ⅱ 邑城と城下町
-

日韓比牧都市史研究会シ ン ポ ジウ ム - , - - - - ･ ･ -
･ ･ ･ ･ ･ ･ - - ･ ･7 0

1 . 研究会とシ ン ポ ジウ ム の 主旨説明

2
. 18 世紀に於ける水原牽城の 建設と商業都市

3 . 亀城 の 都市形態

4 . 城下町仙台の建設と変容

5 . 城下町松本に つ い て

6 . 質疑応答の記録

参考資料 ･ 近世主要城下町
一

覧

Ⅲ 日韓近代都市住宅の 比戟研究

玉井 哲雄･ - ･ ･ ･ ･ -
･ ･ - - ･ ･7 1

金 寓旭 - - - - ･ - - - ･

7 4

李 相棟 - - - -
- - - - 8 4

千葉 正樹 - - ･ ･ ･ - - ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･96

土本 俊和 - - - - - - -

ユ08

討論参加者 - - ･ - - - - -
- - - I 1 14

- I - ･ -
- - - - - I - I 1 24

1 ･ 北村の 古い 道と都市韓屋 ( ソ ウ ル の 都市韓屋) 宋 貴家 - - ･ - - - - ･

1 26

日本語約 ･ -
-

- - - - -
- - - - - I - -

2 . 日本にお ける近代都市型住宅 ･ 住宅地 の形成

常 葉大学附馬 国 憲館

■
■

■

■

■
■

■

-
一

t

l■

l1
一

l一
一
■

l

■

l
一

■
■

l
=

〓
〓

臼
｢

目
口

■
■

■

■
■

l
<8

H
W

i
n
)

n
U

n
U2

■
■

■
■

■

-

■

■

l■■
■
■

■
■
一

_

l_
■

l
l
l
l
l
l
■価

8

甘

け

≠

非
廿

[

-

l

l=
r

n

胴
′

o

-
- - - ･ - 1 32

松山 意 - - - - - - -

1 36



まえがき

研究代表者 玉井哲雄

こ の研究は ｢ 日本と韓国の 申 ･ 近世における都市空間の比戟研究｣

A c o m p a r ati v e s t u d y b et w e e n J a p a n e s e an d K o r e a n u r b a n
.s p

a c e .

と題し､ 科学研究費補助金の 交付を受け, 199 8(平成10) 年度は､ 国際学術研究 ･ 共同研究,

19 99(平成11) 年度 ･

2 000(平成1 2) 年度は ､ 基盤研究B として 3 年度にわた っ て実施された｡

研究組織､ 研究経費､ 研究の 目的､ . そ して研究の 経過などは以下の通りで ある｡

困研究組織

研究代表者 玉井
●

哲雄

研究分担者 伊藤 裕久

大場 修

士本 俊和

千葉大学 ･ 工学部 ･ 教授

東京理科大学 ･ エ学部 ･ 助教授

京都府立大学 ･ 人間環境学部 ･ 教授

僧州大学 ･ 工学部 ･ 助教授

モ リス ･

マ
ー

ティ ン 千葉大学 ･ 工学部 ･ 助教授

李 相棉

金 束旭

田 鳳願

事 京賛

研究協力者 小泉 和子

宋 寅東

京親犬学枚
･

建設工学部･ 教授

京親犬学校
･

建設工学科 ･ 教授

ソウ ル大学枚
･

工科大学建築学科･ 助教授

囲光大学枚
･

工科大学都市工学科･ 助教授

愛知県立芸術大学 ･ 客員教授

ソ ウ ル市立大学枚
･

建築部市進景学部建築科 ･ 副教授

なお､ 研究の 一 環として行 っ た調査､ 研究会､ シ ン ポ ジウ ムなどに随時参加して い ただ

い た研究者､ 大学院生､ 学生の名前は研究経過の対応部分に記したo

観研究経費 19 98 (平成10) 年度

19 99 (平成11) 年度

20 00 (平成12) 年度

円

円

円
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千
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鵡研究の 目的

束アジ アそれぞれ の 国の社会にお い て重要な位置を占めて い る現代都市を考える上で ､

その 前提となる中 ･ 近世都市の 歴史的考察は欠かせ な い ｡ 日本 にお い て は ､ 建築史の 分野

か ら中 ･ 近世 の都市史研究が個別都市の空間構造をあきらかにする ことを目指して研究が

進んで い るもの の ､ 日本列島内の 都市相互 の比較研究や ､ 諸外国の都市空間と の比較研究

はまだほ とん ど手が付けられて い な い ｡ 韓 国にお い ても ､ 都市史研究の必要性が認識 さ

れ ､ 研究方法およ び基礎的な史料収集に つ い て の試み がなされて い るが ､ 個別都市の空 間

-

･ 1
-
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構造 の分析は ､ ソ ウ ル な ど
一

部の都市で部分的に試みられて い るもの の ､ まだ十分な蓄積

があるわけで はな い ｡

そこで本研究では ､ 日本および韓国にお い て中世 ･ 近世の 都市史研究を先駆的に担 っ て

い る建築史研究者が ､ 互 い にその 調査研究成果を持ち寄 っ て課題を討論し､ 互 い に相手側

の都市空間 の調査研究に実際に参加 して ､ 都市空間を体験し､ さらに具体的に相互 に調査

およ び研究内容の検討を行う こと によ っ て; 日本 ･ 韓国それぞれ の都市史研究の水準を向

上させ ､ 相互の 都市の実質的な比較研究の 可能性を追求 しようと して い る ｡

具体的には, 日本にお い ては三部､ そ して各地の城下町や 寺内町など､ 韓国にお い て は

ソウ ル ､ そして各地 の 邑城に代表される中世か ら近世にかけて の都市をとり上 げ､ その 規

模､ 街路や街区の形態､ 敷地内の建物配置やその構造 ･ 間取り ･ 外観などを具体的に此軟

調査する ことにより､ 束アジ アと い う広 い 視野から相互の 都市空間 の特質をあきらかにす

る こ とを目指す｡

こ れらの作業が進め ば､ 日韓両国 の み ならず東アジア全体を視野 に い れた都市史研究の

可能性が開かれる はずであり､ 2 1 世紀世界の重要な課題である都市に関する様々 な板金

問題 を考える上で､ 束ア ジア の都市の歴史的経験に基づ い た発言のための有効な手がかり

となる はずである ｡

圃研究の経過

19 7 0年代以降の 日本にお い ては ､ 都市空間の 変容に対して ｢ 町並保存｣ と いう形で伝統

的な都市空間の 再評価が試み られ, それに ともな っ て建築史の立場から の都市史研究も本

格 剛こ行われるように な っ た ｡ 韓国におい ても､ やや時期的に遅 れるもの の 都市の急激な

変貌にともな っ て , 建築調査およ び都市史研究が行われ るよう にな っ た ｡ 19 90 年代に入 る

と､ 日韓それぞれ の都市史研究者の 間で ､ 自国内だけで は なく広く束ア ジ ア全体からみた

都市空間の比較研究が重要と い う認識が形成され､ 実際に比較調査も行われてきた｡

今回の 日本と韓国の研究者によ る共同研究は ､ 直凍的に は19 94 年5 月に開かれた新都市

建設をテ
ー

マ とする ｢ ソ ウ ル 定都6 00 年記念シ ン ポジ ウ ム｣ (明知大学校建築文化研究所主

催) にお い て ､ 研究代表者玉井哲雄が ｢ 日本の 歴史的新都市｣ と いうテ
ー

マ で基調報告し

た際に ､ 韓国の 共同研究メ ン バ ー を中心とする都市史研究者と の 問の 議診で ､ 双方の 問題

意識の 共通性が認識され､ 日韓都市史共同研究の可能性 が凍起された こと が実機とな っ て

い る｡

その こ とをうけて ､ 韓国側 の研究グ ル ー プの代表李朝棟は ､ 19 95 年2 月から199 6 年1 月

まで の
一

年間､ 外国人研究者と して千葉大学にお い て玉井哲雄と都市空間の調査方法､ 史

料収集の 方法､ 史料の 分析方法に つ い て共同研究を行 っ た｡ また､ 19 96 年6 月には玉井､

モ リ ス , 大場が､ 19 97 年 3 月に は玉井が韓国を訪問して共同研究の 内容の打ち合わせ を

行 っ て い る｡

科学研究費が採択され､ 補助金が得られて以降3 年間の実際の共同研究は ､ 大きく以下

の よう
一

な内容を計画 し実行したo

1 . 日本側研究者が韓国を訪問 し､ 韓国の 実際の都市およ び都市を構成する建物を調査見

学して ､ そ の現地で韓国側研究者と討論を行う｡ また､ 韓国側研究者が日本を訪れて 同様

に調査見学を行 っ て現地で議論する ｡

-

2
-



2 . 韓国側研究者が計画し､ 学生が多数参加して英行された都市韓屋実測調査に ､ 調査日

程を調整して 日本側研究者も参加して ､ 実際の住宅実測調査を部分的に分担する｡ これに

は日本側研究者に同行した学生も参加する ｡

3 . 日本､ 韓国それぞれで行われた調査期間中に研究会を行い
､ それぞれが分超して研究

報告を衝い ､ 討論を行う｡ 研究会には こ の共同研究の研究介抱者, 研究協力者の みならず

広く関連分野 の研究者､ 大学院生 ､ 学生 の参加を求める ｡

実際の 調査日聴､ および研究会な どの 日掛ま以下に示 した通りである ｡

◎199 8 年度

1 . 韓国恩情道 ･ 全羅道都滞調査 (199 8/08/2 2 -

1998 /08/30)I

ソ ウ ル 市内都市遺構 ･ 伝統的建物調査

南山 コ ル韓屋マ ウ ル 晶徳宮 轟会洞 督門洞 泉福宮 社穫堰

韓国内各地 の代表的邑城な ど都市遺構の窮地飼養

海乗邑城 豊浦邑城 沃沸邑城 全州邑城 南敵邑城 島平

木浦 宝城カ ン コ ル マ ウル 楽安邑城 晋州 大将 星州

日本側参加者 玉井哲雄 伊藤裕久 大場修 小泉和子

韓国側参加者 金束旭 李相林 田鳳殿 来賓寮 (都市韓魔の案内と艶明)

韓国側調査協力者

李 王基 (牧園大学建築学科)

拳 鏑例 (密陽産業大学校建築工学科 大坪邑城の案内と説明)

金 基虎 ( ソ ウ ル市立大学 研究会参加)

通訳

梶川 晶啓 ( ソウル 大学大学院生)

2 . 日本国近畿地方都市調査 (1999/ 01 /26 -

199 9/02 /01)

京都市内の 町家と町並 大和郡山城下町 環濠集落 中家住宅

奈良国立文化財研究所 : 平城京資料館 発掘現場 奈良町の町家と町並

今井の町家と町並 富田林の町家と町並 京都伏見の町家と町並

大阪市内: 大阪城 大阪城下町 心斎橋 御堂筋な ど

日本側参加者 玉井哲雄 伊藤裕久 大場修 士本俊和

韓国側参加者 金末旭 李相林 田風解 季京賛 宋寅表

日本側調査協力者

石川 祐
一

(京都市文化財保護課 京都市内案内と説明)

西山 和宏 (奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部遺構調査室 平城宮跡説明)

小林 広育 (奈良市教育委員会文化財課 奈良市内の 説明と案内)

梁 在溶 (大阪大学工学部建築工学科博士課程大学院生 大阪市内の説明と案内)

小林 大祐 (京都文教短期大学 伏見市内の案内と説明)

-

3
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通訳

金 暴威 (国立全南大学校湖南文化研究所特別研究員)

⑳199 9年皮

1
.
. 韓国ソウ ル都市韓屋調査 ･ 慶州調査 (19 99/06/3 0

- 1999 /0 7 /0 7)

ソ ウ ル : 内需洞地区都市韓屋実測調査 桂洞韓屋調査 昌徳宮 秘苑

慶州: 良洞 マ ウ ル 慶州文化財研究所 皇龍寺遺跡 新羅王宮発掘調査現場

雁鴨池 感恩寺

日本側参加者 玉井哲雄 伊藤裕久 大場修 士本俊和 小泉和子

韓国側参加者 金束旭 季相求 田鳳無 季京賛 宋貧家

韓国側調査協力者

雀 発基 (除羅伐大学建築学科 慶州市内の説明と案内)

日本側調査参加学生

大石真巳 紀伊 健 平野裕丈 (千葉大学大学院生)

牧 山 恵 牧島美玲 (東京理科大学大学院生)

雫石絵麻 山本力央 (束京理科大学学生)

通訳

梶川 晶啓 (駐大韓民国日本国大使館広報文化院専門調査員)

奉 書淳 (京畿大学校研究員)

2 . 日本国東北地方都市調査 (1 999 /1 0/25
- 1999/1 0/3 1)

仙台市内 : 若林城 穀町 大崎八幡宮 仙台市立博物館 青葉城本丸石垣整備現場

平泉町 : 中尊寺 毛越寺 観自在王院 無量光院
､

酒田市内 : 鍵屋 旧本間家本宅 城輪柵 朗口山公園 鶴岡市内 : 致道博物館

会津喜多方市内町並 下郷町大内積 金津若於町並 さざえ堂

日本側参加者 玉井哲雄 伊藤裕久 大場修 士本俊和 モ リ ス ･ マ
ー

テ ィ ン

/j ヽ泉和子

韓国側参加者 金束旭 李相林 田風解 李京賛 宋寅豪

日本側調査協力者

千葉 正樹 (東北大学大学院国際文化研究科 仙台市内案内と説明 研究会報告)

田中 則和 (仙台市教育委員会文化財課 青葉城本丸遺跡解説と案内)

金森 安孝 (仙台市教育委員会文化財課 青葉城本丸遺跡解説と案内)

八重樫忠郎 (平泉町教育委員会 平泉遺跡解説と案内)

本沢 慎輔 (平泉町教育委員会 平泉遺跡解説と案内)

清野 誠 (酒田市教育委員会文化財係 酒田市内文化財 の 案内と説明)

小槍山満好 (小櫓山建築設計事務所 会津喜多方市内保存建物案内と説明)

通訳

-
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李 雄九 (東北大学大学院生)

季 善姫 (東北大学大学院生)

金 其政 (東北大学大学院生)

◎2 000 年度

1 . 韓国ソ ウ ル都市韓屋調査 ･ 全州都市建築調査 (2 000/06 /19 - 2000/ 06/2 5)

ソ ウ ル : 勝山 ･ 普門洞都市韓屋調査 轟骨洞都市韓屋実測調査

晴州 : 都市 ･ 建築調査 会州: 教洞韓屋実測調査

日本側参加者 玉井哲雄 伊藤裕久 大場修 士本俊和 小泉和子

韓国側参加者 金東旭 李相林 田鳳無 季京賛 宋寅寮

韓国調査協力者

･鄭 石 ( ソウル市政開発研究院 轟食洞現況の解艶)

金 寮永 (清州大学校建築工学部 滑州の解鋭)

櫨 孝昇 (繍州大学校建築工学部 滑州の解説と案内)

日本側調査参加研究者学生

斎藤知恵子 (国立科学博物館技術補佐貞)

岸原かほる 児玉大典 中島千鶴 (千葉大学学生)

松山 恵 牧島英玲 雫石絵麻 (東京理科大学大学院生)

高槍俊秀 (東京理科大学学生) 朴 倫爽 (備州大学学生)

通訳

李 恵浮 (京散大学校研究員)

朴 倫爽 (償州大学学生)

2 . 日本国関東地方 ･ 備州地方都市調査 (2001 /01/0 4 -

20 01/01/ 10)

東京深川 ･ 佃島 ･ 月島 ･ 谷中 ･ 根津地区都市調査

鎌倉市内寺院神社 ･ 都市遺構調査

東京｢ 昭和のくらし博物館｣ 調査

粉本市内城郭 ･ 近代建築 ･ 伝統的建築 ･ 保存整備建物調査

小布施市内保存建物調査

長野市善光寺町並建物調査

日本側参加者 玉井哲雄 伊藤裕久 土本俊和 モリス ･ マー

ティン 小泉和子

韓国側参加者 金東旭 李相林 田風解 李京賛 宋貴家

日本側調査協力者

馬淵 和雄 (鎌倉考古学研究所 鎌倉市内都市遺構の 説明と案内)

降幡 鹿億 ( 降幡廉倍設計事務所 粉本市内保存整備建物の解説と案内)

水上 慶子 (於本市教育文化振興財団 旧開智学校案内)

通訳

-
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李 窓淳 (京島大学校研究員)

朴 倫爽 (膚州大学学生)

李 賢恒 (信州大学学生)

こ の 間に行われた研究会などの 主な報告内容およ び議論の内容は 以下に示 した｡

◎1 998 年度

第1 回研究会 (1998 / 08/25 晋州国立慶尚大学枚)

1 . 大場 修 日本における町家研究の 成果と動向

2 . 田 鳳無 住居史研究と氏族マ ウ ル

第2 回研究会 (1998 / 08/29 国立 ソ ウ ル大学枚)

1 . 玉井哲雄 研究会経過と今後の 展望

2 . 伊藤裕久 日本都市史研究の 動向
一

建築史学における近世都市史研究を中心に

3 . 李 相棟 ソ ウ ル の都市史研究に つ い て

第3 回研究会 (1998 /10/26 京都府立大学)

1 . 金 東旭

2 . 田 鳳輿

3 . 李 京賛

4 . 伊藤裕久

5 . 大場 修

韓国における時代変化と住宅の変遷

韓国住居史研究の現況及び課題

韓国都市史研究動向

惣構をも つ 集落と都市
-

環濠集落 ･ 寺内町 ･ 城下町

富田林 ･ 今井の町家

◎19 99年度

第 4 画研究会 (1 999/0 7/0 1 京畿大学校ソウ ルキ ャ ン パ ス)

1 .

.
宋 寅豪 ソ ウ ル の都市韓屋

2 . 伊藤裕久 日本における近代都市型住宅 ･ 住宅地の 形成

牧山 恵 一

20 世紀初期の 動向を中心 に

第5 回研究会 (1 999/1 0/ 26 束北大学国際文イヒ研究科大会議室)

1 . 玉井哲雄

2 . 金 東旭

3 . 李 朝棟

4 . 千葉正樹

5 . 土本俊和

研究会の紹介と趣旨

朝鮮時代の地方都市 - 水原草城と地方の 邑城

邑城の都市形態

城下町仙台の建設と変容

城下町松本に つ い て

* ｢ 日韓比較都市史研究会
一 邑城と城下町｣ として東北大学国際文化研究科アジ ア社会

論講座 と共催の シ ン ポ ジウ ム を開催｡ 報告およ び議論の内容, そして主な討論参加者名は

Ⅱに掲載した o

-
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⑳20 00 年度

第 6 回研究会 (200 0/06 /24 囲光大学校)

韓国における条里と都市に つ い て

研究の今後の展望 報告藤内容の検討

第7 回研究会 (200 0/01/ 07 昭和のくらし博物館)

研究会全体の総括 報告審内容の検討

開研究の 成果と本報告番の内容に つ い て

この報告審は 3 年問の研究成果を2000 年渡来の時点で まとめたもの である｡ 個々 の 内容

とそ の背景を簡単に説明しておきたい ｡

｢ Ⅰ 日韓都市史研究の現状と課題｣ は､
こ の 共同研究の前埴として 日本と韓国それぞれ

の都市および都市を構成する町家ない し住居に つ い て の研究史の総括を斌み たもの で ､ 研

究会の場で報告された内容をあらためてまとめて い ただ い たもの である ｡ こ の ような試み

日本で も必ずしも十分で はなく､ 韓国にお い て はほとん ど初めての就み と い っ てよい ｡ 日

本と韓国両国の研究史を本格的にまとめた内容は貴重であると考える0

｢ Ⅱ 亀城と城下町 日韓此瞭都市史研究会シ ン ポ ジウムの記録｣ は､ われわれ日韓此軽

都市史研究会が束北大挙国際文化研究科アジア社会静講座と共催で開催したシ ンポジウム

の言己録である｡ シ ン ポジウ ム に い たる経緯を簡単に貌明しておく｡

韓国側研究者にと っ て ､

一 般的に日本列島内でも関東以北の都市はなじみの少ない世界

という ことがあり､ こ の 共同研究の機会に是非東北地方の都市を実地に見たい と いう希望

があ っ て こ の調査を計画した｡ 仙台を調査の拠点にしたのは､ 韓国から の航空機の償の良

さもあ っ たが､ 仙台が東日本を代表する城下町であ っ て調査対象となる場が多く, しかも

都市史に関して討論できる研究者がそろ っ て い ることが理由であ っ た0

仙台における調査の 内容に つ い て ､ 当初は仙台城下町研究を主導されて い る渡辺浩 一 氏

(国文学研究資料館史料館) に相談し､ 同氏 が体調を崩された後は千葉正樹氏 (東北大学

大学院国際文化研究科) に引き継い で い ただ い た｡ その 過程で ､ 仙台の研究者との討論の

場として ､ こ の シ ン ポ ジウ ム の計画が浮かび上が っ た｡ 韓国の都市史研究者と仙台の都市

史研究者が議論できる機会は貴重であり､ 最終的には東北大学国際文イヒ研究科アジ ア社会

論講座 の全面的な協力の もとに､ 仙台周辺の 数多くの研究者が参加して い ただくことがで

きた ｡ テ
ー マ は ､ こ の研究会の 基本的な課題である日本と韓国の都市の比較と い う観点か

ら､ 韓国にお い て は ｢ 邑城｣ ､ 日本にお い て は ｢城下町｣ と いうそれぞれ の地域を代表す

る都市を取り上 げる ことにした｡ 韓国側の 金束旭先生､ 挙相棟先生に はあらかじめ連絡

して 邑城に関するテ
ー

マ と資料を用意して い た だ い た｡

報告と討論の内容は読んで い ただきた い が､ 学術的な内容の み ならず､ 基礎的な知識 に

つ い ても相互に初め て の 知見も多く､ 韓国と日本の都市史研究をめ ぐる状況 に つ い て の 基

本的な知識の確認がお こなれた｡ もちろん都市の特質に関して の 実質的な議論が行われる

-
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とともに ､ その過程で研究の 可能性が残されて い る こともあきらかにな っ たと考える ｡

｢ Ⅲ 日韓近代都市住宅 の比較研究｣ は､ 今回の研究の過程で実現 した都市韓屋調査に関

する調査研究部分の 成果である ｡ 宋貴家氏 には ､ 多年の研究者積 に基づ い たソウル都市韓

屋の研究成果をまとめて い ただき ､ 於山恵氏にも韓屋調査に参加 した視点を基にした日本

の近代都市住宅形成過程の問題を論じて い た だ い た｡ これらはそれぞれ研究会で の 報告を

あらためてまとめて い た だ い たもの である o 小泉和子氏 には家具史研究の 立場から､ 今回

の都市韓屋を中心とする住居内の 家具の実体調査の結果をま とめて い た だ い た｡ 制約の 多

い 調査であ っ た にもかかわらず､ 実地調査と聞き取りを実行され､ 集められたデ
ー

タを詳

細 に整理分析された結果である｡ 従来具体的なデ
ー

タに基づ い て論じられ た こ との ほとん

どな い ､ 都市居住様式の 日韓比較に関する貴重な研究成果となるはずである｡

｢ Ⅳ ソ ウ ル内需洞 ･ 素食洞都市韓屋調査報告｣ は19 99 年度と2 000 年度に実行された都市

帝屋調査 の報告である｡ こ の 日韓共同研究の
一

環と して都市住宅調査 が当初か ら計画され

て い た が ､ 具体的な調査対象な どは未定であ っ た｡ 19 98 年度の調 査お よび研究討議の過程

で 日本側から韓国の都市住宅 に関する調査の希望が強く出され､ それ に韓国側が答える形

で調査は実現した｡ 韓国側調査の責任者である李相求氏の 解説にもあるように ､ ソ ウル市

内再開発の 過程で壊される こ と が決ま っ て い た内需洞地区の 調査である｡ 韓国側の 京親犬

学､ ソ ウ ル大学､ ソ ウ ル 市立大学の 調査チ ー ム が実行した調査の
一

部分を､ 日本側 の千葉

大学､ 東京理科大学､ 備州大学の調査メ ン バ ー が分担する形で行われた｡ 韓国側に は多数

の学生が参加し､ 日本側も学生滋子参加した. 時間的にも厳し い状況の 調査であり､ 日韓共

同調査はで きなか っ たが ､ 調査実測図面の書き方の 基本から全く考え方が異な っ て い る な

ど興味深い 経験は多か っ た ｡ こ の ような機会を今後も実現 した い と考えて い る ｡

本報告蕃に掲載したの は､ 宰相棟氏に編集 ･ 解説して い た だい た韓国側 によ る内需洞地

区の 調査図面 の
一 部と､ 伊藤裕久氏 に編集 ･ 解説して い ただ い た日本側による内需洞 ･ 素

食洞地 区 の 調査図面の ほぼ全体で ある｡ なお､ 月本慨 図面 は調査参加メ ン バ ー

が中心 に

な っ て行い ､ 最終的な整理編集は雫石絵麻(東京理科大学大学院生) が担当した｡

調査全般に関して韓国側 の李相補氏､ 金東旭氏 の 日本語に依存する ことが多か っ たが､

通訳として名前をあげた方々 にそれぞれ の場で適訳をお願 い した｡ 国際共同研究にお い て

実質的な研究成果を目指すには言語の問題が重要で ある こ とをあらためて 痛感した｡ こ の

報告書の使用言語に つ い ては ､ 時 間や ス ペ ー ス の関係で全て の 内容に日韓両国語を使うこ

とはきなか っ た ｡ 韓国語の文章に は最低限日本語の 要約を つ ける こ とに したが ､ 日本側 で

刊行する報告書と いうことで ､ 日本語文章に韓国語要約を付けて は い な い ｡

本報告書全般に閲しで執筆分担協力して い ただ い た方々以外 に､ 最終的な原稿の 整理に

中島千鶴(千葉大学学生) の協力を得た｡ また､ 報告書の 編集段階で 日本側と韓国側 の連絡

調整と
⊥
部原稿の翻訳を分担して い た だ い た李意薄さん には特に感謝した い ｡

-
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野研究発表

こ の 間の研究成果で学会誌等に発表した主要なもの は以下の通りで ある｡

玉井哲雄 ｢『清明上河図』 と日本の都市景観｣

玉井哲雄 ｢都市空間に表塊される首都性｣

『アジア遊学』1 1号､ 199 9年

『年報都市史研究』 7 骨､ 19 99年

伊藤裕久 ｢ 近世後期における江戸周辺部の居住空間｣

『日本建築学会関東支部研究報告集』1 998 年

伊藤裕久 ｢甲斐善光寺境内の建築と町｣

土本俊和 ｢ 京都の 町屋における軸部と小屋組｣

土本俊和 ｢ 地子と地租の 間｣

『甲斐路』8 9 骨､ 19 98 年

『日本建築学会計画系翰文典』15 13 骨､ 19 98 年

『建築史学』33 骨､ 19 99 年

モリス マ ー

テ ィ ン ｢ FP 世政治都市鎌倉の中核部分の計画の前例と意味｣

『年報都市史研究』 6 骨､ 1998 年

モリス マ ー テ ィ ン ｢ 近世初期上層住宅のサ ー ビ ス シス テ ム における大台所｣

『日本建築学会計画系翰文銀』532 骨､ 20 00 年

降今後の展望

日本と韓国との問の学術的交流 は必ずしも十分に行われて い るわけで はな い o 我々研究

者が属して い る都市史 ･ 建築史の分野 にお い ても相互 に学術的な興味関心 は滞 っ て い るに

もかかわらず､ 都市 ･ 建築の具体的な場に即した形の 調査研究の機会は少なく､ 衝撃者禰

宜の問で建設的な討論が行われてきたわけで は な い ｡ 今回の我々 が実行した共同研究がこ

の ような状況を打開する
一

つ の 契機となる こ と期待した い .

本報告蕃に収めた研究成果 は研究会全体で目指した こ とから見ればまだごく
一

部分であ

る｡ 今後も研究分担者､ 研究協力者の間で研究発表や討論の機会を計画するとともに ､ 研

究自体の 充実発展を考えて い きた い ｡

周謝辞

最後に ､ こ の 間の 我々 の調査研究は実に多くの 研究者､ 現場担当者の 協力に よ っ て実現

で きた｡ 将に都市の 実際の 現場を重視する こ とを目的と したため に ､ 調査現場､ 発掘現

場､ そして住宅に実際に住ん で い られる方々 の協力が必要で あ っ た｡ こ こ に名前を挙げら

れなか っ た方々 も含めて あらため て感謝した い ｡
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Ⅰ 日韓都市史研究の現状と課題

1 . 日本都市史研究 の動向
伊藤裕久

1) 8 0 年代まで の都市史研 究

･ 舌代都市 (都城) や中世京都が中心的な素材

･ 近世城下町研究の 第 一 段階 ( 伊藤
･ 西川 ･ 内藤)

･ 京都
･ 江戸を中心とした町 ･ 町屋敷研究 ( 玉井)

･ 武家住宅 ･ 民家 ･ 町並 ･ 寺院など建築タイ プ別に分化した研究が主流
◆

※日本都市史研究の把握 : 伊藤毅 ｢ 学会展望 ｢ 日本都市史｣ ｣ 『建築史学』 19 86 年

○伊藤郭爾 『中世住居史』 東京大学出版会1 958 年 ｢ 日本都市史｣ 『建築学大系』 彰国払1 960 年

ヰ 都市社会や家 ･ 家族と の 関わり で都市 ･ 住居追求した先駆的研究

現在に継承されて いない重要な研究視点

ヰ 都市デザイ ン論 : 都市デザイ ン研究体 『日本の都市空間』 鹿島出版亀19 68年

○西川幸治 『日本都市史研究』 日本放送出版協会 ,
19了2年

明確な都市史的判断( 通史的叙述) をも っ て都市の将来を構想 → 保存修景論

中世寺内町
･ 近世城下町 → 都市共同体論/ 擬制的軍事都市 : 軍学を初め とする都市論の検討

ヰ 西川 ･ 藤本 ･ 武藤編 『まちに住まう
ー

大阪都市住宅史』 平凡社 ,
1 989 年

※高度成長期と い う時代背景 : 建築界におけ る都市論 ∴ 都市住宅論 の展開

上田篤 ･ 土屋敦夫編 『町家
一 共同研究』 鹿島出版会19了5年

○内藤 昌 『江戸と江戸城』 鹿 島出版会 ,1967 年 - 都市設計 へ の 興味

｢ 江戸の都市と建築｣ 1972 年 → ｢ 都市図犀風｣ の研究

○小寺武久 『都市の空間形態に関する史的研究』 ( 私家版 ､ 博士論文) 197了年

舌代 ･ 中世の京都研究 + 近世都市の空間的特質 ヰ 両側町/ 町屋敷と武家屋敷の相違

日本における都市空間 の全体的特質を通史的に分析した労作

細部の 空間 へ の こだわり/ 復原的研究 の基礎

○玉井哲雄 『江戸町人地に関する研究』 近世風俗研究会,1 977 年

『江戸 一 失われた都市空間を読む』 平凡社,1 986 年

町方史料を用いた都市史研究の 方法論を提示 した画期的研究

町
･ 町屋敷の内部構造の追求 ヰ 空間と社会 の 関係を追求

○京都における都市史研究の 深化 = ｢ 町｣ の研究

高橋康夫 『京都中世都市史研究』 思文閣 ,
1983 年

日向 進 『近世京都町屋 の 形成と展開過程に関する史的研究』 ( 学位論文) 1983

-
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小川 保 『近世京都における町の成立と解体に関する研究』 ( 学位輪文) 1985 年

｢ 近世都市における宅坤の境界とそ の変遷｣ 『建築史論叢』 198 8 年

野口 徹 『町屋 の展開過程 - そ の基礎的条件をめ(
･

っ て』 ( 学位論文) 1 983 年
『中世京都の 町屋』 東京大学出版会 ,

1988 年

※江戸 . 京都の 近世都市史研究の進展 のもとで ､ 近世史と建築史を幣(
･

接点が用意された

○近世城下町研究 の展開

宮本雅明 ｢ 近世初期城下町の ヴイ スタに基づく都市設計｣ 『建築史学』 1985 年
｢ 近世初期都市の 景観政策と都市造形｣ 『建築史学』 1986 年

ヰ 都市デザ イ ン論というよりも城下町の性格の変化を追求 政治的都市J 経済的都市 へ の移行

○伊藤毅 『近世大坂成立史論』 生活史研究所 ,
1987 年

ヰ 建築史学における中近世移行期都市空間論の噂失

寺内町/ 石山本願寺
･ 天満寺内 ･

四天王寺 ･ 先行集落/ 秀吉の都市計画

○民家 ･ 町並の調査研究と保存 (70 年代以降)

･ 今井町1 956 .
57 年 妻龍宿19 77年 ｢ 伝統的建漬物群保存地区｣ 他町並調査報告書100 冊以上

･

玉井哲雄 ｢ 近世都市における町並の構成 - 越前≡国漢の町家と都市構造｣ 『建築史学』 1984 年

建築遺構調査 ヰ 都市査問構造 : 建築史学a ) 独自性と娘界

町並の 完成期 ( 近世後期) と都市形成 ( 近世初期) の画期 の タイ ムラグ

建築と都市の間を埋める作業の重要性

･ 野口徹 『日本近世 の都市と建築』 法政大学出版会 ,
1 992 年

東京大学稲垣研究室 竹原1978 年 宿根木1981 年 大和郡山1982 年･ 1984 年

･ 上野邦
- 『歴史的環境地区 の空間特性に つ い て の基礎的研究』 .( 学位論文) 1990 年

都市機能による既存の都市類型にとらわれず町並形式か ら空間特性を追求 一

幕長文化財研究所による調査研究 奈良井1976 年 高山1975 年 奈良町1983 年 他

･ 近年の 調査研究動向 - 大場報告

大場修他 ｢ 長浜｣ 日向進他 ｢ 小浜｣ など/ 町づ くり へ の シ フ ト ( 関連調査研究の増加)

2) 9 0 年代の都市史研究

･ 文献史学と建築史学の共同研究の場の形成/ ｢ 空間 = 社会｣ とい う視角

① 『都市史入門 l … = 』 東京大学出版会 ,
1989 年

ぅ 中世都市 へ の 関心が中心 → 『図集日本都市史』 東京大学出版亀1993 年と して集大成

一 高橋康夫 ｢ 中世都市空間の 様相と特質｣ 中世京都における市と町

･ 伊藤 毅 ｢ 中世都市と寺院｣ 町と寺内 ･ 境内の関係
･

官本雅明 ｢ 空間志向の 都市史｣ 中世博多の復原 ( 神仏の都市空間)
･

玉井哲雄 ｢ 都市史に おけ る都市空間研究｣ 方法論 の提起 ヰ 考古史料
･ 絵画史料 ･

伝承史料

-
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② 『日本の近世 9 都市 の時代』 中央公論払1992 年

･

玉井哲雄 ｢ 近世都市空間の特質｣

･ 伊藤 毅 ｢ 近世都市と寺院｣

③ 『年報都市史研究 I - V 』 山川出版社1993 年 - テ
ー マ : 城下町 の 発展段階論と巨大都市論

I ｢ 城下町 の原景｣ 1993 年

･ 伊藤 毅 ｢ 境内と町｣

･

伊藤裕久 ｢ 近世市町 の空間形成｣

II ｢ 城下町の 類型｣ 1 994 年
･ 官本雅明 ｢ 城下町の空間類型｣

･ 高橋康夫 ｢ 麓集落 - そ の成立と景観｣

･ 玉井哲雄 ｢ 町割
･ 屋敷割 ･ 町屋 一 近世都市空間成立過程に関する

一 考察｣

※研究動向 嵐l 眉樹 ｢ 近世の 武家屋敷と都市史研究｣

‖ ｢ 巨大城下町｣ 1995 年
･ 伊藤 毅 ｢ 江戸寺院 へ の視角 一 近世 の巨大都市と寺院｣

･

玉井哲雄 ｢ 近世巨大都市空間の成立と展開｣

･ 鈴木博之 ｢ 巨大都市形成 の単位
一

口 ン ドン に おける エ ス テ
ー

ト開発｣

lV ｢ 市と場｣ 1996 年
･

伊藤裕久 ｢ 中世末か ら近世初 の 町と市｣

･ ≡井 渉 ｢ 近世中期以降に おけ る都市内寺院境内の 変容 ( 浅草守) ｣

V ｢ 商人と町｣ 1997 年
･ 谷 直樹 ｢ 商家集住体として の町 ( 大坂) ｣

④高橋
･ 吉田 ･ 宮本 ･ 伊藤 咽 集 日本都市史』 東京大学出鹿島1 993 年

①から の 問題意識の発展 舌代都城と近世城下町 の 間を繋 (
･

論理 - ｢ 境内｣ 論

｢ 境内｣ と ｢ 町｣ : 発生 - > 成熟 → 再編と継承

⑤史学会シ ンポジウ ム1 992 * ,
1 由3年

⑤- 1 『都市と商人
一

芸能民 一 中世から近世 へ 』 山川出版亀 1993 年
･ 伊藤 毅 ｢ 宿の こ 類型｣

･ 伊藤祐久 ｢ 戦国期上富田宿の町割 ･ 屋敷地割とそ の 変容｣

⑤- 2 『武家屋敷 一 空間と社会』 山川出版会,
1994 年

･ 藤川昌樹 ｢ 徳川期京都における武家屋敷の成立｣

⑥その 他の 学際的研究( 考古学を中心と した都市史研究)
｢ 中世都市研究会｣ の 発足1993 年 : 中世史( 文献) と考古学研究者を中心 とした組織

⑥- 1 『中世都市史研究1 - 5 』 新人物往来社 ,
1994 年 -

特集 : 都市空間/ 舌代か ら中世 へ / 津 ･ 泊 . 宿/ 都市と宗教/ 都市 を つ くる

-
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3)取 り上げ られた中心的なテ ー

マ

◎ 中近世移行期 の都市空間論

①
一 連の 玉井論文 : 近世都市空間の成立過程 の 問題

玉井哲雄 ｢ 都市の計画と建設｣ 『日本通史1 1 近世1 』 岩波書風1 993 年

高橋康夫 ｢ 申近世都市の空間と構造 一 京都を事例として｣ 『関西近世考古学研究= 』1992 年

②伊藤裕久 ｢ 中 ･ 近世移行期の 都市史研究 一 中世町境 の視角から｣ 1 992 年 ( 学会近畿支部シ ンポ)

第1 期 : 寺内町/ 戦国 ･ 織豊期城下町/ 堺 ･ 博多/ 惣村と町境

伊藤裕久 『中世集落 の査問構造』 生活史研究所 ,1992 年

第2 期 : 宿 . 市 ･ 津 ･ 泊な どの ｢ 都市的｣ な場の形成の問題

伊藤 毅 ｢ 宿の こ 類型｣ ( 前掲)

伊藤裕久 ｢ 戦国期上富田宿の町割 ･ 屋敷地割とそ の 変容｣ ( 前掲)

③今後の ポイ ン ト : 中世都市考古学 の発展 ､ 発掘成果に対する閑適緒学 の精練な分析作業

堺 博多 一 乗谷 鎌倉 京都 大坂 清洲 安土 名諌屋

草戸千軒 尾道 柄 十三湊 多賀城 ( 国府) 平泉

宿 ･ 市 ヰ 都市的な場と いう脚皆で ｢都市｣ として特定はできて い
. ない

cf . 小野 正敏 ｢城戸の 外のもぅひと つ の 町｣ 『太率府陶磁器研究』1 995 年

｢ ニ 元論｣ に対する城戸外の 町の 発展
一

乗谷 : 阿波賀 敦賀 : 善妙寺領 の復原

十三湊の 発掘調査 : カ ッ チ ヨ ( 防風柵) の継承 ･ 室町時代からの連続性

主弓長1 : 在他の 町場研究 の立場からみる と近世的都市形態の 骨格は1 6 世裾中頃には成立

1 5 世紀以降1 7 世紀までを連続的に捉える必要性が大

⑳ 巨大都市論 都市 ｢ 内｣ 社会と単位社会構造 = 同質の社会集団の重層と異な る社会集団の複合

①寺院社会と町

伊藤 毅 ｢ 近世都市と寺院｣ ｢ 江戸寺院 へ の視角｣ ( 前掲)
'

≡井 渉 ｢ 近世初頭に おける浅草寺境内 の変容｣ 『建築史学』 1992 年

｢ 近世寺院境内に おける遊興の演出｣ 『建築史の鉱脈』 1995 年

y②武家社会と町 宮崎勝美/ r 藩邸研究会｣

藤川昌樹 ｢ 近世京都における町奥型屋敷の成立とそ の背景｣ 『建築史 の鉱脈』1995 年

藤ノー侶樹 ｢ 徳川期京都における武家屋敷の成立｣ 19 94

③単位社会構造 : 町を越えた広が りの 追求 大店 ･ 表店
･

裏店
･ 身分的周縁 ( 被差別部落)

玉井 ･ 小Jll の 先駆的研究に対して建築史学 で は蓄積が少な い

谷 直樹 ｢ 商家集住体として の 町｣ ( 前掲)

表借家/ 町と筋/ 裸貸しなど大坂を事例に新たな町の 存在形態を主張

主弓長2 : 表店
･

裏店の 民衆世界に対する都市空間 - 市場社会 ｢ 売り の 形態｣ ( 前売 ･ 床店)

建築史で 欠落/ 近世中後期都市空間の 分析不足/ 近代都市空間と の関わり の追求

-
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O ｢ 境内｣ 的空間の解体

城下町
･ 港町など均質な近世都市空間の成立を公 の成立に伴う境内の解体過程と して捉え､

近代都市 へ の 志向を近世都市にみ る視角

宮本雅明 ｢ 日本海の港町
一 室間構造をめ(

･

っ て
-

｣ 中近東文化セ ンタ ー

, 199 4 年

○三部研究から比較都市史研究 へ

規模や形態比較の段階から空間 - 社会構造 の 比較 へ の 展望 - 東ア ジ ア の 比較都市史研究

主弓長3 : 日本における ｢ 町｣ の独自性 の追求

4) まとめと今後 の課題

○三部研究に対する
一 定の評価とそれに対する地方都市研究 の 問題

都市空間の も つ 個性 ･ 地域性 : 地域的集住環境の特異点 で はな く結節点とみる ことが可能

･ 制度として の都市 ･ 村落を統 一 的視点で把握/ 関係性に注目/ 都市 の周縁は地域の * '山

一 都市と農村 (町家と農家) を前提とする の で はなく中間的な社会集団
･ 居住形態にも注目

･ 町家論の地域的展開

玉井哲雄 ｢ 江戸の 町家
･ 京の町家｣ 『列島の 文化史1 』1 98 4 年

『東日本町家建築の系統的把握の ため の基礎的調査研究』 科研報告書 ,
1 987 年

宮本雅明
･ 中川等 『近世地方城下町に おける町屋と町並 の生成』 住総研報告書 ,

1 988 年

伊藤裕久 ｢ 近世市町の空間形成｣ ( 前掲)

大場修 ｢ 東日本における市町 の構成 と常設店舗 の成立過程｣ 『住総研研究年報』 ,
1 997 年他

○文献史学と建築史学 の視点の ズレ の指摘

･ 文献史学の 社会構造の分析 ･ 研究成果に学ぷ点 の多い建築史学 における都市史研究 の現状

都市史研究の 方法論 の格段 の精練化/ あま りに両者 の 問題意識 が共通 の枠組み に収赦 して い く の

もどうか / 空間 - 社会は自明か ?

･ 建築史学にと っ て重要な点は ､ 現代人 の 尺度で 歴史的都市を類型化 ･

分析する の で はな〈 ､ 当該

期の 都市の社会状況を前提として ､ 当時の 人間に と っ て の都市空間を み る視点を持ち続ける こ と

( 玉井) 0

一 方で

･ 都市の 何を分析するか - 研究 ｢ 対象｣ として の都市史か ら研究 ｢ 方法｣ とし て の 都市史 ヘ

ー ｢ 建築学｣ とし て の 都市史研究の 独自の視点を見 い だす必要性

現代都市に対する問題意識 : 伝統的都市空間の魅力/ 集住体 . 空間形態 の本質/ 都市と コ ミ ュ

ニ テ ィ / コ モ ン ズ/ 計画性と自律性/ ス ト ッ ク聖社会の 都市/ 開発と保存/ 環境共生/ 住民 主

体の まちづくり/ 災害と都市など ( 小林英之 ｢ 防災 ･ 長崎 ･ 歴史｣ 『建築史論叢』1 988 年)
･ 安易な歴史の引用 はかなり問題だが ､ かと い っ て取り上げられるテ

ー

マ は ､ 現代の都市状況を捉

える研究者の 視点の 延長線上にある こ とはさけられな い の で はな い か ｡

･ 将来の都市計画 ･ デサイ ン にと っ ての近世都市 の重要性 - 近代を越え て現代都市に積層 した都市

空間 ⇒ 歴史的都市空間の も つ 普遍的特質の 追求を怠る訳には行かな い の で はな い か ｡

-

1 4
-



日本における都市空間の 展 開図式

○地 相

遺品
帽

空

滋王 世

○町 域

○寺内町

都 城 (粂坊制)

平安京

● 左右対称性( 理 念的空間)

グ 7) ･
y ド ･ プラ ン ユ ン グ

÷ ⊥ - 一

中世京都の 形成
｢ 町｣ の成立

四丁町と屯所 ･ 辻子

○鎌倉と武士 の館

(在地領主制)

◎求心的空間構造

国 府

軒 ｢ 池J 的結合

地縁社会の 発達

郡市的住民共同体

点在する 都市領主

と｢ 町J の 自律性

○宿

外宿 内宿

惣構 とr 町組｣ ○市町 + ○戦国柳城下町

○上京
･ 下京 一 乗谷

在方mr

( 村方支配)

○織豊柳城下町

● 二 元的空間構造

城 ･ 居館 と

武士団の 典住

(安土か ら大坂 へ)

○ 近LLl 京都 @ 郡fff 空[.

7

.1 の 一 元化

( 信長 ･ 秀吉 に よ る 都市改造) ○大坂( 豊臣城下町)

城下町化 ○江戸( 徳川城下町)

良妻 世 城 下 田r

● ゾ ー ニ ン グ概念と

トポ ロ ジ カ ル プ ラ ン ニ ン グ
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2 . 田本における町家研究の成果と動向

大場 .. 修 (京都府立大学)

1 ∴ は じめに

町家に対する建築史研究に は ､ 民家史研究を基礎と した町家研究と ､ 都市史的な問題意

識か らの研究がある ｡ 研究史的にみ れば､ 民家史研究が戦後の 早い 時期から現存する町家

遺構の調査に着手して い るが ､ 遺構が残らな い 中世以前の状況 に つ い て は､ 都市史研究の

進展とともに､ 主として文部や絵画資料を主体とした研究成果が近年急速に蓄積され つ つ

ある ｡

関連して ､ 考古学 における都市史的な関心 の 高まりとともに ､ 中世以前 の都市や 町家遺

構の 発掘成果も増え､ 建築遺構に次ぐ遺構史料として注 目され つ つ ある し､ こ れらの 成果

に基づ い た考市学か らの都市史的な研究成果も増えて い る ｡

町家建築は ､ 建築年の新旧をともかくとすれば､ 遺構として 多量に現存して い る ｡ これ

らが各地で特色ある歴史的町並を構成し､ 重伝建地区の 選定数も着実に増えて い る ｡ 町家

遺構は ､ 伝建地区指定の ため の事前調査をはじめとして ､ 各地で取り組まれて い る町家調

査に よりその多くが実測され記録されて い る｡ 報告書の 精租に ばら つ きが あ っ ても ､ その

全国的な蓄積はそれ自体が町家研究の基礎資料として重要である｡ た だし､ 町家研究の立

場か らすれば､ 遺構調査を踏まえつ つ さらに研究レ ベ ル で町家を扱う取り組み は ､ 民家

(農家) 研究ほ どは活発で はな い ｡

こ れは､ 遺構の年代にも制約されて い る の かも知れな い ｡ 農家に比 べ て町家は古 い遺構

が残りにくく､ 近代の 町家を主体とする場合 が少なくな い ｡ 実際､ 近代和風建築調査で取

り上 げられ る例も多い ｡ 年代幅が狭 ければ､ 歴史として捉えにく い の は事実であろう｡ い

ずれにせよ ､ 町家研究は､ その型が成立 したで あろう平安末期か らはては近代まで ､ 幅広

い年代の 中でそれぞれに課題 が設定しう る の は事実で ､ それぞれに課題と方法論は自ずか

ら異なる ことになる｡ 以下で は､ こ れまで の主要な町家研究をそ の 課題ごとに整理する こ

とで ､ 成果を概観した い ｡

なお､ 町家は ｢ 町屋｣ とも表記される｡ 都市史研究で は ､ 文献史料に即 して町屋 が用 い

られる こ とが多い ｡ 本論で は ､ 基本的には筆者の慣行に従 い 主として町家を使用するが ,

文献引用や その要旨に相当する部分では原則的に引用文献の使用法に従うこ ととする｡

2 . 古代末期 - 中世 における京町家の形成過程に関する研究

いうまでもなく町家の成立過程はそれが立地する都市と不可分 にあり､ 都市と 一

体に捉

える こ とが求められる ｡ 近年､ 都市史研究の進展とともに町家に対する関心も高ま るなか

で､ 京町家の形成論は大きな成果を待つ つ ある｡

平安京以来の 歴史の 中で形成されて きた京町家に つ い て は ､ 従来平安末期か ら鎌倉期に

か けて ､ 商業の 発展 に伴い 形成され た店舗併用住宅で あると漠然と考えられてきた ｡ これ

に対 して ､ 野口徹氏 は､ 供給住宅､ 長屋 ､ 付属屋と いう ､ 従来の 町家に対して抱 い て きた

-
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性格 (持家､ 戸建､ 主屋) を逆転させ る理念型の振起により､ 独自の 形成論を聴示した(野

口徹 『中世京都の町屋』 東京大学出版会､ 19 88 年5 月､) 0

野口氏は､ ｢ 何故､ 町屋は絡に而して い る の か､ 路に画する過程はどうであ っ たのか､

この単純な疑問こそ従来も っ とも欠け七い たものである｣ として ､ 狭小問E] がその理由に

は ならな い し､ 町屋商菓と結び つ ける こ とも､ 近世的町屋の成立を考える視点に なり得て

も､ い まだ商業が店舗営業の形を取 っ て い ない 平安末期におい て､ 町屋形成の要因で はな

く､ 両膝の住形式に商業が付随した にす ぎな い と否定した上で ､ ｢ 町屋は､ その出発劇 こ

お い て ､ 独立 した生括単位に対応する独立 した俵屋で はなくて､ そうした住塵を機能面に

お い て補完し､ 物的面におい て 囲む建築物であ っ たからに他ならな い
｡｣ と述べ ､ 囲い の

物的装置である壇 の代替建築として鹿部分 に挿入される附属屋がその 原型であるとするo

そ の ため のも っ とも単純で伸縮自在な建築として 長屋形式が想定され る ｡ よく知られた

｢年中行事絵巻｣ が描く京の 町屋は ､ 両膝建築として の 町屋 の本来的性格である桟敷性を

象徴的 に捉え強調して い ると述べ る｡

こ こに京の町屋 は､ 粂坊制街区の周囲に壇 の代替薬健として設けられた供給住宅として

の長屋塑両膝建築がその源流として想定される ｡ 町屋形成は､ 漸騰建築と して の 附属鷹が

戸口を独立させ庇の利用による平面の拡大な どを伴い ながら､ 住居として自立し展開する

過渡であり､ 零細な間口規模を持つ 町屋 の 地軸り形式は､ この ような先行する建築形式に､

一

定の歴史的条件の下で ､ 零細な間口規模の 地割り形式 ( 土地の権利上の 区分) が徐々 に

成立 した､ と結論付けて いる ｡

官本雅 明氏は ､ 同番に対する書評におい て ､ ｢京都以外の 地域における町屋の形成論を
,

ょ

その拠 っ て立 つ 基盤 を失い
､ 新たな独自の形成論を組み立てる必要に迫られる｣ と逃が ､

従来日本の 町屋 の代表的存在として捉えられて きた京都の 町屋の将異性が 明確化されたこ

との ､ 他地域の町屋形成諭との関係とそ の影響に言及して い る｡ すなわち､ 地方の市町や

布に在家を核として成立する町鼠 形態的 には素人町屋 など､ 主産の静理で形成草れたと

み なされる独立性の 高い 町屋の形成過程が､ 長屋の分封を主眼とする京都の町屋形成論で

は説明で きな い ことを指摘し､ それゆえ地域 ごとの 町屋形成論の成就が必要で , その聴み

上 げが野口鋭の検証にも有意である と述べ て い る (宮本雅明によ る番評 『建築史学J 第十

一

号､ 12 2 - 1 28 頁､ 1 988 年9 月､) 0

また､ 野 口説の延長として ､ 洛中洛外図犀風にみ る中世末期の 町屋の外観が同園に措か

れた門や塀と強 い 形態的類似を示す点や ､ その境界的な立地条件に着日して ､
, 京都の 町屋

が非住宅系の境界装置が都市的な文脈の中で建築化されたも の と想定するとともに ､ 近世

京都の 町屋がナン ドと いう専用の寝間を本来的に持たな い こ とにもふ れ､ その理由を非住

宅系の 境界装置から生成された こ とに起因する と指摘する (伊藤毅 ｢ 町屋の 表層と申せ京

都｣ 帽β市の 中世』 吉川弘文館､ 19 92年) 0

一

方､ 高橋康夫氏 は､ 平安末期 (12 世紀後半) の ｢ 年中行事絵巻｣ を用 い て､ 当時の 町

家に つ い て絵画史料か ら詳細に検討し､ こ の なかで 町家が桟敷として描写されて い る こ と

に つ い て ､ 町家が 臨時の桟敷として転化 しうる境界的な空間施設である こ とを確認すると

ともに ､ 絵巻 に措か れた町家は屋根や軒の 個別表現や窓の 下の 長押な どの 描き方などから､

長屋 で はなく 一 戸建てで あろうと主張する ( 高橋康夫 ｢ 町屋｣ 『絵巻物の 建築を読む』 東

京大学出版会､ 1 996 年11 月､) 0

-
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洛中洛外図犀風にみ る中世末期の京都の 町家が棟部長屋型なの か独立屋 な の か に つ い て

は ､ 土本俊和氏は ､ 野口説の 指摘を踏まえつ つ
､ 町屋の 歴史的用語の詳細な検討か ら必然

的に株制長屋ゐ形式が導き出されるとした｡ 戦国期や1 7 世紀前半の洛中洛外図犀風で は､

町屋の 多くが柱と壁を共有する形式で描かれて い るが ､ これを絵画的象徴
･

省略とみ る べ

き､ とする高橋康夫説を退け, 独立屋の集合体である近世町象の 形成は､ 原初的に棟剖長

屋であ っ た形式から の再編過程で ある ことを主張して い る (土本俊和 ｢織豊期京都 の小屋

と町屋 ⊥｣ 一棟部長屋 を原型とする短冊形地割の形成過程
-

｣ 『建築史学』 第31 号､ 83 - 11 2 頁､

199 8年 9 月､) ｡

以上 の よう に､ 野口説が想起する町家の 生成過程は ､ 今後も様々 な議論を喚起するで あ

ろう｡ これにより従来の 町家に対する概念が大きく転換され ､ 町家形成論が新たな段階 へ

と押し上げられたことは間違い な い ｡

3 . 中世未 - 近世初期にか けて の 京町家の 形成に関する研究

洛中洛外図界風は ､ 室町末期 (1 6世紀) から近世初期の京都の 町家形式を措く絵画史料

として早くから注目されて い て ､ 京町家の 意匠や構造 ､ 平面 ､ 規模などに つ い て の 論考は ､

伊藤鄭爾氏 を始めとして数多 い (伊藤鄭爾 ｢ 室町時代の 町家｣ 『中世住居史』 束京大学出

版会､ 19 58 年､ 谷直樹 ｢京の 町なみ｣ 『近せ風俗図譜3 洛中洛外 (
-

)』1 19
-

1 27 頁､ 小学

館､ 1 983 年, 高橋康夫 ｢京町家｣ 『洛中洛外』 平凡社､ 198 8年 ､ 谷直樹 ｢洛中洛外 の世界

犀風絵に見る京都中世 の暮らし｣ 『京の歴史と文化4』 戦国 ･ 安土桃山時代 絢 天下人

の登場､ 123
-

16 2 貫､ 講談社､ 1 994 年 6 月､ 他) 0

洛中洛外園扉風 にみ る中世末期から近世初期にかけて の 洛中の家塵は ､ 約12 0 メ ー トル

四方の 正方形街区の 一 辺に町家が 4 I 5 軒ほ どしか措かな い と いう疲画描写特有の省略法

によ
…

り､ これを どの 程度実景として受け取る べ きかと い う問題 が ､ 制作年代や描かれた景

観年時の 問題とともに常に つ きまと っ て い る ｡ とりわけ､ 洛中洛外図犀風にお ける京町家

の裏屋敷が細分化されず､ 便所や井戸 な どが町共同体によ る
一

体的利用の 状態として措か

れて い畠点は､ い わゆる ｢鰻の寝床｣ と呼ばれる短冊状地謝りが､ 京町家を語る上で その

蘭癖として考えられて きた ことと本来は大 きく矛盾する ｡ しか しながら､ 従来 は表現上 の

簡略化と見なされて きたの か ､ そ の点は殆 ど不問 の まま に裏屋敷の構成などに つ い て語 ら

れて きた｡

土本俊和氏 は, これまで アプリオリ に
-

体のもの と捉えてきた家と屋敷とを概念的に明

確 に区別した上で ､ 通りに面 した個々 の家に対して ､ 町家背後における未分割の 一 体的な

町域を屋敷と見なすこ とで ､ その 矛盾を明快に説明した (土本俊和 ｢近世初東京都の 家と

屋 敷
-

町式目と町触 によ る家屋敷売買規定か ら の再検討 - ｣ 『日本建築学会計画系論文

集』 第491 号､ 19 7 - 204 頁､ 1 99 7 年 1 月､) ｡ また､ 町屋の ウ ラ地が近世初期に柵や塀 によ

り細分化され個化されるに伴 い ､ 町屋 の 裏手の開口部が大きく開かれ ハ レ の場と 一

体とな

っ た庭として普及することも17 世紀前半の 洛中洛外図界風から読み解 い て い る ( 須藤優

子 ･ 土本 ｢近世初頭京都の ウラ地 とウラ構え｣ 『同論文集』 第52 8 号､ 203
-

210 貫 ､ 2 000 年

2 月､) 0

こ の ように ､ 土本氏 は先に家の み が通りに建ち並 び､ そ の後に地割りが裏手に規定され

て い く過程を ｢建物先行型｣ と呼んで新た な町家形成 の 概念 として規定した｡ こ れに対 し

-
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て ､ 従来の ､ 短冊形地割りを町家形成の前櫨に捉えてきた見方を ｢ 地軸先行型｣ と括り,

｢ 建物先行型｣ と対略させ た. 同時期の京都に如ナる建物と土地 の 関係に関する多くの具

体事例の抽出と､ ニ 者の概念親愛に基づ い たこれらの解釈を通して ､ 京都の 市街地の形成

と拡張過程の実態把趣を進めるとともに､ この概念規定の有効性が繰り返し検証蔓れるo

｢建物先行型｣ と いう理念型は､ 野 口氏により示された ｢ 両膝塑｣ 住居として の町家形

成が先行し､ こ れが地割り (特に隣地境界線) の生成を促すというプロ セ ス の擾起である｡

土本氏は ､ まずこ の 具体例を天正19 年 (1591) の洛中地手放免以降の町形成に見い だして

い る｡ すなわち ､ 同年に移転した祇園御旅所 (彼の祇園御旗町と御簾町) を例示 して ､ 町

屋が建ち並んだ後から町屋の変容過掛こともな い 隣地境界が生成された こ とを初めて具体

的に論じた ( 土本 ｢ 近世京都における祇園御旗所の 成立と変容
一

飯主的土地所有の解体

と隣地境界線の生成｣ 『同静文集』 解456 骨､ 227
- 235 貫､ 199 4年2 月､) 0

こ の ｢建物先行型｣ 概念に基づく考察を､ 個別の町から近世初期京都 における多数の 地

尻年貢地の町々 や ､ 小屋之町など衆楽舞が着エされた天正14 年 (1586) 以降の * ) " 過り以
一

西 -

常における小屋がけにより都市化された地域など - と広げる ことで , 短冊塑の地軸形

態 へ と収束するその原初形態として ､ ｢建物先行型｣ とみなせ る通りに画した線形の薄皮

部分で ある赦免地をまず想定し､ その後､ 簡膝の分封により隣地境界が設定され ､ 燈冊型

地割が創出される過程を示した (土本 ｢1 7 世親前半京都の都市膨張 一 地尻率賓地の 形態と

成立過聴
-

｣ 洞 翰文剰 第46 2 骨､ 167
-

'

I 76 貰､ 1994年8 月､ 同
.
イ小屋がけによる町 一

発

楽節建設に促された天正東京都の都市形成 - A 『静文剣 舞500 骨､ 221
-

22 8 貫､ 199 7年10

月 ､) 0

近世初期､ 京都における都市膨張過聴の なかで ､ ｢建物先行型｣ 町家によ る都市域の増

殖過程は､ そ の後支配的となる ､ 町地を面的に創出する ｢地割先行型｣ の都市開発とは全

く異なり､ ｢
一

筆｣ の概念が始動する前段階を鮮や かに描き出して い るo

土本流の 論究は ､ さらに ｢ 建物先行型｣ の 過准が､ 洛中の 地子赦免を条件と
､ト

ながら､

下京古町を除く洛中の ほぼ全体における都市形成の塑であり､ 洛中における短冊形地割に

先行する町屋形成の塑である こ とを､ 賦課の 語形式から論じて い る (土本 ｢ 洛中地子赦免

と町屋 一

建物先行型 によ る短冊形地割の形成過程
-

｣ 『 建築史学』 第2 7 号､ 4 7 - 75 頁､

199 6年 9 月､) 0

また､ 京町家が街路に而して建ち並ぶ低層高密で統
一

感の ある景観､
い わゆる ｢ 町な

み｣ の 生成過程に つ い ても､ 公儀による賦課を家々 が均等に負担する原理をその背景に見

い だし､ ｢家並｣ の ､ すなわち ｢他の 家々 と同株に｣ 公役を勤める最小 の 単位として 町屋

を位置 づけ､ 卯建な どは棟別均等賦課の単位として の建築表現である と指摘した (土本

｢ 近世京都にみる ｢ 町なみ｣ 生成の歴史的前捷｣ 『同鎗文剰 第4 79 号､ 20 7 - 21 5 貫､ 1996

年 1 月､

一

方､ 同氏 は､ 日向進氏などの手で研究が先行して い る (日向進 ｢ 近世京都にお

ける新地開発と ｢地面支配人｣ - 鴨東 ･ 河原 の 開発をめ ぐっ て - ｣ 『同論文集』 第4 0 7 号､

1990 年 1 月 ､ 他) 1 7 世紀中期以降の京都の都市拡張の 過程が､ 職業的な開発業者の存在を

背景に した ｢ 地割先行型｣ の都市開発 によ る ことを､ 開発主体の 実体解明と､ 年貢徴収の

単位として の 地屋敷の創出過程の 解明を通 して具体的に描き出して い る ( 土本 ｢京都高瀬

新屋敷の 創出 一 河原 - の 開発と ｢開発之仁｣
- ｣ 『同論文集』 第463 号 ､ 16 7 - 1 7 4 頁 ､ 1 9 94

年9 月 ､ 他) 0
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こ の ように､ 土本氏 は､ 中世未か ら近世にかけて の京都町家の存在形態と土地と の関係

に つ い て ､ 新たな歴史像を斬新な視点で措い た｡ 特に ､ ｢建物先行型｣ の 町家形成と い う

理念型の捷示は ､ 京都に限らず他の都市や街道町な ど在町における初源的な町家形成を考

察する新たな視点としても有効で ､ 今後他地域における検討にも耐えうる普遍性を持ちう

る の ではなかろうか｡

4 J 近世京都の 町家形式に関する研究

･ 近世京都の 町家に関しては ､ 大工 の 家柄 (代々 ｢近江屋菅兵衛｣ を襲名) である田中家

の 普請関係文書を主要史料として , また19 世紀前半の京阪と江戸 と の風俗を対比的 に記録

した 『守貞漫積』(近世風俗志) な ども用 い て ､ その平面や構造 ､ 町並構成などが 明らか

にされて い る｡ 日向遊民 は､ 遺構 の乏 し い 近世 の京都町家に つ い て ､ 田中家の住戸文書を

網羅し京都町家の建築構成を詳細に 明らか にして い る｡ 具体的に は､ そ の意匠､ 構成の洗

練に数寄的技巧の熟成を見出すとともに ､ 近江屋書兵衛の普請文書か ら､ 天明大火直後の

町家普請に つ い て､ 建築滞材を始め大工工数､ 工費な どの 点か らそ の 実腰を解明し､ あわ

せて近江屋膏兵衛の 営業形態の分析から町家大工 の生産活動に つ い ても詳細な検討 い ､ 近

世京都におをナる町家普請わ実像を明らかにして い る (日向進 『近せ京都の 町 ･ 町家 ･ 町家

大工』 鹿文聞出版､ 1 998 年11月､ 同 F近世における町家大工 の 営業形態に関する研究』(平

成6 ･ 7 年度科学研究費禰助金 (
一

般研究C) 研究成果報告書) 19 96 年､ 他) o

. 京の 町家に つ い て は､ 中村昌生民 も､ 座敷の造作や坪庭の構成など､ そ の意匠の洗練に

言及して い る ( 中村昌生 『京の 町家』 河原書店､ 1994 年､) 0

京都町家の遺構調査として
■
は ､ 『京都府の 民 剣 舞六冊 ､ 第七冊 (京都府教育委員会

1 96 9年､ 1 9 73 年､) と 『京の 住ま い
一

地域 の文化財として の民家 -

』 (京都市文化財保護課､

1 993 年 2 月､) が詳し い ｡ 玉井哲雄氏も､ 『京都府の 民家』 希六冊 ､ を参照し つ つ ､ 通り魔
一 列塑平面 が京町家め近世 にお ける基本形 であり, 同時に ､ 表構えも･｢揚げみせ｣ ｢出格

子｣ な ど共通する構成要素に より定型化が進んで い る こ とを指摘 し､ 個々 の 町家における

平面､ 意 匠などの 極度の類型化が ､ 町並全体に統
一 と調和 を実現せ しめ た と述 べ て い る

(玉井哲雄 ｢ 江戸 の 町家 ･ 京の 町家｣ 『列島の文化史1 』 日本 エ デ ィ タ
ー ス ク

ー ル 出版部 ､

1 24 - 1 55 貫､ 198 4年､) 0

京都の 町家で注目される のが構造形式である｡ 土 間側妻面に柱が半間ごとに並び､ 屋根

面の水平材を直接支え､ 軸部と小屋組とが分離されず
一

体の構造で ある こ との独自性が指

摘されて い る (｢概説幾内の 町家｣ 『日本の 民家』 第六巻､ 町家 ･

､ 13 8 - 1 45 貫､ 鈴木寡膏

執筆､ 学習研究社､ 1 98 0 年9 月､ 畑智弥 ･ 土本俊和 ｢ 京都の 町屋 における軸部と小屋組｣

『日本建築学会計画系論文集』 第51 3 号､ 25 9 - 266 貫､ 199 8 年11 月､) ｡ 通 し柱を多用 する

(特に妻壁部) こ のような構造形式は ､ 先に土本氏が町家の起源に棟書帳 屋を想定したこ

とと無関係で はなかろう｡ 長屋形式から独立建て へ の過程を想像するとき､ 上記の ような

構造特性の 意味はすぐさま首肯で きるように筆者にも思える｡

5 . 近世江戸城下の町家形式に関する研究

江戸 の 町家形式に つ い て は ､ 京都以上に遺構が残らず､ か つ 文献資料も少な い た め ､ 近

世中期以前の 実像を得る こ とは容易で はない ｡ そんな中で ､ 寛永期 (162 4 -

4 4) の江戸を

-

20
-



描い たとされる 『江戸図犀風』(国立歴史民俗博物館所蔵) や町触な どを伺い た考察が､

玉井哲雄氏な どにより進め られ い る (玉井哲雄 『江戸 失われた都市空間を読む』 平凡社､

198 6 年 6 月､ 同 ｢近 世都市と町家｣ 『諦座 ･ 日本技術の社会史』 第七巻､ 建築､ p .18 3 -

216 ､ 日本評論社､ 1 983 年12月､ 同 性戸の町家 ･

京の 町家｣ 『列島の文化史1 』 日本エ デ

ィ タ ー ス ク
ー ル出版部､ 1 984 年､ 他) 0

玉井氏は､ 『江戸名所図犀風』(出光美術館所蔵) などに措かれた表通りに画した長屋建

て町家の寄 掛こ着日し､ これが同業者集団に よる零細間口住戸が連なる長屋店舗とみ なし､

やがては こ れらが独立町家 へ と移行する前段階を示したものと指摘する｡ 大規模店舗であ

る大店が表通りを占め､ 多数の中小店舗との 格差が町並 にも明確に反映して い る近世中期

以降の江戸市中とは異な っ た様相を明らかに して注目される ｡

また ､ 江戸 の 町家の特徴と して敦庇の存在が ある ｡ 玉井氏は､ これに つ い ても､ 機能や

都市施設として の役割､ その変容過程などに つ い て考察して い る o 敦庇は江戸を始め､ 川

越 ､ 佐原､ 土浦など関東 - 円の ｢江戸風｣ と称される町家に共通する形式であり､ 庇下通

りとも呼ばれア
ー ケ ー ド状の通路を構成する ｡ こ の 空間は本来公儀地であるにもかかわら

ず､ 町家の庇下として半ば占有されて い る状況を明らかに し､ また日本橋通りや本町通り

で は 一 問庇が認められて い ることに､ 庇の役割が寮観整備の観点から期待されて い たこと

を読み取 っ て い る o なお､ 江戸町家の庇下通りにつ V,､ てほ , 他に鈴木理生民によ る著怖が

ある (鈴木理生 『江戸 の みちはア
ー ケ ー ド』 膏蛙鼠 19 97 年1 月 ､)･ ｡

関連 して ､ 黒石 ( 青森県) や 高田 (新潟県) な ど東北地方の 日本海側を中心に分布する

T こみせ｣ や ｢雁木｣ もこれと同じで ある(雁木通りに つ い て は ､ 菅野邦生､ 汲多野純｢ 近

世における雁木通りの建設整備過程｣ 『日本建築学会計画系論文集』 第494 骨､ 221 - 22 8 貫､

19 9 7 年 4 月 ､ 菅野 ､ 波多野 ｢近代における雁木通りの 整備過我と衰退過准｣ 『同論文集』

第506 号､ 133
-

1 40 賞 , 1 998 年 4 月､ があり､ 雁木通りの成立過程や近代における衰退過

程が明らかにされて い る) ｡ 玉井氏 は､ 雁木な ども雪中道路として成立 したと いうよりは ､

町家の表部に
一 般的に存在する庇の

一

種として捉える べ きであろうと指摘するo

玉井氏は ､ また 『江戸図犀風』 に措か れた角地に立 つ 三階櫓にも注目した｡ 漆喰で塗り

寵め られ城郭建築にも似た樽型町家は､ ､ ｢角屋敷之者｣ とも称せ られ た江戸町成立 に重要

な役割を果た した草創名主たちの多くが､ その 出自が武士であるという由緒やその 家柄を

誇示するた めに 日立 つ 角地 に建て たもの だと救えた(玉井哲雄｢ 初期江戸 の 町と町家｣ 『江

戸 失われた都市空間を読む』 平凡社､ 198 6 年6 月､ 同 ｢ 近世都市と町家｣ 『講座 ･ 日本

技術の社会史』 第七巷､ 建築, p .
1 83

-

2 16 ､ 日本評論社､ 19 83 年12月 ､) 0

江戸の三 階櫓に つ い て は､ その後､ 宮本雅明氏 により新たな意味づけがなされて い る

(宮本雅明 ｢櫓屋敷考 (上)｣ 『日本建築学会計画系論文報告集』 第355 号 ､ 12 8 - 136 頁､

19 85 年9 月､ 同 ｢ 同 (下)｣ 『同論文報告集』 第3 60 号､ 93 - 1 01 貫､ 1986 年 2 月､) ｡ すなわ

ち ､ こ の 三階櫓はむしろ幕府に より設置が要求され､ ある い は義務付けられて い たもの と

解釈する余地がある とし､ こ の ような角地 の櫓屋敷は ､ 他にも大坂をはじめ仙台 ( 芭責の

辻) ､ 鳥取な ど､ 同時代の 各城下町に見い だせ ることから､ 為政者側 の 意向に従 い , 都心

である こ とを表明し都心景観の積極的な景観演出を図ろうとする ､ ラ ン ドマ ー クとして の

機能 へ の期待から建設されたもの と指摘されて い る ｡

なお､ 景観施策として の町家形成に関する宮本氏 の論考は ､ 他にも､ 各地の 近世城下 町

-

2 1
-



における 二 階建て町家の 奨励策を論じたも のがあり, 櫓屋敷と同様､ 城下町 における町家

普請が為政者の 意図を背景に政策的に実施された側面を浮き彫りに した成果として注目さ

れる ( 同 ｢近世初期都市の 景観政策と都市造形 - ニ階建町家建設奨励策と ｢ 二階町｣ をめ

ぐ っ て｣ 『建築史学』 第七号､ 6 0 - 85 頁､ 1986 年9 月､ 他) 0

また､ 近年波多野純氏は､ 近世初期江戸 の 町家の 復原 に取り組み､ 復原模型として多数

制作展示さ1 L て い る ことの意義も大き い (波多野純 『復原 ･ 江戸 の 町』 筑摩書房､ 199 8 年

11 月､ 同｢
一 連の 江戸図犀風を素材とした江戸の住まい と都市空 間 の復原的研究(1)｣ 『住

宅給食研究財団研究年報』 N o .2 2 ､ 1995 年､ 他) .

6 . 近世地方都市における町家形式と町家形成に関する研究

6
-

1 . 民家史研究と して の 町家研究

戦後の復原と編年手法に基 づく実証的な民家史研究は､ 橿原市今井町と五億市 ( い ずれ

も奈良県) における民家 (町家) 調査がその先駆をなして い る ｡ 今西家住宅 (慶安 3 年､

16 5 0年､ 重文､ 今井町) などに代表される主要な町家遺構に つ い て ､ 民家史研究の 手法に

より､ 平面 ･

嘩造 ･ 外観に つ い て建築的な発展過程を実証する研究であり､ その後の 町家

訴査の方法的基礎をなして' い る (関野克 ･ 太田博太郎､ 他 ｢ 今井町民家の 編年｣ ｢今井町

民家に つ い て の若干の 問題点｣ 『日本建築学会論文報告集』 第60 号､ 613 - 6 20 貫､ 195 8 年

1 0月､ 渡辺定夫編著 『今井の町並 み』 同朋舎出版､ 1 994 年､ 浅野清､ 林野全孝､ 他 ｢五条

市町家の 編年と建築的特徴｣ ｢ 五億市町家の平面の 型｣ 『同静文報告集』 第6 3 号､ 60 1 - 6 0 8

質, 1 959 年1 0月､) 0

富田林旧寺内町に つ い て は ､ 遺構研究に文献 (寛永21 年､ 16 44 ､ 万改帳) による検討が

加味され､ 近世初期の 町並構成に つ い て建築規模や平面構成な どが明らかにされ るととも

に ､ 町家形式が河内地方の 農家住宅とほとん ど同質である こ とが指摘されて い る (林野全

孝 ｢ 富田林の 町と町屋 の建築的変遷｣ 『同論文報告集』 第131 号､ 19 67 年1 月 ､ 大場 修､

林野 ｢ 富田林旧寺内町の 町家の変遷 に つ い て｣ 『日本建築学会近畿支部研究報告書』 第24

号､ 6 53 - 65 6 貫､ 1 984 年､

r

伊藤裕久 ｢在地寺内町の空間形成｣ 『中世集落の空間構成
一

惣

的結合 と住居集合の歴史的展開
-

過 143 - 18 4 貫､ 生活史研究所､ 1 99 2年､ 他) .

林野全孝氏 は､ 今井町や五 条､ 富田林な ど近畿地方における こ 列居室を基本とする主要

な大型町家に つ い て ,

一

列居室を主体とする小規模な町家と区分けした上で ､
これらを年

代順 に検討 し､ 間取りや発展過程に畿内の 近倣農家住宅と違 い が無い と述 べ
､ 農家との 強

い 関係性を指摘して い る (林野 『近畿の民家』151 - 171 頁､ 相模書房 ､ 198 0 年､) ｡ また､

鈴木轟音氏も､ 今井町な どにおける こ列居室塑 の 町家が農家から派生 した形式として ｢今

井型｣ と名付け､ ｢京都型｣ 町家と区別 して い る (前掲 ｢概説畿内の 町家｣ 『日本の 民家』

第六巻､ 町家 ･

､) 0

6
-

2 . 町家の形成過我と都市構成に関する研究

町家の成立過程を明確に し､ さらにその知見に基 づ い て都市全体の構成を実証的に明ら

かにする試みである ｡ 民家史研究の 手法に基 づく遺構調査と ､ 都市史的な空間把握の 手法

を組み合わせた調査研究であり､ 各地で進められて い る い わゆ る伝建調査などにお い ても

こ の 視点が重視され､ 町家研究の 基本的方法と い っ て よ い ｡ (玉井哲雄 ｢近世地方都市に

- 2 2
-



おける町並み の 形成
一

越前三 国湊の 町家と都市構造
-

｣ 『建築史学』 第三 号､ 19 84 年､ 官

本雅明､ 中川等 ｢近世地方城下町における町屋と町並の生成 ( 1 ) -

( 5 )｣ 『日本建薬学

会九州支部研究報告』 第30 骨､ 1988 年 3 月､ 同 『伝統的都市魚住環境の空間秩序生成に関

する研創 住宅総合研究財 臥 1990 車11月 ､ 大場 ｢龍野旧城下町における町家の発展過程

と町並の構成に関する
一

考察｣ 洞 静文報告 制 第376 号､ 13 7 - 14 9 ､
.

1 987 年､ 同 ｢ 東海道

水口宿の 町並構成と町家形式｣ 『同論文報告剰 第42 4骨､ 11 7 - 12 8 ､ 1 991 年､ 同 ｢ 泉大津

市旧大津村の 町虚構成とエ場立地 一

伝統地場産渠都市の都市形成 - ｣ 『日本建築学会計画

系論文報告 剰 第4 40骨､ 12 7 - 13 7 ､ 1992 年､ 上野邦
-

『歴史的環境地区の空間的特性に

つ い て の基礎的研究』199 0年, 他) 0

7 . 町家の 地方形式の形成過程に関する研究

7 - 1 ･ 東日本の町家形式 (店棟塑町家) の 町家形式とその成立過聴に関する研究 末日

本の関東から南束北地方にかけては､ 別棟の店棟を主産に接続させ ､ 通り魔を蒋たな い外

通路塑 の 町家形式が広く分布する ｡ 川越 (埼玉県) ､ 番多方 ･

会津若松 (福島県) ､ 頗坂

(長野県) ､ 村田 (宮城県) などの 町家がその代表的事例である｡

しか し､ 草野和夫氏 によ ると､ 寛文頃の福島城下 (福島市) の 町並は ､ 街道に沿う て蜜

を向けた奥に長 い茅茸き寄棟造りの住居が並ぶ状況であ っ たと指摘し､

一 方､

一

人せ紀初

演頃の 酒 田町内 (山形県酒井市) で は､ 商家の多くが同様に茅茸き密棟遮りで下屋付き

(店先) の 嚢を衆構えとするが､ 大店に は茅牽き壷屋の 表側に鍵輿に平Åの店舗 (ニ 階屋

で茅葺きと夜襲きが相半ばする) を摸擁して い たとい う (草野和夫 『東北民家史研 創

59 - 62 貰､ 中央公論莫術出版､ 19 91 年4 月､ 同 『近世民家の成立過准』19 5 - 1 98 貫, 圃出

版社, 199 5 年2 月､) 0

こ の ような家屋形式の原型は､ 大内嶺の 町並に代表される東北地方の 諸街道の宿駅に建

て られた住居の構成と同様とみなされ､ 主産は､ 束北地方に広く分布する広間塑三聞取り

ある い は広間付四 間取りと同質で ､ 隣棟聞を開けて外通路を確保し平入として い たと推察

されて い る｡

しかも､ 上記した 酒井における平入店舗を接続した大店の家屋構成には ､ 農家型主屋 の

前面 に店棟が付加する こ とにより成立 した ことを窺わせる ｡ 宮本雅明 ･ 中川等両氏は ､ 会

津若松を取り上 げ､ 店棟が凄続した町家形式の 成立要因に つ い て ､ 定期市経済の存続に よ

る常設店舗 の 成立 め遅 れ に 求め (前掲 ｢ 近世地方城下 町に お ける 町屋 と町並 の 生 成

( 1 ) - ( 5 )｣) ､ 『伝統的都市集住環境の 空間秩序生成に 関する研究』､ 玉井哲雄氏も､

近世町家を ｢京都型町家｣ と ｢非京都塑町家｣ と大別 した上で ､ ｢ 非京都塑町家｣ は､ 市

な い し仮設店舗によ るミセ付加型の 町家形成が想定されると指摘して い る (玉井哲雄 ｢ 町

蕃1J ･ 町屋敷 ･ 町家｣ 『年報 都市史研究』 2 ､ 城下町 の 類型 ､ 68 - 85 貫､ 山川 出版社 ､

199 4年12月 ､) 0

伊藤裕久卑も会津地方の在方市町を取り上 げ､ 近世市町の 町割りと市との密接な関係を

明らか に し､ 町形成の 視点から町家形成を含めて論じて い る (伊藤裕久 ｢ 近世市町の空間

構成 一 会津盆地 の在方市町を素材として
-

｣ 『年報都市史研 究1』6 0 頁､ 山川出版社, 1993

年9 月 ､ 同 ｢ 戦国期青田宿の 町割 ･ 屋敷割とそ の 変容｣ 帽β市と商人 ･ 芸能民』 山川出版

社､ 199 3年1 0月､ 他) 0

-
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筆者らも, 会津高田の永井野地区 (福島県) などで遺構調査を行い ､ 店棟が形成される

過程を文献と遺構から実証的に捉えて い る
'
(大場 ･ 石川祐

一

■
｢東日本における市町の構成

と常設店舗の成立過程
一 近世町家 の地方形式に関する史的研究

- ｣ 『住宅給食研究財団研

究年報』 N o .2 4 ､ 199 7 年､ 大場
･

石川 ｢近世在方集落における町家形成 (前編)
一

骨設店

舗の成立と町場の創出
-

｣ 柑 本建築学会計画系論文集』 第51 0号､ 229 - 23 4 貫､ 19 98 年 8

月､ 大場 ･ 石川 ･ 木名瀬佳世 ｢ 近世在方集落における町家形成 (後編) 一 会津旧永井野村

にj引ナる店棟造りの 成立過程
-

｣ 『同論文集』 第514 号､ 1 91
-

1 97 頁､ 1998 年12 月､) .

さらに､ 草野氏 は東北地方における近世後期の 商家形態の特徴として土蔵造り店棟の 成

立を取り上げ､ その 出現は
一 九世紀初頭頃と述 べ ､ 土蔵造り店舗の早い遺構として村田町

(宮城県) や喜多方 (福島県) に おける遺構例(天保
-

嘉永頃) を紹介して い る (前掲『東

北民家史研究』63 頁､) ｡ 店蔵の 成立以降も､ 外通路式の住居形式は主屋 の基本形式として

堅持される ｡

一 方､ 弘前や黒石 (青森県) など､ 東北地方北西部 の 諸都市にお ける商家は､ 屋内に通

り土間を通す平面形式であり, 上記 の 住居形式とは異なる｡ しかし､ 平面構成の基本は外

通路型住居と同じで あり､ 通り土間は , 多雪地帯であるた め に ､ ｢ こみせ｣ の 発達と同様

に外通路岳晋屋内化され たもの と理解されて い る (前掲 『東北民家史研究』31 8 - 330 頁､) o

なお､ 弘前や黒石では土蔵造りの 店棟形式は見られな い ｡

7
-

2 . 町家の 地方形式の成立要因に 関する研究

町家の地方形式に つ い て､ その 成立要因の 解明は地域固有の 町家形成を捉える視点とし

て重要である｡ 具体的に は､ 農家住宅との 関係､ 町家の 立地条件 (地形 や風土的条件) ､

法規制など人為的な条件などが想定される ｡

まず, 日本の 近せ町家が広く平入りを主体とする中で ､ 妻入町家が集中的に分布する地

域がある｡ 東日本の 日本海側 ､ 近放では摂津 ･ 丹波地方 (摂丹地方) ､ 伊勢 ･ 志摩地方､

瀬戸内沿岸地方､ 九州北部地方､ な どがあげられる｡ これ ら妾入町家に つ い て ､ そ の形成

過程に対する検討がある ｡

玉井氏は ､ 東日本 ( 日本海側) 町家の 地方的特質として 嚢入町家を認め ､ 酒田 (山形県)

の 町家調査を通して ､ その意味が平入と対時させなが ら検討されて い る (玉井哲雄 『東日

本町家建築の系統的把握の ため の基礎的調査研究 昭和61 年度科学研究補助金 (
一

般研究

c )･ 研東成果報告書』19 8 7年 3 月､) ｡ また､ 三 国湊 (福井県三国町) における ｢ か ぐら建

て｣ 町家の形成過程に関する研究 は ､ 妻入町家の 平人指向の
一

端を物語り興味潅 い (節

掲､ 玉井 ｢ 近世地方都市における町並み の 形成
一

越前三 国湊の 町家と都市構造
-

｣ 『建築

史学』 第三号､) 0

伊勢 ･ 志摩や 摂丹地方､ ･九州北部に かけて の 嚢入町家に関して は､ 各地域 における独自

の 農家形式との 密凍な関係が明らかにされて い る (菅原洋 一 ｢ 伊勢: 志摩における妻入町

屋 の成立｣ 『建築史の想像力』19 96 年, 林野全孝｢亀岡における町屋建築の変遷と特徴｣ 『建

築学会計画系論文報告集』 号外､ 1 966 年1 0月､ 大場 ｢ 園部旧城下町における町家遺構の 発

展過程と地方的特質｣ 『日本建築学会計画系論文報告集』 第41 2号､ 19 90 年6 月 ､ 同 ｢近世

篠山城下町における住宅形式の特質と町屋敷地 の構成｣ 『同論文報告集』 第4 11号､ 19 90 年

5 月 ､ 『城下町佐賀の 環境遺産1 ･ 2 』 宮本雅明 ､ 他執筆､ 佐賀市教育委員会､ 19 91 年 1

-
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月､ 他) 0

次に , 町家敷地の 立地条件や地理的条件な どに つ い て ､ 淀川堤防上 に築かれた旧京街道

枚方宿 (大阪桁) における町家形式の 特徴を読み解い た研究や ､ 洪水多発地常における供

水に備えた独自の 三階建て 町家形式を廠成した福知山旧城下町 (京都府) の 町家につ い て

の研究などがある ( 大場 ｢ 近世枚方宿における屋敷地の形態と町家の 形成過程に つ い て

(前編) 近せ後期の 町家形式とその発展過聴｣ 『日本建築学会計画発給文報告集』 飾4 00

号､ 1 989 年6 月､ 同 ｢ 同 (後編)
- 町家の 先行形式と屋敷地形成 - ｣ 『同静文報告集』 第

403 骨､ 1989 年､ 大場 ▲ 林野 ｢福知山旧城下町 の 町家に つ い て｣ 『日本建築学会学術騎演梗

概集』1985 年､ 他 ､) 0

さらに､ 綴驚きの町家形式に着日し､ 近倣の無間魂制との関係からその町家形式の 意味

を検討した研究もある (大場 ｢近世町家における染間規制と巌驚き - 泉南地域における簸

茸き町家の 構造と発展
-

｣ 『建築史学』 第三 五骨､ 2 - 29 貰､ 200 0年9 月 ､) 0

8 . 近代町家の 形成と特色に関する研究

日本の歴史的町並 は ､ その 多くが明治以降 (近代) の 家屋を主体として い る｡ したが っ

て ､ 古い もの ほ ど価値を置きがちな民家研究の視点に留ま っ て い ては､ 町並の意味の 理解

や その価値評価が適切 には行えず､ 町家の 近代に つ い てもその 動向を把握し､ 近代町家の

特色の理解が不可欠とな っ て い る ｡ その意味で ､ 町家の近代史の研究は､ 町並み保存との

関連におい ても重要な課題となりつ つ ある｡

町家に近代独自の特質を見い だす試みは､ 東京では まず､ 藤森照億氏によ る看板建築の

発見とそ の 評価をあげねばならない (藤森照億 『看板建築』 三省堂､ 198 8年 6 月､) ｡ 同時

に ､ 関東
一

円に広く普及 して い る土蔵造りの商家建築につ い て､ 煉瓦造りとの比硬や その

地方 へ の伝播などの 視点から研究が進んで い る (初田了 ｢ 土蔵造り の 町並｣ 隅持市の 明治』

153 - 1 78 貫､ 筑摩書房､ 1981 年 9 月､ 同 ｢ 高岡の土蔵造りの町並み｣ 『日本建築学会北陸

支部研究報告集』 第2 5号､ 1982 年6 月 ､ 『商都高岡の 五 つ の 町並み』 高岡市､ 19 97年 3 月､

他) 0

また､ 佃島や月島 ･

-

築地などにおける小規模な借家住宅を中心とする明治から昭和前期

における小規模な庶民住宅に関する研究も成果 をあげて い る (江面嗣人 ｢大正期における

東京 ･ 音羽町 の貸屋 の類型と住居水準｣ 『日本建築学会計画系論文報告集』 第34 8号､ 59
-

69 頁､ 19 85 年 2 月､ 同 ｢ 明治 ･ 大正期における佃島の住居の 類型と変遷｣ 『同論文報告集』

第3 96 号, 10 0
-

113 貫, 19 89 年2 月､ 同 ｢ 昭和初期の 東京の 町家形式とそれに対する市街

地建築物法の 影響｣ 『同論文報告集』 第418 号､ 1 5 5 - 16 7 頁､ 19 90 年1 2月､ 他) ｡ 江面氏は ､

これら庶民住居に おける玄関や座敷､ 廊下 などの成立過程､ 二 階の 続き間座敷の 普及過程

を明らか にするとともに , 当時の建築法規 (市街地建築物法) との 関係や ､ ガ ス 設備の 敷

設､ 板ガラ ス の普及な どの こ れら住居 へ の 影響などに つ い て ､ 多くの 遺構調査から実証的

に明らかにして い る｡

大阪市内にも､ 幕末以降､ 近代の 町家建築が敢災を逃れて多数残されて い る｡ これ らに

つ い て は ､ 早くから白木小三郎氏により調査がなされ､ 京都町家と同種の 平面構成や構造

を持ちなが らも､ 外観は塗寵と い うその時徽が明らかに されて い る (白木小三郎 ｢大坂町

家の 家構の 展開と新田農家の 形式｣ 『新修大坂市史』 第4 巻､ 1990 年､ 同 ｢ 大坂三郷と平

-
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野郷 の構成と町屋と農家の家構｣ 『新修大坂市史』 第3 巻､ 19 89 年3 月 ､ 白木､ 他 ｢｢ 北船

場｣ の 町割と町家の変遷 に つ い て｣ 『大坂市立大学生活科学部紀要』第2 8 巻､ 1980 年､ 他) 0

また ､ 近代大阪の 町家形式に つ い て ､ 洋風摂取と三階建イヒに着目し､ その 動向を実例 に

則して考察した研究がある (大場
･ 山田智子 ｢ 近代大阪における町家の諸相 一 近代町家の

評価に向けて の
一 考察

-

｣ 『日本建築学会計画系論文集』 第5 09 号､ 1 998 年) .

さ ら に 近世後期から明治に かけて ､ 大阪の 町家形式や 町空間の構成､ 宅地 の所有形

態､
- 職業構成な どに つ い て ､ ｢ 竃図｣ な どを活用した検討も成果をあげて い る (谷直樹他

｢伝統的都市型住居とその近代的変容
一

大阪船場道修町の 町家｣ 『現代住まい 静の フ ロ ン

テ ィ ア』 ミネル ヴァ 書房､ p . 68 ､ 1 996 年､ 三浦要
一

､ 谷直樹､ 他 ｢ 近代大坂島之内 ･ 南米

屋町 における集住形態｣ 『日本建築学会近畿支部研究報告集』34 号､ 1 99 4年､ 同､ ｢ 近代初

涙の 大阪北船場における職住形態｣ 『同研究報告集』3 3 号､ ア89 - 79 2 貫､ 1 993 年､ 同 ｢ 近

代初頭 の 大阪北ぬ場における住宅 の 平面類型と集住の 形態 (1)｣ ｢ 同 (2)｣ 『同研究報告

集』32 号､ 82 9 - 836 貫､ 19 9 2 年､ 同 ｢ 近代初頭の大阪愛日学区の伝統的町内空間｣ 『同研

究報告集』3 1 号 , 553 - 556 貫 , 1 9 91 年, 他) 0

さらに､ 市中に大量に供給された長屋建ての借家住宅も ､ 近代大阪の 居住形態を特徴付

ける住宅形式として重要 である ｡ こ れらに つ い ても､ 明治､ 大正､ 昭和の各期における住

宅形式の特徴が調査に基づ い て明らかにされて い る｡ 特に昭和期には ､ 区画整理の 進行に

伴う宅地開発 により､ 洋風を加味した独自の 借家形式が成立 して い る ( ほ ちに住まう
ー

大阪都市住宅史 - 』 平凡社､ 2 61 - 2 7 7 ､ 19 89 年8 月､ 寺内億､ 和田康由 ｢ 大阪の 長屋建設

とその 市街化に 関する研究｣ 『大 阪工業大学 中研所報』 第13 巻第3 号､ 198 1 年､ 寺内｢大

阪における近代長屋の変遷に つ い て｣ 『大阪の歴史』N o .31 ､ p .
21 ､ 1 990 年､ 同 『大 阪の 長

屋J N A X ､ 19 92 年9 月, 大場､ 林野 ｢ 旧平野郷 の 町割と町家 に つ い て｣ 『日本建築学会

近畿支部研究報告書』 第26号､ 70 9 - 712 貫､ 19 86年､ 他) 0

9 . むすび

重伝建地 区 ( 重要伝統的建造物群保存地区) は､ 2000 年1 0月時点で全国5 5 カ所を数え､

町家を主体とする町並はその 過半を占めて い る ｡ 伝建地区指定に向けて取り組まれる事前

調査はその倍以上 の 件数に の ぽり､ それぞれに調査報告書が刊行されて い る ｡ さらに､ 市

町村で単独七行われる町並調査を加えるとそ の 数は彪大であり ､

■
その 多くが町家を扱 っ て

い る ｡
い わゆる民家緊急調査で全国 一 斉に調査が なされた農家住宅 は ､ その後の遺構調査

が必ずしも継続的になされて い な い こ とに比 べ ると､ 町家 ･ 町並調査 の実施稔数は こ れを

造か に しの ぐと い っ てよ い ｡

こ れらの 調査報告書は ､ 直接的には個 々 の地域における町並を生か した町づくりの基礎

資料として有意義に活用される ことが望まれるが ､ 同時に､ 冒頭にも記したが ､ こ れらは

まさに町家研究の 地域ごと の デ
ー

タ ベ ー ス として の価値を有して い る0

ただし､ 残念なが ら研究者に行き渡るほ どの部数がなく､ 発行年の古いもの などは入手

困難なも
◆

の も多い ｡ 町家に関心を持つ 研究者が等しくこ れら の デ ー タ ベ ー ス にア クセ ス で

きる状況とは ほ ど遠 い ｡ しかも､ 前述 の全国的な民家緊急調査は , 農家が主体であ っ た た

め ､ 相前後して各府県で進められた民家の 重文指定は ､ 農家を中心 に行われ､ 町家建築は

少数に留まる結果とな っ た｡ 指定民家の中で農家と町家の ア ン バ ラ ン ス な状況は現在も変

-
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わらな い ｡ もちろん ､ 重伝建地区と して選定されれ ば､ 地区内の 町家はある程度保存され

ることとなるが ､ 研究資料として の 指定文イヒ財を考えたとき､ 指定文化財 の件数は､ 修理

の際に刊行される修理工事報告番の 冊数と連動するため､ 件数が多少は問題となる｡ 農家

住宅に関するこれまで の 修理工事報告藩の刊行数の実揖に比べ れば､ 町家のそれは造かに

少な い ｡ すなわち､ 調査報告番の レ ベ ル からさらに許し い 町家建築の資料となると､ 農家

ほ どに はその昔横は期待で きな い ｡

しかも､ 遺構調査を研究者が個人的に実施することも様々 な点で困錐が つ ･きまと い ､

一

定の 恵まれた条件が揃わなければ取り組めな い
｡ 遺構を 馴 ､ た町家研究には､ こ の種の 撤

しさがある｡

今後､ 遺構は加速度的に消失して行くことが予想されるなかで､ 遺構という 一 次史料に

即した研究は ､ 既往の報告番類を暗用 しない 限り望めない状況になりつ つ ある Q それだけ

に､ 調査報告番な どの 研究資料として の 保管とその 晴用方法が今後の富来題としてますます

大きくな っ て い る ｡

また､ 町家研究の裸題は ､ 地域ごとの個別の研究から､ 町家の 形成過聴とその地域優に

つ い て ､ 地域 を越えた統
一

的な視点から捉える段階にあると聾者は考えて い る Q こ の 点

は､ 農家を主体とした い わゆる民家研究にも通ずる ことと思われ､ 民家研究では大局的な

視点からの稔静の構築がよりい っ そう急がれる｡

町家の場合､ 城下町を始め街道町など､ その 町の成立事情により町琴形成 舶 ずから異

なろうo 従 っ て ､ 近世町家の 史的理解払 いうまでもなく都市史的な視点を持ち つ つ ､ 町
家の 形成過聴を幾つ かの塑 として類型的に抽出する ことが課題となる . ｢ 京都型町家l は

対して､ ｢ 非京都型町家｣ ある い は ｢今井型｣ と いう類型化は ､ その点で示唆に富む｡ し

かしながら､ 地方都市の 町家形式は､ 農家を出自とするもの だけで は鋭明が つ かないもの

が実は多く ､ 第 3 , 第4 の型の提起がまたれる ｡

あわせ て ､ 近世から近代まで視野に含めた町家の形成と展開過程の解明は, その 背景と

なる町家普請の技術や材科､ 大エの移動や 伝播な どに つ い て具体的に明らかにする必要が

ある ｡ その ため には ､ 新たな史料発掘が不可欠であり､ 個別事例の 地道な積み上げが不可

欠である｡ 町家は ､ 都市という動的な社会の中で形成され発展した｡ それゆえ､ 町家形成

とそ の発展過程には多岐にわたる要因がこれにかかわ っ て い よう｡ 町家を形づくる これら

の社会的要因と町家との関係に つ い て ､ その 具体像の解明が､ 町家形成の 類型的理解の基

礎となると考えて い る｡

以上 ､ 日本における町家研究に つ い て ､ 町家を捉える視点や方法を加味しつ つ 既往の成

果を概観し､ 若干 の 課題も示した ｡
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3 . 韓国都市史 研究動向

1 . 韓国都市史 研究動向 理 解9] F R A M E W O R X

挙 京 賛

(固光大学 都市工単科)

1) 韓国 dll Jq 9] 都市史 研究動 向9] 時期区分

韓国ql ･ ^l 都市史申告 用語音 便用軒盲 召♀旨 ユ 中司 書勾 留中.

o] 71 ql 旨 句司 7T Rl

要田 Ol 卑% 申立 O

J xl せ, 羊頭且中三 都市歴史キ ュ 自健 旦 JA;] 研究封象且 旦

認識司71 且中吉 中書 筆画分野 oll Jq 9] 研究目的% せJg 可71 胡 %1 方法論 9] 卑ヰ呈

社章司虫可き 召 ol 青息せ 要因且 呈 卑% 斗五 穀ヰ.

ol 司せ 傾向阜 号%l 物理 的 現象卑

遺草電 都市歴史 研究 dllヤ 千三 司司瑚 t+申ヰ五 穀ヰ.

Jg 瑚 日本 oll ･ hl 物 理的 現象斗

遺草竜 都市歴史 研究 7T
･

建築史 9] 延長線上 oll ･ hl 建築史句 相射的 連繋概念 且 畳 Jq 句

性格% を可7]1 7l t] ヱ
O

J 旨 せ匂, 韓国ql Jq 9] 都市 歴 史 研 究 古 建 築史 ヰ 都市

形態史阜ヰき 考古学ol ヰ 都市計劃的 視覚中 速繋司き 傾向% 且 Ol 五 穀忠中. 奄卑

都市歴史卑 尋電卓 q] 早碁9] 研究書 oll ･q 都市史卑き 用語喜 司召司且 呈 斗% 可71 且中吉

都市計劃史ヰ 都市形成. 車連史, 都市空間構造(空間構成膿系)変化 音 9] 用語喜 子五

胡% 可盟ヰ.

韓国qlj 'l 都市史 oll 親心書 安フ1 J
^l 卑番 頭阜 3 0 d 憎 ol 瑚

o1 司き 1 9 7 0 年代早司勾

留 ol 中.
ユ ヰヰ 考古畢 ol ヰ 歴史学 中心 9] 都市史 研究 孟 子句 せ司卑o] 都市9]

物援的形態 中心 且 旦 研究領域 Ol 卑音名 頭書 昔卑 2 0 亡⇒v?
L l 王

O1 司 旨 密碁 歴史書

xI L] ヱ 叙q -

.
ユ 社oll 初旬屯 研究成果 7t ユ ヰ司 普阜 o

o
t 阜 oT t] Rl せ, 2 0

(⇒tg
u

ol 中吉 教卓

71 社音 O
J 研究方法論 ol ヰ 研究観鮎 oll Jq 密書 変化喜 召可 敦ヰ.

t]l 号 且吉 観鮎 oll 中年

巻朝希書 忠% 手 虫Rl せ 1 97 0 年代 以後 韓国qlヤ zJ 増司 bl % 都市史 研究盲 王瑚

1970 年代 都市史 研究句 胎動期, 19 8 0 年代 韓国 都市史 研究 91 多元化 時期,
1 9 9 0 年代

韓国 都市史 研究 定着期 % 句 3 時期呈 区分竜 手 o

J ヰ.

2) 時代 別 韓国都市史 研究 9] 主要 T E R M I N O L O G Y

韓国都市史 研究動向% ol 司何 吉t:11 号且 ^l 司主 要素中9] 斗中古 都市史 研究書 胡替

時代区分卑 時代別 都市史 研究 91 子且 司 ロ1 き五 Xl(t e r mi n ol o g y)
Oll 沓%1 問題 Ol 中.

gl
u 司

韓国都市史 9] 時代区分問題卑 尊宅卑Q] 普遍性% xI Ll 喜 一 般論% jll フl 卑71 せ % ol せ

o

a ol ot t〕ヰ.

/B jll 韓国都市史 研究oll Jq 喜 一

般的且 呈 一 般史ql Jq 瑚% 司き 王朝

-
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交替ヰ 社食築展段階書 中心 且 孟 %J , 古代 . 中性 近代句 時代区分方法 1)% 基本骨格豊玉

胡% 斗五 穀司せ(市政開草研究院,
1994)2) , 細分化屯 時代区分方法 ol ヰ 具億的 oJ 時粘阜

且き 観鮎ql 中年 ･q 呈 中量 711 奄7g 司ヱ 敷中.

匂司 声定饗( 阜瑠胤 1 9 8 7) 卑 金轡珠(4 奄牛, 19 96)古 来洋 都市計割史卑 西欧

都市計劃史句比較研究 観鮎 oll Jq 韓国都市計劃史 時代魯 原始 . % 代 沖 舌代. 中世. 近 軌現代

昔句 6 時期 五 霞分申立 虫盲ql 3) , q
･ 碁 %l 西欧式 都市計劃史暑 71 奇斗句 碑国都市史

時代喜 区分替 Ll 可Rl 区分屯 時鮎卑 時代音 瑚盈卑主 都市ql 印せ 琴逃内容句 箕存

時鮎 ^T ol oll 部分的 o
J 誤差7T 叫可Ll エ 虫中. せ噴 司卑J ^J(司単軌 19 8 9: 1 9 9 3 埴

領e'

d 阜)阜 韓国史書 原始 嘆 古代 . 中軌 近代周 代 音9] 4 時代孟 区分卑き 魯奄 瑚フ脚

時代喜 11 7 帽 建 敷都市史 時期 旦 細分軒句 建築卑 都市句 歴史的 展開過程%

記逸可工 敷ヰ 4) . 司卑也句 韓図都市史 時期区分皐暑 中旦 王 土 史挙句 社食構成准漁 oll

叫骨% 普 讃且 畳 生産棟式句 襲化 oll 叫貴 社禽主義 孟句 社食構成健司 移行過程%

且 管主可工 敷斗.

ol司単 方法% 鴻 自的
d
J 韓国建築. 都市史朝 時代区分健系尊 卑電車31

虫中古 召pll Jq 曹 ･
^
a 中音 叫卑tJ] ヱ 叙Al せ

, 時期別 都市特性ql 脅せ 内容ol 城郭構造卑

71 壷司oJ 内部区部鰻系oll 切替 記述的 描清明 司奇申立 魁.朝 鹿骨構成韓翰% t5T 菅生孟

せ 時期区分卑句 連繋性% jll瑚孟 卑電車司 貴串盲 中朝牽ol 濁q : .･

韓図都市史 研究卑 尊宅卑句 時代区分ol xl t] 盲
､
意味% r

.･
都市史 研究句 主要

封象要素叫 歴史的 解析9] 中心概念 ol 時代別 最 中毒 せせ% 叫卑瑚五 穀ヰ竜 巻gl

匁卑. 概括的 o
J 側 面d7l Jq 物理的 環境% 中心且 旦 韓開明Jq 奄増毛 既存 研究成果畳

早句 導出司き 時代別 都市史 研究 9] 主要 研 究封象ヰ 要素, 項 概金串 沓電避 te m i

n ol o g y 盲 古代 . 中世J近代句 三 分綾的 時代区分% 叶骨且 畳 ヰ% 卑 沓阜 主音 且 呈 要約亀

手
o

J ヰ.

①古代都市史: 三 園時代 - 統
一

新羅時代

都城卑 地方行政都市呈 Jq 句 九州五小京

都市概念 一

都城卑 城邑

都市立地卑 都城園部構造
一

城郭(山城構造)

都市匿劃 一

里坊制( 格子形 土地匠劃)

②中世都市史: 後 三 園時代 - 高琵･ 朝鮮時代

都城(閲見漠陽)

新計劃都市 一 水原

都市概念 一 邑城都市

都市立地思想 一 風水地理

都市圏郭 - 山城ヰ 邑城(頚
^1 J ^3 , せ旬J Aa)

都市匿劃 一 高麗9] 部坊里制卑 行政統治制度 旦 J ^l 句 朝鮮9] 部坊刺

都市骨格 一 城門 中心 9] 邑城道路健系

都市構造 一

機能地域分化(城 内卑 城外 , 身分階層 oll 中書 居住領域 分化)

-
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都市制度 ･ 朝鮮軌 身分階層別 住宅観模 制限

都市施設 一

高麗 開京朝 市塵長廊斗 朝鮮 漠陽句 市塵行廊, 宮 閑, 官衝 , 市塵, 場市

③モ瑚都市史: 1 9 世紀 後半 開港期 以後

開港場, 居留 鞄 軍用地(軍事基地,兵粘基地)

鹿代都市計劃 一 市区改正 , 市街地計劃

都市構造
･

機能地域分化(新市街/善市街/貧民窟句 区域区分)

都市組織
一

任居組織

2 . 1 9 7 0 年代 韓国都市史 研究句 胎動期

韓国ql ^l 9] 都市史 研究き 1 9 7 0 年代半句 本格的 且 呈 Ol 早 Ol 司 7l Jq 卑斗忠ヰ. 普喜

ol 包oll 玉 屋史学ヰ 考古寧% 中心 且 呈 間飲的 oJ 研究書Ol 初旬司ol 敦司せ, 都市形態叫

内部空間構成 旦ヰき 古代 都城句 立地要件 旦 呈 ^l 風水地理( 立命増,
19 4 2 ;

Ol 増王, 1 9 4 8) 卑

城郭( ヱ 帝鴬 193 6;
Ol l召王

, 1 9 3 1 ,1 9 3 9 a ,1 9 3 9b ,1 9 4 1 ,1 9 5 6 ,1 9 6 6 ,1 9 7 6;
Ol増卑, 1 96 4 ; 喜^T手 ,

1 9 6 0
,
1 9 7 1) 書 中心 且 畳 替 研究 7T 手 玉 初旬司忠q

-

.5)

1 97 0 年代印 初旬竜 韓国都市史 研究 書 基本的且 呈 以前半句 初旬司 ol 且 ta 歴史学卑

考古寧的 観鮎% ユ 瑚呈 瑚奇可ヱ 叙xl せ, 研究観鮎 Ol 都市計劃史卑 建築美挙 実

歴史地 理寧的 親鮎 且 呈叶可 本格的 且 旦 境張司 ヱ 奴q
･

き 召鯛Jq 以前 時期卑盲

差別性% tl 可tJ) 玉 虫中. 研究領域句 側面ql ･^l 王 1 9 7 0 年代句 韓国都市史 研究き 都市 9i

形態要素卑 内部空間構造旦 碑司 親心領域 Ol 卑有司 dl 既存句 風水地理 Ll 城郭 研究卑

官瑚 旦ヰ 多様啓 研究 7T zJ 増司 71 J^l 卑斗男卑. 号%l. 骨^l 韓国都市史 研究 9] 主要

研究領域% ol キュ 叙t :a 風水地理卑 城郭 研究き 既存句 歴史学ヰ 考古学的 観黙甥Jq

zJ 旬司盲 讃(
･ Aa 手早,

197 6
,
1 98 0; 包増勢,

1 9 76; 食草軌増子卑,
19 7 7;

O 憎 王
,
1 9 7 6;

Ol 奄モ,

1 9 7 5 ,1 9 8 1 ; 瑠領主 , 1 9 7 2 ; 喜･^T 書, 1 9 7 1; せ領亀 1 9 7 8; 斗% 召 ,
1 9 7 5)

Ol 主流喜 Ol 早 ヱ

奴忠司せ, 計劃史的 研究観鮎 ol 導入司匂Jq 風水 地理課 ol 都邑形成過程( 幸司号,

1 9 7 3
,
19 8 5) 卑 施設. 空間計劃 ql

.
ロ1 奄 影響(舟瑚竜,

■
1 9 7 9

, 杏増舌 ,
1 9 7 8)ql q] せ 研究叫

建築美学的 OJ 税魔 oll ･q 9] 城郭研究(
^J 増喜 , 1 9 7 6) 音 ol 奄 %B 司忠ヰ. 1 9 7 0 年代 韓国都市史

研究7一 本格的i9 _ 呈 初旬司フ1 ス1 卑曽 t:ll 皇 偉統 歴史文化財ql 輔車 沓･
^

j 9] 増加現象 ol

昔且単 要因且 呈 卑% 斗ヱ 虫きt:ll ,

ol 司車 傾向阜 偉統要素句 保存卑 老子司ol 計劃史的

観鮎dll Jq 初旬屯 研究書(金手乳 1 9 7 2 ; 杏tB 午, 1 9 7 2 ,
1 9 7 5) Oll Jq 沓 ヰ卑t+ ヱ OJ ヰ.

%1 電 1 97 0 年代oll 古 都市 内部空間構造喜 封象 9 . 呈 %1 都市史研究 7T 試圏司労旨 t:ll ,

都市 内部 機能地域 9] 分布書 中心 且 呈 地理 学的 観黙ql ･q 屯8B 卓 研究( 肴瑚電, 1 9 8 0;

単卑司,
1 97 8) 7一 成果喜 且 Ol ヱ OJ ヰ.

ol 卑 司書ol 計劃史的 観鮎 ql J ^l ol 早OI zJ 古代

都市構成鮭系 oll ql せ 復原的 研究( 4 瑠且
,
1 9 84 ; 召祁号,

1 9 71;
^J eg 喜,

19 7 5; % 早増,
1 97 2;

杏舎% ,
1 9 7 6) 盲 tjl 号 古代 慶 州 中心句 単相宅 地域% 中心 且 五 重増司忠xl せ

都市内部空間構造喜 共通 9] 研究領域且 玉 串句 考古学斗 歴史学,
コ 司ヱ 計割史的
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硯覚 ol 号督亀 午 叙盲 可能性% 瑚ネ1 胡 芋虫中.

ol 卑 督瑚 1 970 年代 都市史 研究dll ･q tJ 卑せ 成果 中旬 年中五 都市形成史dll 亜啓

研究(4 句尊,
1 9 7 4)卑 骨珊

.

都市史轡 ol 卑き 用語7T 公式的J2 _ 急 使用司旨 単車(卓瑠卑,

1 9 76) 融合史嘩 視覚o M 句 都市史 研究 7一読 圏司党且申(卓頚骨,
1 97 7) ,

J
'
J 主知盲 叫% %

中音 頚阜 ot LI xl せ 歴史寧卑 地理 単% 中心 且 孟 研究句 晩 空間範囲尊 卑杏軒句 且中

旬括的 OJ 硯魔 o" Jq 都市史暑 召草卑司旨 試圏(且領且
, 1 9 7 6; 音召軌 1 9 7 9) 7一文は 叫.

2 . 1 9 80 年代 韓国都市史 研究句 多元化 時期

韓国都市史 研究 dll ^l 1 9 7 0 年代7T 都市史 研究句 土蚤蚤 構築せ 時期卑jl 骨中電,

1 9 8 0 年代き 研究領域卑 研究概鮎 9] 多元化 現象 ol 阜司司且 孟 屯増屯 時期卑 督 キ

叙ヰ. 匂司 研究封象時期句 側面oll ･ ^l 研究句 平河蓉増 ol 古代 都城且 旦 半句 中世都市孟

輯移司盲 単項, 通史 研究旦 碑xl 研究頒域 Ol 壊張司31 奴q ･

. 内容的 OJ 側面ql Jq 王

19 70 年代 都市史 研究句 主流暑 Ol 早j l 虫句 風水地理(章瑠卑, 1985)卑 舌代

城郭研究( ol 名誉
,

19 81; 碁早甥,
19 8 2) 孟 早司 せ司可句 中世 首都卑 地方 邑城都市朝

城郭( ol 奄モ
,
1 9 8 1) 嘆 内部空間構造暑 中心阜畳 替 研究7t 碑司養 香j l 虫q

･

.

ユ司叫 198 0 年代 都市史 研究ql Jq 叫申せ 7t 各 号奄司
b
J 現象 中旬 卑叫旨

研究観鮎中 主題 7t 多様化司忠q
･ 盲 奄ol 中. 匂司 1 9 7 0 年代 後年期千句 試簡司盟ta

綜合都市史 研究 7T 7T
e'

a 暮 せ初句 ol 通史卑 時代史暑 中心 且 孟 せ 都市史 研究 7T

本格的且 孟 試 願司2i ヰ. 1 9 8 0 年代 官ス1 句 通史 研究書 現場調査 且ヰ誉 文戯資料暑

中心 且孟 召モ卑ヱ 叙3 1
, 研究戟鮎 弓^l 土木史卑 国土開蓉史的 親鮎(瑠句奄,

1 9 82)
､凸1 ヰ,

比較都市計劃史司 教黙(阜確執 19 8 7) ql Jq 勾増司忠ヰき 頚ql ･^l ol 主 項王 91 限界昔

司 L] 五 穀司せ 都市句 形潜的 側面% 中心且 呈 韓 国都市通史首 相司軒司盲 最初句

試 圃男卑旨 召dll ^l 尊 意味喜 司tl 玉 虫虫q
-

. せ宅 開港期孟子同 日帝 占有期鯛 ol 主 旨

時期9] 都市化過程(舎瑠号,
1 9 8 2 a

,
1 9 8 2 b) 卑 解放 以後句 郡市現象(舎瑠号,

I
.

1 99 0) %

中J亡止 呈 近. 現代都市草連史書 社食史卑 計劃史的 親鮎 oll ･q 綜合化卑司き 試圃7T

虫忠ヰ.

都市通史 研究卑 官bll 1 9 8 0 年代 都市史 研究 dll J^l 7i 貴 書 成果中旬 卑叫き 1 9 7 0 年代

後学期早司 地理 学斗 考古史寧的 親黙 oll Jq 試圏可分t:a 都市 内部空間構造 研究7t

多様魯 親和且 主 演張句境J
^l 韓国都市史 研究 9] 中心主題玉 村司沓jll 司盟中吉 召 ol q

･

･

号司 19 8 0 年代 9] 都市空間構造卑 尊宅 %1 都市史 研究 oll Jq 盲 既存句 地理寧卑 考古学各

号喜 計劃史斗 形態学的 観鮎 OI ZJ 卑瑚 せ領司匂Jq 都市諺連史卑 都市形態史書

中心 且 五 都市空間構造喜 Ol 朝斗司盲 試圃 7T 阜司司旦 旦 初旬司思中. 研究封象9]

側面 oll ･^l 主 都城 中心 旦 呈 奄%B 司 ol 敦ta 既存 古代 都市史 研究 フ一 地方都市 呈

卑有司匂Jq 首都卑 地方 邑城% 中心 且 呈 せ 中世 城郭都市 研究 7t 主要 親心分野 五

首早せ卑思中. 都市空間構造卑 尊宅屯 研究主題 軒l 多元化司旨 様相% ヰ卑切立

-

3 1
-



叙壱 軌 考古史学的 観鮎 oll J
hl zJ 増屯 古代 都市句 土地 匝劃膿系ql 印せ 研究(卑書手,

1 9,83 ; 朋 且
,

1 98 4 ; 中旬♀, 1 9 8 7)卑 都市計書披司 観鮎dll ^l
l
初旬屯 朝鮮朝 邑城%

中心且 見 せ ･ 中世 都市句 平面構成原理 oll 尊替 研究(4 奄千,
1 9 8 3

,
1 98 4 ; 召奄午･ 卑増子,

1 9! 4 ; 召 朋 ･ % 朋 ,
1 9 8 7; 召 朗 , 1 9 8 9; 子音 乳 19 8 7 ,1 9 8 8;

Ol 奇手,
1 9 8 8; 恥 召,

19 8 9;

昔司乳 o 摺 乳 1 9 9 0) , 都市空間01 ヰ 景観構成膿糸卑 尊宅卑o] 文化 思想史 卑oll Jq

盈喜司盲 理想的 都市観ql q] せ 解秤的 分析% 号卑o] 規範的 都市計劃原理 卑 思想%

導出卑ヱ斗 単 研究( 馴 千,
1 9 8 5; 朗 乳 1 9 87;

ol せ干, 1 9 9 0) , 景戟計賓披 的 観 馴 ^l

初旬屯 都城ヰ 邑城9] 景観要素 実 景戟構成膿系dll 沓替 研究(中巻音,
1 9 8 6 ;

召替q . 中巻暑,
1 9 87 a

,
1 9 87 b; 司 71 手,

1 98 9) , 歴史景観o11 ^l 9] 都市象徴性句 襲遵過程 Oll

脅せ 研究( o 掃 号,
1 9 8 7) , 形態類型学的 観 酬 J^l 奄増毛 朝鮮 朝 地方 邑城 9] 街路膿系卑

都市平面 類型 研究(
Ol せ干 ,

1 9 8 4 ,
1 9 8 6) ,

歴史地理学的 観鮎ql Jq 初旬屯 都市諌連史

研究(
o

J 司書,
1 9 8 5; 奄cg 尋,

1 9 8 8) ,
ユ司 ヱ 生態学的 観鮎 oll Jq 屯増毛 都市中心部

土地利用可 襲化過程 研究(食瑠 息骨司 軒 19軍6
,
1 9 8 7; 骨司乳 19 8 7) 昔阜 空間構造卑

尊宅可句 ol号 bl 勾 198 0 年代 都市史 研究司 書且 %1 成果書 O 憎 ヰ･

3 . 19 98 年代 韓国都市史 研究句 定着期

1)
.

韓国都市史 研究方法9] 髄系化喜 曹せ 相互 % せJq 書

韓国 都市史 研究 oll ･^l 1 99 0 年代旨 以前oll 形成宅 都市史 研究方法書 Ol 多様化司盲

せ奄 且中 辛
t ;

ia 阜 主題喜 印せ且 呈 せ 研究書 Ol 屯増司書 音, 韓国都市史 研 究9]

簡 系化喜 曹%1 瑚 畳 合 せJq 書 Ol 早司書 叫司旨 時期 孟 杏子適中. 1 9 9 0 年代 韓国都市史

研究 アt 急進展卑ill 屯 背景 oll 吉 開放化時代 oll 早% 句中 切手屯 侍統歴史文化 償値91

再許債ql 瑚せ 社合的 合意 7T 青 息 %1 要因且 呈 作用可五 穀忠ヰ. 号%l ･q % 定都 6 0 0 年

記念事業句 oa 尊皇 呈 展開屯 Jq % 史 研究卑 ZT 菅 国際増王 71 % 5) ,
ユ司ヱ

偉統歴史文化要素句 串掘. 保存 . 活用珂 ql 替 汎国家的 望9] 旨 Jq 喜% t31 貴車 俸統

地方都市 9] 歴史研究ql 各 草間分野 9] 親心% 昔司望且 ヲl 古 書且 %1 契機7一 句労ヰ･

1 9 9 0 年代9] 韓国都市史 研究古 内容的 oJ 側面oll J
^l 以前 時期 dll dl 斗o] 且中 旬卑%1

性格% xl q
u 専門研究領域 旦 五 分化司旨 特性% Ll 卑叫喜 せ乳 空間的 oJ 側面ql Jq 旨

個別 都市史書 中心 且 旦 研究 7T 集中司き 傾向% tl 申叫玉 虫中･ 匂司 既存 91 考古学%

中心且 呈 屯%B 司忠ta 古代 都城ヰ 城郭 研究 フ一 時 . 空間的且 王 統食卓 且ヰ 庚域的 Ol ヱ

綜合的 O
J 研究(

^a 手早,
1 9 9 5 ;

･
^

J 瑠且 ,
1 99 5) 形態 五 胡 司忠ヰ･ 単車 都市形成 ･ 草連史叫

都市計劃原理 当,^l 1 9 90 年代 都市史 研究 9] 青息せ 主題 呈 卑% 可o] 個別 歴史都市 9i

形成 層連過程dll 沓%1 通史 研究(杏巧手,
1 9 94 a

,
1 9 9 4 b; 召寺号,

1 9 9 6) 卑 特定 時代9]

市街地 形成過程( ZJ 音♀,
1 9 94) , 都城空間構造卑 計劃原理( Ol ♀舌,

19 9 5) ,
ユ 司五

都市計書偶 設 呈 Jq 9] 市 塵(司
c

g 卑,
1 9 9 5)

Oll 丑せ 研究 号 ol zJ 旬司忠旨ql ,
建築･ 都市計

劃史的 観鮎% 中骨且 孟 せ 接近方法 dll 9] 71 申立 O

J 中書 召ql Jq 以前 時期9]

-
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-



歴史地理学的 軌範 oll Jq Ol キOl 屯 都市車連史 研究卑盲 差別性% 且 Ol 3 1 虫党中.

ユ 司叫 199 0 年代 都市史 研究句 主流音 形成曽 讃冬 草曳且中主 都市景堺史卑

都市形態史 研究思ヰ.

q1 司 都市形態史 研究句 草連阜 19 9 0 年代 都市史 研究 アー ブ悼

7t 香 草 成果 中旬 可ヰ忠q
･

. 1 9 9 0 年代ql 屯増亀 都市形態史 研究き 形態(寮塑)寧的

接近方法% 収用卑匂･q 且寸 進
一 歩竜 形態喜 司叫jl 叙労q

･

.

ol 時期句 都市形態史

研究盲 都市91 形懲要素ql 切替 位階的 解聴音 呈ql 五 都市形態暑 3 1 沓斗旨 せ乳

草地卑 都市組織% 中心且 孟 且ヰ 叫 ol 王 畳 替 分析単位暑 設定中ol 都市形態句

襲化過程% 技術 . 解樺申立 敷申告 頚dll Jq 都市 自性暑 統合的oJ 単 一 形態要素豆

設定中ヱ 叙旨 既存 歴史地 理寧的 敏郎瑚･q 句 都市形成 層 連史 研究中 都市計齢史的

観鮎叫^l 初旬屯 都市景観史 研究卑盲 差別性% 司L] 耳 敷忠1礼 且中 細部的且孟

1 9 9 0 年代印 形態寧的 観鮎ql Jq 初旬屯 都市史 研究書 王瑚 ①歴史都市 7t RI Ll ヱ 封古

物理的 要発句 形態特性 ol ヰ 構成健弟oll 脚せ 健糸的 分析% 尊卑o] 導出司皇 要素

自健司 内在的 oJ 秩序髄系尊 叫骨且 五 都市形擬音 理解申立神 都モ 解樺的 研究,

②都市形態暑 構成卑き 葉栗普句 形態特性卑 構成髄糸oll ･q 叫卑tT 旨 歴史的
′
現象%

包括的 望盲 個別的
o
J 形態要素 中心且 旦 記述申告 記述的 研究

, ③人間 01 叫 赦倉的

側面% 中骨且 五 都市句 物理的滞 態的 現象 Ol 叫 形筋申 特性書ql 瑚教 範察結果ヰ

奉賛普% 説明卑ヱヰ 卑旨 説明的 研究 号 可替昏 形態旦 初旬司忠ヰ･ 屯司 19 90 年代

都市形態史 研究句 主流音 形成句思ta 炎暑 記述的 接近方法% 胡% 可eq 都市形態書

類型化可71 ヰ 形態要素句 形成 層化過程% 考察可旨 讃ol 憩室ql , 立地瑚包含 中心 且 孟

中世 都市書 類型化申立 ヰ 奇 形態類型寧的 研究(
olせ干,

1 994) , 鋳路･ 城郭 音

都市骨格要素句 構成鰻系卑 襲化過程 o11 切替 記述的 研究(食jll 乳 1 9 91; 曾奇♀,
19 $ 8;

替奇♀. 辛音乳 19 9 1 ,19 9 2;
Olせ干,

199 2
,
1 9 9 4; 印 郎 い99 3

,
1 9 95 ,

1 9 9 7 ; 明電ロl阜I 1 OJ ,
1 99 8;

o

j 9] 札 1 9 99) , 衝路卑 輩地喜 71 せ且 豆 せ 都市組織句 . 形成･ 襲化過程ql 沓魯 記述的

研究(曹春♀, 1 99 4;
Ol せ干 ,

1 992 ; 舎 l̂l 尊卑 3
0J , 1 99 6 ; 舎奇% ･ 曹♀乳 1997) 青書 ol

時期 dll ol 早 Ol 屯 瑚温司oJ 研究成果思ヰ. せ屯 解搾的 接近方法% 活用%1 都市形態史

研究 き 古代 格子型 都市平面句 構成腔系dll 開替 解揮% 中骨且 呈 ユ 基本性格%

ol 朝斗ヱ斗 替 起源論的 研究(
o 椅 軌 1 9 9 7 a

,
1 9 9 7 b ,1 9 9 7 c) 卑 草地構造句 襲化過程 dll ･q

玉音司盲 内在的
o
J 髄系性% 理解可き せ屯 o 博 五 ql 孟 荷匿句 形態類型学的 分塀昔

試簡単 研究( o1 4 軌 1 9 92 a ,19 9 2 b) 音oll ^l 督% 司盟且rq , 望ZT oll ^l モ 説明的 接近方法%

王 ql 五 都市組織卑 住居地域内 紳衝路 9] 形成 腰化過程% 筆地所有権( o1 4 軌 1 9 9 6) Ol tl

居住民句 社食文化的 規範中 速繋,l 頚 説明斗司き 土 q ( O 招 軌 199 9 ,
2 0 0 0)

Ol 奄増司フ1 玉

串思ヰ.

尊宅 都市形態史 研究卑 t'l 昔ol 199 0 年代 韓国都市史 研究ql Ĵ l 辛三司Rl き 現象句

卑Ll き 都市景観史 研究7T 三 711 跳躍卑ヱ 恕中主 召ol ヰ･ 1 9 8 0 年代半句 間歌的且 旦

zJ %B 司ol 且t=a 都市景観史 研究き 1990 年代印 書 叫 酬 計劃史的 観鮎ヰ

文化歴史地理学的 親鮎% 肴軒711 収用軒匂,l 急進展申告 様相% 叫卑叫 ヱ
O

J ヰ･ 号可

-
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-



1 99 0 年代91 都市景観史 研究盲 研究野獣 嬰せ ot l｣ 卑 研究主題 9] q ^l 造景要素畳 J^l 句

会( 柿) 且 旦半句 城郭ヰ 市街地建築景% (to w n s c ap e) ql ol 呈 71 納 多様性% 3i Ol ヱ

oil 盲 ql , 侍統歴史都市暑 瑚Jg
･

且 孟 計葦捜 的 観鮎% 7T Tl 可d) 初旬屯 都市会(柿)句

形成過程 実 立地特性ヰ 塀型 研究( 杏音手.

o 摘草 . 奄卑軌 19 9 4 ; 杏% 午 ･

ol 青草,
1 9 9 4 ;

番号牟,
199 5) ,

Xl 鯛 沓 襲化( 申告 五胡 2
OJ , 1 9 9 6) , 文化歴史地 理寧卑 景観計劃史的

観鮎% 7T Tl 替 市街地景観9] 襲遷過程 bll 印せ 解麺的 研究(音71 乳令増乳 Ol t 3a ♀,

1 99 3 a
,
1 9 9 3 b ,

O 捕 号. 召骨q ,
1 9 9 4) ,

景観計劃史的 観黙 oll ^l 初旬屯 歴史景観9]

景観構成健系 dll 亜骨 折究(4 %1 胡句 8
bJ , 1 9 9 2; 瑠 71 互

,
1 9 9 5) , 朝鮮時代 個別 邑城都市暑

中心 旦 呈 景観要素喜 抽 出斗ヱ 景観要素別 計劃特性卑 襲化過程舎 立 登脅 迫史

研究( 朋 軌 1 9 9 1 a
,
1 9 9 1 b 1 9 9 1 c; 朋 乳司肴屯 19 9 4) , 古地蘭書 馨% せ 歴史的

都市景観9] 復原研究(
Ol せ軌 1 9 9 8) 音% 都市景観史 研究卑 尊宅可o] を噂屯 代表的 OJ

研究成果男卑.

研究敏郎卑 研究領域句 多元化. 専門化卑 官瑚 199 0 年代 韓国都市史 研究 oll ^l 叫申せ

特徴的 oJ 現象句 年中き 比較都市史 研究 7一 本格的且 呈 試圃司ヱ 奴中古 召 o1 ヰ･ 尊貴

一 部 研究 oll .q き 以前 時期早司 試圏司ol 敦ta 開設的 OJ 汎世界的 比較都市計劃史

形懲9], 都市通史 研究(召巻手,
1 9 9 7)司 書% 踏襲申立

O

il忠司せ, 相 互 % 接近方法 朋

多様単 軌鮎ヰ 研究領域% 統合斗古 形態 呈 初旬卓 比較都市史 研究 書 199 0 年代

韓国都市史 研究司 書 且せ 成果忠ヰ. 号%1 ol 時期 oll zJ %B 屯 比較都市史 研究モ 以前句

比較都市計劃史 研究卑旨 中量刀1 比較研究9] 空間的 範 囲暑 東O 川 o一 三 国ql

召奇Jq ヲ1 玉 虫き 靴 都市. 建築計書披 的 観鮎ql Jq 試囲屯 Jq % 卑 北京司 都市空間構造 9]

形成過程卑 都市住居史ql ql 哲 学術合議( 東
ot ,ll o† 歴史都市句 博統卑 近代: ･q % ヰ

北京, 韓. 中撃衝合議, 韓国建築家協% ･ 韓国建築史学食 1 9 9 4 ･ 1 2) 喜 叫貴句中, 時代的 oJ

同質性 o11 中骨% 手玉 歴史地理学卑 計章性 的 観鮎 oll ^l 試固竜 卸t ^l o一 三国司

古代都市構造卑 僕坊制印 可 %1 比較研究(韓国句 古代都市構造卑 儀坊制dll 切替

国際 郎I Ll ,

^l % 瑚卑立 地理数育 軌 1 9 9 7 ･ l l)ヰ 東洋 三 国句 首都喜 切せ且 孟 近代化 ql

中書 都市藻連過程o11 切%1
.

比較都市史 研究( 東洋 三 園 9] 近代化卑 都市草連:

月 % . 北 # . 東京句 比較史的 考察,

･

9 6 Jq % 挙国際増呈司% ,

Jq % 学研究所,
1 9 9 6 ･ 1 0) ,

垂間的 oJ 同質性 ql 中骨% 手 ヱ 単
一 9] 歴史 都市 研 究書 音可 eq 考 古史寧 ･ 都市形

態史 . 都市社食経済史. 都市計劃史 . 都 市景教史 音 9] 多様 %1 観餐% 綜合化斗司き 試圃

(束洋都市史 卑句 ^l % , 相 市政開草研究院,
19 9 4) 音阜 1 9 9 0 年代 案oT ^l 叫 三 酎

比較都市史 観鮎 oll ^l 巧手ol 喜 e'

d 書 手卑ol 忠q ･

2) 韓国都市史 研究ql 瑚せ 歴史学界9] 用量 音 % 司
o

J

せ宅 1 990 年代 韓国都市史 研究 oll Jq 青息せ 韓換鮎 且呈 記録司書 現象句 卑叫喜

一 般史叫 農村社食経漬史書 中心 且 呈 初旬司dl 且句 歴史学 中心 9] 既存 社食経済史

研究 7T 都市社食量 外司 蹟張司匂Jq 物理的 oJ 側面% 中心 旦 五 初旬司古 都市史 研究7T

-
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進
一

歩管 午 盟主 凋71 書 中単年31 叙ヰき 召 ol ヰ. 号%l 歴史寧的 観鮎倉 皇瑚最

多横啓 統覚ql ･
^l 孟増毛 近Lt L 近代 旦句 襲草期 束叫^l o一 三国卑 西洋史,

中東. 中央 ot Jq e･T句 比較都市史ql 切替 ^ll Tll ヰ(歴史卑 都市:瑚 4 0 司 初号歴史学瑚司,

Jq % 瑚卑正
,

1 9 97 . 5)卑 後席作業且 旦 Ol 早 Ol 屯 朝鮮 後期 都市構造dll 瑚せ 綜合的

比較都市史 研究結果(歴史卑 都市 , 専管小骨句 境, 1 9 99)旨 歴史学界 9] 研究領域%

都市 畳 横張人l ヲ1 き 青息単 瑚71 7T 司盟ヰ. 19 90 年代dll 歴史寧的 親和ql ･q 初旬屯

都市史 研 究旨 研究領域句 側面oll Jq 五 都市内部構造卑 土地所有刺, 郡市氏朝 生活ヰ

文化,
ユ 司五 都市築連過程 音 多様性% 叫申叫エ OJ 旨t:ll , 卑%1 経済史的 硯魔o11 ^1

奄増車 近代 土地所有樺9] 襲動過程(車乗植,
1 99 4; 忍摺札 丑 ^3 音,

1 9 9 5
, 尊宅曹,

1 9 9 7)可

部市商業句 鞍連(司令7l ,
1 99 4; 且増,

1 997; 青春乳 19 97; エ 音亀 19 98 ; Ol 司相可 7
O
J ,

1 9 9 8 ,
ヱ ^j 骨, 1 9 9 9) , 経済史的 蔽魔 dll ･q 盈増屯 都市構造襲化卑 都市文化

発達過程( j l % 蚤,
1 9 9 9) , 都市民句 生 業卑 経 済活動( ヱ 尊 卑,

1 9 9 7) , 近代都市財政間

額(増補奄. 召瑚菩, 1 9 9 5) , 敢禽史的 税魔qlベ 初旬竜 都市申達段階(
ol 切奄, 1 99 4

,
1 99 5) ,

都市民句 融合的 性格(盈 Jg % , 1 9 9 3 ,
1 9 9 5) , 都市民9] 社食的 風俗( 杏奄幸司 4 OJ ,

1 99 5) ,

都市民句 生活様式斗 藩識構造( ol 貴市,
1 9 95) 号各 号且車 研究親心分野 孟 卑% 可男卑･

ol 句dll 三 宅zT oll Jq 旨 特定 時期句 都市象食 紅禽史 . 行政史 . 経済史 喜 多角的OJ

現魔oll J hl 綜合化可司き 試圃(朴慶龍, 1 9 95 ; 襲鐘茂
,
1 9 94) 7t 匁虫q

-

.

4 . 韓国 都市史 研究9] 回顧 卑 展望

1970 年代 研 究土童喜 構築斗71 始作せ 韓国都市史 研究き 劣悪せ 輿件oll 主

音子中正 中音瑚孟句 研究成果喜 導出可中 食中. 可xl せ 研究成果物 ol 本格的 且孟

ヰ句中71 ^l 卑せ 讃阜 号司 最近9] 電孟
, 1 9 90 年代 以前碑71 せ 可Q] 王 ユヰ司 藷阜

曹司 研究成果 7t 排 出司司主 菜卑忠ヰ. 号可 都市史中古 研究分野句 基本性格珊

瑚司Jq 充分せ 論議7t Ol キ ol司 71 舘阜 現 状況 dll月 韓国都市史 91 研究動 向i

僅系的且 五 分類句ヱ 理解卑き 衣 ol ユ 中司 容易せ oa 阜 e･ 川 中. ゼ瑚 本稿ql Jq 古

都市形態学ヰ 都市計劃畢, 建築寧, 造景寧, 地理撃% 普革 考古学卑 歴史寧碑司

包含軒句 都市句 物理的 環境oll 重電屯 全般 分野喜 閲聯分野呈 設定卑d] 韓国都市史

研究動向% 斗叶可ヱ 虫xl 吐 都市史句 基本性格oll ql せ 諭講書 中骨且 五 分野別

研究成果物 9] 闘聯性 輿否暑 再解樗智 幸
o

il 吉 理論的 土董喜 構築曹 電且 7T 叙ヰ･

可号 昏阜 曹司 研究成果物 ol 排 出竜 讃阜 o 川 71 せ 司せ 3 0 絵年 号 o1 進行司忠Ta

韓国都市史 研究成果喜 分析胡且匂 時期別 研究親和 Ol ヰ 研究領域句 側面叫Jq 比較的

明確せ 韓移様相% ヰ卑叫ヱ 奴% 喜 曽 千 曳q
-

. 考古学ヰ 歴史寧% 中心 旦 呈

進行司忠ta 1 9 7 0 年代 都市史 研究き 研究領域 Ol 千旦 立地卑 風水地理, 城郭 oll

限定司 ol 叙盟且可 研究時代 当人l 古代都市史 7† 主流音 形成申立 敷盟ヰt

Ol oll 反中o]

19 80 年代 韓国 都市史 研究 oll ･ hl き 都市計劃夢中 地理学的 観鮎% 中骨且 呈 せ

-
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計劃史的 硯 馴 朋 都市史 研究7t 主流音 形成卑ヱ 敷中主 即 特徴的 dJ 現象且 旦

杏子 糾 ･ 監督 19 8 0 年 朋 都市史 研 - 研究頒 朗 側 酬 ^l 古代都市史 中心句

既存 研究領域% 脱皮 醐 朝鮮朝 首都卑 地方 邑城% 中心 且 孟 %1 中世都市史 研究 7t

中心課題 五 胡幸司 ヱ 叙ヰ.
ユ司叫 1 9 9 0 年代 以前9] 研究成果暮 せ司且匂 都市史

研究 フt 都市 自腔9] 歴史ql ql %1 親心 且ヰ旨 鴨 草間分野 9] 目的達成% 相

方法論且 王 政用司主 知l 普遍的 o 憎 ヰ･ 1 9 9 0 年 朋 韓国 都市史 研究モ Ol 司昏

倒両 州 以前 時期卑喜 差別性% 祁 主 音且せ 時期耳 管 手 叙中･ 半額且中立

1 9 9 0 年 代 韓 国 都 市 史 研 究 ql l̂ 壬 考 古歴 史 寧 ･ 都 市 讃 連 史 ･ 都 市 計 劃 史 ･ 都 市

形態 史 . 都 市 景観史 音 且 中 寺 門化 亀 研 究 領域 ql 基礎 単 研 究 成 果物 Ol 排 出司

7l 人1 卑卑 酬 都市 9] 歴 史 白煙 7一 研 究封 象 且 旦 杏子司 旨 傾向% L+ 中 和

叙ヰ. 号 %l 1 9 9 0 年代 後半部 糖 鑑 別
一 般史斗 農村社食暑 中心 且 呈 進行 榊 且 匂

社食経済史 研究 7t 歴史学界 % 中心旦 五 都市社食 研究 主 演張司き せ噴 物理的

側 酬 朋 葡病歴 酬 親心喜 # 71 岬 斗 馴 韓国都市史 研究句 ス 隠 % 可能性%

提示司苧正 史ヰ.

ユ司叫 ユ 御 調 屯 蛸 句 土 酬 玉 音千句ヱ 韓関都市史 研究卑 沓 紳 cq

鯛 %l 朝 鯛 ot 雪 間 射 せ司司 虫ヰ･ 朗 韓国都市史 研 朗 襲展% 網

子賀且中主 ^l 音啓 讃阜 史料喜 襲掘卑旨
O

a ol 中･ 韓国都市史 研究書 進行 恥 ql 糖

ol 司% 朗 甘oT 敷き 歴史的 物件 Ol 青 銅 糾 旨 郎I q
-

･ 現在 1 9 世紀 以前 91

歴史的 事箕% 車見 韓 方法阜 考古学的 車掘 Ol t+ 嘆嘆 台地 蘭書 除外可ヱ盲 全無せ

朋 o1 中. 号%l 早生午 甘oT 賠 1 9 世紀 以後 9] 号 %l jll せ竜 教句 物件書 Ol 瑚早昔

農村地域% 中心 且 五 分布卑ヱ
O

J ol 都市地 域 研兎音 羽せ 物件% 安中且 71 7t d 招

% o 憎
o

a ol o 川 中. 瑚ヰ7T ユ 中一 残存卑旨 近代 都市史 研究句 端緒音 量斗王

o] 71 司 71 喜 哨 状態呈 骨Rl 司五 穀且可, 青 桐 都市開孝司 音 訓 帥 dl 音司%l

斗司書 着手o1 7t 五 穀ヰ. 遵守 Ol 類書 司 ol せ 貴フl 酬 甘中敷喜 歴史的 事賓ql

哨 調査記録 ol ^l 音可中吉 讃% 意味 餌 ･
生せ ･ 都市地域ヰ 羽 毛 劣悪せ

文献史料環境% 歴史的 現象% 解搾可盲ql 書 阻害要因且 呈 卑% 可ヱ 叙且可, 都市史

研究書 せ舎可 記述的 研究水準ql 可曹司 叙711 斗き 決定的 要因且 孟 卑% 卑五 穀ヰ･

叫号 司 モ Oll 代替史料 呈 ^l 篤農( ,l % 市政開襲研究院,
2 0 0 0) Ol tl 槍 史料(司 71 午,

1 9 8 9 ,

1 9 94; 司尊千,
1 9 9 4;

O 片 口l ,
1 9 9 5) 音% 尊% せ 研究 7一 部分的 旦 呈 進行司 玉 虫71 せ,

基礎史料古 書喜 且中 多様%1 側面 朋 基礎史料喜 且金管 千 曳喜 代替史料句 草掘 Ol

^l 音申年 可戎q -

.

q
-

% 旦 呈 解決司ol ot 雪 間題 9] 斗ヰき 学問分野間 相互交流喜 音%1 都市史

研究課題 Ol 斗 号%l 歴史研究句 核心分野 孟 社子司モ 歴史学界9] 既存 研究成果 フt

ql 草書
一

般史 tl 農村敢合音 中心 旦 呈 進行司3 1 虫ヱ 物的 環境ヰ9] 連繋性ql 柵

研究 7T 可卑可cq 都市史 研究 7t 進
一 歩卑 胡 書 巻召普孟 卑% 斗五 穀q ･

dl 卑

1 9 90 年代印 書 Ol ^l 歴史学界9] 生 者卑書 中JL h 且 呈 物的 環境9] 歴史ql 沓^j % 祁 喜
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せ乳 都市書 棚せ且 呈 %1 研究成果7
.

T 排出司正 吉 叙Rl せ 且年 号 L ;

a 阜 研究 7一 巻雀%l

息子司書 奄確 ol 叫. 号%l 文献史料卑 茸琵的 史料7一 号%1 瑚せ司 ol 盟主 せ尊oll ^l

韓闘都市史 研究7T せ奄% i+ ot 7T 71 胡朝Jq き 都市句 物的 環境史卑 人文社食経済史句

連繋性% 卑且 中吉 讃 ol 早
cd
} i 且 q

･ ス1 音可叫 斗裁可.

午 l)
一

般史書 基 準 且 旦 せ 韓 国史モ 古朝鮮 以前朝 原始時 代
,

古朝鮮時代 畳 早句 統
-

新藤

時代(
- 9 郎己 末) on ol 主 著 古代, 後 三 国時代 旦 半句 1 9 世紀 開港期 以前(9C 末 -

1 9 C 後期)叶司9] 中世,

ユ司ヱ 開港期 以後(1 9 C 後期 -

)句 近代 音句 3 時期 旦 随分司き かl 一

般的 01 ヰ･ 古代モ ヰ 1̂

古朝鮮時代最 早司 三 韓時代q) o1 呈 モ 時期(古典古代)卑 ≡ 闘時代 呈早句 統
-

新羅時代叫 bl 旦 き 時期 孟

区分 可能卑ヰ せ甲 古代卑 中世魯 区分卑き 時鮎阜 9 世紀 宋 統 - 新羅時代卑 後 三 園時代91

表替期 急 設定司 モ 讃 ol
一

般的 O 川 せ 三 園史記ヰ 三 園週番9] 配線含 量 瑚 旦 新羅史書 上代･ 中

代. 下代(葺合 上 古. * 古 . 下古) 星 置分叫j l 中代叫^l 下代 孟 唱 ol 7†モ 名 世紀 末% 境界 孟 且 皇 統発玉

虫ヰ, せ噴 1 9 郎1 律申 開港期 ol 句ql 中世卑 近代署 匠分申告 時鮎阜 19 10 唱 韓 日合邦食 前後せ

時期7一 役定 7T 音卑ヰ.

千 2) ベ% 市政開鞍研究院鯛Jq 締 掛 発刊屯 東洋 都市史 幸司 ･q % 瑚勺き 都市史 時期尊

台代. * 世( 日 本句 司♀ 申. 近世)成代 五 霞分司モ
ー

般史句 時代区 分骨格魯 ユ 瑚 呈 舟司卑吉 村 馴 1̂

東洋 三 国可 部市史珊 瑚せ 比較研究書 初旬都立 叙ヰ.
コ司叫 時代別 時蘇阜 7 M 国家ql 中称 jq 孟

ヰ旦瑚 名相司 玉 虫き.]1 , 韓国91 瑠♀ 紀元前後句 ≡ 閣建設期 孟 子司 1 0 世紀 初オ司句 時期音 古代孟･

1 0 世紀 初 高麗 開閉期 孟 子司 19 世紀 末7l qT司句 時期書 中世 呈
, 1 9 世紀 末71 最 早司 2 0 世紀 奇匂oll

ol 呈 壱 時期喜 近代 皇 帝ol 研究7† 奄増司五 穀q .

苧 3) 声 定饗% 韓国 都市計劃史句 時期区分 時新書 原始時代P C 2 0 0 0 0 予習
-

B C 2 0 0 0 早軌

番石 韓時代卑 新石 執 青銅器 時代)卑 古代( B C 2q O O 早竜
一

B C I O O 早軌 西欧卑 西叫小l句

o 相 互
.噸土 星 中1 ot .

o
, I
T ^l 司 巾叶思量周 王 小一･ 司旦 司時代; 中歯句 夏･ 段滴 時代; 日本句 瀬生文化) ,

中舌代( B C I O O 早習 -

5 世紀 末; 古代 ユ 司 叱 卑 孟 叫時代; 中 朗 三 国時代. 南北朝時化 六朝時代;

日本句 o 叫 q ･ ol 王 国. 大化政梯時代) ,
青ill(6 欄71 基 - 1 4 1̂1 7- 普: 壷 71 ユ 司 土 王 立 時代; 中国9]

曙 鳳 来. 元朝時代; 日本9] 平城鼠平安京時代),
近世(15 世紀 初

-

1 8 世紀 末; 西欧句 呈 tllせ 土 星 草月

叫呈 五 時代; 中 断 明滴 時代; 日 鋼 幕府時代), 瑛代(19 世紀 初 一 環在; 西欧 斗 産業革命 以後;

中 酎 辛亥革命 以後; 日 鋼 明治維新 以後) 呈 区分中主 叙ヰ･ 鰯 古 朋 相克 粥 計劃都市 朗

高句 馴 国内城. 百 朗 熊津城/酒 城･ 新 朗 廉恥 中古 鯛 瑚澄 明 計劃都市 朗 統 一 新羅時 鯛

座州, 中 朗 嶋 q o
J 都市 朗 高 馴 開京眉 泉南京･ 東京(慶州),

近 朗 計劃都市 朗 朝鮮朝 都城

漢陽ヰ 卑香 城郭番布き% 設定 恥
oJ ヰ･ せ屯 金轡抹 q ^l 韓国 都市計垂捜 時期暑 原始 ･ 古代

前期冶代 後期ヰ 世屈 世成代 朗 6 時期 五 霞分可五 紙 瑚 原始卑 古代喜 区分卑き 時黙喜 B C

3 0 0 0 年早習且 呈 設定卑モ 讃 ol 醐 き ダ定壁91 時期区分方法% ユ 瑚 呈 朋 可jl 叙卑･

手 4) 司卑 鵜 原姶 実 古代. 中世･5a 代 . 硯代 朗 4 時代喜 骨 - 五 都市史 時期喜 B C ･ 3 世紀 以前

-

3 7
-



古朝鮮 以前句 原始建築,
古朝鮮時代 王 手司 三 韓時代鯛 o1 呈 き 古代都市(以上 原始 嘆 古代都市),

B C ･

3 世紀 - 7 性紀 中葉句 三 国都屯 7 世紀 中葉
-

1 0 世紀 初句 樹海･ 後期新羅都市, 1 0 世紀 初
-

1 4 世紀 末9]

高麗都市
,

14 世紀 末
-

19 世紀 中葉9] 朝鮮都市(以 上 中世都市),
1 9 世紀 中葉

-

19 1 0 年代卑 近代建築,

19 1 0 年 -

1 9 2 0 年代 前半期9] 近代建築(以上 正代都市) ,
1 9 2 0 年代 後学 -

19 5 4 年句 現代都市
,

民主建設時期句 現代都市, 解放戦争時期句 現代建築, 戦後夜番期句 現代都市, 社食主義 建設期句

現代都市, 社食主 義 完全勝利音 羽せ 闘争時期句 現代都市(以上 現代都市) 呈 区分卑五 穀q ･

手 5)
^l % 定都 60 0 埴 記念事業舎 瑚7l 呈 7n司屯 瑚畳司

o
J 都市史 関聯 ･g 呈司% 阜 1 9 9 6 年叫 憤 洋

三 国中 近代化卑 都市 鞍連
rt 岬 主 題 目 下 oll 7B 司屯

･

9 6 相 寧国 際月 旦 Xl 音( 相 畢研究所 主催)卑

t 咽 帝下 J kl 舎 都市化句 歴史的 性格
･･

o 河 毛 主題 下切 珊司屯
･

9 6 入1 % 撃 郎1 tT( ･q 含琴研究所 主催)

音 ol oJ 可 .

参考文戯

1 9 7 0 年代 以前

高裕饗 ,

l 開城9] 城郭
t

, 高層符# , 1 9 3 6 ･ 5 ･

高裕壁 ,

.

S 代走都91 諸侯件ヰ 開城
T

, 虜屠時務 19 4 2 ･ 2 ･ 1 6 ･

李丙轟, 朝鮮 太敬司 開園ヰ 常時9] 簡裁説
-

, 腰 好fe 4 罪究 1 94 8 ･

1 9 7 0 年代

金在鵬,

一

新雇王 都考 , 戯鮮 紺 6 0 , 1 9 7 1 .

孫敢陸,

t丙子開園卑 都市 9] 撃化
一

上 中 下 , 都 筑問葛 1 9 7 5 ･ 5 6 7 ･

孫親睦, 李 朝後期 ･^l % 周連ql 形成奄 衛星都市 oll 開せ 研究
一

上 下 , 都市 閥 1 9 7 5 ･1 1 1 2 ･

撃破睦 , 風 水地理 酢l 都邑形成dll ロ 憎 影響 dll 開せ 研 究
-

, 都 欄 1 9 7 3 ･ 1 1 ･

孫破陸 , 戯 餅啓符節市潜 紺 究
一 志敢 , 1 97 7 ･

中葉軌 噺羅王 京復原 静, 鹿野き鷹発酵草 上 東山文化社, 1 9 7 5 ･

声武柄, 廟史都市 慶州句 保存oll 闘争 研究
-

, jZ
一

政財# 薪村費 197 2 ･

声武柄 威 周鐸 ,

t

百済山城9] 新薪塑
t

, 尻 餅 穿 8 , 忠南大学校 百済研究所 ,
1 9 7 7 ･ 1 2 ･

張聖俊, 風 水地理局面 Ol 葵き 建築的 想像力ql 閲せ 考察
･

, 大岸慮費草魚琵 第 22 巻

$5 競, 1 9 7 8 .

- 38 -



1 9$ 0 年代

金乗模 ,

t

都市計酎 , 厳 粛冴 鹿稚 悦話堂,
1 9 8 4 .

金善範,

' 地方都市句 備統空 間保全% 羽車 基礎研究 一 蔚山邑城卑 彦陽 邑城% 中心 且 孟-

,

戯士 訊財 巻 2 4
, 第 2 戟(通巻5 4 戟) , 1 9 89 . 7 .

金善範･ 声定質,

t

地方都市句 倦統空間保全合 羽単 基礎研究 (1)
一 蔚山 蔚州地方句 城郭%

中心且 旦 t

, 戯士蔚劇 第 22 奇 策 3 競(通巻49 堺) ,
大韓陶土. 都市計射撃脅,

19i 7 .l l .

金儀速, 鰍 ノ野き艶変節兜 大挙圃事, 1 9 8 2

金儀遮, 韓閥博統都市 構成朝 原理, 虐 櫛 2 3 7 宜, 19 8 7 . 5

金管粗 金桐寓,

'韓国 城郭都市 91 帝展卑 空間喝匂ql 附せ 研究
-

, 威土灘財 第 1 7 名 節1 艶

大韓国土 . 都市計劃拳骨,
1 9 8 2 . 7 .

金哲殊 .朴柄柱,

●

韓国 城郭都市句 空間構成原理卑 技法瑚 開啓 研兜 , J野ム軌財 第 19 巷

第 1 戟, 大韓国土 .都市計劃草食,
1 98 4 . 6 .

召単軌 中巻% , ♀司叫卑 都邑景観 鍵遵過程句 基礎研究O)(lI) ,
脚 夢倉克

韓国造景拳骨 , 15 想2 立 , 198 7 . 1 2 / 15 旬 2 も 1 9i 7 . !2

金鴻植,

l

柴安邑城句 空 間構成叫 開単 研究
-

,
ぷ以 ^ O LHZPuA L 1 9 84 . 1 -2

,
3 -4 .

金鴻植,

!

城邑星 空間構成叫 開せ 研究
-

,
且以 J O L R N A L 1 9 8 3 . l l

- 1 2
, 1 9 8 4 . 卜 2 .

文正無
, 李乗烈 : ヰ司ヰ卑 定住空間 形澱卑 都市 嘆 都市計劃ql 闘せ 研究-

, 犀士髭財

第 2 5 巻 第 2 競(通番5 7 競) ,
大韓国土. 都市計劃拳骨,

1 990 . 7 .

朴賛龍,

t

朝鮮時代 邑城 定住地9] 景観構成 研 兜 , 摩尿達者夢 館 1
1
2 巻 1 既 1 9 $4

朴泰鼠 統
一

新羅時代朝 地万感市ql 瑚せ 研究, 好摩押努 1 8 # (倉碑 , 忠南大草校

百済研究所,
1 98 7

朴興珠,

T

箕田考
-

, 胸 筋土筆 触 発 1 9 8 3 .

孫破睦, 膚@ 廟蝶静 粛蔵 細 密
一

志J% 1 9 82 .

孫砺睦, 摩園 脚 都市度 会経度史併萄
一

志J% 1 9 8 2 ･

孫親睦, 顔密好fe 都市ギ 皆々# ,

一 志敢 ,
199 0 .

元永換,

t

漠陽遷都卑 首都建設考
一 大宗代書 中心 9 一 畳'

, 雛 ･ ^] 音 4 5
,
19 8 8 ･

声武柄, 優 州地方句 考古学的 遭軌 歴史静粛 慶珊 19 8 4 ･

声武柄, 噺羅 王京 9] 坊制
f

,

0/ 官ヱ Z'# ^i カ i7 n

-

=

a /倉 腐 齢 轟紛乾 19 8 7 ･

甲走饗, 好古計 雛 鹿貌 文運堂, 1 9 8 7

-

3 9
-



声定撃 . 薫無淵,

-

l̂ % 仁寺洞
o

a 瑚句 商業機能 常連過程 dll 瑚せ 都市生態学的 解析
-

,

戯士 訊野 第 2 1 巻 第 3 求(通巻 4 6 競), 大韓国土 . 都市計劃拳骨,
1 9 8 6 . l l .

李共棲,

l

韓国9] 令圭司叶, 脚 静粛醗党 政新 発家 郷 華甲 組 艶文亀 19 9 0 .

ol せ干 ,

一

茶山 丁若錬句 理想都市計書g
.

, 摩 酎 静粛好労 政新 見 家 郷

草 御 199 0 .

ol せ干 , 簡 園邑城中 空間構成髄系'

, 慮夢中 窟菟 1 9 8 6 埴 5 竜.

李元板,

'清州邑城考
7

, 虜 脚 1 , 1 9 8 1 .

任徳淳,

Jq 与9] 首都起源卑 襲展過程, 臓 劇穿 1
,

Jq % 大学校 社食科挙木琴

地 理寧科 ,
1 9 8 5

.
S .

林忠伸,

t

母空間句 原型 : 号卑 向天的 主音
l

, 大帝慮葬夢 館 第 25 巷 1 0 3 艶 1 9 81 .

朱鍾元,

' 邑城 9 _ 呈 半句 蒙連 %1 地方 中小都市句 空 間構造的 特性卑 ユ 適用叫 開せ

研究-

, 慶 士q

-

y B W 第 2 3 巻 第 1 求( 通巻 5 0 競) , 大帝国土 . 都市計劃拳骨,
1 9 8 8 . 3

朱鍾元, 貞 配 点 早Ef 慶着ぎ 二晩方 4 7 ,j ､ 粛昇ギ 重 職 野 好摩卑 1 齢 eq M ぎ

罪究 J
hl % 大学校 工科大夢 都市工寧科, 1 9 8 7 . 1 2 .

朱鍾 兎 Ol せ干,
･ ･I古代 東洋 9] 理想的 国土計朝原理 oll 閲せ 研究l

,
腐生 6y j W 巷 2 3

,

第 3 競(通巻5
.
2 襲) , 大韓国土 . 都市計劃学舎,

1 9 8 8 . 8 .

河在明 外 3 人 ,

'

都心韓屋住居地 国章方向模索中 設計指針ql 閲せ 研究
-

,

カ 乾産穿夢鉄線文蒼 第 1 4 巷 第 1 騎,
1 99 8 . 1 .

邪基柱 ,

7

都城計劃卑 宇宙的 象徴主義
t

, 鹿野夢 第 3 2 艶 1 9 8 5 .

真贋淵 . 声定撃, 備 州市 中心部 91 土地利用 襲化過程 oll 輔車 都市生態学的 解 析 ,

戯士影野 第 2 2 巻 第 1 競( 通巻 4 7 競) , 大韓国土. 都市計劃草食, 1 9 8 7 . 3 .

1 9 9 0 年代 ･

妻乗植,
H 蹄 fe / (] 音4 i 彪併発 民族文化赦,

1 99 4

高東換, 朝鮮後期 Jq % 9] 商軍都市 孟 9] 成畏 , 虜揮静夜安手4 ･^] 鼻 ^l % 市政開脊研究員 ,

1 9 9 5 .

高東換, a /鮮顔フ静 J i] 書 虜芽農産史 併発 Rl 句^1 匂斗, 19 9 8

高東換, 戯貯炭静 J i]喜 4 都市膚碁 歴倍卑 都 貴方[k , 東洋史学食 編,
歴史卑 都市 ,

Jq % 瑚申立 書せ早,
1 99 9

金東旭, 厳酷 紺 卑 E @ .

･

,z{ 5 # ,
J
^1 % : せ9l

u , 1 9 9 6

-

4 0
-



金轡珠, 粛 槻 一

輝 脚 # # , 技文豊, 1 99 7

召%1 札 o 掃 号, 凍禅的 世界観司 教鮎ql ^l 昔 時国都市景観句 特性, 粛櫛藍穿夢倉菰

21 想 4 旦
,
1 9 9 4 . I

T 'd 甲J '

q , 城郭遺蹟 且 畳 阜 百済 前期都城 研究, 々音夢併発 ･^l % 市立大畢校 附疲
Jq 食草研究所 ,

All 9 亙
,
1 997

朴慶龍, 馳 野 顔劫貯 鍔兜
一 志敢, 1 9 9 5 .

呼号 且 ol せ札 甘屯乳 即 哨 也奄% 昔胡J
hl 尊 Jq 食入1 ズ博司 電瑚司 馨% せd

.1
T

,

^f 音夢併発 ･q % 市立大寧校 附設 Jq 食草研究所,
Rll 7 も 1 9 9 6

費鎗茂, オ腐野濃密 併発 土句Ll早, 1 99 4

窮賢美 外 1 人
, 億 邑城書 中心且 畳 替 太郎市句 街路形成過程 oll 閲替 研究

f

,

棚 叡鎗文賓 1 4 巻 1 0 晩 1 998 . 1 0 .

変質兼, 潮鮮後期 Jq % 可 部市骨格 復原叫 開督 研究
t

, 慶士′靴財 第3 2 奄 第6 軌 1 9 9 7 . 1 2 .

明電T7l ,
去ゼ辛71 句 卑名主 卑Jg % 尊卑 Jq % 玉 ^l 91 感電 頑せ奄d71 沓魯 gq

u 干,

々書夢罪死 Jq 喜市立大草校 附設 Jq % 寧研究所,
j71 5 旦

,
1 9 9 5

褒質実, 腐 @ G 凍都市中心 部 郷 党 日本東京大学校 博士寧位論文,
1 9 9 3 .

Jq % 市政開護研究院, 虜滞 静香史 孝卑 ^7 % , 19 9 4

Jq % 市政 開草研究院,

^] 音 2 0 鰭 1 0 0 牢卑 郷 鏡 Jq % l̂ フ曽瑚せ 9q
u 千句/ Jq 音寧研究所,

2 0 0 0

Jq % 学研究所 乳 戯鮮度腰
一

々昔々 鹿倉卑 登#
,
1 9 9 8

孫世貫 外 3 人,

-

街路髄糸 賀 筆地組織% 中心 且 旦 せ Jq % 句 都市組織 弊化過程 oll 闘争

研 兜, 戯士一群財 第 3 1 巻 第 3 競(通巻 戟) ,
1 9 9 6 .

孫勝 取梁宇鉱,

●

羅 州邑城 o
t l
T 博統住居地域ql } ;l 9] 都市組織 生成 嘆 襲化過程 研究-

,

･ 傭 酔夢金線文蒼 第1 3 巻 第7 艶 1 9 97 . 7 .

批正輔, 牌 B
' =

糾 !搾究 寧研文化社,
1 9 9 5 .

梁象雨∴朱鍾元,

l
Jq % ス1 都心部 都市形態 襲化過程 oll 閲せ 研究(1)(2)

.

, 犀土讃 都 合 2 6

第4 額(通巻 62 軌 大韓国土. 都市計劃拳骨,
1 99 1 . l l . / 屠土影野 巻 2 7

, 第3 競(通巻

6 5 競) , 大韓国土. 都市計劃草食,
1 992 . 8 .

丙明海,

t

朝鮮時代 大郷邑城 oll 開せ 基礎研究 (1)( 2)
-

, 戯士 贈 第2 6 巻 第3 競( 通巻 6 1 軌

大韓国 二L 都市計劃拳骨, 1 99 1 . 8 . / 屠士発射 第26 巻 第4 競(通巻62 競) , 大韓闘士 ･ 都

市計劃学食,
19 9 1 . l l .

-

4 1 -



丙明海 ,

･

朝鮮時代 密陽邑城 oll 闘争 基礎研究 (1)
-

, 』配士灘財 第 26 巻 第 2 戟(通巻 6 0 翠) ,

大韓闘士 . 都市計劃学舎, 1 9 91 . 5 .

簡明海. 雀昌青,

●

地方都市句 偉統空間 保存oll 閲%1 研究 (1) 一向州邑城% 中心 且 呈.

,

J壁土 贈 第 2 9 巻 第 3 競(通巻 7 3 教) , 大韓国土. 都市計書輝 合, 199 4 1 8 ･

異 星, 戯鮮絶好 蔵人 併発 型王 Z+ , 1 9 9 1

異 星 , 摩ン野 題 御 国学資料院,
1 9 97

柳津憲, 簡国司 都市形態学oll 閲曹 試論的 研究 一湖南地方句 都市書% 中心 且 孟
-

,

腰士 牌 巻 2 6 , 第 1 競(通巻 5 6 競), 大韓国土 都市計劃学食,
1 9 9 1 ･ 2 ･

李京賛,

.･

日 静 初期 日本人句 土 地 占有過程 dll 閲魯 研究
--

, 脚 数支倉 第 3 輯,

圃光大学校 王 }l .可甲7TI せ卓干土 , 1 9 9 6 . 2 .

李京賛, 博 風 格子形 土地匝劃句 構成健系 oll 朗せ 歴史的 考察
-

, オ 敵襲葬夢叡鎗文貨

第13 巻 第 9 艶 1 99 7二9

李京賛,

t

全州市街地 格子形 土地匠劃 9] 形態的 特性dll 闘せ 起源論的 考察
I

, 盛土戯財

第3 2 巻 第 4 艶 大韓国土 . 都市計劃学舎,
1 99 7 . 8

李京賛, 都市型 韓屋住居地 接近空間句 形態学的 特性 dll 尊卑 研究 (I)(II) , 戯士款財

第 3 4 巻 第 6 艶 大韓国土 . 都市計劃撃合,
1 9 9 9 . 1 2 / 産 土就財 第 3 5 巻 第 1 艶 大韓

国土 . 都市計劃学舎, 2 0 0 0 . 2

ol せ干 ,

.
Jq 喜句 都市形態可 愛選

一

, 鰍 仏 1 9 9 2 せ 8 電.

ol せ靴 音地囲喜 Ol % せ 1 8 -1 9 世紀 J
hl % 王 寺句 再現, 々書夢罪究 べ% 市立大寧校

附設 Jq % 学研究併,
ill l l 互 , 1 9 9 8

ol 午可, 朝鮮時代 せzJ 増寺王 研究, 々書夢併発 Jq % 市立大学校 附 設 ･q % 撃研究所,
All

6 互
,
1 9 95

ol ♀音 , 中国卑 ♀司ヰ卑 都城句 計劃原理 雪 空 間構 造句 比較 dll 沓せ 研究,

Jq % 学研究,
Jq % 市立大学校 附設 ･

hl % 撃研究 軌 jll 5 主
,
1 9 9 5

ol 切札 l S ･1 9 世紀 J
Al % 卑 近代的 都市脊連 様相, 々喜多死究 ･ Al % 市立大学校 附設

};l % 学研究所,
All 4 主

, 1 99 5

ol 切札 戯 締 fe 々音4 静粛定着 度 塔 ^f 音夢死智 者LT 互
,

-

Jq % 市立大学校 附設

J^l 喜学研究所,
1 9 9 4

ol 瑚 zJ .

,q 増互 .

%1 せ乳 ヱ音 % . ヱ
･^
j 青 .

O 憎 肴. 召瑚% . 司増せ ,

J <7 卓彦業史 罪究 Jq % 学研

尭所,
1 9 98

ol 朝阜 .

o

J 句舎. 召曽卑.

ol % 卑. 曾且瑠,

Ji] 音考 慮戯 靴 Jq % 学研究所,
1 99 4

-

4 2
-



o

J 朝礼 王 ･
^
J Rl ql 書巻卑 繋奄申 2 旬司 号増ql 沓尊 宅干,

^f 音夢 槻 べ% 市立大撃校

附設 Jq % 寧研究所, 瑚 1 4 真,
1 999

各署手･
o 掃号,

-

せ青 侍統都市奮可 分布
, 類型, 機能, 林相 oll 脅せ 研兜 , 戯士灘財

第29 奇 策 2 競, 大韓国土. 都市計劃拳骨,
1 994 . 5 .

番号牛I

O 付 号. 召卑乱 せ守 備統都市全句 立志的 特性卑 類型叫 沓昏 研究.

, 戯士 紺

欝 29 巻 第 1 統, 大韓国土. 都市計射撃脅,
19 9 4 . 2 .

張明珠, 棚 凄卑 御 節究 寧研文化敢,
1 9 9 4 .

杏奄牛.司令且
. 早着乳増奇手. 可瑠 %T ,

^7 音ギ 厳密周俊乾 ^l % 畢研東研,
1 9 9 5

忍増札 孟増% , 日帝 侵略期 京城府 住民q 土地 所有卑 襲艶 々音夢好兇

J^l % 市立大寧校 附設 Jq 音畢研究 既 jll 6 亙
,
1 9 95

瑠 71 も 歴史景観ql 瑚瑚凝 固形的 形式句 考察, 膚威監房夢叡窮 韓国造景拳骨,
2 2 旬

4 も 199 5 . 1

朱鐘元. 李京賛,

一都市内 寒地健系句 襲化特性 oll 開啓 研究
'

, 戯 灘財 第 27 巻

第4 親(通巻 6 6 鱗), 大韓国土.都市計劃拳骨, 1 9 92 . l l .

司令71 , 脚 fe J J] 倉ギ 腰滞貨# ,

･q % 寧研究所,
1 9 94

河在明 外 3 人 ,

一

都心韓塵住居地 開薬方向摸索卑 設計指針o11 闘争 研究
-

,

大顧 慮葬夢金線支倉 第 14 奄 粛1 艶 19 98 . 1

司領号,
孟 J hJ スl 瑚 王 ^l 補習句 71 鼻息 主 星 Jq ^1 忍qll 切替 虫干,

^f 郷 党

･^l % 市立大学校 附設 Jq % 学研究所 , 瑚 6 亙
,
1 9 95

骨71 乳合唱習.

ol 旬♀,

.韓国 港湾都市 9] 都市景観句 形成斗
_
襲化ql 沓骨 折究(ⅠⅠ)

I

,

舶 造貫夢 錦 韓国造景学食,
2 1 竜 2 互

,
1 9 9 3 . 7

.君oi ^# oi 殿 脚 席 料 彦fe: ^f 音卑 . 政務 韓 . 中学術合議, 韓国建築家協禽,

韓国建築史草食, 曽 1̂1 tR 卑正 督戦尊,
1 9 9 4 . 1 2

Jq % 寧研究所, 粛単 三 酎 潜行政孝 臓 # .

･

々 % . 北 京 ー東京耳 鹿家庶静 孝寛

一

96 Jq % 挙国際 ^J 里可 % ,
1 9 9 6 . 1 0

･

. 世宗文化食館,
･q % : Jq % ^l 召印可五

Jq % 琴研究所, 1 99 6

･q % 学研究所, G 帝T J <] 音 節方舟ギ 歴史静 産# ,

'

9 6 入1 % 撃 ^ll vI L+ ,
1 996 ･ 6:

韓国三朝土 初句,
Jq % : J

^l % Jq 召q]卑正 J^l % 学研究所, 19 9 6

頗 酎 オfe 好古膚彦卑 庶穿財eg 堵ぎ 戯野 J 4g H/ Li ,( 王維坤. 金田章裕摩埼錫),
Jq % 大学校

地理教育科,
1 99 7 . 1 l . 1 3

-

4 3
-



要約文
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韓国都市史研究 の動向 日本語による要約

李 京賛

韓国で都市史と い う用語を使う こ とはあまりな い ｡ また, 都市の歴史の みを研究対象と

して とらえる こ とも少なか っ た ｡ こ れには様々 な要因がある と考えられるが ､ 都市の歴 史

その ものが研究対象として認識され るよりも､ 他分野 の研究の た め の
一

つ の 方法論として

取り上 げられてきた こ とが主な要因で あろう｡ 特に､ こ の ような傾向は都市の フ ィ ジ カ ル

な現象をあ つ かう歴史研究に目立 っ て い る ｡ 実際､ 日本で は フ ィ ジ カ ル な現象をあつ かう

都市歴史の研究が建築史の 延長線上 にあ っ て ､ 建築史と相対的に連繋を保 っ た概念として

の性格が強 い と考えられる . とこ ろが韓国の場合､ 都市歴史の 研究は建築史また都市形態

史と い うよりは ､ 考古学まIf= は都市計画的な視角と連繋して 考えられる傾向をみ せて い

る o そゐ結果､ 都市歴史と関連する大部分の研究で は都市史と いう用語を直老優用するよ

りは, 都市計画史または､ 都市形成発達史､ 都市空間構造(都市構成体系) 変イヒなどの用語

が主に採用されて い る ｡

韓国 で都市史に関心が示され る よう にな っ た の は ､ 30 年ほ ど以前の1 9 70 年代か らであ

る｡

∧
しかも ､ 考古学または歴史学中心 の都市史研究から経れて ､ 都市の フ ィ ジカ ルな形態

を中心とする研究領域がはじま っ てか らは ､ わずか20 年あまりと いう短い 歴史しか ない o

壷た ､ 研究の成果が本格的に出始め た の は ､ ごく最近の こ とで あり､ 199 0年代以前まで は

数少な い ｡ 特に都市史と いう研究分野 の基本的な性格に対して充分な論議が行われて い な

い 現状を考えれば､ 韓国都市史の研究動向を体系的に分析し理解する こ とはそれほ ど容易

なこ とで はな い ｡ しか しながら､ 決して多くはな い が ､ 30 年あまりの 間に進行 して きた韓

国都市史の研究成果を分析 して み る と､ 時代的な研究観点ま たは研究領域の 側面 からみ

て ､ 比較的明確な変遷 の過程を見せて い る ことがわかる ｡ たとえ観点が少し異な っ たとし

て も1 97 0年代以後､ 韓国で行われて きた都市史研究は大きく､

① 197 0年代､ 都市史研究の胎動期､

② 198 0年代､ 韓国都市史研究の 多元化時期､

③ 199 0年代､ 韓国都市史研究の 定着期､

と いう 3 時期で 区分される｡

韓国で都市史研究は19 70 年代から本格的 に行われてきた｡ むろん ､ 以前にも歴史学と考

古学の 分野で断続的な研究が行われて きたが､ こ れらは都市形態または内部空間構成と い

うよりは､ 古代の都城の立地要件として の風水地理または都城立地､ そして城郭を中心と

する研究であ っ た｡ 19 70 年代に行われた韓国都市史の研究は, 基本的には以前から進行し

てきた歴 史学と考古学的の観点を残して い るが ､ 都市計画史､ 建築美学及 び歴史地理学的

にまで研究の観点が本格的に拡張されて い る点が以前の時期とは区別される｡ 研究領域 の

側面か らも､ 1 9 70 年代の研究は都市の形態要素と内部空間構造 まで にその 関心 の領域が広

まり､ 既存の 風水地理または城郭 の研究だけで は な い 多様な研究が進行 し始めた の で あ

る｡

韓国都市史の 研究で19 70 年代が都市史研究の 土台を構築した 時期だとする と ､ 19 80 年代

-
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は研究領域と研究観点の 多元化現象が本格的に行われた時期である｡ 先ず､ 研究対象時期

の 焦点が古代都城か ら中世都市に移る
一

方､ 通史研究にまで その研究の 領域が拡張され

た｡ 特に ､ 内容も197 0年代後半期からは地理学と考古学的な観点から試み られた都市内部

空間構造の 研究が ､ 多様な観点から披張きれ始めた｡ 19 7 0年代の都市史研究の主流である

風水地理と古代の城郭研究から離れ､ 中世首都と地方の 邑城都市の城郭及び内部空間構造

を中心とした都市史研究に移 っ た ｡

しかし､ 19 90 年代以前の研究成果全体をみると､ 都市史の研究が都市自体の歴史 へ の関

心より､ 他学問分野 の巨柑勺達成の ため の 方法翰として使用される こ とが 一

般的であ っ たo

199 0 年代の韓国の都市史研究はこ の ような側面から以前の時期と比 べ て区別される重要な

時期であると貰える｡ 何よりも199 0 年代､ 韓国の都市史研究で は考古歴史学､ 都市発達

史､ 都市計画史､ 都市形態史､ 都市景観史など､ より専門的な研究領域にお い て研究の成

果物が発表され始め､ 都市の歴史自体が研究対象として認織される傾向が現われて い る ｡

こ の 時期､ 韓国都市史研究の特徴的な現象としては ､

① 研究観点と研究領域が より専門イヒ､ 細分化されながら体系的な韓国の都市史研究の土

台が構築され始めたと いう点､

⑧ 都市の物的な側面自体を歴史研究の対象とした都市形態史と都市景観史の研究が急激

に発達した点､

③束ア ジア三 国を中心とした比較都市史研究が本格的に試みされて い る点などに要約され

る ｡

将に1990 年代後半には､ 既 に
一

般史と農村社会を中心 として行われて きた社会経済史の

研究が歴史学界を中心に都市社会の研究に拡張される
一

方､ フ ィ ジカ ル な側面から都市歴

史に 関心が持たれ始めており､ 韓国の都市史研究の新し い 可能性を捷示して い る｡
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4 . 韓国 住居史 研究9] 現況 実 課題

田鳳照 ( Jq % 大 建築単科)

1 . 住居史 研究 前史 (解放 以前司 住居史 研究)

韓国句 住居 oll ql せ 近代 学問的 接近阜 解放 以前 日本人 寧老ql 9] 軒ol 人l 卑司忠且可,

ot司 王 ユ 書

句 研究 成果ol1 9] 尊卑盲 叫フT 虫ヰ.
ユ司Ll 1 92 0 年代傾早司 ^l 卑卑き Ol 時期句 卑匂% ,

日本人音句 韓

半島 進 出% 胡せ 住居 9] 捷供
Ol 卑き 目的卑 異開的 様式且 旦･q 句 風土 建築ql 瑚せ 感傷的 記録 o11 ユ

単 音ol 叙且可, 建築史筆者7t 叫q
u 地理撃老, 民俗畢亀 建築家書dl1 9] 司 研究7t 主導竜 且 孟句 歴史的

襲遷% 土喜句 中芋虫q ･

.

ol 司せ 側面阜 解放以後 建築史学的 接近ql 否定的 影響% ql 勧 誘且 孟 ･
^B z+

屯ヰ. 住居史 研究句 主要 争黙% , 日本住居 91 博衆起源ql 端緒喜 提供卑き 叫早(高床)
'

句 起源叫 沓番

頭ql ^l 暮せ軒句, 中期以後ql き 平面形式句 地域的 分布喜 把纏斗ol 地 方型% 区分可き 卑匂卑 文化財

由 佳垂建築ql ql 単 調査報告呈 OI ol 句中.

研究者盲 犬部分 1 9 1 6 年 壇召屯 京城高 工司 教授陣斗 朝鮮練督府句 技術者( 日本句 大学出身卑 京城

高工 出身) 書 ol 盟且巧, 研究 成果吉 敷種朝 敵合資態報告書昔 除外斗匂 且早 ` 朝鮮建築禽
'

車行司 ｢ 朝鮮

と 建築(1 9 2 2 年 創刊,
1 9 4 4 年 終刊, 月刊誌) ｣ % 音朝 草表司虫ヰ.

1 .1 .

`

民家
' 鎗

中下流層 住居 oll 瑚せ 学問的 関心 阜 所謂
`

民家
'

論o11 句軒句 Jq 卑司忠中. 今和次郎 oll 句せ 初期句

民家調査き 柳宗悦句 民蛮夢中 密接せ 関係書 7t Xl 玉 虫書 類且 孟 且 OJ ヰ. 民蛮畢9] 思想的 淵源阜 英

闘句 A rt & C r a 氏 M o v e m e n t叶司 71 書司 % 卑7t き 衣且 孟
, 中下流層 住居喜 近代 学問的 研究封象 oll 包含

軒男卑モ 召dll ^l 意義フT 王 ヰ. ユ 司叫 所謂
`

民家
'
7一 朝鮮後期 貴学者書句 百科全 書塀 著述 卑oll Jq 言及

司書 農家卑 平賀軒刀1 区分司き 奄阜, 安寧著書句 境近 o1 住生活句 改善 dll 焦鮎% 音 反面 , 近代 日本学

著書句 関心 % ･ 人相 司 7t き 酔 % 前提畳 替 愛好的 感想, 卑阜 客観的 記録句 水準叫 可千旦 ヱ
OJ き

召 ol ヰ. 昔阜 西欧近代9] 偉来時期忠可き 召% 考慮軒 ol ot 劫71 せ,

o1 書 農家フt 以後 19 7 0 年代
`

相中% 運

動瑚 句替
`

農村来港構造改善事業
'

以前叶司 機能% 維持申立 奴盟t=a 召% 想起沓q
･ q1 ,

i ;1 羊 せ司 改善

句 o] 司書 敦 oⅥヱ 腐棄封象 且 孟 司早せ 召 o1 遺憾 ol 卑.
畳替, 日本 oll Jq ^T % 司t =a `

民家
'

q 一

旨 用語喜 ユ q]

旦 韓牛島oll 適用骨且 呈叫, 以後9] 研究oll
o

J 句 歴史的 融合階層 斗 oa 司斗Rl 舘き 概念 上旬 混乱% 惹

起軒忠ヰ.

-
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1 .2 .

` 原型
' 漁

連築寧老叫 句せ 甥 家'

研究き 初期句 構造的 記述書 尊卑句,

i

ヰ早(高床)
,

句 存在尊 卑oJ 申立 ユ 起

源q7 印せ 論争且 孟 OI oI RJ ヰ･

ot中主 韓闘建築史上 最初9] 論争且 呈 フ情 亀 o ほ 阜 村田治郎ヰ 藤島亥

治郎 叫 ol o)1 ^l 酬 司き札 束俵調節ヰ 蟹所ql 各各 板嬢書 手皇 帝力起源説卑 北方起源説阜 亀瑚玉 来

解決oJ 胡五 甘叶恕q ･

.

1 9 3 0 年代 以後oll 旨 平面型句 地域的分布 嘆 ユ 形態的鞍展過程oll 沓卓 研究孟 ol 叫 q , 1 94 0 年代d71

モ 少数ol 司せ 韓閑人d71 句啓 研究7T せ温 和1 立 替q ･

ol 時期9] 住居史研究主 野村拳文911 句卑ej 主

導車中･ ユ モ 東京帝大昔 卒業卑jl 藤島亥治郎句 後任 且 孟 京城高エ Oll 赴任中句, 比較的 長期間 韓牛島

o11 可半畳匂^l 以前時期句 研究成果昔 綜合軒jl
, 現地調査尊 号申句 住居地域型% 分類軒忠_9 . 可, 簡 単替

讃ql Jq 旦 ヰ 複雑せ 讃且 旦 '

進行司き 住居型句 系列化音 読牌卑忠ヰ,

1 ･3 .

` 阜曹 儲 (或阜 壊艶衛生静)

住居史oll 直接的 且 畳 関係竜 讃阜 d 川 司吐 初期半句 解放前叶司 郎 せ 関心 % 舟句碑 ヱ 敷き
一
讃

ol
'

% 普
'

孟 ql 温司き 住居項境 葺% 衛生ql 瑚せ 研究Ol 中. 研究句 瑚ア1 き 前埠車 中卑 沓ol 日本人司

韓牛島 進出% 胡啓 住居句 操供鯛 幻ヰ･ 日帝時期 韓牛島ql 進出せ 日本人阜 大部分 都市o71
'
居住郵想

且申, 中年Jq 住居環境 o17 増車 研究五 都市住居 o11 集中司ol 奴q .

ユ 関心阜 主 星 韓率島句 瑚Jq 舎 月食 牟潮音 o1月叫71 朝せ 阜普ql 沓奄竜 か 憎 且q ,

ol 3il 瑚 司

普, 西洋式 家具, 化粧室, 放火 音ql 増車 研究立 並行司盟ヰ. 開港初期句 壊虜施設 孟 き 西洋式 判句碑

普

.

o1 考慮司虫且ヰ, 中期以 後 船 脚野貞司 書及ql ^l 主 管 芋 虫貴ol , 韓牛島 気候ql 各号 bl 適合申年

き.讃% 認識可ヱ ユ 改良方案 昔ol 研究司忠ヰ.

く主要参考文廠>

小田内通軌 ｢ 朝鮮部落調査簿寮報告｣ . 朝鮮練督府,
1 9 2 3

小田内通軌 ｢ 朝鮮部落調査報告｣ , 朝鮮練督軌 1 92 ヰ

今和次 郎,

｢ 朝鮮部落調査特別報告｣ , 朝鮮線督軌 1 9 2 4

岩親善之 ,

`

朝鮮民家 の 家構に就 い で
,

r 朝鮮 と建築 3 -2 ｣ . 1 92 4

村田治執 簡 鮮民家 の 家構私 見(1)(2)(3)
'

,

｢ 朝鮮と建築 4 -3 ,5 ,
7 J . 19 2 5

藤島家治郎
,

`

漬州道 の建築(4)
I

,

｢
朝鮮と建築 4 -9 ｣ . 1 9 25

畢生永軌
｢ 朝鮮 の 繁落 一 後篇 同族部落J , 朝鮮練督府. 1 93 5

野村孝丸
`

開城薙記(4)
I

,

｢ 朝 鮮 と建築 12 -1 ｣ . 1 9 33

∴朝鮮住宅 の 考察
'

.

｢
朝鮮と建築 1 7 - 5 ｣ . 1 93 8

,

`

朝鮮住宅 の 壁蓬 の 概要
'

,

｢ 朝鮮 と建築 21 -1 0 ｣ . 1 942

輿山武 嵐
.

北鮮地 方の 住宅 に つ い で ,

｢ 朝鮮 と建築 1 9 -1 2 ｣ . 1 94 0

,

`

南鮮地方の 住 宅 に つ い で ,

｢ 朝鮮 と建築 20 -7 ｣ . 194 1

-
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2 . 解放 以後 住居史 研究史 概括

解放 以後 1 9 6 0 年代舛司き 要項句 先駆的 業績% 除外卑ヱ 旨, 住居史 分野喜 重曹車 建築史 全般 oll

召司 平賀車 成果喜 叫 xl 貴軒き 研究句 沈滞期卑ヱ 智 幸 恕% か1 ヰ. 常時oll き Ot司大挙 o11 韓閣建築

史 科 即1 正式 採揮司司 皆敦且q , 博物館ol 手玉卑き 建築文化財句 管理 句入l 文化財的 償値7T 恵与

住宅 ql 限定司忠q -

.

ol 時期9] 研究者 呈モ 鞍掘 嘆 文化財 保存事業9] 成果喜 活用啓 金正基斗 Jq % 91

住居建築dll 印せ Jql 孟舎 調査書 増^1 せ 朱南哲% 書 手 oJ 且q ,
ユ 成果7t 各各 ｢ 韓国住居史(1 97 0) ｣ 卑

｢ 韓国住宅建築(1 9 8 0) ｣ 且 呈 鞍刊司叙ヰ.

1 97 0 年代 書 Ol ^l , 韓国建築史書 経清閑寄ql 中書 倖統文化 穀損ql ql せ 憂慮卑 督bll 劃期的 oJ 鞍展

% 且711竜ヰ. 声張響句 ｢ 韓国建築史(1 9 7 3)｣ き せ音 量 坐 O] 勾 司去月 韓閥建築史通史 五胡 大草教材 最 早

L =

a 711 使用司忠 ヱ
, 鄭寅闘 9] ｢ 韓国建築様式論(1 97 4) ｣ 阜 様式史的 解梓耳 管瑚 昔早魯 文化財 賓測圃版%

収鹿骨且 豆叫 畢生 嘆 一 般大衆 9] 撃間的 接近% 王 敦ヰ.

住居史 分野ql Jq 9] 1 9 7 0 年代句 主要せ 成果き 文化財管理 局ql ･^l 貴施せ
`

民俗綜合調査
' 孟 ql 盈司き

棄測調査9] 尊及 Ol ヰ. 地域別 呈 増朝初 調査暑 音胡 欄豆 金 貨測資料句 鞍掘 Ol 全閉的旦 旦 施行司兜主

軌 調査句 対象 生 せ 中下 流層 住居 嘆 中食 単位五 ヰ司 卑瑚司虫q ･

.

ol 暑 瑚71 主 任居建築 o11 瑚せ 資

料蒐集 ol 脅せ%l 奄増司忠且 札 以後 ユ 結果物 Ol 申梁勅句 ｢ 韓国3il せ当召(1 9 8 3)｣ , 金鴻植句 ｢ 韓国Sil

民 家(1 99 2) ｣ 呈 整理司忠ヰ.

19 8 0 年代壱 大草院教育 Ol 正常化司五
, 先進国 旦 旦半句 留畢生 9] 帝国01 本格化司叫, 大草 9] 設立 Ql

急増卑eq( 現在9] 4 年制 建築科 寧部当 年敷以上) 藷阜 研究者書% 輩出可o/i q .

Ol oll 申年 各 大草oll Jq

撃位論文 ol 量産司忠正
,

｢ 大韓建築畢合論文集｣
Ol 別刊司7】･

Jq 卑斗忠ヰ. 結果的 且 孟 研究句 量ヰ 内容oll

敷oI Jq 以前 時期 oll t]l 曹 午 敷き 車展% 且男卑. 具髄的 且 孟 き 住居句 物理的 特性ql 瑚せ 一 次的 研

究dll 限定可Rl 舘ヱ
, 俸統住居 9] 造曹原理暑 探索軒7l Ll 西欧9] 先進 理論書 博

.

JR 住居ql 代入軒主 音句

読圃卑 骨471 , 近代期 住居史 oll ql 替 調査7t ^l 卑司虫ヰ.

1 99 0 年代モ 瑚瑚王 1 9 8 0 年代 祈軍司 延長線上bll 如き 讃且 呈 旦 OJ q ･

･ 研究9] 量阜 曹t=1 増加中思工

内容 王 且ヰ 多様朝屯tl . 望 1 9 8 0 年代印 輩出屯 藷阜 研究人力% 中骨且 呈
`

韓国建築歴史草食(1 9?1)
'
7T

壇召司忠ヰ. 研究方法上 注目曹 部分% , 歴史学oll Jq 9] 生活史, 全髄史91 影響% せo一 任生活9] 復原 %

試圃可7l Ll , 都市史卑9] 連繋7T 摸索司書 乱 文厭史料ql 切替 接近 Ol 本格化司吉 武 ユ 司 ヱ 韓人居住

地域% 中心 且 旦 海外地域瑚 瑚せ 研究 フt 試固司き 頭 書% 書 手 叙中.

< 主 要参考文戯 >

金正鼠
一

韓圃住居史
'

,

｢ 韓国文化 史大系] V ｣ , 高 麗大民族文化 研究所 1 1 9 7 0

金正基 札
｢
韓 国民俗緑合報告書 1 - 1 0 ｣ , 文 化財管理局. 1 9 7 ト8

朱南畝
｢
韓 国住宅建築 ｣ ,

一 志 敵 . 1 9 8 0

環保 札
｢
韓 国句 民 家研 究｣ , 寛曹索出版社 . 1 9 81

申栄 軌 ｢
韓 国句

^

i 包召｣ . 悦話堂 . 1 9 8 3

-
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金光 彦
,

｢ 韓国句 住居民俗誌｣ l 民 音祉 . 1 9 8 8

己I 封^J .

｢ 朝鮮建築史｣ , 料率百科事典糠合出版社. 1 98 9

金鴻楓
｢
韓国句 民家｣ ,

%J 召人L l b9 2

3 . 歴史的 凍妊 (封象BTJ 分類)

住居史o11 切替 歴史的 接近阜 一

次史料音 拳輔斗j l
,

ユ 物理的, 空間的 特性% 把捉可き 衣且 五 人l

卑軒o]( 金 一 鎖) , 地域的 特性% 把撞卑五
, 侍統住居句 造営原理卑 佳生酒食 後原申告 頚且 畳 Ol q 忍中.

ヰ% oll ^l 旨 主 研究封象oll 中年 四分野 旦 叫千oi 研究朝 練過暮 せ司且裁可.

3 ･1 ･ 上洗骨 住宅 (技法卑 壁間構成, 造営原理)

住居建築oll 瑚せ 関心阜 薮術史的 建築史挙句 影響且 息 OJ 軒eq , 初期咽き 主孟 `

文化財的 償値
･
7一 恵

阜 住宅ql 手司軒思斗. 地域的 且 孟 モ 慶 剛ヒ道 地域句 上流層 住居, 卑%l ･ 良洞叫% ,

卑
`

安東 望ql
,

句 住

宅oll 研究努力ol 集中骨旦 孟札
`

ロ 字形 住居7
7t 上流層 住居句 基本型 且 孟 認識司珊 周知且q ,

O 梢 車

先入戟 ol 以後句 研究書dTl せ骨せ 影響% 手放ヰ. 慶筒北濃 洩域瑚 研究7T 集中せ 讃阜 基本的且 孟 e･l

地域 oll 住居建築 文化財7t 密 ol 甘中敷71 咽昔o M ( 国家指定葉物五 指定卓 住宅 1 2 個所 中 1 0 個所, 宋周

錠) , 特 %l 良洞叫% 句
`

香埴
'

,

`

観稼亭'

,

`

無添堂'

,

`

清栄堂
'

号阜 朝鮮前期91 遺構五胡 歴史的 債値7T 叩キ

泰斗.
ユ召oll 王 不拘串ヱ 特定地域ql 偏重宅 住居型 ol 上流層住居喜 代表せ中立 且き 讃阜 疑問Ol q ･

.

上流層住居7t 7T Al き せ瑚司且 量 豊富単 女献史料卑, 法曹過程ql Jq 句 観念的 作用dll ,駐日啓 研究7t

8 0 年代 中葉以後 本格化司允可.
ユ 軒叫句 閲心卓 上流居住居句 造営者思t3a 性理寧老書句 億居敢% 把

握年頭き 試撤OJ 乳 性理 挙句
`

陰陽諭
'

ql モ71 せ 内外部空間構成原理( 季康# ) ,

`

理気論
' o11 モ司せ 住居型

9] 選揮( 朴明徳) , 層 制
'
o11 9] 啓 正療制9] 解揮( 洪升在, 金基柱) ,

ユ 司ヱ 性埋草的 卓然観oll 叫骨% 舌 住

居地 地理侵系9] 分析( 李元敦) oll 切替 研究7T 敷ヰ.

ol 卑 沓各 研究モ 7 博 B] 偉統 住居oll 輔車 理解句

次元 % 単 段階 恵oJ 衣且 主 唱7一句叫, 性理学的 原理卑 貴際 建築 叫 o1 9] 間隙 号旦 五 OJ 斗句 ot司 尊

書 部分 ol 向後 研究課題 呈 甘o一文え中.

住居 史研究句 スq 旦 阜 昔 ot 古 生括史的 接近 方法魯 ol % 斗き 頚olq
･

. 口 倦資料卑 家偉資料, 給轟 音

補助史料喜 活用斗o] 骨 人1 句 生活相卑 住居 建設過程 % 復原卑司き 研究7T
･

試圏司虫q -

. 具髄的 旦 旦 き

朝鮮時期 居住者旬 日記, 行状, 文集 号% 分析可cq 骨人1 9] 住生活斗 住居 造営過程% 卑oJ 軒旨 研究( 防

鳳願, 朴急秀) 卑 官関内殿建築oll ql 敏 住居史的 接近(金東旭) ol 虫ヰ.

く 主要参考 文戯 >

金 -

鏡 ,

`

李氏 朝鮮 時代 上流住宅勾 配置01J q %J 基礎 的 研丹 .

｢ 大韓建築単音誌 6 4 競｣ , 1 9 7 5

宋周絃
,

J

文化財 呈 指定卓 全 国住宅建造物 現況
'

,

｢ 大韓建築寧奮誌 1 4 7 親｣ ,
1 9 8 9

季康動 ,

｢
韓国建築01J

o

J Oi ^1 陰陽空間句 秩序｣ ,
^1 書大 T D

,
19 8 9

-

5 1
-



朴明徳 t

･

朝鮮時代 住居建築SiL 形態決定要因ql 沓暫 研
d

{L
'

,

｢
大韓建築寧曹論文集 ｣ 1 9 9 3

洪升在,

｢
朝鮮 時代 上流住宅句 檀制的 髄系Otl 沓%J 研究｣ ･ 弘名大 T D

･
1 ･9 92

金碁楓
｢ 朝鮮 時代 中期 以後 班家句 空間使用叫 平面形式01f ロ 憎 家穂句 影響｣ 延 世大 T D

･
1 9 9 4

李元 軌
r 倖統建築句 配置qf 封暫 地理髄系的 解揮qJ 闘%J 研究｣ I 1̂ 書 大 T D ･ 1 9 93

田鳳艶 儒 南平 氏家句 住宅健筆011 沓%J 研究
'

.

｢ 大韓建築寧禽論 文集 97 髄｣ 19 96

朴益秀
.

･

求確霊鳥棲句 住居史研 究
'

.

｢
大帝建築撃曹論文集 1 1 2 競｣ .

1 9 9 8

金東札
-

1 7 世紀 朝鮮朝 宮関内殿建物句 室内構成叫 沓%J 研究
'

･

｢
大 韓建築拳骨論 文集 4 8 亘｣ ,

1 9 9 2

3 .2 . 中下流層住居 (平面執 地域的 分布 嘆 原型句 確認)

せ乳 中下流層住居ql 切替 研究旨 基本的且 皇 軍位 建物ol o 柑 地域 単位孟 鯛 忍q -

･ 鴨 ･f ･

･

一 流暦

住居ql 瑚せ 接近Ol 主 呈 建築技準ol 叫 住居造営原理喜 費ヱ斗 昏 朋 叫 榊 , 中下洗骨住居ql ql せ

関心阜 時間的 持横性官 紀 住居原型, 地域的 分布ql 中書 文化髄的 区分ql 奄且 せ 端緒登 場 東都司

き 目的 % 7* 71 瑚 馴 ヰ. 中年^l 地 形的 特性% 共有可き 自然的 範囲, 葺阜 社食共同髄 孟 ^l 91 行政的

単位 号 Ol 研究範囲7T 司tq ,
ユ 最小単位 呈･

^l 叫% ol 選揮司71 主 都盟q (張聖竣) ･

中下流層住居dll 瑚せ 研究き 平面形態卑 司昔架清司 調査o11 鼻 郎l 旦叫忍且札 ユ 社句 研究結果き

全 酬 雀卓 住居型可 分親王 綜合司盟ヰ. 主要せ 分類基準も 房句 且(樵) 方向 配列方式, 鯛 司骨句

形艶 配置形式 号 ol t L ユ 司ヰ 北韓側 資料叫 輔車 接近Ol 制限召且 孟 OJ 可o] , 韓牛島 全 馴 雀卓 住

居地圃昔 年^j 串き 望外司き せ重科司 貴軒ヱ 虫且 軌 南韓内ql Jq 王 Ol 奄%l 相互 % 資料7t 鞍掘司エ
OJ

立旦 旦 ユ 綜合的 整理 結果旨 O 摺 時間 % 且せヰ.

相星音 節究 方法 且 呈 Jq ,
口 偉資料喜 分析(李相海 外) 卑71 叫 人類寧的 面接調査法% 活用 車 研究( 黄葉

換) , 朝鮮後期 oll 鞍刊屯 陽宅書ql 印せ 研究(季相海,
金鴻植 外) 7T 虫且Tq , 最近 糖 都市組織ヰ 関聯軒

ol 住宅規模 号% 比定卑司旨 試圃( 金束旭) 7ト 1̂ 年司忠ヰ･

く主要参考 文戯 >

張聖 乳
･

安東 土渓洞句 住宅類型 Oll ql %J 研 究
t

.

｢ 大韓建築寧曹誌 8 1 競｣ , 1 9 78

李相海 外 憾 造歌01I L 何
LJ 侍統住宅建 築句 内容01) 沓を 研 乳

｢ 大韓建築寧曹論文集 2 2 競｣ 7
1 9 8 9

妻柴換
,
他 方大木量 句知識髄系分析 書 喜

%J 博統住居文化句研貯 ,

｢ 大韓建築学禽論文集 4 0 親 ｣ -
1 9 9 2

李相海.

･

1 9 世紀 陽宅論01卜｣ 何
LJ 沓当召 皇l 7J 智OI oll 印を 研究

- ｢ 大韓建築寧曹論文集 2 0 競｣ ,
1 98 8

金鴻植 外,

･ r 民宅三 乳 貴 書舌tO] 暑 朝鮮陽宅論OII LJ %J 研究
'

-

｢ 大韓建築寧曹論文集 20 競｣ 7
1 9 8 8

金東風
･

1 8 世 紀 菖 水原府 都市地域句 住宅規 模句 構造
'

,

｢ 建築歴 史研究 9 競｣ ･ 1 99 6

金
一 鐘. 倒利子習召01I LJ %J 考案

'

,

｢ 大韓建築学曹誌 78 競｣ , 19 77

育成基. 周 囲 南部地方旦t 民家01I 闘 %J 研 貯
,
嶺南大 T D 1 1 9 8 5

凄 艶 潮 解 中期以後 南部地方 中上流住居01t 開 %J 研界 ,
1̂ 書大 T D ･ 1 9 8 9

薫染喚t

｢ 韓 国住居 文化 旦l 歴史｣ ,
技 文堂 ･ 1 9 9 1

金
一 鏡.

金高温
`

慶北地方句 召召oll 沓%J 研 究
'

,

｢
大韓建築寧曹論文集｣ 6 - 5

･
1 9 9 0

育成基
,

･

韓国 r 中部型j 民 家ql 沓%J 研 貯 ,

｢
大韓建築寧曹論 文集 4 0 親｣ , 1 9 9 2

田鳳緊 . 周 鮮後期 住居史ql oJ Ol ^l 召召封現象 01I 沓%J 研究
'

.

｢ 大 韓建染畢禽論文集 96 競｣ ,
1 9 9 6

-

5 2
-



盈 1 . 住居型 分析表( 第l 単 項 第2 章句 参考文献 参照)

岩規 野村 司卑ゼ .

=

- E

-

r <呈 金光彦 . 金鴻植

1 9 2 4 . ① 19 3 8
.@ 1 9 8 9 . @

□

1 9$ 1 . @ 19 8 S . ⑤ l 9 92 . @

香魚輩迅l

西鮮型

中鮮型

京城型

一 般型

9 .l 召召

( 9-1 号召)

-

字形
単列型

( 在家型)

一
-

一 生 彬

喜召

頚 9T tF 惑

昔阜ヰ奄

曹阜斗召

ニ 字形
+ 中央半句形 奄中三召

都合型

｢
,
⊂ 字形

弱音召
(曲家型)

L 字形 増 7一三省
｢
｣ 字形 ･ : -

t = 字形 -

増せ玉虫

⊂ ス招
ロ 寧形卑頭

召

■ ロ 字形 ロ ス帽

北鮮型 北鮮型

済州道型

キ召召

( 管尊召)

増子社有

改列型

5虐習.

召召

骨増主賓

軽電ヰ召

司書召
相手せ無 4 ゼ習 脊単五奄

●

● ● -

音骨有 4 ゼ早増喝 * 勢鋼玉

召
召奄3

Jg 旬
瑚叫入形

(+ 功司千僧召) 済州道召 * 曾せ召

① 輩者き 償時 朝鮮総督府 建築 技軌 地域的 区分魯 試固せ 最初句一札

② 南鮮民家oll 瑚せ 村田句 研究報告(1 9 24) 実 務州道 建築ql 沓尊 顔島旬 報告(1 9 2 5)尊 者j l 軒ol ,

西鮮( 平安道) , 中鮮( 京畿道) , 南鮮( 三 南) 地方型% 景叫 -

般型且 孟 可エ
, 済州道型% 用 量 Ol 電乳

地域旦 q 喜 平面型% ♀･ ^3 年ol 分類せ 司主9] ql .

ユ き 望
, 瑠匂社oll ベ句 半句司 令草書 7 憶且 旦 貴紳住宅卑 一 般住宅% 分類串71 玉 串思申.( 1 9 42)

③ 司香草(1 9 6 0) , 尊宅せ(1 9 6 5)可 分頼法 % 牟% , 分断以後句 北緯学界句 研究成果音 集大成車 礼

311 号奄卑 智者召% 大分塀 基準且 孟 せ阜 瑚盈司oJ all .

単車, £軌l｣ 武星阜( 1 9 4 0
,
1 94 1) 曹昔召% 北鮮型oll ,

ユ司 五 胡昔召% ユ句9] 且 喜 型判 型せ司 ol 卑き

壱司書 軒旬且 孟叫,

bT 中主 司主 孟 Ol % pl 暑 叫% 単五 叙叫.

④ 中央半句型, 涛州道型, 側入型, 4 室不定形 音 欄呈 % 合唱% 辛フt敬

啓乳 金
一 鏡( 1 9 7 7) Oll 中量申,

4 ゼ手摺旬阜 成慶造型句 慶偽造式 襲形 o1 ヱ
,

側入形阜 叫司干増奄( o] 社召卑 王手曾o 摺)勾 留早昔 重曹官 尊ol ヰ.

⑤ 郡別 旦 増朝屯 且 覗 71 社句 現地調査喜 増司啓 召卑昔 ol ヰ.

地域 別 平面型 区分% 盈 71 卑ヱ
,

Z+ 地域別旦 多様せ 平面例 卑阜 一 般的 傾向せ% 表記 軌

⑥ 平面型掌せ o 川 年 配置形式 号% 住居型 分類dll 主 管ス1 菰 エ
, 喜召 oll J^l可 愛化せ 形態五胡 召召%

管昔召斗 喜司串忠q ･

. 生せ 音阜ヰ召卑 せ望斗召% 大分類項oll 音 且 五胡, 喜召卑 召召, 管昔召

斗 ol 句 関係書 壇確単五 ヰ可き 句玉音 有蓋奇想q -

.

ユ句, 配置形式 % 匝分申立
, 中人I o1 祁構成, 斗曹司構成 形式% 中量 分析斗旨 方法(司

o

a ,
1 9 8 9) 斗

農村型 住 居卑 都市型 住居 五 霞分卑ヱ
, 胡ヰ音形式中 平面形式合 同時oll 適用斗き 方法 (黄葉

換
,
1 9 9 1) 昔 ol Ri ヰ. 生 せ 召召ヰ 専号召句 昔音o77 瑚申cq , 司甲司oJ 干昔 ol ot u

u
人1 フl 召 せ車oj % ヱ

普せ 申子奄卑( 田鳳照,
1 9 9 6) 呈 OJ 中.

- 5 3
-



3 .3 . 妊代住居 (洋式住居, 都市住居)

正代住居ql 印せ 研究き 近代建築ql 切替 研究句 oa 蚤且 孟 J
^1 卑司虫ヰ伊

一 柱, 朱南哲) . 中年Jq
`

近代

- 西欧
'
9] 立場ql 凡 洋式建築9] 範噂ql 文官司き 外人館( 金春永) 卑 建築家瑚 句せ 作品住亀 近代的 共 同

住宅9] ^1 卑oJ 朝鮮住宅曹園住宅(宮井正憲) 音ql 瑚せ 研究7一文は 且T 21 , 司モql き 日本式住居9] 韓半島

内 襲容ヰ 影響dll 尊宅単 研究(李賢姫, 安聾浩) 玉 虫q -

.

ユ 司叫, 近代 住居ql 切替 研究フナ 阜司卑竜 頭阜
`

♀司句 近代
' dll 瑚せ 肯定的 認識句 結果 oI Tj ,

`

近

代 - 都市
'

卑き 模式q1 9] 胡･
^l 研究句 早耳 対象 ol 音司句 境大司忠ヰ. 守, 自生的 近代ql 切替 探究7t 寛

単著句 建築観( 金鴻植) 卑 近代初期 知識人 91 住居意識( 金純 一

) dll 瑚せ 研究呈 tl 中波且句, 民衆史的 史観

句 影響且 呈 研究封象% 横求可eq , 民間建設業者ql 旬刊 大量普及屯 都市型韓屋(宋寅蒙) 叫 農村住居句

近代的 弊化( 田鳳照, 李鏑例)
oll 輔車 研究7一文ほ ヰ.

ol 司せ 近代住居dll 瑚せ 研究き 単位住居暑 貴司せ

園地内科 道路卑 輩地句 構造7ト子息単 研究 主題(金型雨 外)フ一句ol 住居史卑 都市史句 連結正司暑 Ol

辛味 研究句 時期由 範囲喜 現在叶司 演頚骨且 孟明 達横屯 歴史叙述% 可能瑚 可き 奄ql Jq 意義昔 安

モヰ,

く主要参考文戯 >

争
一 種,

｢ 韓国洋式建築 8 0 年史｣ . 冶庭文化史,
19 67

朱粛啓
'

李朝末早El 1 9 45 年桝ズ梓I 韓国朝 食宅車遷
'

,

r
大帝建築寧曹誌 38 親｣ ,

1 9 70

金春永
｢ 韓国開港期 外人帝句 建築的 特性011 闘%J 研究｣ , l̂ 音大 T D

,
1 99 0

宮井正象
'

朝鮮住宅拳固の住宅 に 関する研 究(1),(2)
I r 住線研 研究年報 1 5 ,16 ｣ ,

1 98 8
,
1 98 9

李賢楓
｢ 韓国叫】 OJ 旨 日武佐居句 撃蓮叫 コ 影響01I 沓%J 研 究｣ , 東陽大 T D

,
1 9 93

安壁溝,

｢
日帝靖占期 卑複造型 日本式 住宅句 移植叫 僚向01( LJ %J 研究｣ , 豊叫大 T D . 1 9 97

金鴻楓
｢
民族建築論｣ ,

%J 召人L 1 98 7

金純
一

.

.

朝鮮後期句 便意紙 O7T 沓暫 研 究
'

,

｢ 大韓建築寧音読 9 8 龍｣ ,
1 981

∴
,

`

開化期句 任意馳Oif 沓%J 研 究
'

.

r 大韓建築寧曹誌 1 06 競 ｣ .
1 9 8 2

宋寅泰,

｢ 都市型韓屋句 頼型研究｣ , l̂ 音大 T D , 1 9 9 0

田鳳至軌
'

全南 真性地域句 凹字形 住居Oll 沓暫 研究
` r 大韓建築拳曹論文集 11 8 親｣ 1 99 8

李∃齢札
t

鹿北地方 近代寺尾SiI 類型斗 性格
'

,

r 建築歴史研 究 1 3 競｣ ,
1 9 97

金聖雨 札 叫書 四大門内句 侍統韓屋住居地01I oJ Ol l̂ 近代的 牽化句 初期性好 r
大帝建築寧脅論文集 99親J . 1997

3 .
4

. 中音 (空間 構造)

叫% ( 集落)ql 切替 関心 実 研究7一 人1 年竜 頭% 1 9 7 0 年代 早せ9]
b

a 呈
, 骨^1 中辛司増(D a m) 建設 旦

oJ せ 水没地区 oll 瑚せ 調査7T 瑚フ1 7t 司 ol 司主 豊 中% dll 瑚せ 全数調査 フ一 人1 卑司盟ヰ( 蔚山大, 雀孝昇

外) . 以後 ヰ% oll 切替 調査書
一

次的且 呈 き 中下流層 住居叫 印せ 研究句 範歯音 最小生活共同髄五 卑

印せヰ旨 側面oll Jq ^l 卑軒思旦札 書 中% 句 空間構造瑚 切替 研究7T 司叫敦ヰ. 1 9 8 0 年代中葉oll 人1 卑車

中% 句 空間構造 oll 印せ 研究き 道路句 利札 道路 卑 草地句 関係書 t]1 貴可eq , 性格別 頚城句 空間的 限

定ヰ 関係 号% 調査中忠生Tj (韓弼元) , 共同住宅句 設計 音oll 援用 斗司き 試圃王 Rl 盟ヰ. 19 9 0 年代 きOl

-

5 4
-



･ ^l 旨, 朝鮮後期句 特徴的 叫% 形式oJ 氏族中食孟 範囲喜 子瑚単年jl
, ql 早朝 社食的 秩序 嘆 形成過程9]

特性 号% 由提軒司旨 試問( 朴明徳, 周鳳無) 7T 公党ヰ.

く主要参考文戯 >

蔚山大,

r 句oJ 嶺叫喜｣ , 1 9 7 6

雀孝昇 外-

`

大涌
CA 水没地区 農村繁落 賞測調査

'

.

r 大帝建築寧脊誌 98 競｣ ,
1 98 1

韓軒元,

｢ 農村 同族叫音句 空間構造句 特性叫 蟹イヒ研究｣ , 1̂ 音大 T D , 19 91

朴明観
｢ 嶺南地方 同族叫普可 分演形 郎卜建築特性01J 沓%J 研究｣ , 弘長大 T D

,
1 9 9 2

田鳳幣.

｢ 朝鮮時代 氏族叫音句 内泰的 秩序叫 建築的 特性OI( 閑暫 研究｣ . l̂ 貴大 T D , 1 9 92

4 ･ 現在的 妾妊 (停統稚魚静, D e sig n V o c a b u l a r y)

住居史ql ql せ 現在的 接正方式阜 歴史的 接近方式中 書 差異昔 且 Ol司き 舘司せ
, 博統 建築文化句

現代的 継親 Ol 卑き 側面叫 且中 主眼鮎% 早き 讃且 旦
, 相見% 資料句 護掘旦ヰき

, 多様せ 建築計封理論

i ol % 軒o] - 次史料暑 再分析申告 可部1 切手昔 ol 中･ 19 80 年
｢
韓国建築句 外部空 臥 (安瑛埼)

bll 朝潮

停統建築 oll 瑚せ ^q 孟阜 接近方式 oI JB 且 OJ ol 軌 1 9 8 0 年代書 刀可g}L Jq 西駄句 先進 建築理論% 司召 代

入軒盲 増♀7一 番敦五
, 司モ oll モ 且年 号召司oJ 解搾技法% 費ot t肘1 胡せ 試圃7一 書且 OJ ヰ. 建築設計費

務卑 建築史 研究書 g?
tl 竜軒き ヱ司9] 甲督% 魯 奄ql 書 句 9けt 叙ヰ.

4 .I . 形感 嘆 壁間的 特性

1 9 6 0 年代末句
`

博統論争
'

阜 倦統建築d71 切替 匂せoJ 句 関心舎 蚤71 人憎 立
,

Ol dll 叫阜 俸統建築句 研

究昔阜 ♀ゼ司且 呈 博統建築物9] 構成要素別 物理的 特性% 把握申き 匂ql 手司軒男卑. 全図句 子且せ

建築文化財bll 瑚せ 調査卑 官札 各各9] 形態暑 蒐集卑jl
, 分類卑き 電卓. 建築設計句 簿説的 復古主義孟

ol ol 卓ヰ.
ユ司ヰ 住居建築句 召♀旨 ヰ手 樽威建築斗 沓合 挽模ヰ 意匠% 7T司司 貴帝王 孟

,
ユ 号増ql

Jq き 喫ol 叫瑚 卓卑.

ol 系列oll 尊卑き 研究 呈 き
, 樺威建築o71 切替 研究o31 ･hl 卑 沓ol 司号句 形晩 年面 実 立面句 比例 号

形態的 特性% 計量化可吉 讃卑, 住居句 構成 要素暑 瑚, 中骨, せ脊, 門 昔且 五 分類句ヱ ユ 各各句 物

理的 特成% 調査奇 研究 号ol 敷且q , P o st - M o d e m 理論 01 生7 帽 1 9 8 0 年代中葉以後dll き 記戟論, 場所論

( 西垣 安比古) , 賓験美挙 音% 代入軒司モ 試親 王 O

J 忠ヰ.

住居建築 oll 印せ 現 在的 接近9] 7一骨 手且せ 部分阜 鼠農的 健静% 号･g 且 呈 卑き 外部空間 卑阜 配

置計劃的 側面 oll 集中司虫q ･

.

ol 卑 沓阜 研究き 8 0 年代以後 珠傭建築家書句 領土論文ql 句朝 卑せ司忠

且申, 韓国建築史句 研究昔% 助成中古t:11 立 刀1 寄典斗思q . 普Jq 形態的 側面ql 切せ 研究フ一任 居建築9]

増♀ 相封的 弱鮎% 7t ズI ヱ
O

J 蓄 召o17 せ卑o] , 空間的 特性旦 畳 範囲尊 卑杏曹 司♀, 住居建築阜 小規模

9] 建築物 o] 司 胡7T 且句
o

J き 配置形式且 呈 OJ 軒句 且 %1 司 集中的OJ 研究封象ol 屯ヰ.
t=l 阜o1 住居建

-

5 5
-



築 o1 7t ズほ 時間的 永鱒性% 侍統舷東 Ol 卑き 時代的 要求dll 司骨せ 手首且 孟 ^B zT司ol
o

a せoJ 9] 関心

% 且敦且札 留阜 胡五阜 分析技法% せ書01 tJ) モ ell 7l o 相思ヰ.

初期句 研究旨 外部空間叫 号^J 書 手 ol 中骨句 形式ヰ 性格oll 叫阜 分類 音 oll 関心 ol 旦 叶忍且巧,

胡卑 ヰ曹司 関係, ヰ骨% 限定軒き 構成費素oll 咽せ 研究孟 OI ol忍tL 司モ Oll 旨 分析9] 空間的 範囲喜

曹司 卑印可o] 自然的 地勢卑 沓型名 建築群句 布置昔 分析串71 叫, 人間 % 建築 9] 舌^J 且 孟 専 工 号相

戦質点oll J^l 建築的 場面(金光銘) 卑阜 移動鋭鮎 oll ^l 句 建築的 髄験(金寛錫) % 分析可き 研究 音 ol ol ol

司 ヱ Rl q ･

.

く主要参考文戯 >

西垣安比瓦
｢ 朝鮮た於 け阜 ｢ すま い ｣ の 場 所論的研究｣ . 九州大 T D

.
1 9 8 9

金光乾,

`

住宅 演慶 堂句 形態分 析 ,

r
空 間｣ 1 9 8 3 年 1 1 月競

金寛錫,

`

朝鮮時代住居
｢
濁柴堂｣

- 廓01I 沓む 研究(1) ,(2)
'

,

｢ 大 帝建築寧脊誌 1 2 1
,
1 2 2 親｣ , 1 9 8 4

★

コ 5i( E'

H 暑 句人卜古書盲 暫 邑

4
.2 . 環境的 特性 一 旗虜, 阜号

俸統住居建築o11 印せ 7T 音 大衆的 関心事吉 舎き ol q -

. 住居史研究 初期以来 阜普媛房方式句 環境工

寧的 特性耳 管札 先史時期9] 住居地車艶 文戯史料句 記事分析者% 昔せ 史的 襲遮過程ql 凌啓 研究7T

瑚卑司 且 王 OJ ol 蛍q ･

･ ユ 結果 阜書句 時期的 襲化過程o71 q7奄 理解7t 深化(金善璃, 余明鏡 外) 司虫串,

項竜工撃的 特性 o71 切替 9i 干(季潰合) 王 電相可 親環境的 生活感度ql キ% 卑ol 瑚尊宅 関心% 旦 且 玉 出

中.

く 主要参考文戯>

金書取
`

韓国 住居媛房句 史的考察
7

,

｢ 大韓建築畢曹誌 9 0 競｣ , 1 9 79

余明錫 礼 儀 統阜喜句 時代的 蟹連判 形成過程011 沓%J 研
c

T=
'

,

｢ 大帝建築畢奮論文集 75 耽｣ , 1 9 9 5

李環脅,

`

自然 環境調節 側 面01r l̂ 阜 帝国俸統住居31I 環境特性 ,

｢
大帝建築寧曹誌 1 3 0 競｣

.
19 8 6

4 ･ 3 . 其他 (叫ヰ三 卑 農村住居)

ol せヰ 沓% 偉統住居 o11 増せ 研究 o1 91 ql , 電印可 都市住居形式 oJ o一斗三 乳 早漏住 宅卑 農村住宅

ql q7 せ 研究o71 奴oI Jq 主 部分的 且 主 任居史的 OJ 接近音 書 手 虫q
-

. 1 9 6 0 年代以後句 畢濁住宅卑 官珊

19 8 0 年代以後句 o一斗三 吉 各各 都市住居句 基本的 形式且 呈 作用年男且 q ,
ユ 平面型可 愛化過程 oll ^l

博統的OJ 要素喜 鞍見智 幸 虫q( 任昌蒔, 張成殊) . 藍 車 1 9 70 年代 糊口 指 運動ql 中書 標準設計圃 普及 以

後 農村住宅句 襲容状況 % せ司且き 刻朴庚玉) 王 韓国人句 住生活意識% 確認軒き c11 有数啓 資料菩 提

供司書q ･

.

く 主要参考 文廠 >

ー

5 6
-



任昌蒔,

｢
韓 園 都市畢濁住宅句 類型的 持棟性叫 埜容性011 沓を 研究｣ , l̂ 貴大 T D

,
1 9 8 9

張成 沫t

｢1 9 6 0 - 1 9 7 0 年代 韓圃ot 叫皇句 勢凄｣ , 1̂ 音大 T D , 19 94

朴庚玉,

｢
韓 園農村住専 の 平面構成 に関す る 研究｣ , 大阪市立大 T D , 19 88

5 ･ 向後 課題 (住居史句 復原)

以上句 内容阜 見辛 朝鮮( 特%1 , 後期) 叫 集中屯 漣構音% 封象且 呈 専 任居史研究句 経過音 盤理 せ

か1 q ･

ス ほ せoT 叙盲 遺構普魯 旦吐 朝鮮前期 旦 手相司き l 岬 期首 瑚句卑匂 且 辛 壬辰倭乳以後 oll

創建竜 如1 L
,

ユ 以前句 住居 oll 印判べき 文戯卑 鞍掘oll 依存督 午軒o71 忠ヰ.
生せ 朝鮮後期ql 創建宅

住居 o11 ql 旬月王 ユ 絹年 oI Al ヰ 祁1 庚範囲卑nl( 5 0 年ql司 1 0 0 年間隔) 司ol 虫フ1 瑚草ql 普且 旦 Ol ql

ql 単 考琵 ol ^1 音申年･

ol 司せ 次元 d)1 jq 細部部材d)1 瑚せ 厳密せ 調査研究(金 一

鏡) き 吾 郎1 暑 安壱ヰ.

韓国 oll ^l 鞍掘調査亀 住厚地き 且キ 7 0 飴個所 4 00 除基ql ol 呈司せ, 考古学者ql 句軒申 年掘 ol 手玉

司ヱ
, 建築史単著句 参興 7T 不足斗o] 住居史研究oll 昏阜 障碍喜 子 玉 虫ヰ. 具髄的且 旦 構造形式 賀 材

軌 道異 音oll 切替 研究7T 未轟牟礼 衆落全線bl】 瑚魯 調査7t 施行司司 新一 全貌喜 軒司71 旬喜q . ( 済

度潜, 寮乗宜)

住居oll 尊宅避 記録鼻 先史時期9] 頚阜 中国史審句 断片的 記録 Ol 叙% 畢 ol 31
, 本格的OJ 記錐阜 高

麗中期o11 絹某竜 ｢ ≡ 国史記 屋舎候｣ フT 最古ol ヰ.

｢ 崖舎儀｣ 句 内容阜 身分等級ql 叫喜 家禽 実 家選

句 規模, 材料 賀 意匠% 制限軒き 讃且 呈
,

01 句 解樺% 尊卑cq 統 一

新羅時期 葺合 高麗時期句 住居 oll

瑚胡 t]1 正司 沓 曾 手 叙卑(李相海) . 高麗 実 朝鮮前期句 71 号阜 r
高覧陶経｣ 句

`

口 重瑚 % ol 忠司早司 阜

号ヰ 閑聯軒Q] 注 目% 且 敦且巧, 最近 ol 句o71 王 個人文集類 書oll Jq 住居開聯 嘩項% 拳見申立 叙ヰ(李錦

町 朝鮮獲期き 叫正司 青草せ 文廠資料魯 甘7l 五 穀羊恥 王朝賓錬 賀 儀軌痕 音句 官撰史料 句軌 朝

鮮後期 賓寧著書句 著述% 尊卑甲 骨時句 住居観 嘆 住居状況% 把握電 子 出き 司書 前払車 中卑 沓中.

( 金東旭)

く主 要参考文厳>

金
一 鏡. 潮 解時代 1 5 世紀 住宅句 口 斐窓01[ 沓を 研 訂.

r 大韓建築単音論文集 5 9 競｣ , 1 9 9 3

張慶浩
,
襲乗宜,

`

住居地句 顧掘叫 コ 成果
'

,

｢ 大韓建築牢番誌 14 7競｣ . 1 9 8 9

李相海 ,

∫ r 三 園史貢己J
r
屋舎J 健司 再考察

-

,

r
建築歴史研究 8 競｣ , 1 9 95

李鏡さ札
`

朝鮮前期 住宅史研 究
t

, 嶺南大 T D . 1 9 9 2

金束旭.

I

住宅関係句 文戯叫 ユ 研
c

T=
'

,

｢
大韓建築寧禽誌 1 4 7競｣ , 1 9 89

-
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田 鳳 照( ソ ウ ル 大 挙 校助教 授 , 建築寧)

4 . 韓 国 住 居史研 究 の 現 況 と 課 題

1 . 住居 史研究 前史(解放( 第二 次 世 界大 戦終結) 以前 の 住居史研 究)

韓国 の 住 居 に 射す る 近代草間的 ア プ ロ ー チ は
, 解放以 前 の 日本人筆者 た ち に よ り 着手さ れ , 栄

だ に 彼等 の 研究成果 に 依存する と こ ろ が あ る . し か し
, 1 9 2 0 年頃よ り 始ま る こ の 時期 の 作 業 は

,
日

本人 に よ る 韓牛島 - の 進出 の た め の 住居提 供とし- う 目的 で
, 異国 的 な様式 と し て の 風 土 建築 に 射す

る 感傷的 な記録 に 止 ま る 感 が あり , 建築 史筆者 で なく 地理 筆者や 民俗 単著 ･ 建築 家 に よ り 研究 が 主

導さ れ る こ と で 歴史的 襲遵 が 軽ん じ ら れ る 傾向 が あ っ た
.

こ の よう な側 面は 解放以後, 建築史撃的

ア プ ロ ー

チ に 否 定的'な影 響 を及 ぼ し た と 考 え ら れ る
. 研究 の 主 要 な争鮎 は

, 日本住居 の 博乗艇源 に

端緒を 提供す る
'

マ ル( 高床)
'

の 起源 に 関する も の か ら
,

1 9 3 0 年代 以後 に は 平面形式 の 地 域的分布 を

把超 し , 地 方型 を区 分す る 作業 と文化財級 の 住宅建築 に 封する 調 査報告 に 繋 が っ て 行く .

研究者 は 大 部 分1 9 1 6 年 に 設立 さ れ た 京 城 工 業専 門学校(1 9 2 2 年に 京城高等 工 業 単数 に 改稀,
ソ

ウ ル 大串校 工 科大 畢 の 前 身) の 教授陣 と 朝鮮線督府 の 技術 者( ど ち らも 日本 の 大挙 か 京城高 エ の 出身

者) で あり
, 研究成果 は 教種 の 敵 合資態報 告書を除き す べ て

`

朝鮮建築 合
'

夜行 の r 朝鮮 と建築 J ( 1
.
9 2 2

年創刊 ,
1 9 4 4 年終刊, 月 刊誌) を通 じ て 串表書 れ た .

1 . 1 .

`

民 家 ' 論

中下流層住居 に 封する 寧問的関心 は , い わ ゆ る `

民家
'

論か ら始 ま っ た
. 今和次 郎 に よ る 初期 の

民家調養 は
, 柳宗悦 の 民垂撃と 密接 な関係 をも つ も

.
の と見ら れ る . 民蛮寧 の 思想的淵源 は 英国 の ア

ツ ･ ア ン ト タラ フ ツ 運動ま で遡る も の で
, 中下流層住居 を 近代筆問的 の 研究 封象 に 包含さ せ た 点

で 意義 が 大 き い . し か し
, 朝鮮 後期 の 安寧 者 に よ る百 科全 書類 の 著述 の 中 で 言 及 さ れ る 農家 と 明確

に 区 分さ れ る の は
, 賓学者 の ア プ ロ ー チ が 住生 活 の 改善 に 焦黙 を お く 反 面 , 近代 の 日本 人 聾者 は そ

の 関心 を
`

失 われ つ つ ある も の
'

を 前提 と し た 愛好的感想 ある い は 客観的記 録 の 水 準に 止 ま る と い う

点 で ある . も ち ろ ん
, 西欧近代 の 博束時期 で あ っ た と い う点を 考慮し な け れ ば な ら な

.
い が ,

こ れ ら

農家 が 以後1 9 7 0 年代 の
`

セ マ ウ ル 運動( 新 し い 村 づ くり)
'

に よ る
`

農村衆落構 造改善事業
'

以 前 ま で機
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能 を維持 し て い た と い う点 を想起すれ ば
,

あ まり に も早く改善の 臨地 を失 く し , 腐棄封象と し て 慮

理 し て し ま っ た と い う 点は 遺憾 で ある .

-

九 日 本で 使用 さ れ で い た
`

民家
'

と い う 青葉を そ の ま ま韓牛島 に 適用 す る こ と で , 以後 の 研

究 に お い て 歴史 的社 食階層と
一

致 し な い 概念上 の 混乱を惹 き起 こ し た
.

1 . 2 .

`

原型
'

静

態薬学老 に よ る 偲 家
'

研究
■
は 初期 の 構造的 な記塊を通 し て

,

.
マ ル( 高床)

,
の 存在 を確認 しそ の 起

源 に つ い て の 給 劉土繋 が っ た
･ お そ ら く韓国建築史 上県初 の 論争と し て 配線さ れ る そ れ は ,

村田治郎 と藤島亥治郎 の 間で 起 こ っ た が
, 気候調節と 聖断 を各各 そ の 板捷 と す る 南方起源貌 と 北方

起源 説 は
,

現 在 も未解決 の まま で ある .

1 9 3 0 年代以 後 に は 平 面 型 の 地 域的分布及 び そ の 形 澱的故展過程 に 関す る 研究 に 繋が り
,

1 9 4 0 年

代 に は 少数 で は あ る が 韓 組 人に よ る 研究 も寄表さ れ た .1 9 3 0 年代以後 の 住居史研 究 は 野村孝文 に よ

り 主導 さ れ た
･ 披は 東京帝大を 卒業後, 藤島亥治郎 の 後任と し て京城高等工 業畢校 に 赴任, 比 較的

長期 間韓牛島 に 滞在 し な が ら以前 の 研兜成果を ま とめ
, 現地網査を 通し て 住居 の 地 域型 を分類し ,

簡堺 な も の か ら よ り 複雑 な も の へ と敢展する 住居型 の 系列化 を試み た
.

1 ･ 3 ｡

`

オ ン ドル
'

論 ( あ る い は 環 境 ･ 衛生 諭)

住居 史に 直接 園係 した も の で ほ な い が
, 初期 か ら 解放 前ま で

一

定の 関心 が細持さ れ て い る の は

`

オ ン ド ル
'

に 代表さ れ る 住居 の 環境あ る い は衛生 に つ い て の 研究 で ある . こ の 研究 の 契機は前述し

た よ う に 日 本人 の 韓 牛島 へ の進 出 の た め の 住居 の 捷供 に ある . 日本統治期 に 韓牛島 - 進出 し た 日

本人 は大 部分 が 都市 に 居 住 し て い た た め
, 住居環境 に つ い て の 研究 も都市住居 が 主な も の と な っ

た
.

そ の 関心 は 主 に 韓牛 島 の 厳 し い 冬 の 寒さ を 耐え る た め の オ ン ド ル に 集中 し
,

こ の 他 に 煉瓦 ･

西

洋式家具 ･ 化粧室 . 防火 な ど に つ い て の 研究 も滋 行し て 行 われ た . 開港初期 の 暖房施 設と し て は 西

洋式 ペ チカ な ど が 考慮 さ れ た が
, 中期以後 に は 関野貞 の 言及 か らも分か る よう に

, 韓牛島 の 気候 に

ほ オ ン ド ル が 適合する と 認識さ れ, そ の 改良方案な ど が 研究され た
.

く主 要 参考文戯>

小田 内 通 敏,

r 朝鮮 部落 調査珠察報告J , 朝鮮総督 軌 1 9 2 3

小田 内通敏,

r
朝鮮 部落 調査報告J , 新鮮総督府, 1 9 2 4

今和次郎 ,

r 朝鮮部 落調 査特別報告J , 朝鮮線督府,
1 9 2 4

岩親 善之,

｢ 朝鮮民 家 の 家柄 に 就 い て ｣ ,

r 朝鮮 と 建築J 3 - 2 . 1 9 2 4

村 田 治郎 ,

｢ 南鮮民家 の 家構私見(1)(2)(3) ｣ ,

r 朝鮮と 建築j 4 - 3 暮 5 ･ 7 . 1 9 2 5

藤 島亥治郎 ,

｢ 済 州道 の 建築(4) ｣ ,

r 朝鮮 と建築J 4 1 9 . 1 9 2 5

-
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着生 永助 ,

r
朝鮮 の 繁務 一 後篇一 同族部落 J , 朝鮮紙督府 . 1 9 3 5

野村孝 文,

｢ 開城雑記( 4) ｣ ,

r 朝鮮 と建築J 1 2 - 1 . 1 9 3 3

,

｢ 朝鮮住宅 の 考 察｣ . ,

r 朝鮮 と建築J 1 7 ･ 5 . 1 9 3 8

,

｢ 朝鮮 住宅 の 襲 遵 の 概要｣ ,

r 朝鮮 と建築 J 2 ト1 0 . 1 9 4 2

虞 山 武 最,

｢ 北鮮地 方 の 住宅 に つ い て ｣ ,

r 朝鮮 と建築J 1 9 -1 2 . 1 9 4 0

,

｢ 南鮮地 方 の 住宅 に つ い て ｣ ,

r 朝鮮 と 建築 J 2 0 - 7 . 1 9 4 l

2 . 解 放 以後 の 住居史研究 の 概 観

解倣 以 後,
1 9 6 0 年代ま で は い く つ か の 先駆的業績 を 除 い て , 住 居史 の 分野 を含 め牢建築史 全般

に わ た り 目立 っ た 成果 が 見 られ な い 研究 の 沈滞期 と言え る で あ ろう . 常時 , 大草 で は ま だ 韓 国 建築

史と い う 科 目 が 正式 に 探持 さ れ て お ら ず, 博物館 が 主 導す る建築 文化財 の 管理 もや は り文 化財 的償

値 の 高 い 住 宅 に 限ら れ て い た . こ の 時期 の 住居史研究 は , 鞍掘 お よ び 文化財保存事業 の 成果 を 活用

し た 金正基 と , ソ ウ ル の 住居建築 に つ い て 新た な調査 を貴施 し た 東 南哲 が 主導 し
,

そ の 成果 が 各

r 韓 国住 居史(1 9 7 0) J と r 韓国住宅建築(1 9 $ 0) J と し て 季刊 さ れ た
.

1 9 7 0 車代に 入る と
, 韓 国建築史 は 経 済開孝 に よ る 傍流 文化 の 繋 掛 こ 射す る憂慮 と とも に 割 期的

な鞍展 を見 せ る . 戸 張饗 の
r 韓 国建 築史(1 9 7 3) J は韓国語 で 書か れ た最初 の 韓国 建築 史通史 で あ り

,

大 挙教材 と し て 幅贋 く使用 さ れ , 鄭東国 の r 韓国 建築様式論(1 9 7 4) J は 様式史 的解棒 と と も に 文化

財 の 賓測圃版 を豊富 に 収録する こ と で , 畢生 や 一 般大衆 の 寧間的 ア プ ロ ー チ を 促 し た .

住居 史分野 で の 1 9 7 0 年 代 の 主 要 な成果 は 文化財管理 局 で 賓施 し た
`

民俗綜合 調査
'

に 代表さ れる

実測 調 査 の 普 及 で あ る
. 地 域別 に 行わ れ た 調査 を通 し て 新 た な 賓測資料 の 鞍掘 が 全 国的 に 施行さ

れ , 調査 の 封象 も中下流 層住居 お よ ぴ マ ウ ル( 集落) 単位 に 境大 し た
.
こ れ を契機に 住居建築 に つ い

て の 資料蒐集 が 清澄 に 行 わ れ, 以 後そ の 結果 は 申発効 の r 韓 国 の す ま い( 1 9 8 3) J と 金鴻植 の
r 韓囲

の 民家( 1 9 9 2) J に 整理 さ れ た
.

1 9 8 0 年 代 は
,

大 学院教 育 の 正常 化, 先進国 で 修草 し た 留学生 の 帝国 の 本格化, 大挙 設立 の 急増

( 現 在 の 4 年制建築科学部 の 年数以上) が 原 因と な っ て , 数多く の 研究者 を 輩出 し た
.

こ れ に よ り 各

大草 か ら単 位論文 が 量産 さ れ
,

r 大韓建築寧合論文集 J も創刊さ れ た
. 結果的 に 研究 の 畳 と 内 容 に

お い て 以 前 の 時期 と は 比 較 に な ら な い 藻展 を見 せ た . 具髄的 に は
, 住居 の 物理 的特性 に つ い て の

一

次的 な研究 に 限ら ず, 博統住居 の 造曹原理 を探索 した り
, 西欧 の 先進理 論 を博 統住居 に 取り 入 れる

な ど の 試み と と も に
, 近代期住居史 に 封す る 調査 が始 ま っ た

.

1 9 9 0 年代 は 大 髄1 9 8 0 年代 の 研究 の 延 長線上 に あ る と 見ら れ る
. 研究 の 畳は 多少増加 し, 内容 も

よ り 多様化 し た
. ま た

, 1 9 8 0 年代 に 輩出 し た 多く の 研究 人力 を 基盤 に
`

韓 国建築歴 史 学脅(1 9 9 1)
'

が 設

立 さ れ た
. 研究 の 方法 上 注 目 さ れ る 点 と し て は

, 歴史学 か ら の 生 活史や 全髄 史 の 影 響 を受 け て 住件
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蹟 の 復原を試 み たり , 都市史 と の 連繋 が 摸索さ れ た 点や
, 文献 史料 に つ い て の ア ブ ロ チ が本格化

し た こ と , そ し て 韓 国人 膚 任地域 を中心 とし て 海外地 域に射する研究 が 試 み ら れ た こ と な どが 奉 げ

ら れ る .

< 主 要参考 文献>

金正 基,

｢ 韓国住 居史 ｣ ,

r
韓国文

■
化 史大系I V J , 高寛大民族文化研究 夙 1 9 7 0

金 正 基他,

r 韓国民 俗綜合報 告宙1 - 1 0 J , 文化財管理 局,
1 9 7 l - 8

朱南哲,

r 韓閣住宅建築 J ,

一

志赦 . 1 9 8 0

張保 雄,

r 韓閲 の 民家研究 J , 賓菅密出版頑L 1 9 8 1

申柴 軌
r 韓闘 の す ま い J

, 快活乱 1 9 8 3

金 光彦,

r 韓 閲 の 住 居民俗放 J , 民音敢 . 1 9 8 8

リ . フ ァ ソ ン
,

r 朝鮮建築史 J , 科挙 百科
'

* 典綜合出版赦 . 平壌 ,
1 9 $ 9

金塊植 ,

r 韓 鴎 の 民家』 ,
- ン ギ ル 赴 . 1 9 9 2

3 ･ 歴史的 ア ブ ロ - チ(封象別分類)

住居 史 に 射す る 歴史的 ア ブ ロ チ は
,

一

次 史料 を草掘し
, そ の 物理 的 ･ 空間的特性 を把達す る

こ と か ら始 まり( 金 一 錬) ,
そ Q) 地域的特性を把達し 博統住居 の 造営原理 と住生括 を復原する こ と に

繋 が っ た
. 次 に 主 な研究封 象 に 従 っ て 4 分野 に 分け

, そ れ ぞ れ の 研究経過を 見て み る .

3 ･ 1 ･ 上 流 層住 宅( 技 法 と 空 間構成 , 造営原 理)

住居 建築 に つ い て の 関心 は轟術史的建築史寧 の 影響 に より
, 初期 に は主 に

`

文化財的贋値
,

が 高

い 住宅 に 力 が 注 が れ た
. 地域的 に は慶 倫北道地域 の 上流居住居, 特に

` 点洞 マ ウ ル
,

と
`

安東 一 得
,

の

住宅 に 研究成 果 が 集 中する こ と に よ り
,

`
ロ 字形 住居

'

が 上流層住居 の 基本型 と し て 認識さ れ
,

こ の

よう な先入観 が 以後 の 研究 に 多大な影響を輿 え た . 慶 剛ヒ適地 域 に研究 が 集中 L た の は
, 基本的 に

そ の 地 域 に 住居建築 の 文化 財 が 多
.

く残 っ て い た ため で あ る が( 国家指定賓物 に指 定さ れ た 住宅1 2 件

の う ち 川件 , 宋周鉱) , 特 に 艮洞 マ ウ ル の
`

香壇
'

･
`

親疎 苧
'

･
`

無添堂
'

･
`

猿楽堂
'

な ど は 朝鮮前期 の 遺

構 と し て 歴史的償値 が 非常 に 高 い . そ れ で も地 域 に 偏重し た住居型 が , 上 洗骨住居 を 代表す る と見

る の は甚 だ 疑 問 で あ る
.

上沈 潜 住居 の も つ 相 射 的 に 豊富 な文戯史料と , 造営過程 に お け る観念的 作用 に注 目 し た 研究 が

名0 年代 の 中葉 以後本 格化 し た
.

そ の ひ と つ ほ 上 流層住居 の 造営者 で あ っ た 性理 撃者 の 住居観を 把

嬉 しよ う とす る 試 み で ある が
,

性理 撃 の
`

陰陽論
'

を敏捷とす る 内外部空間 構成原理( 李康勅) , 増 気

論
'

を 根接 とす る 住 居型 の 選揮( 朴 明徳) ,

` 鵡制
'

に よる 正療制 の 解樺( 洪 升在 , 金 基柱) ,
そ し で睦理 撃

的自然観を 基礎 とする 住居 地 の 地 理 憩系 の 分析( 季元数) に よ る研究 が あ る . こ の よ う な研究 は 既存

-
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の 俸統住居 に つ い て の 理 解 の 次元 を
一 段 階高 め るも の と評債さ れ る が

, 性理 学的 原理 と 賓際の 建 築

の 間 の 違 い な ど に よ り 多く の 部分 が 今後 の 研究課題 と し て 残 さ れ た
.

住居史研 究 の 新 た な 分野 は 生 活史 的ア プ ロ ー

チ を 利用 する も の で ある .
ロ 俸資料 と軍備資料 ,

線審な. ど の 補 助史料 を活用 し , 嘗時 の 生活相 と 住居 の 建設 過程 を 復原する 研究 が 試 み ら れ た
. 具 髄

的 に は 朝鮮時 期居住者 の 日 記 , 行状, 文集 な ど を分析し
, 常時 の 住生 活 と 住 居 の 造密過程 を 確認す

る 研究( 田鳳照 , 朴益 秀) や 宮 関内殿建築 に 封す る 住居史的 ア プ ロ ー

チ( 金 東旭) が あ る
.

< 主 要 参考文献>

金
一 鎮,

｢ 李氏 朝鮮 時代上流住 宅 の 配 置 に つ い て の 基礎的研究 ｣ ,

r 大韓 建築学 曾誌 J 6 4 軌 1 9 7 5

宋 周鉱,

｢ 文化 財 に 指定さ れ た 全 図 住宅建造物 の 現況 ｣ ,

r 大韓建築学禽 誌J 1 4 7 軌 1 9 8 9

李康 軌 r 韓国 建築 に お ける 陰陽空間 の 秩序J ,
ソ ウ ル 大博士 論文,

1 9 8 9

朴明徳,

｢ 朝鮮時代住居建築 の 形態決定 要因 に 関する 研究 ｣ ,

r 大韓建築拳骨論文集J 1 9 9 3

洪升在,

r
朝鮮時代上 流住宅 の 薩制約鰻 系 に 閲すろ研究J , 弘益大博士 論 文, 1 9 9 2

金基柱 ,

r 朝鮮時代中期以後 法 家 の 空間 使用 と平面形 式 に 及 ぼ し た家鰻 の 影響 A , 延 性大 博 士論文 ,

1 9 9 4

李元 数,

r 樽統建築 の 配 置 に つ い て の 地 理 髄系的解樺 に 関する研 究J ,
ソ ウ ル 大博 t

･

論文,
1 9 9 3

田鳳県,

｢ 海南声 氏家 の 住宅経皆 に 関す る研究 ｣
,

r 大韓建築寧合論文集J 9 7 軌 1 9 9 6

朴盈 秀,

｢ 求鰻雲 鳥壕 の 住居史研究 ｣ ,

r 大韓建築 学合論文集J l 1 2 競 ,
1 9 9 8

金東旭 ,

｢
1 7 世 紀朝鮮 朝官 関内殿建物 の 室 内構成 に 関する 研究J ,

r
大 韓建築学倉論文集 J 4 8 戟, 1 9 9 2

3 . 2 . 中 下 流 層 住 居(平 面 型 ,
地 域 的 分布 お ま び 原 型 の 確認)

一 方, 中下 流層住 居 に つ い て の 研究 は 基本的 に 単位建物 で な く地 域 単位 で 行わ れ た . こ れ は 上

流層 住居 に 射す る ア プ ロ ー

チ が 主 に 建築技法 や 住 居造営原理 の 解明 を 目指 す の に 比 べ
, 中下 流層住

居 に 封す る 関心 は , 時 間 的持 績性を も つ 住居 原 型 を追究 し , 文化 圏的区 分 に 必 要 な端緒を 探索す る

目的か ら始 ま っ た た め で あ る .

- し た が っ て
, 地 形 的特性 を共有す る 自然的範囲 ある い は 敢 曾共 同髄

と し て の 行政 的単位 な ど が 研究 範囲 と なり
,

そ の 最小単位と し て マ ウ ル( 集落) が 選持さ れる こ と も

あ っ た( 張聖竣) .

中 下流層住居 に つ い て の 研究 は
, 平 面 形態 と塵取 架構 の 調 査 に 焦 点 が 集ま り

, そ の 間 の 研究結

果 は 全 図 に わ た る 住居 型 の 分類 と し て ま と め られ た
. 主要 な分猿 基準 は

, 部屋 の 横方向 の 配 列方式

や
,

ア ン チ ェ( 主屋) の 屋 根形態 と 配 置形式 な ど で あ る
. し か し 北朝鮮側 の 資 料 に 射す る ア プ ロ

ー チ

が 非常 に制 限さ れ る た め
, 韓 牛島全優 に わ たる 住居地 圃を作成す る と こ ろま で は 鞍展 せ ず , 韓閣 内

で も現 在でも新 た な 資料 が 鞍掘さ れ て お り
,

そ の 綜合的な整理 結果 は ま だ 時間を 要する .

新 た な研究方法と し て
, ロ 倦資料 を分 析( 李相海他) し た り , 人類学的面接調 査法 を 活用 し た 研

究( 妻柴換) , 朝鮮後期 に 鞍刊 さ れ た 陽宅書 に 射す る 研究( 李相海 , 金鴻植 他) が あり , 最 近 で(ま都市

-
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組 織 と関連し 住宅規模や 構造 な ど を 比定しよう とする 試み(金東旭) が始ま っ て い る
.

表1 . 住居型分類表( 第1 章お よ び第2 章 の 参考文献参照)

岩娩 野村 リ .

フ ァ ソ ン 張保雄 金光彦 金鴻植

l 9 2 4 . ① 1 93 8 . ② l 9 8 9 . ③ 1 9 8l . ㊨ 1 9$ 8 . ⑤ l 9 9 2 . ⑥

斎 鮭守田

西鮮型

中鮮型

京城型

一 般型

? L # 9 1 +

プ

ウ エ ト ン ナ7
事

翠列型

一 字形
畢列型

(革家型)

- 三宝寸招

ホ ツ ナ プ

(単列

壁)

平安造型

コ ナ ン ジ ャ チ

プ

_( 曲尺型)

- コ ア ン ジ ャ ナ

丁

I
.(曲尽型)

ニ字形
* 中央厨顔形 全羅道型

都歯型

-
｢

,
し 字形

曲屋
(曲家塑)

L 字形 京畿道型
｢) 字形 息清造型
こ 字形

慶僻遁塑
⊂ 字塑.

ロ 字形ト ワ

リチブ

ロ 字形 ロ 字型

北鮮型 北鮮型
ト ウ ギヨ プ チ

プ

ヤ ン ト ン チ プ

ニ 列型

チ ヨ ン ジ ユ

カ ン(厨間)

後列型

5 童形

EZ E ZZ
1

( 複列

型)

成慶造型

ハ 土 ル ジャ チ

プ

(
一

字型)

r> &
p
[ > + 1

( 畢列型)

チ ヨ
-
シ ジ ユ

カ ン 無
4 童形 江原適塾

ヤ ン トシす

( ニ列撃)_
ボ ン ダ ン( 封

堂) 育

4 釜本定形 *
東海道

型-

辛 ?

_
プ チ ナ

( 複列型)
3 室形

●側入形

(
事 カ ナ ク モ ン チ済州道型 済州造型 * 両班型

① ⅦB
･

Lま 皆 時朝 鮮 線僚 府 の 建築技師
,
地 域的 区分を 試 み た 最初 の 倒 .

② 耐鮮 民 家 に つ い て の 村 田 の 研贋 報告(19 2 4) お よ び 帝 州 道建毒削こ隣す る 藤島 の 親 告(19 2 5) を 参考 に し
,

西鮮( 平安 道) .

中鮮( 見放 造) , 庵鮮(三 顧)地 方 型 を 一 般 型 と し
, 凍 州道 型 を新 た に 編 入 .

地域 よ り も 平 面型 を優 先 さ せ て 分類 し た 最初 の 飼 .

彼 は ま た
, 正 面間 で の プ オ ク(厨 房) の 有 無を基準 に 資 紳住 宅 と

- 放 任宅 を 分耕 し た
.(1 9 4 2 )

③ り ･

チ ョ ン モ ク(19 6 0) ,
フ ア ン ･ チ ョ ル サ ン(1 9 6 5 ) の 分析 法を 取 り 入 れ た も の

, 分断以 後 の 北 朝 鮮畢 界 の 研究 成果 を 塊

人成 .

ウ ェ ト ン チ プ と ヤ ン ト ン チ プ を 大分類基準 と し て 分類 L た 代 表的 な 例 .

-

h . 頗 山 武星 は(王94 0
,
1 9 4 1 ) ヤ ン ト ン チ プ(雨 通召) は 北 鮮 型 に

,
そ して ウ ニ ト ン チ プ(q 通 郁 は そ の 他の す ペ て の 型 に

- 一

般的 で あ る と い う 見解 を 明 ら か に す る こ と に よ り
,

お そ ら く 初め て こ の 用 語を 使用 し た .

⑥ 中 央 プ オ タ( 厨虜)j軌 済 州道乳 側 入 乳 4 寅不 定形 な ど新 た な 類型 を追加 ･

-･.J
･

カ
,

金 一
･

鏡(1 9 7 7) に よ れ ば
,

4 塞不 定 掛 ま成鹿 追 型 の 慶 尚道 式襲 形 で あ l)
,

側 人 形 は カ チ タ モ ン チ プ( ヨ カ ン ナ プ と ト ル

マ リ ナ ナ) の
- ･ 部 を 包含 し た だ け の もの で あ る ･

⑤ 郡 別 に 行 わi l た 度期 間 の 現 地 調 査 を整 理 し た 結果 物 で あ る .

地域 別 の 平 面 型匝 分 を 放棄 L , 各地 域別 に 多様 な 平面 例或 い は
一 般的 傾 向 の み を表 記 ･

⑥ 乍 面増 の み で な く 配 鑑 形 式 な ど を 住居 型 分薪 に 包 含 し
,

ホ ･
･

/ ナ ナ で の 孝酎ヒL た 形 態 と し て キ ョ プ チ プ を ヤ ン ト ン チ プ

と 分離 L た . ま た コ プ ン ジ ャ チ プ と - ニ ル ジ ャ チ プ ほ 大分 類項 に 庶 く こ と で ホ ッ チ ?
'

と キ ョ プ チ プ
,
ヤ ン ト ン 千 プ の 鵜 係

を n
iA

t･

定 し よ う と す る 意 囲 を 強 調 L た
.

そ の 軌 配 庶形 式 を区 分 し
,

再 び ア ン チ ェ (主 尾) の 構成 ,
サ ラ ン チ エ (舎 廊棟) の 構 成形 式を 別 に 分 嬢 す る

I

B 法( 塩 乳

1 98 9) ,
農 村 型住 居 と 都 市型 住 居 に 区 分し

,
分 梯形式 と

Z
F･ 面形 式を 同時 に 適 用す る 方昏(黄柴換

,
1 9 9 1 ) な ど が あ る

･ ま た
,

キ ョ プ チ プ と ヤ ン ト ン チ プ の 分類 に 封 L て地 域 的 な 区 分 で わ な く 時 期的 な 襲化 で あ る こ と を 考察 し た 研 究 成果( 田 鳳

梨
,
1 9 9 6) も あ る

.

-
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く主要 参考 文献>

張聖酸,

｢ 安 来土渓 洞 の 住宅類型 に つ い て の 研究) ,

r 大韓建築学食詰)8 1 競 , 1 9 7 i

李柑海他,

｢ 成連歌 に 表 れ た偉統住宅建築 の 内容 に 関する研究) ,

r 大韓建築拳骨 論文集J 2 2 戟, 1 9 $ 9

章柴 焼,

｢ 地 方 大木 の 知 識僅系分析 を通 じ た 停統住居文化 の 研究 ｣ ,

r 大韓建築拳骨論文集 J 4 0 軌 1 9 9 2

李相 潅,

｢ 1 9 世 紀陽宅 諭 に 表れ た すま い の 間 取 り に つ い て の 研究 ｣ ,

r 大韓建築学脅 論文集 J 2 0 軌 1 9 8 8

金塊植 他,

｢ r
民宅 ≡ 要 J を通 し て 見 た 朝鮮陽宅 諭に 関す る研究 ｣ ,

r 大韓建築 撃禽論 文集 J 2 0 鍍,

1 9 8 8

金束旭
,

｢ 1 副生紀香水原府都市地 域 の 住 宅規模 と構造 ｣.
,

r 建築歴 史研究 J 9 競 ,
1 9 9 6

金 一 鎮,

｢ カ テ ク モ ン チ ア に 関す る 考察 ｣ ,

r
大韓建築拳骨誌J 7 8 競, 1 9 7 7

曹成基,

r 韓国 南部地 方 の 民家 に 関す る 研究J , 嶺南大博士 論文 . 1 9 8 5

雀 萱,

r 朝鮮 中期以後 南部地 方 の 中上 流住居 に 闘す′る 研究J ,
ソ ウ ル 大 博 士論文 . 1 9 8 9

黄葉換,

r 韓国 住居 文化 の 歴 史} , 技文 堂 . 1 9 9 1

金 一 鉄,
金 命進,

｢ 慶北地 方 の キ ョ プ チ プ に 関す る 研究｣ ,

r 大 韓建築拳骨論文集J 6 - 5 . 1 9 9 0

曹成基,

r 韓 国
r
中部型 j 民 家 に 関す る研 究｣ ,

r 大韓建築拳 骨論 文集J 4 0 競 ,
1 9 9 2

田 鳳無 ,

｢ 朝 鮮後期住居 史 に お け る キ ョ プ チ プ 化現象 に 関する研 究 ｣ ,

r 大韓建築寧合論 文集 J 9 6

# , 1 9 9 6

3 .3 . 近 代 住 居( 洋式住 居 , 都市 住 居)

近代住居 に つ い て の 研 究 は
, 正代 建築 に 射 する研究 の

一

項 と し て 始 ま っ た( ? - 柱 , 朱南哲) .

し た が っ て
`

近 代 -

西 欧'
の 立 場 で

, 洋式建 築 の 範 時 に 含
■
まれ る 外人 館( 金春永) と 建築家 に よ る 作 品住

宅, 近代 的共 同住 宅 の 試作 で あ る 朝鮮 住宅曹圏住 宅( 冨井正 憲) な ど に つ い て の 研究 が な さ れ , 最近

で は 日 本式住居 の 韓牛島内 で の 襲容 と影響 に 閲聯 し た 研究( 李賢姫, 安聾浩) も ある .

し か し
, 近代住居 に つ い て の 研究 が本格 化し た の は

`

我 の 近代
'

に 封す る 肯定 的認識 の 結果 で

あり
, 儲 代 - 都市

'

と い う模 式 に よ り研究 の 幅 と封象 が 急激 に 境大 し た
. す な わ ち

, 自生的近 代 に 封

する探究 が 賓 単著 の 建築観( 金鴻植) と 近代初期知識人の 住居意識( 金純 一

) に 射す る 研究 に 表 れ, 氏

衆史的史観 の 影 響と し て 研究 封象を境 げ
, 民間建 設業 老 に よ り 大量 普及 し た 都市型 韓屋( 宋寅賓) と

農村住居 の 近代的変化( 田 鳳照, 李鏑列) に つ い て の 研究 が 行わ れ た . こ の よう な 近代住 居 に 射す る

研究 は
,

単位 住居 を 取り 巻く 園地 内 の 道 路と 輩地 の 構造 が 主 要な 研究主 題( 金聖 雨 他) と な り
, 住居

史と都 史 の 連結要素を な し
, 研究 の 時期的範囲を 現 在ま で境張す る こ と に よ り 連棟 し た 歴史鉄 塊を

可 能に す る 点 で 意義 が あ る
.

< 主要 参考 文戯>

ダ
ー

柱 ,

『韓国 洋 式建築8 0 年史 J , 冶庭文化史,
1 9 6 7

先帝哲 ,

r 李朝末 か ら1 9 4 5 年ま で の 韓国 の 住宅襲 遷｣ ,

r 大韓建築学脅誌 3 8 凱 ,
1 9 7 0

金春永,

r 韓国 開港期外 人 館 の 建築的特 性 に 関する研究 J ,
ソ ウ ル 大博士 論文,

1 9 9 0
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富井正 恵,

｢
朝鮮住宅 曹圃 の 住宅 に 関する研究(1)(2) ｣ ,

r 住総研研究年報 J ･ 1 5 ,1 6 軌 19 革8 ,1 9 89

李賢姫,

r 韓園 に あ る 日式住居 の 襲遵 とネの影 響 に 関す る研 凱 , 漠陽大博 士論文,
1 9 9 3

安登浩,

r
日帝頚占期 中廊下型日本式住 宅 の 移植と傾向に 関す る 研究J , 釜山 大博 士論文,

1 9 9 7

金鴻植 ,

r 民族建築論J
.

,
- ン ギ ル 祉 , 1 9 8 7

金純
一

, ･
｢
朝鮮後期 の 任意識 に 関する 研究｣ ,

r 大韓建築草食箆J 9 8 戟, 1 9 S l

～
,

｢
開化期 の 任意故 に 関す る研究 ｣ ,

r 大韓建築拳骨誌J I O 6 親, 1 9 $ 2

宋寅寮,

r
都市 型韓崖 の 類型研究 J ,

ソ ウ ル 大博 士諭 丸 1 9 9 0

t

田鳳 軌
｢
会 商賓性地 域 の 凹 字形 住居 に 関す る研究 ｣ ,

r 大韓建築草食論文集 J l 1 8 乳 1 9 9 8

李鏑例 ,

｢ 慶北地 方近代 韓魔 の 類型 と性格｣ ,

r 建築 歴史研究J 1 3 軌 1 9 9 7

金型 雨 他,

｢ ソ ウ ル 四 大 門内 の 俸統韓屋住居地 に お ける 近代的襲化 の 初期性格 ｣ ,

r
大 韓建築拳骨論

文集』 9 9 鯛,
1 9 9 7

3 . 4 .
マ ウ ル( 空 間構造)

マ ウ ル( 集落) に 対する 関心 お よ び 研究 が 始ま っ た の は 1 9 7 0 年代後年 で , 常時多 目的 ダ ム 建設 に

よ る 水 没地 区 に つ い て の 調査 が 輿機と な
.
り , 最初 に マ ウ ル に 射する 全教調査 が 始ま っ た( 蔚 山 太,

雀孝昇他) . 以 後 マ ウ ル に 対する 調査は,

一 次的 に は中下流層住居 に つ い て の 研究 の 範囲を最小食

括共 同健 と し て 境大する と い う側面 か ら始ま り, す ぐ に マ ウ ル の 空 間構造 に つ い て の 研究 が 撞 い

た
. 1 9 8 0 年代 中葉 に 始 ま っ た マ ウ ル の 空間構造 に つ い て の 研究は

, 道路 の 健 系や道 路と 敷地 の 関係

を始め
, 性格別領域 の 空間的限定 と昏点係 な どを 調 査し( 韓弼元) , 共 同住宅 の 設計な ど に 援用 しよ う

と す る 試 み も あ っ た
. 1 9 9 0 年代 に 入 り , 朝鮮後期 の 特徴的 マ ウ ル 形 式 で あ る

`

氏族 マ ウ ル
'

に 研究範

蘭を 具 鰻化 し, 内部 の 融 合的秩 序お よ び 形成過程 の 特性 な ど を 把接 しよう と い う試 み( 朴明徳, 田

鳳照) が ある
.

< 主 要 参考 文戯>

蔚Lu 大,

r
宜仁 ･ ソ ム マ ウ ル J , 1 9 7 6

襟章昇他,

r 大清ダ ム 水 没 地 区農村衆落賓測調査 ｣ ,

r
大 韓建築草食誌 J 9 8 競, 1 9 $ 1

韓弼元 ,

r
農村同 族 マ ウ ル の 空間構造 の 特性 と襲 化研究J ,

ソ ウ ル 大博 士論 文, 1 9 9 1

朴 明徳,

r
嶺南地 方同族 マ ウ ル の 倉沢形態 と建築特性 に 関する 研究J

,
弘 急大博 士論文, 1 9 9 2

田鳳幣,

r 朝鮮時代氏族 マ ウ ル の 内在的秩序 と建築的特性 に 関する研究 J ,
ソ ウ ル 大博士 論文 . 1 9 9 2

4 . 現 在 的 ア プ ロ ー チ( 俸統准 泉論 ,
D e sig n V o c a b u l a r y)

住居 更 に 射する 現 在 的ア プ ロ ー チ は, 歴 史的 ア プ ロ ー チ と 大き な違 い は 見ら れ な い が , 博統建築

文化 の 現 代的縫泉 と い う 側面 に より 主 眼鮎を 置く も の で
, 新 た な資料 の 羊蹄 よ り は , 多様 な建築計

劃理 論を 利用 し 一

次 史料を 再 分析する作業 が 大部分 で あ る .

1 9 8 0 年 ,

r 韓国 建築 の 外部空 間J ( 安瑛培) に よ り 樽統建築 に 射する 新た な ア プ ロ ー チ が 試 み ら れ
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て 以来, 1 9 $ 0 年代 に は 西欧 の 先進建築理 論 を直接取り 入 れ る 場合 が 多か っ た が , 最 近で は よ り 猿立

的 な解樺技法 を摸索す る試 み が 見 ら れ る . こ れ は
, 建築賓務 に 徒事する 老 に 博統建築 文化 に 封す る

関心 を喚起 し た と こ ろ に 大き な 意義 が あ り
, 賓際 の 建築 に 席用 さ れ る こ と も ある .

4 . 1 . 形 態 及 び 空 間的 特性

19 6 0 年代末 の
`

博統論争
'

は 停統 建築 に 射する 一 般人 の 関心 を喚起 し
, 俸統建築 の 研究 ブ ー

ム を

起 こ す こ と と なり
, 停統建築物 の 構成 要素 別 の 物理 的特性 を把擾す る こ と に カが 注 が れ た . 全開 の

主 要な 建築文化財 に 射する 調査と とも に
, そ れ ぞ れ の 形感を蒐 集 ･ 分 類す る こ と は 建築設計 の 直説

的復古主 義 に 繋 が る
.

し か し
, 住居建築 の 場 合 は , 他 の 樺威建築 の よう な規模や 意匠 を も た な い た

め , そ の 中心 か ら は 外 れる
.

こ の 系列 に 属する 研究 と し て は
, 権威 的建築 に 封す る研究 に 使用 さ れ た 屋根 の 形 態 , 平 面 お よ

び 立面 の 比例 な ど の 形態的特性 を 計量 化 する こ と と
,

住居 の 稗 成要素 を棟 ･ マ ダ ン ( 庭) ･ 口 ･ 門な

ど に 分 類し
,

そ の 各 各 の 物理 的特成 を調査 し た研究な ど が あ り
,

ポ ス ト モ ダ ン 理 論が 紹 介き れ た

1 9 8 0 年代 中葉 以 後に は 記 競論や
, 場 所論( 西 垣 安比 古) , 賓験 美挙 な どを 取り 入れ よう と す る 試み も

見ら れ た
.

住 居 建築 に お け る 現 在的 ア プ ロ ー チ の 最 も主要 な部 分 は 現費的健験 を中心 と し た 外 部空間
,

め

る い は 配置 計劃的側面 に 集中 し た
.

こ の よう な研究 は 1 9 i O 年代 以後 の 隷 備建築 家 の 修士 論 文 に よ

り 解蕪さ れ
, 韓筒 建築史 の 研究 ブ ー

ム を助成する の に 大き く寄興 し た
. 先 の 形態 的側面 に 射する 研

究 が 住居建築 の 場 合 は 相封的 な易鮎 を も っ て い る の に 封し
, 空間 的特性 に 範囲を旗張 する場 合, 住

居 建築 は 小規模 な建築物 が 数多く 集合 し た 配 置形 式に よ り重要 な研究封 象 と な る .
さ ら に

, 住居 建

築 の も つ 時間給 永凍性 は
, 侍統撒 東 と い う 時代的要求 に 通常 な部分 と し て 考 え ら れ ,

一 般 人 の 関心

を 集め
, 多く の 新 た な分析技法 を作り 出す こ と に 寄興 し た

,

初期 の 研究 は 外 部空 間 に 重心 が 置 か れ ,
マ ダ ン ( 痩) の 形式 と性格 に よ る分類 な ど に 関 心 が 集ま

り
, 棟 と マ ダ ン の 関係,

マ ダ ン を 限定す る 構成 要素 に 封する 研究 に 結 び つ い た . 最近 で は 分 析 の 空

間的範囲を よ り 塊大 し
, 自然的地 勢 と開聯 し た 建築群 の 配置 を分 析 し た り

, 人 間 を 建築 の 中心 に 置

き特定 の 観賞点 か ら建築的場面( 金 光鉱) , あ る い は 移 動鋭鮎 か ら の 建築 的髄験( 金 見場) を分析す る

研 究 な ど が 行 われ て い る .

< 主要 参考文献>

西 垣 安比 古,

r 朝鮮 に 於 ける ｢ すま い ｣ の 場所論的研究 J , 九 州大挙 博士論文 , 1 9 8 9

金 光鉱,

｢
住 宅 演慶堂 の 形 態分 析｣ ,

r 空間J 1 9 8 3 年1 1 月 競

金 寛錫,

｢ 朝鮮 時代住 居
｢ 濁柴 堂｣

-

廓 に 関す る研究(1)(2) ｣ ,

r
大韓 建築撃合誌J 1 2 1 , 1 2 2 軌 1 9 8 4
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4
.
2

. 環 境的 特性 一 媛虜 ,
オ ン ド ル

僧統住居建築に つ い

●

て の 最も. 大衆的な 関心 事 はオ ン ド ル で あ る . 住居 史研究 の 初期以来オ ン

ド ル の 燥虜方式 の 環境 工 寧的特性と と もに
, 先史時期 の 住居地 鞍乱 文戯史料 の 記事分析 な どを通

じ た 史的襲遵過程 に 関する 研究 が 継締約 に 鋳け られ て き た
･ そ の 結果,

オ ン ド ル の 時期的襲化過程

に つ い て の 理 解が 深 化( 金書 取 余明錫外) し
, 環 境工 畢的特性 に つ い て の 研 究( 李場合) も現在 の 親

壌境的 な 生活態度 に 鷹 じ て 新 た な関心 を 集め て い る .

< 主 要参 考文献>

金華 風
｢ 韓国住居燥虜 の 史的考察｣ ,

r 大韓建築学倉 凱 9 0 乳 1 9 7 9

余 明錫他,

｢ 博統 オ ン ド ル の 時代的襲遵 と形成過程 に 関する研究｣ ,

r 大韓建築拳骨論 文秦J 7 5 軌 1 9 9 5

挙場 合,

｢ 自然環 境調節側面 か ら見 た 韓国博統住居 の 環境特性｣ ,

r 大韓建築拳骨誌J , 1 9 8 6

4 ･ 3 ･ そ の 他( ア パ ー ト と 農村住 居)

以上 の よ う な偉統住居 に つ い て の 研究以外 に
, 現 代 の 都市住居 形 式で あ る ア パ ー

トや 畢濁住宅 ,

腰村住宅 に つ い て の 研究 に お い て も部分的 に は住居史的な ア プ ロ ー

チを 見る こ と が で き る
. 1 9 6 0 年

代 以後 の 野濁住宅 と と も に
, 1 9 $ 0 年代以後 の ア パ ー

ト はそ れ ぞれ 都市住虜の 基本 的形式 と し て 作用

し, そ の 平面 型 の 襲 化過程 か ら侍統的な要素 が 草見 で き る( 任昌偏 , 張成珠) . ま た
,
1 9 7 0 年代 の セ マ

ウ ル 運動 に よ る標 準設計圏 の 普及以後 の 襲容状況 を 見る こ と( 朴庚玉) も韓国人 の 住生活意識を確認

す る の に 有効な 資料 を 捷供 し て く れる
.

< 主 要参 考文献>

任 昌福 ,

r 韓国 都市畢滞 住宅 の 類型的持練性と襲容性 に 関す る 研 削 ,
ソ ウ ル 大博士 論 文, 1 9 8 9

弟 成 乳
r
1 9 6 0 - 1 9 7 0 年代韓 国 ア パ ー ト の 襲 凱 ,

ソ ウ ル 大 博士論文, 1 9 9 4

朴庚玉 ,

r 韓図 農村住 宅 の 平 面構成 に 関す る 研究 J , 大阪市立 大博士 論文 , 1 9 8 S

5
. 向 後 の 課題(住 居 史 の 復原)

以 ヒ の 内 容 は , 全て 朝鮮 時代( 掛 こ 後期) に 集 中す る 遺構 を封象 と し た 住居 史研究 の 経過を 整理

し た も の で あ る . 現在残 っ て い る遺構を 見る と, 朝鮮前期 と 推定 さ れ る1 0 除棟 を 除け ば , 全 て が 壬

辰 倭風( 文藤 の 役) 以 降 に 創建 さ れ た も の で
,

そ れ 以前 の 住居 に つ い て は文献 と 草掘 に 依 存す る し か

な い . ま た
, 朝鮮後期 に 創建さ れ た 住居 に つ い て も そ の 編年 が あ まり に も幅廉く(5 0 年な い し は 1 0 0

年 間隔) ,
こ れ か ら の 考琵 が 急 が れ る .

こ の よう な次元 で , 細部部材に つ い て の 厳密な 調査 研究( 金
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一 銭) は 大 き な意味 を も つ
.

韓 国 で 串掘 調 査さ れ た 住居 地 は 全 部 で 7 0 飴個 所, 4 0 0 飴基 に 上 る が
, 考古寧者 に よ る 鞍掘 が 主

導さ れ た た め
, 建築 史学者 の 参興 が 不 足 し住居史研究 の 上 で 大き な障害 と な っ て い る

. 具 髄的 に 構

造形 式や材料 , 道具 な ど に つ い て の 研究 が 不 足 し , 緊落全 髄 に 射す る 調査 が 行わ れ ず , 繁務 の 全貌

を 明 か に し難 い 状況 で あ る( 張 慶浩, 褒乗 宣) .

住 居 に 関聯 し た 記録 は
, 先史時期 の も の は 中国 史書 に 登 場す る 断片的 な記録 が あ る の み で

, 蘇

格的 な記録 と し て は 高喪中期 に 編纂さ れ た r 三 国史記 J の
｢ 屋舎候 ｣ が 最古 で ある .

r 屋含 候｣ の

内容 は 身分等級 によ る 家禽 およ び 家盛 の 規模 ･ 材料お よ び 意匠を制 限す る も の で
,

こ の 解搾 を通 し

て 統 一 新羅 時期 ある い は高麗時期 の 住居 に つ い て 比較的よ く 理 解 で きる( 李相海) . 高麗 時期 の 記銀

は r 高麗簡捷 J の
｢
口 重｣ の 内容 が 早 く か ら オ ン ド ル と関連 し て 注 目を 集め

, 最近 こ の 他 に も個 人

文集類 な ど か ら 住 居関連候 項 が 蔓見 さ れ て い

■

る( 季鏑例) . 朝鮮後期 は 比 較的豊富 な 文献 資料 を 残し

て お り
,

王 朝賓錬 お よ び儀軌類な ど の 官撰 史料 の 他に も , 朝鮮後期 の 安寧老 の 著述を 通 し
, 歯時 の

住居教や 住居状 況を 把達す る こ と が で き る 点 は
, 前述 の 通 り で あ る( 金東旭) .

< 主要 参考文献>

金 一 鎮 ,

｢ 朝鮮時代1 5 世 紀住宅 の ロ 隻窓 に 関する 研究｣ ,

r
大 韓建築学倉論文集 J 5 9 競 , 1 9 9 3

張慶浩 , 襲乗宣 ,

｢
住 居 地 の 車掘 と そ の 成果 ｣

,

r 大韓建築畢禽誌 J 1 4 7 競 ,
1 9 8 9

李相 海,

｢ r 三 園 史記 J
｢
屋 台 ｣ 候 の 再 考察｣ ,

r 建築歴史研究 J S 親,
1 9 9 5

季鏑例
,

r 朝鮮申期住 宅 史研究J , 嶺南大博士 論文 , 1 9 9 2

金東旭 ,

｢ 住宅 関係 の 文厭 と そ の 研究 ｣ ,

r 大韓建築草食誌J 1 4 7 競 , 1 9 8 9

-
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Ⅰ 畠城と城下町
- 日韓比較都市史研究会シ ン ポジウ ム

シ ン ポ ジウ ム の 記録

こ こ に収載したの は 1999 年10月26 日 に束北大学国際文イヒ研究科大会議室にお い て , 東

北大学国際文化研究科ア ジア社会論講座 と の共催で開催した シ ン ポ ジ ウ ム の 記録である ｡

開催に い たる経緯は｢ まえが き｣ に簡単に記 した ｡ 報告者とテ ー マ ､ そ して討論の発言者は

以下 の 通りである｡

計報告者とテ
ー

マ

1 . 玉井 哲雄

2 . 金 束旭

3 . 李 相棟

4 . 千葉 ■正樹

5 . 土本 俊和

研究会とシ ン ポ ジウ ム の 主旨説明

18 世紀にお ける水原草城 の建設と商業都市

邑城 の都市形態

城下町仙台の建設と変容

城下町松本に つ い て

5B討論参加者 (発言順)

小泉 和子 (愛知県立芸術大学)

瀬川 昌久 (東北大学東北 ア ジア研究セ ン タ
ー

)

平川 新 (東北大学東北 アジ ア研究セ ン タ ー )

前田洋
一

郎

入間田宣夫

千葉 正樹

李 善姫

斎藤 善之

宋 貴家

李 京賛

(東北大学大学院生)

(束北大学東北 アジ ア研究セ ン タ
ー )

(東北大学大学院国際文化研究科)

(東北大学大学院生)

(東北学院大学経済学部)

( ソ ウ ル市立大学枚建築都市造景学部建築科)

(風光大学校工科大学都市工学科)

当日の報告は日本側は日本語､ 韓国側は韓国語で行 い ､ 適宜通訳の 方々 に訳して い ただ

い た｡ 討論
･

部分も基本的には同様で ある｡

掲載した内容は､ 当日の 録音内容を原稿に起こ し､ 報告者それぞれに見て い ただ い て加

筆修正 して い ただ い たもの を基 に ､ 討論部分も含めて玉井哲雄の 責任で編集構成したも の

である ｡ 個々 の 報告に つ い て の 質疑内容はそれぞれの 報告直後に行 っ たが､ この 記録で は

最後にまとめ た . 当日配布したレジ ュ メ に つ い て は､ その 内容を再構成して掲載したo 金

東旭報告の ス ライ ドは ､ 編集の都合で 割愛した｡

当自の通訳は李雄九､ 李善姫､ 金其政 ( い ずれも東北大学大学院生) で ､ テ
ー プ原稿起

こ しと整理 は大石真巳(千葉大学大学院生) ､ 長川良宣(千葉大学学生) が分担した｡

束北大学国際文化研究科ア ジア社会論講座 関係者の 方々 には会場の設営､ 整理な ど大変

お世話にな っ た ｡ 記 して感謝して おきた い ｡
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1
. 研究会と シ ンポジウ ム の主旨説明

玉井 哲雄

魔研究会の内容

最初に､ こ の研究会の経緯､ 現在に至るまで どう いうことをや っ てきた のか ､ 現時点で

どの ようなことを考えて い る の かということを説明させて頂きます｡

｢ 日韓比較都市史研究会｣ とは ､ 仙台で こ の シ ン ポ ジ ウ ム を開くにあた っ て ､ 会の名称

が必要 と い うことで は じめて名乗りま した｡
こ れからは積極的に使 っ て い こうと思 い ま

すo こ の研究会は､ 19 98 年度から 3 年間の ｢ 日本と帝国の 中 ･ 近世 における都市空間の比

較研究｣ と い う研究題目の文部省科学研究費補助金が採択されて発足しま七た o 別紙リス

トのメ ン バ ー

(研究組織参照) で ､ 共同研究を始めて今年が 2 年日になります｡ 実際には ,

日本側と韓国側 の 都市史研究者が ､ 相互の都市を訪問しあ っ て実地調査し､ その都市の 現

場で議静し､ また研究会でお互 い の 報告を基に討論し､ 研究を進め て い こうということで

す｡

まず昨年度199 8 年度は､ 8 月に我々 日本側が韓国の 方に参りまして､ 後でお帯がある邑

城を中心とする都市を､ 韓国側研究者の 案内で見て廻りま した｡ それから今年1 月の終わ

りから 2 月の初めにかけて ､ 日本の近敵地方に韓国の方々 に来て頂い て､ 私達日本側の研

究者と 一

緒に近故地方の 主賓な都市､ 京都､ 大阪､ そ して今井､ 富田林などの寺内町を廻

つ で､ や っ ぱり都市の現場で議給して参りました｡

それから今年度1 999 年度は､ 6 月の終わりから 7 月の 初め にかけて ､ 韓国ソ ウ ル の ｢ 内

需洞｣ と い う地区の都市住宅に日本側研究者が行 っ て , 韓国側研究者の 方々 の実測調査に

参加させて頂きま した｡ たくさんの韓国の学生が参加した調査で したが ､ 日本側の学生も

参加しました｡ 今年度の 2 回目が , こ こ に来てや っ ております束北地方の都市調査です｡

こ の間に ､ 研究会を開い て い ます｡ 1 回目 ･ 2 回目は ､ 日本側､ 韓国側 それぞれ の都市

史研究が どう いう状況にある の か と いうこ とを､ お互 い に資料を出し合 っ て説明し合い ､

議論すると い うこ とか ら始めました. 3 回目の 近畿地方の都市をまわらて い る問に古ま, 近

故地方の都市の 具体的デ
ー

タに基づ い た報告も行い ま した｡

今年度の 第4 回研究会は､ ソウ ル の京畿大学校で行い まして ､ こ の 時は近代都市住宅の

調査を致しま した の で ､ 日本側と韓国側それぞれが近代都市な い し近代都市住宅の 調査デ

ー タ に関する報告を行い
､ お互 い にデ

ー タ交換を致しま した｡ 以上述 べ たような経過で私

達の研究会はや っ て まい りま した ｡

載研究会に い た る経緯

この様な共同研究が実現するに至 っ た過程を遡 っ て説明させ て頂きます｡

19 60 年代の後半以来､ 都市史研究は日本の 学会の 申で 一 定の地位を占め てまい りま し

た｡ 束京オリ ン ツ ピ ッ クが196 4 (昭和39) 年にありました ｡ ち ょうどあの頃に ､ 東京の都

市改造が 一

気に進み ました ｡ 都市改造と言えば聞こえは い い の ですが ､ 都市破壊､ 都市に

様々 な形で維持されて い た来た伝統が ､ その段階で 一 気に失われて しま っ たと い っ て よ い

で しょう｡
い わゆる 高度経済成長と い う日本社会全体の 変化 に伴う変動で した ｡ こ れ こそ

が日本の都市史研究が本格的に始ま っ た契機であると私ほ考えて おります｡

-
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その 都市史研究の成果が､ 論文とか研究書と い う形で出始めた の が1 980 年代です｡ そ し

て1 980 年代の 終わりから19 90 年代初め にかけて の時期に転換期が来ました｡ ちょう ど1 990

年とか1991 年頃に ､ 例えば ｢都市史研究会｣ ｢近代都市史研究会｣ ｢ 中世都市研究会｣ など

と いう､

一 連の都市史研究の研究会な い し研究グ ル ー プが発足しておりますo また その 時

期に ､ 19 90 年が江戸開府400 年､ 199 4 年が平安遷都12 00周年という記念行事が行われま し

た｡ 同時に韓国で は1 994 年に ソウ ル走都6 00周年記念の記念行事が行われて い ました ｡

こ の 研究会を始める大きなき っ かけとな っ た ｢ ソ ウ ル 定都 600 年韓日国際シ ンポジウ

ム｣ も開かれま した｡ たまたま私はそれ以前か ら､ ソ ウ ル の 都市史に興味を持 っ て おりま

して ､ ソウ ル に何回か行 っ て い た 関係でその シ ン ン ポジ ウ ム に参加させて頂きました｡ そ
.

の 時に ､ こ こ に い ら っ しゃ る金束地先生ともお話をしま した｡ その 当時日本の都市史研究

は､ か なり盛ん にな っ て い た んですけ ども､ 韓国の方で はまだ今
一

つ そう いう感じで はな

い と いう印象で ､ や っ ぱりこれは 日本と韓国の都市史研究の 交流を図らなければならな い

と思 い ま した｡

そ の1 994 年に ､ 実は後で報告して頂く李相棟先生が日本に い ら っ し ゃ い ま して ､ 199 5 年

4 月か ら私の い る千葉大学 に 1 年間外国人研究者と い う形 で在籍される こ と になりま し

た ｡ その 間の 1 年間､ 日本のあちら こちら の都市を見て歩い て頂い て ､ 益々 こ れは日本と

韓国の都市を色々 な形で比較しなくては ならな い というこ とに思 い至りました｡ と い うの

は､ 先程ちょ っ と申しました様に ､ 日本の都市史研究が199 0 年以降､ 転換点を迎えて い ま

した ｡ 研究の 方向がや や不明瞭にな っ て きて ､ 先が見えな い と い う所に来て い ました｡ 研

究者の多くが考えた こ とは ､ 日本の 中だけで はなくて ､ 少し外国まで視野を広げて み よう

で は な い かと いうこ とで した｡ しかし､ それは専らヨ ー

ロ ッ パ の都市との比較をめ ざして

い ました｡ ｢ 比較都市史研究会｣ と い う研究会が､ 既 に1 0年以上前か ら存在しております｡

日本とヨ ー ロ ッ パ 経済史の方々 が中心 にな っ て作られた研究会で ､ 研究内容自体は非常に

優れた こ とをしてら っ しゃ い ます｡ しか しなが ら､ やは り ヨ ー

ロ ッ パ 中心 の立場か ら日本

の都市を見る こ とになりますo

都市史研究の議論は､ 必ず都市と は何 ぞや から始まる訳で すけれ ど､ ヨ ー

ロ ッ パ 的な都

市を基準に考えたら､ 日本に都市は な い と いう極論すら､ その 当時まだありました ｡ それ

で は城下町は都市では なくな っ て しまう｡ これ はおか し い ｡ 私自身は江戸と いう日本列島

の 中心都市の研究をや っ ておりました の で ､ とりあえず､ 朝鮮半島の 中心都市として の ソ

ウ ル を考えた い ｡ 江戸 と ソ ウ ル を どうい う形で対比させ て考えようか ､ 比較が上手くは い

かな い ような気が致しました が ､ ともかくお互 い をよく知らな い と い けな い と いう時に ､

李相棟先生が い ら っ し ゃ い ま した ｡ そこ で 日本と韓国の都市史の 比較研究を計画しまし

た｡ 李相棟先生が い ら っ し ゃ る時に ､ 科研の タイ トル と内容を考えて申請致しました｡

実際に こ の申請が通 っ たの は 3 年後で ､ 実際に始ま っ たの は1998 年､ 昨年から始まりま

した｡ ともかくそう いう形で始ま っ た研究会ですから､ まず日本の 研究者は韓国の 都市を

知らな い ､ それから韓国の都市史研究者は日本の都市を充分まだご存じな い ｡ だから､ お

互 い ､ まず基礎から勉強しよう｡ 少なくと も現場に行 っ て ､ 現地で都市をお互 い に見なが

ら議論をして ､ 基本的な知識をまず蓄積して ､ そ こ から意見を積み重ねて行こうと いう こ

とを始めました ｡
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囲城下町と邑城

ですから
■
まずは日本の場合には ｢城下町｣ ､ そ こか ら私の場合は韓国の代表的な都市と

して ｢ 邑城｣ を考えました｡ 城下町と邑城を取り上 げたことが ､ 日本と韓国の都市を比較

する場合に い い のか どうかは軍だよく分かりませ ん o なぜ城下町と邑城を
.
持ち出 した の か

と い うと､ 日本の 場合､ 城下町を除い て都市を論じるこ とはできな い だろうと考えま し

た｡ 日本の都市類型 には､ 例えば平安京､ 平城京に代表される都城がありますし､ 寺内町

とか港町､ い わゆ る城下町に入らな い ような都市もあります｡ それから近代都市は､ また

別 の概念で考えなくて はならな い というこ とがあります｡ ただ日本の都市の歴史を考え

て､ 城下町で形成された都市の あり方は､ 恐 らくそれ以前の都城から受け継い で い る はず

だし､ それから中倣段階で形成されてきた都市的な伝統受け継い で い る o

L
その ような都市

的な伝統は ､ 近代そして現代の都市に受け継がれて い る はずだと い うふうに考えま した｡

韓国の ことは私はまだよく分か らな い ですけ ど､ 何回力璃 国に足を運んで受け がP 象で

は､ 韓臥 朝鮮半島全体の 都市を考える場合に ､ 長期問存在して､ なおか つ 広範臥 朝鮮

半島の それぞれ の地域に必ずあ っ て ､ それ が韓国の社会の 申で重要な位澄を占めて きた
'

の

が邑城であろうと い う様に考え.ました｡ そこ で ､ とりあえず城下町と邑城を対比させ る こ

とに よ っ て､ 比較研究をは じめ ようと考えました｡ ともかく出発点として今日の こ の研究

会があるの であり､ 今後の ことも含めて今日は考えて い きた い と患 っ ております｡

噂共同研兜の可能性と比牧の視点

最後に共同研究の 可能性と比較の視点に つ い て考えて おきます｡ 共同研究の可能性と い

うの は､ 日本と韓国の共同研究と いうことがあります｡ それから異なる研究分野間の 共同

研究があります｡ 私は建築史ですが , 文献史の 方がい ら っ しゃ るし､ 重要な関連分野と し

て考古学があります｡ 実は今日の 午前中､ 青葉城の石垣 の修復現場を見せて頂きました｡

深場の担当の 方に ､ 非常に興味深い 解説をして して頂きま した｡ 土木技術史的な琴点とい

うこ とになりますが ､ 城の石垣が ､ その時期によ っ て どの様な意味の違い が出てくる の か

という ことを､ 非常に丁寧に説明して下さ い ました ｡ あれは都市史的な観点か ら見ても､

非常に重要な視点で はな い かと思 い ます｡ つ まり考古学の観点も必要で ､ そう いう共同研

究と いう ことが､ 日本の 中だけで も必要にな っ て きて い ます｡ 恐らく韓国でもこれから必

要にな っ てくる の だと思 い ます｡ そういう多彩な分野問の 共同研究の可能性を こ の研究会

で は追求したい と思 っ て い ると いう ことです｡

先程の比較の 視点と い うの は､ 先程申 しま した様に､ 城下町と邑城と いうの をとりあえ

ず取り上 げて ､ そこ から話を広げて い 桝 凱 ､ い の ではな い かと いうと いうこ とです. そう

して行桝ぎ､ 古代都城の こ とも､ 近代都市の こ とも対象に して い ける の で はな い か ｡ 韓国

で も古代都城の研究はある し､ 発掘も行われて い ます｡ それから近代の都市計画は色々議

論されてる と思 い ますけれども､ そう いうことも含めて城下町と邑城という視点で ､ 再構

成してみ ると どうなる の か と いうの が ､ 現時点で私が考えて い る こ とです｡

今日は韓国側の 邑城に 関して の研究を金束旭先生､ 李相棟先生に ､ かなり無理をお願い

して ､ テ
ー

マ を設定して い ただきました｡ もちろん 二 人の方は韓国でも､ こ の研究の 分野

で は第
一

人者であると思 い ます｡ 私もその内容に大い に興味があり期待 しておりますo 報

告よ ろ しくお願 い 致します｡
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2 . 18 世紀に於ける水原華城 の 建設と商業都市

金 末娘

まず､ こうい う立派な研究会に参加できたこと､ 東北大学は韓国で も非常に有名な大学

で して ､ こ こ で発表で きる こ とは光栄と存じます｡ 私は韓国ソ ウ ル の京散大学に勤めて い

ますが､ 昭和51 年か ら6 年間ほ ど､ 早稲田大学理工学部建築学科の 渡辺保息先生 の所で ､

建築史を勉強しました｡ その 時､ 私が勉強した の は､ 建築生 産史で した ｡ 大エ さん の組織

を扱い ます｡ その 大工 の組織を記録した文献の中で ､ 韓国の水原 ( ス オ ン) の お城の資料

で非常に詳しい 物がありま して､ 博士論文を出して か ら､ 水原のお城の こ とを少し勉強し

始めま した｡ それで お城を勉強する と ､ 結局韓国の都市は邑城の 中で発達をしますの で ､

城だけ じ ゃなくて ､ その城 の中にある都市の こ と はや っ ばり問題 になるし､ 研究の対象に

なん だろうと思 い ま した｡ 幸い にちょう どその 時期に ､ 後ほ ど発表する李相補先生が ､ 同

じ大学の学科に
-

備に勤め るよう になりま した ｡ 李相棟先生 に い ろ い ろ都市史の こ とを勉

強させて頂 い て ､ 水原の お城の ことを少しまとめ る こ とが 出来ま した｡ 私の場合は､ 都市

自体 の こ とはあまり専門とは言えない ですけれど､ や はりこ れからお城の こ とを考える時

に は､ 大工 の組織の こ とを勉強 しなければならな い と思 っ た時期に､ ちょう ど玉井先生か

ら こう いう研究会 へ お誘い い た だき､ 昨年か ら 一

緒に研究する こ とになりま した｡

今日の私の発表の テ
ー マ は ､ 題目に書い て ある様に ｢18 世紀における水原草城の建設と

商業都市｣ で御座い ます｡ 商業都市を扱うの は大変難し い こ とで して ､ まだ韓国にお い て

そ の ような概念は成立 して い ませ ん ｡ 今日の 発表を通 じて ､ 商業都市を扱うこ とに よ っ

て ､ 自分 にと っ てもこ れか らの課題を どの ように研究して い けば い い の か展望する機会と

して考え七おりますo

主 に扱う時期は1畠世紀で すo まず1 8 世紀韓国に おける ソ ウ ル都市と水原都市を比 較し

て ､ 最後に商業部市に関する こ とを述 べ させ て頂きます｡ レジメ 1 ペ ー ジ に書きま した よ

うに18 世紀 と い うの は､ 韓国にお い て過渡期であると思 っ ております｡ 主にその 時まで の

中央集権的統治体制より少しずつ 変化がありま して ､ 農業生産 における変化とか, 主 に商

業にお ける変化が著 し い と申し上 げられます｡ 今日取り上げる18 世紀ソ ウ ル 都市は､ その

変化以前の 都市です｡ ソ ウ ル と水原を取り上げて比較する こ とによ っ て､ 18 せ紀以前の都

市と, それ以後の都市の 比較研究が出来る と いうように思 っ て おります｡

( ス ライ ドによ る説明)

こ こに い ら っ しゃ る皆さん は ､ まだ水原とかソウ ル に い ら したことがな い と思 い ますの

で ､ ス ライ ド * などで説明させ て頂きた いと思 い ます｡

* こ の記録で は ほとん ど省略せ ざるをえな い が 一 部を写真掲載で代えて い る レジ メ 図

も参照

まずソ ウ ル の位置です｡ 南韓国を横切る ､ 漠江 ( ハ ン ガ ン) と いう大きな川が流れてお

-
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りますo 水原と いう都市は ､ ソウ ル を守るた めに ､ 海岸の近くに形成された都市です ( レ

ジメ図 1 参照) o 1 8 世紀になりますと､ 南の方の 豊富な資源とかが ソ ウ ル に集まるように

なりますo そのような理由によ っ て､ 交通要所として水原 はも っ と広い所に移る必要が出

て来る と思い ます｡

ソウ ル ( 漠陽) の 立地 の 背景というの は､ 東西南北が 山に囲まれて います ( レジメ囲2

参照) o 水原の方は 海岸と言い ますか平らな所に出来ておりますo 現在の ソ ウ ル は ､ 拡大

発展して これより広 い の ですが､ 昔の ソウ ル と いうのは山城 の輪郭の申です｡ 中心部に景

福宮という宮殿があります ( 写真参照) o 左の 方に社穫壇 ( シ ャ シ ョ ク ダ ン) と いう祭事
を行う所があり､ 右の 方が宗廟 (写真参照) という建物です｡ そ

･ して 図2 では白抜きにな

る のが主な幹線道路です｡

朝鮮時代初期における石垣 は､ ご覧になるとお分かりい ただけるように (写真省略以下

捌こ指示の な い もの は省略) ､ 下の 方は大き い 石 が敷かれておりまして ､ 上 の 方は小 さ い

石が敷かれて い ます｡

20 世紀初期に おける南大門の 写真ですo 現在の南大門です (写真参照) ｡ 現在の ソ ウ
■
ル

の 中心 の写其です｡ 山に囲まれて い る の は現在も変わりませ ん｡

18 世紀ソ ウ ル を描い た地図をあげて い ます ( レジメ図3 参照) ｡ こ こで注目して頂きた

い の は ､ T 字の棟な道が出来て い るの がご覧になると分かると思 い ます｡ 18 倣紀を過ぎた

所で T 字の所で は､ 盛んな商業活動が行われ るようになりますo

こ の絵は水原の 移転する以前の地図で御座い ます○ ソ ウ ル を守るために侍られた都市と

して理解出来ますQ まず山に囲まれて い たことが分かると思 い ますが､ その中に主 に
一 般

住民が住んで い ました｡

こ の絵は新しい場所に移 っ た水原の絵です ( レ ジメ 図 4 参照) ｡ 元 々 の水原 と い う所は

絵の下 の所にあたる場所にありましたo 18 世紀末に貴ん中の 所まで移転が進 んで おりま

すo 交通がとても便利な所でありまして､ 上の方はソ ウ ル で下 の方は南の方へ 繋が る場所

でありますo まず水原 の内郭が成立し､ その 後､ 外郭にあたる所が どん どん出来て い きま

した｡

城郭の名称を ｢草城｣ と変えました ( レ ジメ囲 5 参照) ｡ こ の水原の主な特徴として は ､

西 の 方に山がありまして他の方面は平地で したo 西の 方に ｢ 官衛｣ が ありまして ､ 道が主

に十字の形 を取 っ たの で違 っ て きて い ます｡ こ の 十字の 道沿い に商店街が出来て おりま

すo 現在の水原です｡ 北の 方の正門 の写真です｡ 西の 門と城壁 が繋が っ て い る写真です｡

都市の真ん中を横切 る水路 の 門 (写真参照) です｡

こ の 石垣は ､ さ っ きご覧にな っ た ソウ ル の 石垣 の積み方とは異な っ てお ります｡ ソウ ル

の 石垣 とい うの は､ 下 の方に広い石を敷い て ､ 徐々 に上 - 小さ い 石を積ん で い ま した｡ 水

原城で は上下の石の 面積における差はあまり見られず､ 同 じサイズ の石を積ん でおります

(写真参照) ｡ 城壁の周りには防御の ため施設がたくさん作られております (写真参照) 0

煉瓦で作られた物です｡

こ の写真は20 世紀初期に当たる物で ､ 北の 方の 門の所にあ っ た商業地域です｡ こ れは南

の 方の物で御座 い まして ､ 左右に商店が形成されて い る の がお分かり頂ける と思 い ます｡

20 世紀初期の水原城の城壁が こ の様に形成されて い ますo

一 般人たちの 居住地域で すo 北

の 門と南の 門を結ぶ大きな道路が出来て い ます｡ 北と南を貫くこ の様な大きい 道路沿い

-
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に､ 商業の活動などが額紫に行われて い たと思 い ます｡

こ の 図は次の 発表者で い ら っ し ゃ る李相棟先生 がお作りにな っ た図 (省略) です｡ 19 1 0

年に作られた物を ベ ー ス に しております｡

一 般住民が住んで い た 地区と畑があります｡ ま

た同じく北と南を結ぶ大きな道路が見られます｡ 上の 方に官庁が見られますし､ その前の

道路がや はり十字の形を取 っ て い る ことが分かります｡ こ の道路の名前は ｢十字街路｣ で

す｡ この道沿い に商店が並ん でありま した｡ ソ ウ ル の 主な商店街というの は T 字の形を取

っ ておりましたが､ 水原で は意図的に十字の形を取 っ た道路を作 っ て い たと いうように記

録されて い ます｡ 南の 方の 外側 に居住地が広く見られます｡ 橋が見られます｡ 土地を細長

く区画する こ とが特徴になります｡

この地域 の地名というの は ､ おそらく昔の ｢柳川 (ヤ ナゲ) 店｣ と い う店の 名前か ら由

来 した地域 であると思 い ます｡ 水原の こ の 部分に見られる様に､ 上下で広が っ て い る様な

こ の分布の形は他の所でも見られて い ます｡

こ の 図はやはり挙党生 が作 っ た図 ( レジメ 図 6 参照) です｡ ソ ウ ル の北 の 高陽願 ( コ ウ

ヤ ン) と い う地域 の 図です｡ こ の 地域 は中国からソ ウ ル に入 るた めに ､ 最後の 所で泊ま っ

た客舎 (キ ヤ ク シ ヤ) の あ っ た所です｡ 真ん 中の所に官庁があります｡ 普通 は こ の 官庁を

中心 に小さな町が形成されますが ､ こ の都市の 主な特徴と して は ､ 右側で上下にまたが っ

て い る ような居住地があります｡ 右 の方にある の が道ですが､ 上 の方は中国 に繋が っ て ま

すし下 の方は ソ ウ ル に繋がる道です｡ 建物が建て られて い た土地 であります｡
こ れも上下

にまたが っ て い る様な区画が見られます｡

こ の 地域 は20 世紀初期に酒場が沢 山ありま した｡ こ れは ソ ウ ル にあ っ た商店の 一

つ の写

真です｡ こ れも種類は遠い ますが他の商店の建物を写した写真です｡ 水原城は韓国の 戦争

の 時だ い ぶ壊されて い ます｡ 1 940 年 - 1 950 年の 間に ､ 都市中心部に対する整備が行われま

した｡ 北の 門か ら南の 門に繋がる道路です｡

~昔の道路の 幅は壊されまして ､ 現在はも っ と

広 い 幅の道路 が作られて い ます｡ そ の時ほ とん どの 商店も破壊されたと見られて い ます｡

他の所も直線状に近い都市改革が行われます｡ で も所々 は昔の様な路地が残 っ て い ます｡

現在水原城は世界遺産として登録されて い ます｡ 選ばれた の は主に城壁 であると思われ

が ちで すが ､ それだけで はなくその 中身､ 都市内部も結構注目されたと思 い ます｡

( ス ライ ド説明終了)

レジメ 2 ペ ー ジをご覧下さ い ｡ 囲 3 に1 8 世紀頃の ソウ ル の 図が措か れて い ます｡ 下 の表

に は昔の水原の 住民構成と家屋の規模を表にまとめま した｡ 水原はソ ウ ル を守るた めに作

られた都市でして ､ あまり規模的 には大きくはなか っ たと思 い ます｡ 都市中心部には 約

40 0戸 ぐら い の 家屋がありま した ｡ そ の 中で主 に都市中心部にあ っ た 244 戸 の家屋にお け

る住民構成､ 家屋規模が知られて い ます｡ こ の表は18 世紀地方中小都市にお ける資料とし

て価値があると思 い ます｡ 主に都市に居住して い たと見られる階層は良民で して ､ レ ジメ

の 1 ペ ー ジ に説明がありますように , 農民とか膿民に属する人々 です｡ そうい う良民 たち

が住ん で い た建物は ､ 6 間 ( カ ン *) ぐら い の面積があ っ たと思 い ます｡ 2 44 戸の 家屋 の 中

で瓦で できて い る家は
一

戸しかありません で したo 大き い 家屋 は 2 0 間 以上 の物もありま

した が ､ 普通はだ い た い 6 間ぐら い で した ｡ 水原が新し い 場所に移る ことによ っ て ､ 人口

ー
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などもおびただ しく増えま した ｡

* 日本 の尺開法によ る間( ケ ン) ､ ない し柱間の数を表す間と は違 っ て ､ 韓国で は柱 4

本によ っ て構成される建築の最小単位を間 (カ ン) とし､ 建築の濁模もこ れで表現

する o その柱間の長さは 一

定で はな い Q

レ ジ メ 3 ペ ー

ジ上を見て下さ い o 新し い水原を作 っ た理由というの は､ ソ ウ ル の南の方
に巨大な商業都市を作るた めだと思 い ますo その日的というのは王権を - 層強くするため

の 措置だと思 い ますo そういう商業活動を括 劉こするた 捌 こ､ 海岸というか平地に村を作
っ て い っ たと思 い ます｡

レジ メ 4 ペ ー ジをご覧下さ い o 水原の その後の 発展過程に つ い てはまだ明らかで はあり
ませ んo 建設当時､ 色々 な商人を集めて 一

つ の都市として昇格させ ようと した そういう試

みは見られますが､ 2 0世紀初期におい て はそう い っ た資料がまだ見あたりませ ん ｡ レジメ

4 ペ ー ジ の ｢18 慢紀の都市商業化と街路の発達｣ に表現しましたように､ 韓国の学会では

商菜都市として の 課題に つ い て､ まだ活発 な研究は行われて い ませ ん｡ しか し商業活動に

関する様々 な文献､ 資料は出て い ます｡

ソ ウ ル で は ､ 官庁用品と都市生活用品を扱う特権専門商店と い う市魔 ( シテ ン) と いう
もの がありま したo さ っ きス ライ ドで ご覧にな っ た高陽僻 ( コ ウヤ ン) と いう所でも見て

い ますが ､ 上下 にまたが っ た様な商店､ 商業活動の様子が見られます｡ これはあくまでも

20 世紀初期における資料でありますが､ 18 世紀にお い ても､ ある部分は こうい う傾向が出

て い たの で はない かと思 っ て おります｡ 類似したことは安城願 ( ア ンゾン) と いう所でも

見られます｡

水原と いう所は商業情動の延長線上で考える ことが出来ると思 い ます｡ 現在は商業括動

と都市との 間の 関係に つ い て は こ れ以上申し上げることはできませ ん0 1 8 世紀以後の 商業

活動は､ 色々 な形をと っ て出てきたと思 い ますo 従 っ てその結果として都市に おける商業

活動も様々 な形を取 っ て い たの で はな い かと思 い ます. これから の課題として は､ 色々 な

可能性を持 っ た商業活動として摂 っ て いく必要がある の で はな い かと思 い ます｡

韓国にお い て は ､ 主に17 せ紀まで官庁, 官街 における活動と いうか役割が大きか っ たと

い われて い ます｡ 従 っ て ､ 官庁と商業施設の関係も､ 複雑な形ではな い か と思 い ますょ こ

ういう課題を解決するの に
一

番難し い の は , こうい う資科や建物が残 っ て い な い と いうこ

とですo 主に道路拡荘の時などに､ 他の建物として建て直されたと思 い ますo 18 世森以後

の 商業問題, 特に都市における商業問題の比重は大き い と思 い ます｡

まだ必ずしも充分 に研究されて い な い 問題をお話する様になりまして ､ 大変恐縮に思 っ

て おります｡ こ の 課題 は李相木求先生と私を始め ､ 韓国都市に関心を持 っ て い る人の プ ロ

ジ ェ ク トとして これから 一 生懸命や っ て い きた い と思 い ますo

私の発表は こ れで終わりに します｡

-
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金 乗場報告レジメ

主題 韓国 の 中世.都市

朝鮮時代の 地方都市 : 水原牽城 と地 方の 邑城

題目 1 8 世紀に 於 け る 水原華城 の 建設 と商業都市

金東旭

( 韓国, 京畿大挙校 建築学部 数授)

1
. 韓国 に 於け る1 8 世紀

(1) 朝鮮王朝【李朝](1392 -

1910) の 基泰髄御

中央集禅的統治壇制

両班 に よ る融合支配( 両班 と 良人 主 に 農民,

牌民に 廃する奴碑 を含 む)

農業中心 の 経済構造 と商業 の 抑制

(2) 1 8 世紀 の 襲化

農業生産力 の 草展

商品貨幣健涛 の 進展

全国的な場市(定期市)

都市地域 の 商人成長

都市 の 常設店鋪 の 増加

身分制 の 解牒

農民層 の 分化(富農 の 成長 ,没落農民

の 都市賃努動老化)

南蛮層 の 分化( 没落階層 の 農民化)

中人膚 の 度頭( 都市 の 専門職菜階層)

2
. 草陰( ソ ウ ル) の 都市形塵

(1) ソ ウ ル の 歴史

1 392 年に朝鮮王朝建築 ｡ 2年後 に漠陽 に遷

都 o 以後5 百年 の 王朝 の 首都を経て 現在も韓

国の 首都とし て存績

囲 -

1

水原位置陶

顔 -

2 朝鮮初期 の 漠陽

-
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(2) 立地 : 四方 の 山 に囲ま れ た確勢( 偉統的な

風水観 の よる立地)

都市 の 南に牛島 の 中心 を横切る漢江 が流れ る(

水運利鮎) o

(3) 城郭 : 四方 の 山 の 頂上 を結ぶ長さ約15k m

の 不規則な形態 の 城壁 B 城壁の4大門と4 ′j ､ 門

を設け る o

(4)街路 : 寛大門と南大門を結 ぶ 東西 の 道路

と
､ 都心部か ら南大門を結 ぶ もう 一

つ の 道路

が 幹線(大路)をなす ｡ 中路と小路は地勢 に沿

っ て 不 規則な形態を成す｡

(5)居住頒域 : 人爵的 か つ 計劇的な領域区分

は見られず ､ 宮殿､ 祭柁施設､ 官騰 が細市 の

北側に 配きれ
､ 洩る所に住民軒分散して居住

す る ｡ 後に北部 の 官廓 の 周過に官吏た ち が
､

中部 の 河川 の まわり に商人と手工来者が ､ 南

部 の 傾斜地 に良人 た ち が住む
. 城外に も早く

か ら居住地 が形成される o

3 . 葡水原都護府 の 住民構成 と都市 形藤

(1) 立地 ; ソ ウ ル の 爾､ 紛40k m o 西部の 海

岸か ら都城を防寮｡ 四方に 山 で囲まれ た典型

的 な地勢D 凍北方 の 花山 を主 山 と す る .

(2) 住民構成(1 789 年普時)

全鰻 の 都市区域 の 居住家慶は約400戸

都市中心部 の 家屋244 声 の 住民 と 家慶規模

(3)官鹿施設 と 街路

主 山( 花山) の 下 に官磨を配置し ､ 官庶 の

前 の 東西方向 の 幹線の碑銘 が走･り ､ 官磨 の 前

面 に もう
- I 一

つ の 餅路が T 字形 の 街路を形成

4
. 新都 市葦城 の 建設と築城

(1)水原府 の 移韓

1789 年､ 永原都護府 の 官鮭 と住民を北側

の 紛6k m に ある 八連山 の 下に移韓し て新都市

を造成

(2)商人 の 誘致

隣証 の 商人 た ち を水原府 の 誘致｡ 無利子

の 資本を貸輿

-

79
-

囲 - 3 1 8 世紀頃 の ソ ウ ル(漠陽囲)

表 葡水 原都護府の 住民構成 と 家屋規模
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(3) 準城 の 命名と昇格

都 市を建設し て3年後 に住民斬5 .0 0 0 名に

なる ｡

都市 の 名稀 を華城 と定め ､ 長官を と等し

い 正2 品に 昇格

(4)都市建設5年日には築城を開始 ｡ 2 年牛後

の1796 年に 完成

(5) 輩城建設の 動機と 目的

ソ ウ ル の 南側LJ の 新し い 鯛品流誠 の 雌即郎
I

LIJ を姐.役

僧火する 臣節に 射し王棚を潮化す るt~川勺

で軍司妄と経済 の 都ff.I 造成

5 . 難城 の 都
'

fh
一

形漉

(1) 立地 : ゾ ウ
.
ル の 南側の 交 馴 J 心地 ｡ 西側

の 海抜14 0 m の 八連山 を立山 と す る平地 に造

皮

(2) 城郭 : 画 の 山 の 頂上 から全長5 .4lくm 不規

則な形態

4 所 の 城 門 5 所 の 暗門 の は か に砲健､ 椎城 .

垂心敬な ど の 防禦施設を備える ｡

ニ
屯
一
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(3) 都市施設と 衝路 : 主 山 の 下に官療を配置

する
o 南北 の 幹線道路 と

､ 官廉 と東門を結ぶ

道路 に よ っ て 中心部に 十字形交叉路形成

6 . 1 8 世紀 の 都市商業化と街路 の 婆遵

(1) ソ ウ ル と 地方都市 の 事例

ソ ウ ル : 鐘榛 の 左右荷路及 び南側の 街路

に沿 っ て 市塵(官厳用品と都市生必品を扱う樽

柿専門商店) が並ぶ
D 郊外 の 交通要地 に商業

施設 が 並 ぶ 街路形成( 壌院 ､ 松波専)

高樋鯨 : 中国か ら ソ ウ ル に 入 る最後 の 宿泊

地と して 商業施設 が 塵 ぶ篠路形成

安城鯨 : 官磨地域と新しく形成され た市場

を結 ぶ 直線状 の 衝 路形成

(2) 牽城

北門と南門を結ぶ幹線道路 が南門の 外 の

梅橋ま で延び て都市 の 中心空間を形成

十字街路及 び南北幹線 の 街路 の 周過 に商店

形成( 米塵, 虹文塵, 革塵 等)

7 . 商業都市 の 研究課題

(1) 商業都市 の 概念

(2) 全国的な商業的都市 の 存在様態

(3) 都市内の 商菜施設と 他 の 建物(官磨, 住

餐) と の 関係

(4) 街路逮 の 商店 の 分布

く5) 商店建物 の 建築形態 の 把握

-
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1 官艇

2 商店施設

簡 - 6 1913 年作成 の 高陽解

の 地籍蹄



圏 - 7 1 91 0 年代水原市衝地( 1913 年作成地籍囲)

節 - 8 上岡 ( 部分) 画 一9 1990 年代 水原中心部

-
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ソ ウル景福宮 光化門

ソウル 南大門

水原城 華虹 門

ソ ウ ル 宗廟

ー 8 3
-

水原城 長安門

水原城 空心敬



3 . 邑城 の都市形態

宰 相棉

李朝棟です｡ 金束旭先生が報告 した内容を受けて ､ もう少し 一 般的な邑城､ ない し邑の

周辺 の 話をする ように準備をしました｡ ｢ 邑城の都市形態｣ と い うタイ いレで報告敦 しま

すQ 全体的に材料が概括的なもの なの で ､ 皆准方に邑城と い うものが どうい うもの なの か

と い う ことを理解して頂くための発表として理解して頂きた い と思 い ます｡

まず邑城 の前に ､ 邑に対して い くつ か お話しした い と思 います｡ ｢ 邑｣ は中国語でも古

代の都市の出発点と して扱われて い ますが ､ 朝鮮で も文献に ｢城邑｣ と いう言葉が出てき

ております｡ 邑と い う単位は朝鮮にお い ても ､ 原形的なも の であると思 っ ております｡ そ
･

れから の 問題 は, 邑と いうもの と人を表す ｢都邑｣ と いう言葉が あり
●

ます｡ その 面か ら見

ますと､ ｢首都｣ と い う言葉を ｢都 邑｣ と いう言葉で表 して い ますの で ､ 結局 ｢首都｣ と

いうソ ウ ルも邑の 一 つ であると考えておりますo 中国の場合 は ｢ 都｣ と いうの は宗廟があ

るとこ ろ を指して い ました｡

それで は本来 の内容に入りまして ､ 韓国朝鮮における邑城の 分布に つ い て説明した い と

思 い ます｡ 囲 1 が朝鮮申≠削こおける邑の行政によ る区別 を表した地図です｡ 朝鮮時代にお

い て は邑 の行政単位を ｢府｣ ｢牧｣ ｢ 部｣ ｢ 願｣ と い うように分けて い ま した｡ もちろん ｢府｣

が
一

番大きくて重要で した. その 次に ｢ 牧｣ と ｢郡｣ ｢ 願｣ とな っ て い ます. それから｢嚇｣

を二 つ の段階に分けて い ま した｡ それとは別に軍事的に重要な意味を持つ 地域を ｢留守

府｣ とか ｢都護府｣ とか ｢ 大都護府｣ とかそういう名称で した｡ 下の 方の凡例 に分けて お

きま したの で ､ 参照 して頂きた い と思 い ます｡

囲1 ､ 図 2 ､ 図 3 の 3 つ の地図はだ い た い 似たような感じの 分布を示 して い ます｡ 図 2

の 地図は1 8 世紀の 中頃に邑城があ っ た所を示 した地図です｡ 図 3 は1 8世紀後半の都市部に

おける 邑の人口 を100 0 人から区別して表した地図です｡ 図 1 では ､ 要するに行政単位の 重

要度を見て頂きた い ､ それから図2 で は邑城があるか どうか に つ い て ､ それから囲3 は人

口を表した地図で す｡ こ の 3 つ を合わせ て ご覧頂きた い と思 い ます｡

朝鮮時代 は時期によ っ て少し変わりますけれども､ 邑が3 30
-

35 0 ぐら い 存在 して い ま し

た｡ その 中で40 % くら い の 邑が邑城を持 っ て い ま した｡ 表 1 は､ 15 世紀後半と1 6 世紀､ 18

世紀､ 1 9世紀における文献に現れてくる 邑城の数を記録した物です｡ こ の 表によりますと

地方に よ っ て ､ どれ ぐら い の 邑城があ っ たかが わかると思 い ます｡ また､ 表2 には先ほ ど

の 行政単位によ る邑城の 保有率に つ い て表 しておきました｡ 結果的に行政単位で重要な都

市は邑城をたくさん持 っ て い たこ と が分かります｡ 常識的な話で すけれども､ 重要な都市

は結局人口が多くて ､ 人口が多い 都市は邑城を持 っ て い たと いう話になります｡

そうv i っ た背景か ら､ あらため て図 2 の 地図をご覧頂きた い と思 い ます. 邑城が あ っ た

所の 点をご覧頂くと､ 3 つ の 特徴がある こ とが分かります｡

一

つ は西海岸か ら南海岸に至る所 に ､ 点が多い と いうこ とです｡ 特に黄海道から慶尚道

に至 る所に分布が多い です｡ 二 つ 目は ､ 北 の 方の境界の所で は ､ ほとん どの 邑が 邑城を持

-
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っ て い ます｡ それか ら三 つ 目の 特徴です｡ 釜山 (プサ ン) とソ ウ ル ､ それから義州 ( ウイ

ジ ョ ウ) と いう北の 所の 間に書かれて い る線は当時の重要な道路です｡ それらから見ます

と､ 釜山からソ ウ ル に至 る所の 道路沿い に邑城が多い という ことが分かります｡ 同じく､

北の 義州 ( ウイ ジ ョ ウ) か らソ
.
ウルに至る海岸の所にも邑城が多い と いう ことが分かりま

す｡

これらの こ とからもう
一 度考えますと､ 邑城 と いうもの は結局､ 海岸の 防御､ それから

内陸の主要都市の 防御に軍事的に重要な役割をする所だ っ たと いうこ とが分かります｡ 朝

鮮時代の初期､ 15 世紀の初期に海岸地方の 邑城が ､ 雇い 問にたくさん発達する こと になり

ますo その 目的は ､ 苗代から外国からの侵略がいくつ かありまして ､ その海岸を守るため

の 目的を持 っ ております｡ 韓国にお い て ､ そもそも都市を守るために は, 山城がありまし

た o 結局 ､ 邑城は韓国にお い て､ その 山城の役割をはたして い たと いうこ とで す.

- 般的

な原則なんですが､ 朝鮮時代の初期には邑を防御する ､ 戦争が起きるとその住んで い た場

所を捨て て､ 山城あ る い は邑城に逃げるそうい う方法をと っ て い ま した ｡ 住んで い る所を

焼き払 っ て山城とか邑城に逃げ込ん で ､ 防御をするのが朝鮮時代はじめまで の
一 般 的な原

則的な守り方で した｡ そういう意味で ､ 朝鮮時代の 初期までは ､ 邑城と いうものが 山城と

同じようなもの で ､ 山を背景に して立地されて い たというふうに思われます｡ その 話は後

ほ どまた静します｡

次に ､ 朝鮮にあ っ た邑と邑城というもの も､ 地域椅に大い に特色があ っ た朝鮮半島の 地

域に よ っ て どん な特徴があ っ たと いうことに つ い て許 します｡

一

つ の特徴に つ い て は図 4 にまとめて示 した地形図をご覧頂きた い と思 い ますo ちょ っ

と小さくて よくは見えませ んが ､ こ こ に示した の は邑のまわりの 地形を表した地形図です｡

こ の 掬角形 一

つ
一

つ がちょう ど10k m x lOkh になりますo 全体的に開放的で平地 に位置付け

られた場合もありますが , 地形が険し い所ある い は山奥に立地する場合もあります｡ その

理由は ､ 基本的に朝鮮半島が東側 は山が険しく､ 西側 は平地であるという地形によ るとい

う点にあります｡ その ことから､ 地形が違うことによ っ て､ 建設される亀城が違 っ てくる

と いうことに なります｡

もう
一

つ の 特徴として は ､ 朝鮮時代の初期に開拓されてくる北の 方の威鏡道を考えます.

朝鮮時代の初期に成鏡道のあたり の地域に ､ さかんに軍事的な新都市を作 っ たと い うこと

です｡

それで は邑城 の 特徴を地方別に簡単に整理して い きた い と思 い ます｡ 図5 を ご覧下さ い ｡

先ほ ど申し上げました朝鮮の 北側成鏡道と平安道の所の 邑城です｡

一

番上 の右側 の 倉寧 ( カイ ロ ン) を ご覧下さ い o こ の 地図を見ますと左側 にあ る成輿

( ハ ンブ ン) の 場合は山に囲まれた地形を利用 して ､ 城を築城して い るんですけれ ども､

禽寧の 場合は長方形 に計画的に城を築城 して い る こ とがよくわかります｡ 成鏡道の 鏡城

( キ ョ ン ソ ン) も同じです｡ 朝鮮時代以降に作られ た 邑城の場合は成鏡道以外の所で は､

こうい っ た計画的な邑城は見られませ ん｡

平安道の 特徴を 一 つ 上げます｡ 表3 を見て頂きた い と思 い ます｡ これは邑城 の規模を段

階別 に､ それか ら地域別 に分けた表です｡ こ の表を見ますと､ 下の 方に行く ほ ど大き い 規

-
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模ですが､ 特に平安道の 場合は規模が万尺 ( マ ン セ キ) 以上 の城が多い と い う ことが分か

ります｡ 他の 地域に比べ ると特徴的な こ とです｡

それか ら図 6 と図 7 に ､ 忠清道､ 慶尚道､ 全羅道と いう朝鮮の 東南部の地域の 邑城の例

を挙げて い ます. そこ に全薙逆光陽 ( コ ウq.
ウ) と い う邑城があります. これが邑城の 規

模として は
一

番小さいもの で した. 周りの 長さ は440 メ - いレしかありませ んで した. ほ

とん ど大きな土地区画の
一

つ に当た ると い っ た小さな邑城で す. 息清道､ 慶尚道､ 全羅道

の場合は ､ 光陽の例はちょ っ と橿端ですけれ ども､

一 般的に邑城が大きくな い と いうこと

です｡ そ の 理由としては ､ 地図で わかるよう に､ 城内に官衝があ っ てその他の建物があま

りない と い うことがあげられます｡ 城内には官街があり､ 官衛 に勤務 して い る人たちが住

むくら い で した｡ 大部分の住民連は ､ 城の 外側 の方に居住して い ました ｡ ですか ら､
こ の

地域にお い て は邑城は都市の 中心部という機能をは たして い ました｡ それに比べ て先ほ ど

図5 と表 3 で説明敦 しました平安道の 邑城が大きくなる と い うことは ､ 都市内部のあらゆ

る施設と､ 住民達の居住施設が全部入 っ て い たからです｡

以上 の こ とか ら､ 邑城は大きく三 つ に分けられると思 い ます.

一

つ は ､ 全羅道､ 忠清適､

慶尚道地方の 邑城で ､ 邑城が都市の 中心を構成する と いうこ と､ 二 つ 日ほ平安道に見られ

る 邑城で ､ 邑城の城郭が都市の外郭を示すと いうこと, 三 つ 目は成鏡道の 邑城で ､ こで は

軍事的新都市で あると い うこ とで す｡ こ れが地形的に見た特徴です｡

最後に囲 7 の 地図をご覧下さ い
｡ 左側 が全羅道の 求穫 ( ク レ) です｡ 右側 が全羅道の 南

原 ( ナ モ ン) と い う所です｡ 下 の方は同じ2 つ の都市の地籍図を示しました｡ 2 つ の都市

は同じく正方形 に近 い 形をして い ます｡ しか しなが ら､ 2 つ の都市は根本的に違う歴 史を

持 っ て い ます｡ それは地籍図によ る内部の 道路パ タ ー ン を見ればすぐ分かります｡ 左側 の

求藩には複雑な路地が沢山ありますが､ 右側の 南原の方は粂坊制､ 条理みた い な四角 い 区

画が下にある の を確認で きますo 右側 は苗代新羅が統 一 した時に作られた都市を示 して い

ます｡ ですから歴史的に どういう歴史を持 っ て い る かと い う差に よ っ て都市の 形態も逼 っ

てきます.

一現在｣ 今日例に挙げま した南原 (ナモ ン) 以外にも全州 ( チ ョ ン ジ ュ) ､ 光州

(カ ン ジ ュ) と いう所に は こう い っ た形が見られます｡

今色々 と朝鮮にお ける邑城の 形態などを申し上 げましたが ､ 根本的には ソ ウ ル の 山城の

様な形が根本に な っ ております｡

それか らこ こ で は申し上げませ んで したが ､ 金束旭先生 が申し上げた商業都市と､ 商業

都市が邑城の 中で どういうふうに現れてくる の かと いう問題などは､ 調査 の作業をして い

る所ですo

一

つ 人口 の 問題を忘れま した . 朝鮮時代の 邑にお い て 平均的な人口と いうの が

3500 人位で した｡ 大部分は1 0000 人以下で して ､ 3 30 の 邑の 中で1 0000 人を越 える都市と い

うの は 7 つ しかありませ んで した ｡ 全般的な都市と い うの は30 00 人以下 の規模で あ っ た と

いうこ とを頭に入れてお い て頂きた い と思 い ます｡ 話題 が行 っ たり来たりしてしま い ちょ

っ と複雑に説明する こ と にな っ て しま い 本当に恐縮です｡
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図1 朝鮮時代中期行政別分布
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図 4 邑城周辺 の 地形(2)
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囲 5 平安道と成鏡道の 邑城(1)
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囲5 平安道と成鏡道の 邑城(2)
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図 7 全羅追 求薩､ 全羅道 南原

全羅道 南原

ド -.
･
･ ･ ･

･
- L M i

ll Y ヽ ヽ _

____夏草啓
si;I

:

-
.

･

1
-

:i:'

'

:I 軍資王立
r .

(

ミ ニ±.
:J;丁

~ '

-

.

I :
･

二
-

:
.

1

･:,
i ,

:
:

･
r q

~ ′

I 1
-

･
- - -

. ､

一
､ ･

､

ー
T

全羅道 南原

-

9 4
-



宝城カ ン コ ル マ ム ル調査風景

仙台青葉城石垣修復現場調査風景
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4
. 城下町仙台の 建設と変容

千葉 正樹

私は城下町仙台の こ とをお話申 し上げます｡ 日本の近世都市史研究にお い て ､ とりあえ

ず次の 3 点は
一

応 コ ン セ ンサス が得られると考えて おりますの で ､ まずそれを確認致しま

すo 第
一

点は ､ 近世初頭は日本の都市史上の画期で あると い うことですo 近低域下町と い

う新し い 都市形態が成立 し､ これ は現在まで各地 の 中心都市と して継続､ 機能し続けて い

ます｡ 弟二 点は権力者である武士 の城下集住により､ 近せ社会は都市中心 の社会として形

成されたと いうこ とです｡ 江戸, 大坂､ 京都を全国的中心と し､ 城下町を地方中心とする

都市間の ネ ッ トワ
ー

ク上で ､ 近世 の政治､ 経済､ 文化は稼働して い っ たと言えると思 い ま

すo 第三点は ､ 近世城下町は織豊政権期に モ デ ル を形成 し, 織豊斯から幕藩体制成立期に

か けて全国的に普及した と い うこ とで す｡

近世城下町の基本形態に関して は､ これ自体が大変議論が及ぷ所で はありますが､ とり

あえず山口啓二 さんが提出された城下 町プラ ン の模式図が､ 近世城下町を理解する上で の

大枠と
■
して考えてよ ろ し い だろうと考えて おります｡ こ れは秋田港の例でありますが､ 内

郭は､
､ 城と武家屋敷で形成されて , 外郭の 街道沿い に町人達が住む空間が置かれる ｡ そ の

外側 に足軽町と寺町が置かれて ､ 防備を固め て い る ｡ ほ ぼ こ れが近世城下町の基本形態で

あ っ たと いうこ とができるで しょう｡

さて ､ 地方城下町と いうもの を考えてみ ますと基本的に 二 つ の 共通課題 が我々 の 前に横

たわ っ て ると考えております｡ 第
一

点が近倣城下町 モ デ ル の受容過程と いう問題です｡ 近

世城下町 モ デル は織豊政権や幕府に よ っ て強制されたもの で はなく､ また モ デ ル として こ

れこれこうい う風に しろと い う様に明示された もの でもなか っ た と私は考えて おります｡

あくまで各地の大名権力が近慢城下町 モ デ ル と いうもの を選択 して､ 受容して い っ たも の

で ありまして ､ その 理由と過程､ 方法を明らかにする こ と､ これ はすなわち幕藩体制成立

過程というもの を空間的に理解する上 で大き い 足掛かりに なる もの と考えます｡

第二 点は地域性と類型の 関係がまだ把握されて い な い と い うことで す｡ 各地域固有の 歴

史的な流れ､ 文脈と い っ たもの が近世城下町 に どの ような影響を与えたの か｡ 何が前時代

から継暴されて ､ 何が捨象された の か ｡ さらに地域を越えた共通性と い うものを､ ､ 類型 と

して見出し得る の かと い っ た点は考えて いく必要があると思 い ます｡ 今回は この 二 つ の 課

題と いうもの を念頭に置きなが ら､ 城下町仙台を大急ぎで見渡し､ 今後こうした課題を克

服する上で の 手掛かりとなるもの がな い か､ 探して みた い と思 い ます0

さて ､ 都市史研究会で はまず ｢真正城下町｣ と して ､ 山口啓二 さん の出した モ デ ル の 様

な万右クラ ス の城下町と いうもの を想定し､ 仙台は ｢複合城下 町｣ と いう ､ 真正城下町 の

次の段階にあるもの として取 り上 げられて い ます｡ 都市史研究会で書かれて い る こ とをそ

の まま書き出 して みますと､ ｢複合城下町とは数十万石ク ラ ス の 城下 町で ､ 真正城下町が
一

段階高度に発展を遂げたもの で ､ 自立的有力家中屋敷､ 大店､ 市場社会､ 民衆世界がそ
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の指標になる｣ として い ます｡ その 次の段階として､ 江戸､ 大阪､ 京都の 三都市が ｢ 巨大

城下町｣ として位置づけられて い ます｡

それで は仙台に つ い て歴史を追 っ て見て い きた い と思 い ます｡ 1 7 世紀末の 記述ではあり

ますが ｢東奥老士夜静｣ とい う史料がありまして ､ 仙台建設以前の状況に つ い て上手くま

とめて 記述して い ます｡ 現代語に訳して い きますと､ ｢ 原ノ町の 北裏にある清水沼は ､ 音

大き い 沼で西の方 - 広がり､ 考勝寺通りあたりに は申すに及ばず､ 連坊小路の彼方まで見

渡せ な い ほ どの沼や湿地帯で御座い ま した｡ 全体に北の 山際まで残らず状態の悪 い 田んぼ

で ､ また東の 方､ 苦竹の向か い に は小鶴沼がありま して ､ 大沼で ､ その束は湿地帯や探田

が無限に続い て おりました｡ 西の大川前 (大川とは広瀬川 の こ とと考えて い い と思 い ます

が) まで は芦原 の野谷地で ､ ｢ 堅固繁盛之地形｣ が御座 い ました ｡｣ と いうようになります｡

つ まり, 後の仙台と なる地域は広瀬川の河岸段丘 に堅固な土地がありましたが､ その東

側 は梅田川ある い は七北田川 の氾濫源であり､ 人 の住め るような環境で はなか っ たと いう

ことが分かります｡ 南小泉から原町､ 苦竹を結ぶ微高地がありました が ､ その 北方は北部

丘陵の 山際まで沼や 湿地が広が っ て い たようです｡ こ の 微高地は洪積台地の 末の端を発 っ

て い るもの で ､ その 東側は押領平野の湿地帯とな っ て い たために ､ 実質的に人の住め る空

間はこ の 徴高地の 線上に 限られて い たと考えられますo その微高地の 上を環諒蓮な い し

は奥大道と呼ばれる交通幹線が引かれ､ その線上 に都市的な場が形成されて い たと い うの

が元々 の状況だ っ たと考えられます｡ 現在の 仙台城となる前の 国分民時代の千代城は ､ 国

分氏 の 南小泉の拠点に対する詰め の 城の位置 にあ っ た もの と考えられ､ その 他山沿 い に

点々 とある城郭は ､ すべ て こ の生活圏に住ん で い る領主連の詰めの城の 機能を持 っ て い た

と考えられます｡ 従 っ て こう い っ た山沿い の 城郭の周辺 には､ ほ とん ど都市型の集落は発

達して い ません で した o

さて16 00 年 (慶長 5 年) 7 月､ 関ケ 原の 戦 い に伴う上杉領攻略の拠点と して政宗が北日

に入りますo そ して北 目城を整備した模様で ､ 発掘調査で は江戸時代初期の か なり大瀧模

な掘跡が確認されて い ます. こ の 北目城に居住しながら､ 北目方ゝら南の 奥州街道の 整備に

着手し､ 同時に仙台の建設を開始 した わけです｡

最初 に作られた仙台城は､ 我国期の 国分氏 の居城その まま再利用して い たもの であ っ て ､

城下か ら見える範囲の み近世城郭 の 諸装置を施す形で成立 したと考えられております｡ た

だ発掘を見る限りにお い て ､
.白壁 の城壁とか櫓な どが最初の段階で本当にあ っ たの か どう

か と いう点はち ょ っ と疑問を持 っ て い ますo 少なくとも最初の仙台城と いうもの は本丸
一

郭だけで建設された非常に特異な形態であ っ た ことは ､ これは間違い の な い所だと考えて

おります｡

最初 の仙台城下町は後藤雄二さ ん の 図 (囲 1 ) が初期の仙台城下川を理解する上で ､ 最

も参考になります｡ まず広瀬川 の 西側は ､ 仙台城 の他はほとんど武士 の居住域として 形成

され､ わずか に職人屋敷も設けられました. 広瀬川河岸段丘の 一

番低い 下町段丘 の所に中

下級の 武家屋敷や牢屋敷と呼ばれる
一

般兵卒の屋敷が設けられました｡ こ の 上に中町段丘 ､

上町段丘と いう段丘面 があり､ その川に近 い 地域に中上級の 武家屋敷があります｡ 南北に

都市域を貰い て い る の が奥州街道で ､ 最初はたぶ ん大卒寺山の辺りで川を渡 っ て おり､ そ
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の筋に沿 っ て町人達が住ん で い ま した. それともう
ー

つ 大手門か ら束に見通す奥州街道と

直交する線の 上に ､ 集中的に町人町が作られま した｡

一

番外側に は寺院があり､ また足軽

町 が作られ たりしておりますの で ､ 大きく は近世城下町モ デ ル に従 っ た空間配置だと言え

ると思 い ます｡

仙台を理解する上で御譜代町と いうもの が重要 にな っ てきます｡ 御譜代町とは伊達郡か

ら米沢､ 岩出山､ それから仙台 - と伊達家と共に移動した6 つ の 町の こ とを言 い ます｡ こ

の6 つ の町 が中心部に集め られま して 町方の最上位に格付けられました ｡ これは近世末ま

でそ の格を維持致します｡ ただ 一 般に城下町に町を移動する と い う時に､ 町をあげて全部

持 っ て きたと いうイメ ー ジで語られる こ と が多い ん ですが , 実際確かめて い きますと米沢

や 岩出山にも相当規模の住民を残 してきた こ とは確認で きますの で ､ 町をあげて の移動で

はなくて町 の 中のかなりの 人間を移動させ てきたと い うよう に考えて おります｡ 他に政宗

が拠点と して い た北目から北目町と いうもの を移 しま した ｡ それから国分氏 の 支配 して い

た南小泉方面の 町からは国分町 と 二 日町と いう町を移動致しました ｡ しか し全て移動した

わけで は なくて ､ 原地 にも町並みが存続して い た と いう ことがそ の後の 史料から確認で き

ます｡

さて 御譜代町､ 北目町､ 国分町､ ニ 日町 の 9 町は中心部に連続致しまして ､ ｢御日市｣

というもの の開催権が与えられます｡ こ の ｢ 御日市｣ の 開催権は 基本的に持ち回りの形 を

取るわけで , 御日市が廃止された時に､ 御日市を開催して い た町は他の 町から､ その市で

のその 町 の収入に対応するお金を徴収する権利が与えられました｡ この時の金額を計算し

て い きますと､ 北目町は御譜代町1 町 の約11 倍､ 国分町､ 二 日町 はそれぞれ約2 倍の 収入

があ っ た こ とが分かります｡

一

方御譜代町は特定商品の市を開催する権利 を御日市開催権

と二 重 に持 っ ておりまして ､ また藩や 武家屋敷の消費に深く関与して い たと いうこ とが推

定されます｡

最初の 政宗の作 っ た城下町は ､ 未利用 の自然乾地であ っ た広瀬川河岸段丘に都市を建設

敦しま して ､ 国分時代詰め の城として の機能に限定されて い た仙台城をそ の核とした もの

でありま した｡ 北 へ の ア クセ ス と して新 しく奥州街道を整備し都市の 中軸とするなど､ 全

体として は新都市建設と して の 色彩が強い もの だ っ たと評価で きます｡ しかし当初南小泉

の国分系の 町もそ の まま存続し､ 北 - の ア クセ ス として奥州街道が作られた にもか か わら

ず､ 東海道沿い の ル
⊥

ほ 再整備すると いう政策も取られておりますo すなわち新し い 仙

台城下町 の空間は東海道にあります旧来の都市空間と, 新し い 奥州街道沿い の 空間に 二 分

されて い る ような状態にあ っ た と考えて良い と思 い ます｡ 都市内部でも伊達氏 と関係の深

い御譜代町が武家屋敷の 消費に依存 して い たの に対 して ､ 北日や 国分系 の 町は従来の 地域

的消費に深く関わ っ て い たと考えられ ､ そ の新旧の 二 元的性格と い うもの が存続して い た

と考えられます｡ 最初の建設は16 03 年に始まります江戸 の い わゆる天下普請の前からス タ

ー

トして い ま して ､ 政宗は こ の 時点にお い て は幕府によ る都市建設を経験して い な い と い

う こ とに注意しておきた い と思 い ます｡

さて 政宗は本丸
一

つ しか 如 ､ 仙台城を当初 の拠点としたわけで はありますが ､ その 後に

奇妙な動きをやりま した｡ ｢花壇｣ と呼ばれる場所に別邸を作 っ たと い う記録があります｡

それか ら国分氏の 屋敷を転々 として 使 っ たと いう記録も残されて い ます｡ 最終的には南小

一
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泉の 旧国分氏拠点近くに若林城を築き､ 日常の拠点としました｡ 図1 にこ の 若林城下域と

推定される区域を区切 っ てみました. 若林城は - 一 郭で構成された平城でありまして ､ 基本

的には近世城郭と い える内容を持 っ て い たもの だと考えられます｡ 柔らかく土塁で囲まれ

てまして ､ 将軍の 隠居所であります江戸城西の丸と類似した景観を持 っ て い たと考えられ

ます｡ 政宗は基本的に若林城での暮らしを開始い たしまして､ 特別な儀式の時以外は本丸

に行かなくなります｡ 基本的には仙台城を本丸とし､ 若林城を二 の丸とする使 い分けを し

て い たと言われるわけですが ､ しかし後せ若林城は隠居所と いうふうに認識されて い きま

す｡

さて若林城下町ですが ､ こちらには町奉行が置かれたり, 様々 な商業機能が集積された

り､ 足軽や武士連も移されたりしまして ､ 実質的に独立城下町と して機能して い ま した｡

か つ て奥州街道は田町付近か ､ ある い は広瀬川 の向こう側で来港道と分岐して い た可能性

が高か っ たわ けです｡ しか し､ 中心部にありま した荒町と い う町が移され､ 若林城の動線

と方位が
一

致する荒町の 軸線が新し い 都市軸となります. 旧来の東海道沿い の都市域 には

こ の 荒町と直交したり平行したりする町屋 ､ 町域 が再整備されま した ｡ こ の若林城下町 の

成立に伴 っ て , 新し い 町人町を共有する形で ､ 仙台城下町と若林城下町が 一

つ にまとまり

ます｡ すなわち若林城下町 の建設は､ 新し い 生活圏と旧来 の生活圏を初めて
一

体化したと

い う点にお い て大き い画期とな っ たと考えられます｡

さて16 36 年政宗が死去致しますと､ 若林城が廃城されます｡ 若林城の建物はそ っ く. り新

しくつ くられた 二 の 丸に移したと いう記録が残 っ て おります｡ 若林城下町は西側 の 町人町

を残して全て畑 に変えて しま っ て ､ 武家屋敷は移住を余儀なくされたと言われております｡

図 2 は16 45 年 - 46 年の製作と推定されて い るもの で ､ 初期の城下町よりは少 し拡大してお

ります｡ 例えば北東部の 匂当台に は密教系の 寺院群があり､ これが仙台城に射しで鬼門の

境界をなして い たわけです｡ その外側 に武家屋敷が新しくが作られまして､ 初期の境界の

外側に都市域 が広が っ て おります｡ 注目される の は都市域周辺に薄く赤い線が引かれてお
せんだい わのうち

ります｡ 後に仙台の 都市域を ｢仙台翰中)｣ と いう言葉で言うようになりますが ､ こ の架

線がそ の輪中の意識と いうもの と何らかの 関わりを持 っ て い た の で はない かとレ)うこ とが

指摘されております｡ しかし都市領域と
.

いうもの がある程度認識された にせ よ､ その かな

りの所に深田な どが残 っ ておりまして ､ こ の 全体が
一

気に都市化したわけで はありません o

次の1664 年の 図面 (図 3 ) と比 べ ながら変化の様子を追 い か けて い きます｡ こ の 間わず

か20 年ですけれ ども､ それでも更 に都市拡張が進 んで い る の が分かります｡ 最も重要な変

化ほ北東端に東照宮が建てられ､ 宮町が割り出されております｡ そ
･

の他東側 にもかなり都

市が発展して い る跡がありまして ､ 例えばか つ て深田と記述されて い る所に寺院群や足軽

町が作られたことです｡

私が注目しておりますの は ､ 最北部に堤町と い う新し い 町がで きて い る ことです｡ 1645

年段階 にも小さ い 境が記述されておりますが ､ しか し16 64 年段階では明らか に貯水池の 水

面が急速に広が っ て い る の が分かります｡ 図 4 は16 64 年の 図に仙台城域 の 地質状況と等高

線を書き加えてみ たもの です｡ 仙台を考える とき､ 広瀬川 の こ とだけが よく言われますが ､

私は北の梅田川が実はか なり重要な意味を持 っ て い たの では な い かと考えております｡

-

-

9 9 -



般に仙台の 町は広瀬川 の段丘の 上に形成されて い た と言われて い るわけですが ､ 実際は北

側に梅田川 の河岸段丘がもう
一

つ 入り込ん でおりま して ､ 上町段丘 の 一 部が再 び中町段丘

と同じレ ベ ル に下が っ て おります｡ こ の梅田川 の落差と い うもの を考えて みますと､ こ の

中町段丘面 には梅田川 の 氾濫源があり ､ そ こ には常に水が入り込んで い た可能性が高い と

考えて い ます｡ 仙台を語る時に四 ッ 谷用水が非常に有名です｡ 1 66 4年の 図面でも四 ッ 谷用

水の原形が出て おりますが､ こ れは
一

般 に用永という面が強調 されておりま した｡ しか し

梅田川から北部に供給されて い る水 の ことを考えて みますと､ こ れら の領域を乾かして 人

が住めるようにする ためには ､ 境を作 っ て梅田川 の流量を制御する､ ある い は こ の 四 ッ谷

用水を通して 適度な排水を促すと い っ た措置が必要であ っ た の で はなか っ たかと考えられ

ます｡

つ まり政宗の作 っ た都市に対して 二代息宗の都市と いうもの は ､ 改宗時代に は コ ント ロ

ー ル仕切 っ て い ない湿地帯と いうもの の コ ント ロ
ー ル にある程度成功して ､ そ して その 領

域 に都市を拡大 して い ら たと評価で きる の で は な い か と思 い ます｡ そ の背景に は川村孫兵

衛と いうような人物に代表され る土木技術者の召 し抱えと い うもの があり､ また江戸 の首

都建設 ､ 天下普請で こ の仙台藩の 中に蓄潰されて い っ た茂術 があ っ たこ とは疑えな い と思

い ます｡ 全体に忠宗代の都市建設 に よ っ て 城下町仙台の大枠と いうの が ほとん ど決定致し

ま して ､ 仙台二十四町と呼ばれる町 の22 町までほ こ の 時まで に成立 して おります｡ 改宗時

代 に仙台城下に対する境界を鎮護する役目を持 っ て い た密教系寺院があ っ たわけですが､

その外イ削 こ市街地が広がりま した. しか し同 じく鬼門線上に東照宮が作られたことによ っ

て ､ 宗教的に も境界が前進したと言えると思 い ます｡ 息宗は束照宮の 高地の上 に立 っ て ､

真南を見通 して新し い 町並み を形成させ たと言われて おります｡ こ の東照宮か ら真南に見

下 ろす宮町の 軸線と直交ある い は平行する町が､ わずかですけれ ど作られまして ､ 奥州街

道の軸線から考えられる町､ 荒町の軸線か ら考えられる町､ それから東照宮の 宮町 の軸線

から考えられ る町と いう三 つ の都市軸と いうものが こ の時確定したと い えると思 い ます｡

その 他忠宗代に先程述 べ た様な御日市と いうもの が廃止されまして ､ 上方出身の 商人など

が 来任して い る ことも確認されます｡ 都市内の 商業に見られた 二 元的状態も終息する方向

に向か っ たと考えられます｡

もう 一 枚図面を出して おきた い と思 い ます ( 図5 ) ｡ こ れは1 8 世紀末､ 天明期の 状況と

推定されて い る図面ですが､ ほとん ど息宗代の都市建設を ベ ー ス に した展開である ことが

お分かり頂けると思 い ます｡ 1 7 世紀末､ 元禄期に仙台城下は最大規模に達しま した｡ 推定

人 口は6 万人と言われて おります｡ しかし こ の 元禄期を ピ ー

ク として都市発展は停滞 しま

した ｡ 2 4 の 町が成立 した後､ 町は ほとん ど増えておりませ ん ｡ 1 7 7 5年宝暦の飢健以降衰退

が始ま っ たと言われております｡ こ の 図面は飢健の後の状況と言う こ とになり､ 16 64 年図

と比 べ て都市域が広が っ た様に
一

見見える の ですが ､ 北端の武家屋敷はは全部 ｢ 明屋敷｣

と書 い て あり､ すでに誰も住まな い 状態に な っ て い たと いうこと が分かります｡ さらに こ

れ は近世未､ 江戸 時代の 終わり の状態だと考えて い い と思 い ますけれ ども ( 図 6 ) ､ 確か

にか つ て武家住宅が広 が っ たと考えられる所 が水田にな っ て い たり､ な い しは ただの 荒野

とな っ て い た様な表現が目立ちます｡ 1 7 72 年頃 - 1812 年頃 にか けて7 1 7 軒の武家屋敷が減

少したと言われて い ます｡ こ の 間城下 の 人口 は推定6 万人から 5 万人に減少致しま した｡

-
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減少の 大き い 割合は武家人口 の減少に伴うも甲と考えられますが､ もちろん町人の 人口減

少も起きております｡ しか しこ の 大崎八幡神社の周辺などを, 良く見ますとこちら天明図

の範囲を超えま して 人家が出てる様子も措かれて い ます｡ 町方も24 町から減ると い うこ と

はなか っ たわけです｡ で すからある硬度町人のせ界というものが維持されながらも､ 全体

と して は縮小 したという状態であ っ たと考えております｡

さて ､ 近世城下町仙台から近慢城下町研究の課題を､ もう
- 皮展望と い う形で整捜して

おきた い と思 い ます.

一

つ ほこ の モ デ )i , の 受容過程の 問題ですQ こ れは今の と こ ろ は っ き

りして はおりませ ん ｡ 例えば岩出山の城下町は ､ 家康が縄張りをしたと い う伝永が伝えら

れておりますが ､ これは決して明解なもの で ほない わけです｡ 少なくと
■
も織豊政権や幕府

の都市建設に参加 した実際的な経験の 蓄積､ 技循の移植と い っ たもの が背景にあ っ たこ と

は考えた い と思 い ますo もう 一

つ 大事なの は､ こ の様な絵図面 の 多くが幕用図として作ら

れて おりました こ とにも窺えるように､ 幕府が常に城下町 の状況を把握 し続けて い ると い

､

ぅこ と があります｡ すなわち全国政権の視線にさらされ続けるあり方と い うもの が ､ モ デ

ル を受容する過密の 中で働い たのではな い か とい っ た点は考えてみ なければならな い と思

い ます｡

もう 一

つ は戦国期者β市空間との 連続､ それから再編成と いう問題です. 仙台と いう都市

は元 々岩出山で城下町を成立させ ､ それを在地 の 中心として城下町を成立させ て い た場所

近くに持 っ て きて ､ それを凍合 して 一 体化して いくと いう過程を辿りましたo つ まり別の

城下町を新しい城下町として移動してくる ､ それと同時に古くからある城下町的空間も残

っ て い るという状況を考えますと､ 仙台の ような二 つ の核を持つ 状態､ つ まり仙台城と若

林城という二 つ の核を持 っ て い た様な状態というの は当然視れると考えられます｡ こうい

っ た様な経過を辿 っ た都市が他になか っ たの か どうか､ これは考えてみた い と思 います｡

また ､ 隠居をして い なか っ た政宗の居城で ある若林城 に対して ､ 隠居城と い うイメ ー ジ

が与えられました ｡ これ は当時隠居した人間は別に館を構えるという通念が存在して い た

ことを示唆しますo 秀音の場合 ､

1
秀吉は隠居して伏見城に住みますが ､ その 秀青の養子で

ある秀次が衆楽第と いうもう
一

つ の城郭を受け継ぎます｡ 徳川家の場合 2 代目の 秀忠が江

戸城で政権を取 っ て い る時に､ 家康は駿府城におります｡ こ の 様な当主と隠居と い う二 次

的な権力､ ニ元的な空間体制というもの が近せ初期には見られるわけです｡ 政宗の父 ､ そ

れから祖父､ 曾祖父 はそれぞれ別の城に住み まして ､ 大変な抗争を繰り返 して おりました｡

当主と隠居と いうもの が
一

つ の 城に住む こ とはそうい っ た隠居権力と当主権力との対抗と

いうもの を終わらせ る上で意味があ っ たの では な い かとも考えられます｡

もう 一

つ の 問題は地方知行制と い う問題ですo 地方知行制とは有力な家臣にそれぞれ の

領地を与えて い ると い う体制ですけれども､ その場合に藩内に多くの 小さ い 城下町と い う

もの が営まれて い きます｡ い わゆ る蔵米知行制､ 城下町に全 て の 武士がまとま っ て 住んで

藩の側から給料としてお米を頂くと いう体制であ っ た場合､ 武士 の消費は城下町で消費す

る分と､ 首都である江戸で消費する分と の 二 つ に分か れますo

一

方有力な家臣を地方に住

まわせ る地方知行制を取 っ た場合､ 武家の消費はそれぞれ の住ま い する知行所における消

･ -
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費､ それか ら城下町 の消費､ 江戸 にお ける消費と理屈上で は三分割され ると い うことにな

ります｡ こ の様な消費の分散とい っ たもの が ､ 城下町 の発展を構造的に抑制して い なか っ

た かどうかと いうことを確認してみ る必要があると思 い ます｡ 近世後期の仙台における武

家屋敷の大幅な減少があり-ま したが , これは天明期の 飢健の 後､ 役に つ い て い ない 場合在

郷住居を常として ､ 仙台城下の 屋敷を所持しな い と いう傾向が広が っ たため であると言わ

れて い ますo つ まり全くの空き地に なるほ ど武家屋敷は減 っ て るわけですけ ども､ こ の朝

倉がそ のまま仙台藩の武家人口が減 っ たこ とを意味するわけで はありませ ん ｡ 仙台の 武家

屋敷の 減少は仙台における消費量 の 減少ではありますが､ 同時に在方町 ､ 地方の 町の 消費

の拡大に繋が っ て い た可能性があります｡

最後に囲の 7 を挙げておきま した ｡ 小 さ い 城下町と して営まれて い た地方の 町の状況

で ､ こ の ように城下町として の体裁を全て持 っ て い るが ､ しか し小さ い 町に なります｡ つ

まり地方知行制を選択 して い た藩にと っ て ､ 中心城下町とは ネ ッ トワ ー ク的な都市におけ

る核の機能を担う存在であ っ て ､ 城下町を語るため には こ の ような小城下町 の全体を視野

に入れて ､ 都市機能の 分担や分散と い うもの を考えて い か なければならなし､ の で はなレ'

I

か

と考えます｡ こ れで発表を終わらせて 頂きます｡

-
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図版資料 ｢ 城下町助宙の建設と変容｣

正保劫の 土地利用

1 . 城 ･ 帯地投, 2 . 陣屋 数, 3 . 範士屋敷, 4 . 虎姫屋 敷, 5 . 卒塵 取!

6 . 政人屋敷, 7 . 町 屋, 8 . 寺社, 9 . 丘 陵と の境界

図 1 後藤雄二 ｢ 城下町仙台の構造 一 十七倣紀の侍屋敷地区を中心として｣ 所収図に 『仙

台市史』 特別編 2 考古資科の図版か ら若林城下範囲を書き加える.

* 後藤図は若林城廃絶後､ 16 45
-

46 (正保 2 -

3 ) 年の 状況｡ 若林城下町が経営されて い

た時点で は､ 北東部 ･ 東部の 武家屋敷 ･ 職人町 ､ 南東部の 寺社は成立して い な い ｡

-

1 0 3
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図2 『奥州仙台城絵図』 1 645
-

46 (正保 2 - 3 ) 年製作と推定

図3 『仙台御城下絵図』 166 4 (寛文 4 ) 午

-

1 0 4
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国 4 寛文囲に等高線と 『仙台地域の地質』 記載の段丘面を書き加える

-
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囲 5 『仙台城下絵図』 1 786 - 89 (天明6
-

寛政 1 ) 年の状況と推定
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* 18 世紀前半の状況と推定. 左上 (南東) の 丸出城は廃城されて い る o 右下 (北西)
と や だ で

の阿武隈川沿い に佐々 氏 の居銀である鳥屋館があ
ー-
る.1 館は横形や掘を宥する平城形

態｡ 周囲の ｢/ト城下｣ は ､ 館から順 に, 佐々 氏家臣の屋敷､ 佐々氏以外の給主産敷(仙

台薄から預けられて い る佐々氏家臣の屋敷､ 佐々 氏にと っ て の ｢ 外様｣) ､ 町屋敷 (中

央に街道) ､ 足軽町 ､ 寺社と並び ､ 周期を川と掘で区画 して い る｡ すなわち､ 近世城

下町 モ デル の縮小形態｡

図 7 『伊具都丸森村佐々 伊賀在所絵図』

-
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5 . 城下町聡本に つ い て

土本 俊和

備州大学の 土本と申します｡ 私は建築史の専攻で ござい まして ､ 主に京都の形成過程を

や っ ておりま して ､ それで特に近世初頭の転換期の こ とをや っ て おります｡ 今日お伝えす

る城下町は 日本の真ん 中の高い とこ ろ にある町で ､ 粉本と於代と いう町です｡ 特に日本の

城下町を､ どの ように読み取るか と言 っ た方法論
･

の点で注目 して い た だき た い と思 い ま

す｡ また, 将に私は建築の出身で あ っ て都市を勉強して い ますの で ､ 都市と建築の 関係を

どう繋げるかとい っ た問題を扱い たい と思 い ます｡ それから､ 文献資料が不十分な場合 ､

他の絵画資料とか考古学的な発掘資料とか建築遺構とか､ そうい うもの を縫合して どの よ

うな結論を加味する べ きかと い う 一 つ の方法を凍示 した い と思 い ます｡ この ときに都市の

形と い うとこ ろが論点になります｡ こ の視点は日本だけじゃなくて ヨ ー

ロ ッ パ で言えば､

イ タリア の ネ ラト - リ ( M 血 a t o ri) 学沢七かアプレド ･

ロ ッ シ ( A ld o R o s si) とか､ ある い

はイ ギリ ス の コ ン ゼ ン ( M . R G .C o n z e n) とか ス レイ タ ( T .R Slat e r) とかに よ る い わゆる

ア
ー バ ン ･ モ ル フ ォ ロ ジ ー

( u r b an m o r p h ol o g y) と い う分野 に なると思 い ます. 近世都

市の 形成過程として､ 従来山 の 上に建 っ て い た城が平らな所に降りて きて ､ 平城 にな っ て

い く特徴がまず挙げられます｡ それで 町翻りが計画されますが､ 同時に水､ 水系も計画さ

れると いう点､ すなわち､ その平らな土地 の上 に水系が計画されるという点に注目した い

と患 い ますo それでもう ー つ 重要なの は ､ 都市が 一

足飛びにで きた の で はなくて ､ 非常に

投階的に造られたと いうこ とを分析的 に把握した い と思 い ます｡

まず都市が立地する場所に よ っ て水 の性質も変わ っ て きます.

一 番最後の 資料､ A 3 の

一

番最後の 資料の右上を見て下さ い
o これは 『守貞護稿』 という資料の 中で上水が どうな

っ て い たの かと いうこ とを詳しく記して い ます｡
*1) い わゆる 三部と い われる京都 ･ 大坂

･ 江戸に つ い て説明されて い ます｡ 京都は ですね､ 江戸と大坂と違い ま して ､ 古代 ｡ 中世

からできて きた古い都市です｡ そ こで は主に井戸水を使 っ て それを飲料水として おりま し

た. それに対しまして江戸 と大坂は新し い 町で ､ 海辺 の湿地に立地すると いう町で した o

今 『守貞護塙』 によりますと､ 大坂は水に塩気が混じ っ て い る ｡ それで､ 川の 水を人々 が

それぞれ の 家に運んで飲み水に して い ま した｡ 井戸水は皿を洗 っ たりする の に使 っ て い ま

した｡ 江戸 の方は川 の永を樋で流 して い たもの です ｡ 今年の6月 (1 99 9年6月) に ソウ ル を

まわ っ た時に､ 共同の井戸をみん なで見学する機会がありま した ｡ それは道路に面した井

戸で共同の 井戸で した｡ ソ ウ ル の場合､ その井戸水を人が運んで それぞれ の家に持 っ て行

っ て い たと いう こ とを聞き取りま した ｡ こ の 意味で ソ ウ ル は ､ 大坂と京都を足 して2 で割

っ たような形だと思 い ます｡ こ の ように水の性格に よ っ て都市の あり方と い うの が かなり

大きく違 っ てくる と い うわけです｡ こ の他 に天水や共同 の 井戸水を各戸で溜めて飲み水に

して い た ような小さな村や 町も日本に はありま した｡ それで信州の 城下町 の場合ど の よう

な状況か と言えば､ まず山に囲われたと こ ろにありますの で塩水が なく､ 傾斜があります

の で常に清涼な水が絶えず流れ続けて い る と い う所 で した ｡ 川 の水を生活用水に使うこ と

-
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ができました｡ そ して ､ 扇状地の末端に城下町が立 つ 場合が多い の です｡ 地下水面が高い

の で簡単に湧き永を手 に入れることがで きましたo それで得られ る
一 つ の結論は､ 枚本も

於代もまず川の 永を利用した都市計画がなされたo 後に ､ 都市が拡大する過雇で湧き水を

使うようにな っ たと いう点で
.
ありますo その湧き水を小さな水勝で都市の 申に流 してV ､ く

わけです｡ もともと川 の水を飲み永に使 っ て い たの ですが､ すぐに汚れるよう･ にな っ て禁

制が出るように なります｡ 井戸は城の 申の 武家屋敷とかたまに は共同で使 っ たりもします

が , 億州の場合は湧き水ない し河川の水を償 っ て い ます｡

それで は､ 都市の形成過程を段階的に分析する上で､ お配りした静文抜刷*2) の中で ､

まず222 ペ ー ジ の 表1 と表2 をご覧くださ い (掲載略) ｡ これが17世紀前半の資料で ､ 都市

の 原形を把擁するには不十分なもの です｡ こ の 他2 23 , 224 ペ
ー

ジ などに文献資料がありま

す (掲載略) Q これも都市がで きてか ら数十年た っ てか らの伝東で ､ や はり不十分にな っ

て い ます｡ そこで ､ 都市の形を分析することによ っ て , 幾つ かの種類が抽出されま した ｡

こ の とき､ 古い 所と新しい所を区別して い くという手法を採りましたo まず
一

つ の視点紐

町や街路の基軸が時計回りに10 鹿瀬れて い るか ､ それとも真北か, という点です
1

Lo ･2 24 ペ

ー ジ の 図1 (掲載図参照) の真ん中の 右の辺りに1 0 皮衣れた基軸が見えてきますo もう
一

つ の分析の 方法は2 24 ペ ー ジ の 図2 (掲載図参照) にな っ てきます｡ タイプa (掲載図参照)

というの が串刺し型と申しま して ､ これは い わゆる 間口が狭くて奥行きが深 い 敷地 で､ 短

冊形に な っ て い て ､ こ れを水路が串刺して い ると い う形で す｡ 他方で タイ プb とタイ プc

(掲載図参照) は敷地を水路が串刺しには しな い 形 ですo タイプb とタイ プ c は町割りと同

時に水路が作られたか ､ ある い は町割りの後に水路が付け加えられたか の どちらか です｡

タイ プa は水路が通 っ た後､ 水路を跨 い で敷地が裏行きに広が っ た結果と考えられます｡

それで 一 つ 古い 形として 浮かび上が っ て来るもの がタイ プa であ っ て ､ しかもこれは水路

が河川から水を取 っ て い るもの です｡ それに対して新し い 形はタイプb な い しタイ プc で ､

そ こ の 水路は湧き水か ら水を取 っ て い る｡ 古 い 形の タイプa は真北から1 0 反故れて い ま

す｡ 新しい 形の タイ プb ない しタイプc は真北 を向い て い ます｡ こ の ように巨視的な観点か

ら見た形と､ 微視的な観点から見たものが 一

致します｡ ぴ っ､たし
⊥
致します｡ これの よう

なこ とを 一 つ の モ デ)t ' にまとめると228 ペ
ー ジ の ような形 (掲載図参照) になります. そ

れで古 い タイ プを持つ 形が St e p l になります｡ S t e p l の形 に新し い 都市域を付け加える形

で St e p 2 と い う城下町建設がなされてきたと考えられます｡ さらに城下町が拡大する過程

で St e p 3 というような､ 1 7 世紀前半にさらに拡大して安定期を迎えます｡

こ の ような新し い 方法で分析する の は､ すでに提出されて い る学説とか モ デ ル とか を再

検討すると い う意味合い もあります｡ 同様な方法で最近やりましたの が､

一 番最後の ペ
ー

ジ の 於代にな っ てきます｡ こ こ では図 1 (掲載図参照) で水が どこから来て い る の かを調

べ て い ます｡ 図 2 と図3 (掲載図参照) はそれを模式化 したもの です｡ 図 4 (鴻戦略) は

町謝りの 基軸が どうな っ て い る の かを分析 したも の です｡ その左 の 史料 1 - 5 まで (掲載

略) は どの ような飲み水が当時使われて い たかが分かるようにな っ て い ます｡ 図5 (掲載

図参照) は於代城下町 の 形成過程を模式化した三段階を示して い ます｡ こ の ように信州の

持 っ て い る城下町の 特性を生か して
一

つ の 分析方法を示しま したo こ の ような方法が ソ ウ

-
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ル な どにみられた井戸 とか町謝りとか に対して どの 程度応用が利くの か ､ それが私の課題

で す｡

最後に なりますが ､ こういう研究が環代的な意味で都市計画的な課題を誘発すると思 い

ます｡ まず戦後水道が普及 しまして ､ 都市衛生が向上 しま した. しかし､ 生活用水が流れ

て い た川 に ゴ ミを平気で捨て るような時代に な っ て しま い ました ｡ そもそも川 は人間 の生

活を支える重要な都市施設でありま した｡ 都市の 中の水を見直すことが都市の再生 に繋が

る~と思 い ます｡ や っ ぱり､ 都市計画と いうの は ､ 都市を変える ことばかりで は なくて ､ 都

市の見方そのもの を変えて いくと いう こ とも大切だと思 い ますo
･そういう意味で都市史研

究と いうの は非常に有効だと考えます｡ 以上です｡

*1) 『守貞襖稀 第
一

巷』(東京堂出版､ 19 92 年) 61
-

62 貫参照｡

*2) 畑林真之
,

･ 土本俊和 ｢近世城下町における都市の原景
一

水系と町朝からみた都市域の

形成過程
-

｣ (『日本建築学会計画系静文 剰 4 83 号, 221 - 2 30 貫､ 19 96 年) ｡ 詳細は こ の 論

文を参照きれた い ｡

-
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故地内に取り込まれ るように逸られた恕

タイ プb . 水路が 地割の つ らに沿っ て 遣られた型

タイ プ c . 水路が地割の背射線に沿っ て造られた型
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図2 永路と地割の 形態関係
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S t e p l [度 景]
天 正13 年 ( 1 5 8 5) 以前

館単な城瀬があり､ 地裁浄水か ら小

柳町にあたる市辻 ･ 泥町とさ らにそ

の東側に都市域が形成 されて由り ､

城下を城郭g) 東側に従えて い た･｡
こ

の都市如 こ見 ら叫た都市形憩 机 河

川を水淑 とす る水路と真北か ら時針

回りに約1 0
.

ふ れた基軸を挿つ 町都

で あらた｡

= = = 水井 ( 河M)

ヨ≡ 正 一 水路 徳永)

㊨ 井戸

ー 洗浄力向

t≡ヨ 房水地帯
=

.

-1 ' H 基軸

⊂:=コ 武家地

皿 下血武家地

軸 坂下祐故地

匹:ヨ 町人地

図 寺社地

R! 寺社
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S t e p 2 [移行期]
天正13 年 (1 5 8 5)

一 天正15 年 (1 5 8 7)

天 正1 3 年 ( 15 8 5) か ら始め られ た

近世松本城下町の建設 により, 城下

の 1 2 の 町々 に 町制が な され ､ 基軸が

次元され ､ 街区の形成が行われ る ｡

l

.
-

.
I

.
l

l
I

-
l
l

f

.
I

-
I
-

I

-
.

.
.

.

.

.
.

.

01

㌔
.

′

∴
-

∫

ー

壬
〓

〓
l
l

一

=
ニ
ー

〓
l

一
一

〓
一

〓
一

女鳥羽 川の 南側では
, 全く新 しく､

何ら洗定を受けず, 南北軸を基軸と

する長方形街区が造られ ､ 城地 を最

終地と しない 街道が並伸され る
｡ そ

の北側で は､ それ以前の都市形態に

規定を受けることに より新 しい 都市

彪態が遭ちれ る
｡ その ため松本城下

に見られる都市形態は ､ 女鳥羽川の

南北で大きく異な るこ と となる
.

文禄年間かち明地がうま る形で 除々 に

都市化が なされ ､ 都市域の拡大や高密

化が起こりなが ら ､ 近せ安定 恥 こ見ら

れ る都市形態が確立 され る
｡ また

, 街

区内に背割線を介 しで向か い 合う2 つ

の建冊形地割が 形成 され る ｡ この地軸

に沿 っ て湧水を水鞍 とす る水路が遣ら

れ たり, 地軸の 池尻が水路まで のばさ

れ たりす る｡

図3 マ クロ 的な都市形成の模式図

近せ松本城下町 (畑林真之 ･ 土本俊和 ｢近世松本城下町にお ける都市 の 庶景｣ より抜粋)
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図 1 松代城下 にお ける上水の 経路

s T E P l 都市の 原景 【戦国未メ削
80 日の乗耳工事により城軒とその城郭に或定苛れた英

米と其北から反時計回りに釣5
'

ふれた基軸をもつ土

星と頻が形成される . また 脚 の何首 に村があ19 た｡

その後,
城郭の東側 の ､ 其北から反時計回りに歯5

'

ふれた基恥こ町々が移転 ･ 建設きれる ｡
この地域は

､

防腐川の支就から取水し､ かつ その水系は武ま地と町
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国 2 怒代城下における 上水の 溌路 (模式図)

園3~ 水系がら見た醜種即配置計画

s T E P 2 都市の移行漸 [文橡 ･ 元和期頃]
元和8 年に其EF 氏水上田か ら枚偶に入卸する

､
質までに は､

城下 の骨格は竜虎 した｡ そ の形懲は､ 阿見川を水瓶とする

水路と兵北か ら反時幹回りに釣5
'

ふれた基韓を含む 一 定

の基軸を持たない 形潜であっ た
｡

その後, 其東から尿時計

回りに釣5
'

ふ れた基1如こ近砕の村が 町人地として城下に

含まれ蓋｡ それは土居の内外で分けられ
,

内町 ･

外町避a)

斑 5 松代城下 にお ける都市域の形成過程

近世松代城下町 (内田実成 ･ 土本俊和作図)
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s T E P 3 都市わ安定期 [寛文年間以降]
くだ 1

9 て尭文年間故障に ､

.
城下 柵 ヘ 音しく壮大される｡ それは ､ 北

国淋衝荘より南側 にて町幼が行われた
｡

その領域の 都市形態は ､ 泉北

から反時計回りに釣1O
●

ふれた基軸をもつ領域であ り, 南部の藩永と

神田川を取水
･
1

q . と し, 封建的身分秩序の 乱れ た上 水の 配奄を してV ゝ

た ｡ 江戸時代を通して, 城下全域に亜備されてい る上 水をされい に保

っ た 桝: 城下の人々 に赦 して点しくその使用を親御 した ｡ その籍果､

今日見ら九るように桝宅の 永系ネ ットワ ー クが確立されてい TD た ｡



6 . 質疑謝諭の記録

耗金東旭報告関係質疑

小泉和子 : 先程商店の 写真が出てま したけ ども､ 日本の場合の商店はお店に入 っ て い っ て

品物が並ん で い たり､ ある い は関西 の ように中に入 っ て行くように な っ て い ますけども､

韓国の商店はちょ っ と見たとこ ろ外に は壁 があ っ て何も売 っ て い る様に見えなか っ たん で

すけども､ 中は どうな っ て い る の で し ょうか ?

金東旭 : 実際の建物は見て ない んですけども､

一 応商品が並 んで は い たように思い ます.

内部に は生括空間もありました｡ 問屋み た い な機能が強か っ たの で はな い かと思う建物で

す｡

小泉和子 :･そうしますと､ 周屋以外の小売店に当たるような商店もあ っ たのですか ?

金兼旭 :.あ っ たと思 いますo 特にソ ウ ル に はあ っ たと思 い ます｡

小泉和子: そうしますと､
, 先程の写真 に出て い る の は問屋の ような店なの ですか ?

金素地 : 例えば ｢ 店｣ とv ミう字亭ま ｢ 問屋｣ に近 い物で はな い か と思 い ますo

瀬川昌久 : 水原の 町が移転した後に ｢草城｣ と い う名前が付けられたと育 っ て ら っ し ゃ い

ま した｡ ｢草城｣ と言い ますとどうしても中国人 の都市という意味で捉えて しまうの で す

が ､ ｢草城｣ と いう青葉の由来を教えて下さ い ｡

金素地 : ちょ っ と難し い 質問なんですが､ そ の水原を新しく移転した方は､ 中国 の漠時代

の 王と の 関係を理想とした人なんです｡ それで漠時代の 王権を目指して色 々 な政治改革を

しようミと した人で ､ 草城の色々 な所の 門とか建物の名前を､ 漠時代の宮殿の名前を借りて

付けたりします｡ 多分華城という の は中国の古い 時代の ､ 王権が強か っ た時代を理想とし

て付けたq) で は ない かと推定はするん ですが ､ まだは っ きりは してな い です｡

平川新 : 1 789 年に移転して つ くられた新しい老師 の 形態と いう の は, そ れまでの都市の 形

態と何か際だ っ た違い はありますか ?

金素地 : それ程変わ っ た新しい 都市とは思 い ませ ん ｡ 基本的には従来の 都市とあまり変わ

らなか っ たと思うん ですけど､ その立地を見るとその前まで は
一 応山に 囲まれて い る所を

好ん だんですけど､ わざとそう いう所を捨て て､ ちょ っ と平らな所を選ん だこと｡ もう
一

つ は十字型 の道路を作 っ て い る こと｡ それは明らかに人とか物資の 流通を目的をした の で

はない かと思うんです｡ 1 8世紀までも重要な都市は城壁 を持つ と い う考えがあ っ た からだ

ろうと思 い ます｡

前田洋 一 郎 .

'

第1 点､ 水原 の建設目的と して ､ ｢ ソ ウ ル南方の 巨大商業都建設｣ と い う こ

とを挙8テてお られますが ､ 朝鮮王朝時代の 商業都市と い い ますと､ 開城もまた非常に有名

なも の だとうかが っ て い ます｡ それと の 関係は ど の ようにお考えな の で し ょうか ?

第2 点､ 水原の 華城建設の 目的としま して ､ 王権の 強化と い うこ とを挙げて おられ ますが､

その 強化 の ため に王権によ る軍 や経済を直接把撞する装置の ようなも の は ､ 実際に設置さ

-
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れて い たの で しょうか ?

金東北 : まず2 番目の質問は答えやすい と思 い ますの で先にお話しますと､ 実際こ の草城

を作 っ てからソ ウ ル にあ っ た兵隊をそ こ に移転して都市を守るように します｡ それからこ

の 時期になるとや はり王 の側からも商業の 資本とか商業の力を･､ 自分の物に しなければな

らな い と いう意識が強くあ っ て ､ こういう都市を作る こ とに よ っ て ､ 自分の権力を強化す

ると いうこ とは あ っ たと思 い ます｡ 最初の質問の ､ 開城と の 関係は ､ 18 世紀の場合だと､

普通の 官僚達とソ ウ ル の商業勢力が結ん で い る ように考えてます｡ それで王の権力が非常

に弱くな っ てますの で ､ その ソ ウ ル の 商業勢力と官僚勢力を押さえるために ､ こう いう新

し い 商業的な都市を作ろうと いう ことになります｡ 開城の場合は高麗時代か ら都市だ っ た

の で , 高菜時代からの都市の形態を守っ てきたと思 い ます｡ その ソ ウ ル ど開城､ 草城の そ

う いう比較は こ れか らの研究課題だと思 い ます去

入間田重夫: 大変おもしろ い 発表だと思 い ます｡
一

つ だけうかが い た い ｡ 商業都市と い う

ことなんですが､ 高級官僚､ 下級官僚､ ある い は琴南政 ､ そういう人たちの住む居住区廟

は , 商人が住む区域とは明瞭に分ける様な形の都市計画があ っ たんで しょうか ? たとえば

日本の 城下町の ように. もう
一

つ は､ 農業をや るような人は都市の城壁の中にほ い なか っ

たの で しょうか ?

金東北 : 最初の質問なんですけども､ 韓国の場合は都市の中を性格によ っ て は っ きり区分

する事はちょ っ と難しい と思 い ます｡ ただ長く住んで い ると段々官僚達が住む所が固定し

たり､ 普通の 人が住む所があ っ たり､ 商業とか 工業をする人達が集ま っ て , 住む所が形成

する傾向があります｡ しかし､ 最初か ら官僚達が住む場所とか 一

般の 人が住む場所とか ､

それがは っ きり分けられて い る こ とはち ょ っ と見られな い と思 い ます｡ 水原 の草城の場合

も､

一 応官庁の周りに はやはり官僚達が住んで まして､ 南 の門の周りにはその商業と関係

のある人の住宅があ っ たと推定は出来ます｡ けれども､ 地域的には は っ きり分けられた と

は言えない ですo 2 番目の 質問ですけども､ こ れは今の段階ではどういう形だ っ キの か全

然分かりません ｡

娘李相棟報告関係質疑

千葉正樹 : 基本的な ことをうかが い た い の ですが ､ まず邑と いう単位は､ すべ て都市とし

て考えて い い ので しょうか ?

李相蒋 : それは立場によ っ て違うと思 い ますけども, 基本的には邑と いうの は行政で決め

た中心ですの で , それは行政の 中心と して成り立 っ て い る都市であります｡ それ の規模は

一 番大き い 物が ソ ウ ル で ､ 18 世紀中期で20 方位の 人口､

一

番小さ い の は40 0 人のもの まで

あります｡

千葉正樹 : そうしますと 一

般的な商業機能や交通､ 宿泊機能が集中して い る都市的な場､

都市的 な空間と いうもの は ､ 邑以外にもかなり存在 して い たと考えてよ ろし い の で しょう

か ?

李相樺 : は い ､ そうだ と思 い ます ｡ その場 として例えば稽場町もありましたし､ あと商業

-
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の中心として港町みた い な物も現われ ましたし､ 特に1 7 世紀､ 1 8 世紀以降には 中央でそ の

商業の拠点になる所は相当人口も増えました し､ 都市的な発達もありま した｡ それは邑と

は全然別の 形で現われます｡

千葉正樹 : 2 つ 日の 質問で す｡ 邑城を持つ 邑と､ 邑城を持た ない 邑に分れると初めて知り

ました が､ 邑城を持つ 邑と持たな い 邑で ､ 空間 馴こ大き い違 い はあるん で しょうか ? それ

とも邑城が ある場合は単に邑の空間全体 が城壁 で囲まれたと い うもの と して よろ し い んで

しょう か ?

李相補 : 基本的に言 っ て邑城があると内外の境界が現われますか ら､ 形 が コ ン パ ク トに な

っ て ゆく､ あと役所の 位置が決ま っ て しまうの で移る ことが難しくなる の がありますが ,

邑城がな い 場合は全体的な構造が読み にくい 場合があります｡

入間田重夫 : 邑城がある邑とな い 邑があるわけだけれど､ 邑城を作ろうと いうこ とを決め

て エ事をリ ー ドする の は､ 邑の役所の ト ッ プが決め るん ですか ? それとも住民 の 意見など

も含め積み上げできる のか｡ どうして 邑城がで きる邑とできな い 邑に分れるんで しょうか ｡

邑城の 建築とv 1うの は ､ 誰がリ ー ドして ､ どの ような形で ､ 進められる の でしょうか ｡ 建

築資金は税金で賄うの で しょうか ? そこら辺 の ことを教えて頂きた い と思うので すが｡

宰相樺 : 邑城と いうの は朝鮮以前の高麗頃､ またはそれ以前にまで遡りますか ら､ 朝鮮時

代の始め の 頃に邑城の整備 をしたと い っ ても､ 既 にあ っ たもの を作り直すみた い な感覚が

あ っ たと思 い ます｡ それは 国家的な政策で決めた物で､ 海岸沿い の 邑は 防衛の た め に作り

直すの を政策で決めた物であ っ て ､ 個別的な邑自体が こ の 邑城を作る作らな い を決め た物

で は ､ 朝鮮時代始め頃で は ､ な い と思 い ます｡ あと大きな都市の 邑になりますと､ それは

経済的に余裕がありますから､ 作 っ て い る 邑城を修理する とかありますが ､ それはちょ っ

と別 の 間藤だと思 い ます｡

瀬川晶久 : 中国語の ｢城｣ と い い ますと､ 石垣 と い い ますか城壁 を意味しますが ､ 邑城の

｢城｣ と い うのもやはり石垣や城壁ある い は城壁で 囲まれた空間と いう意味合 い を持つ と

理解して よ ろ し い ん で しょうか ?

李相棉 : そ れは基本的には ｢城邑｣ と言 っ た方がそ の中身を表す物に相応 しい と思 い ます

が､ 先に述 べ た邑城として の 中身まで含め て話すの は
一 般的な話し方, 用語の 使い 方です

の で ､ その 使い 方で言い ました ｡

瀬川晶久 : ｢城｣ と いう言葉自体に都市として の意味合い が ど こ まで含まれて い る の かと

い うこ とをお伺い した い と思 い ます｡ 少なくとも現代中国語で は ｢ 城｣ とい の は都市その

ものの意味合い が非常に強 い んですが ､ 先ほ どの発表は韓国の 邑城で は内部に
一 般住民 の

居住域を含む広いもの がある
一

方 ､ 非常に小さな官街しか含まな い ような場合もあ ると い

うこ とで した｡ つ まり都市性が同じ ｢城｣ で も違うと思 い ます｡ 韓国語の ｢ 城｣ と いう言

葉が どこまで都市を意味する の か､ 都市と いうイメ ー ジを持 っ て い る の か ､ その 点をお伺

い した い

p

t 思 い ますo

李相梓 : ｢城｣ と い うの は都市的なイ メ
ー

ジで は な い と思 い ます｡ あとはその青菜に こ だ

わりますと､ 例えば百済位に遡りますと ｢城｣ 自体が ｢村｣ とか ｢都市｣ み た い なの を表

したようで す｡ それよりは都市､ 産業を基準にしますと ､ 高麗頃か ら ｢市街｣ と い う言葉

-
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が出てきますが ､ ｢市街｣ と い うの は市場の 意味､ ス ト1) - トですね. あとは ､ 1 7 ､ 1 8 世

紀に なりますと､ ｢都会｣ と い う言葉が 一 般的に使われると思 っ て おります. それで
一 応

ちょ っ と前までも ｢都市｣ と いう言い方よりは, ｢都会｣ と いう言い 方の方が ､ ま だ都市

的な感覚をも っ て い ましたo 歴史的な流れ として も日本も近 い ん じゃ な い かと思 い ますけ

ども､ ｢都市｣ よりも ｢都会｣ の方がな じみやすい 言葉では ない かと思 い ます｡

園千乗正樹報告関係質疑

玉井暫雄 : 千葉さん の報告は本格的な仙台城下町静ではな い かと思 い ます古 都市史研究の

上でもいくつ かの重要な課題がこ の中に含まれておりますの で , こ の時問の申で こ の議論

を展開する こ とは難し い かもしれません ｡ 特に韓国の研究者の方い かがで し ょうか｡ 韓国

と日本との対比 と いうこ とから考えそ､ 何か疑問に思 っ たことな ど御座い ませ んか ?

金末娘 : 昨日巡見した場所の 意味合い とか今日の発表を合わせ て､ そう いう大事さが良く

分か っ て きました の で大変ありがたく思 っ ておりますo

一 つ 基礎的な問題ですけれ ども､

初期城下町が成立するにあたりま して ､ 町人町ですかそういう足軽とか､ そういう仕事に

関する何かの技術を持つ 人の 町と城下町と の関係､ それ は良く分かるんですかれども､ 農

民と城下町との関係と いうのはどうい っ たもの がある の ですか ?

千葉正樹 : 仙台滞の 場合農民は権力との 関係で 二 つ に分けて考えて お い た方が い い ので は

ない かと思 っ ております｡

一

つ は
一 般 の江戸時代の 藩と同じ様に､ 農民連はその自分の所

属する領主に対して年貢と いう形で米を納めて支配を受けると いうのがまず 一 つ の 形態で

すo もう 一 つ は仙台の場合 ､ 気になるのは､ 先程見て頂きま したこういう地方の小城下町

の 場合です｡ こうい っ た城下町に住ん で い る侍の数は実際には非常に数が多くて ､ 彼らの

多くは ､ 実際は自分で農業をや っ て い ました ｡ しかも隣の人の農地を借りたり して い る場

合には , 侍が隣に住む武士に年貢米を納めて い たと いうような実例も見つ か っ ておりますo

い わゆる兵農分離と いうもの が地方知行制セどの程度貫徹されて い た の かと いうこ とに つ

い て は､ もう少し実例を挙げて検証して いく必要があると思 い ます｡ その場合仙台の 城下

に住む人が農業を行うと いうこ とは､ ほとん ど行われて はおりませ んが､ こうい っ た小城

下町 の侍連は外側に農地を持 っ て 農業をや っ ておりますから､ 城内に農民が住んで い たと

も言えるわけです去

李善姫: 私も関心がある の でもう
- 回質問させ て頂きますと､ 仙台の 人口 が増える時に農

民から町人になる と い う変化だ っ たので しょうか｡

千葉正樹 : 例えば地方の 小さ い城下町 の人口が急速に増える時には ､ 男性人 口が女性人口

の 二 倍とか三倍にな っ て い る例が いくつ か見あたりますo これは明らか に周辺 の 農村地帯

から男性人口が町に移 っ てきて い る ､ 入 っ てきて い る結果である こ とが分かりますo 仙台

の場合それが どの様な状態にな っ て い たかはまだ私には分か りませ んが ､ 恐 らくその様な

形で農村か ら町に人口 が入 っ てきたと いうこ とはまずあ っ たろうと考えて い ますo もう
一

っ 仙台の商人を考える上で重要なの は ､ 上方商人の 問返です｡ 江戸中期以降､ 近江商人と

呼ばれる琵琶湖沿岸に住んで い た商人達が急速 に仙台に進出しまして ､ 仙台 の 商業の ほ と

-
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ん どを支配して い きます｡ 実際どの嘩度の商業人口が上方から移動してきた の か分かりま

せ んが ､･ 少なくとも資本と いう観点T
h

;

見て い きます七 ､ 上方の資本と仙台の資本と いう の

が結び つ い て しま っ たと い うこ とが言えると思 い ます｡ 近江 商人の活躍はもちろ ん全国的

に見られ る わけですが､ 仙台藩は近江 に
一 万石畔かりの所領を持 っ

■
て い た とい うこ

1t が ､

何らか の き っ かけにな っ て い た可能性はあると思 い ます｡

■土本俊和報告関係質疑

玉井哲雄 : 博聞が余りな申
､

っ たの で随分端折 っ て静をして頂 い た様ですけれ ども､ 先程q}

千乗さん と
~
城下町 の 時代としては重.な っ

.
て い る嘩伐です｡ こ の 時期の仙台と粉本を∴ どう

-
r* 比 して いく. のや

ゝ
に つ い て色々 な方法があると思 い ます. 文献史ゐ立場で精密にや っ で い.

く方法と ､ 建築史の立場で具体的な物に如して ､ こ の場 創ま水系ですけれども､･ 分析 して

い
.
( とそ の過程が明らかし羊で きるかもしれな い o こ の間題に 関して1uf 台の研究者の方々 か

ら賓隈もあ ると
.
思 い ますが ､

■
まずソウ ル とq) 対比と いう問題がありました の で ､ ソ ウル で･

こ の様な分析を既 にやられて い る李相棟先生 い かかで しょうか ?

李相称 : 都市形態を分析して いく方法としそ､ かなり興味深二くうかが い ました.

.

ソ ウルの

場合､ まず
一

つ は ､ 山が周辺も羊立地･
,
L て い畠

'

t い う･ ことが挙げられます. ですから当然で

すが山から平地に雨水申ゞ凍れてくる訳です. そ
･

れで周辺から南北 の 方向に小さな水系が形

成されます｡

. そ の水系に鎚? ,

T
,中流と い いま

.
すか､

.
ち ょ っと大きな街道が南北 の方向に広

.

が る訳です｡ それで ソ ウ ル の 場合 はLU から下 っ てく
●

る水と道路 の 都市体系と いうもの が ほ

ぼ
⊥ 致して い ます. しかし日本とは異なりまして ､

'

区画がちよら
`
と全体的な区画でな

'
くて､

個別由な区画に な っ て おり

▲

ます-.

.
区画ともう

ー

つ
~
は微妙に地形が変わる ､ その地形が道路

の 方向を決め る ､ 区画を決めるととに 関わ っ て い る の で はない かと思 っ て い ます｡

- ですか らソ ウ ル を理解する にはその水系と' ､ .もう
一

つ は地形が変わる地域が重要で はな

い か串思 っ て い ますo で すが ､ 今土本先生 が発表なさ っ た様 に､

,

都市の 形成過程､ 変化段

階と い うもの
■
をソ ウ

.
ル で 説甲できる か どうかというの は問題として残り

1
ます. と い うの は ､

地形を形成する方法と い うの が時代に よ っ て ソ ウ ル の場
,
合は あまり変わ っ て い ない のでは

な い かと考えて い るからです｡ 今､ 土本先生が轟表なさ っ た様に , 形態的にまず分析なさ

っ て ､ それから文献で バ ッ ク ア ッ プする形で の 研究という方汝が ソウル の場合でき享せ ん

ので ､ そ の ことが非常にうらやまし
.
(- 思 っ て} ､ ます. 現時点で ､ 韓国の壕合は文献がかな

り少 か ､ と いう問題があります｡ 勿静今日発表なさ っ た土本先生 の方法に対しては.､ これ

から参考にした い と思 っ てい ます｡
･

千葉正樹 : 溌程私が発表しまし
'
た藩藤城下町 の軸線と､ 奥州街道め軸線､ 土の 二? がなせ

できたの か実は全く分かりませ ん ｡

■
水との 関わりと いうの は私 は全く気が付きませ んでし

た｡ もう
一

つ 東照宮から南に向かう軸線に関して は ､ こ れは東照宮本来が持 っ て い る倍仰

の 形だと私は考えて い ます｡ 仙台の 場合､ 四谷用水と いうの が問題にな.りますが､ ･これは

基本的に奥州街道と直交する形で引か れて由りますo
こ れは奥州街道ができてから後に作

られたと考えられ る用水ですの で ､ むしろ町割りが先 にあ っ て ､ 後で水が引かれた七考え
■

ております｡

-
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もう
一

つ 仙台は湿地を乾地化しておりますの で ､ 掘ればかなりの水が 出てくると いう状

況があ っ たために､ 外か ら飲み水を供給する必要は ､ かなり彼の 時代になるまで起きなか

っ たの で はな い かとも考えられます｡ ちなみに広瀬川の 水面は城下町よりかなり低くて ､

こ の水を飲み水に利用するということ
`

は､ ほとんどの住民は考えられなか っ たと考えられ

ます｡ 従 っ て奥州街道を軸線とする初期城下町に関して は､ 水の 問題で はな い何らか の 理

由があ っ た の で はな い かと いうの が ､ 現在私 の考える推定です｡ やはり問題 は若林城下町

で ､ こ の角度と水の 問題と いうの は ､ 考え直してみた い と思 い ました0

園最終討輪

入間田重夫 : さきほ ど､

.
千葉さんが最後の コ メ ントで ､ 若林城の 町割りが水と関連するか

もしれな い と いう こ とを示唆されましたが､ 別の考えも申しあげたい と思 い ます｡ 若林は､

古くから､ 仙台平野 の中心集落だ っ た所で ､ 弥生時代の大集落があり､ 東北屈指の 古墳か

あり､ 古代の 国分寺があり､ 中世の 城館があり､

一

貫して 中心なんです｡ そうい う歴史を

踏まえて ､ 今日の千葉さん の 報告も出来あが っ て い たと思い ます｡ 実はあの辺りには条里

があるんですね. 国分寺の門前に伸びる南北 の道路は､ おそ らく仙台で
一

番古 い道路だと

思 いますが ､ 古代の条里制歴史を引きず っ て い るようです｡ あの辺りの 町割は､ それに規

制されて い るの ではな い でしょうか｡ その ような歴史的な位置付けが若林城の 廃止によ っ

て大きく変わ っ たと いうことの意味を考える べ きだと思 い ます｡ 単なる可能性の指摘にす

ぎな い んですけ ども､

一 言｡

玉井哲雄 : さきほ ど､ 挙相木求さんの話の 中で ､ 条里制が 邑城の 地割､ 道路割に使われたと

いう話がありました ｡ 韓国における邑城で条里制の 様なもの が ､ 邑城の成立する前の地形 ､

それか らそれに先行する土地 の状況が､ 邑城の形 に関係があると説明されたと思うんです

けども､ 日本の 城下町 の成立過程に つ い ても何かご意見は御座 い ませ んで しょうか ?

李相梓 : 韓国で条里 の ような区画が出てくる の は ､ 統
一

新羅の 統
一 過程で ､ 例えばさ っ き

み た南原 ( ナモ ン) の都市な どは ､ 唐の長安か ら来て軍隊が駐屯します｡ 駐屯しながら屯

防 ( ティデ ン) と い っ て 四角い 格子を造る､ それを粂を建て る何か の 記録が出て きます｡

その 他にも似た様な区画は､ 例えば新羅の塵州 (キ ョ ン ジ ュ) なんかは､ 都市の 区画でち

ょ っ と古い です｡ その他にも尚州 (サ ン ジ ュ) とか新羅の統
一

期にお い て ､ 主要都市で大

きか っ たの には､ ほ とん どそう いう区画の 跡が残 っ て い ます｡ その 区画 の 跡を､ 今確認で

きる の で は朝鮮時代の 邑城がそ の 区画 の上 に乗 っ て建てられます｡ その条里とか粂坊の 大

きさよ りすごく小さ い様な､ 区画 4 つ ぐら い の大きさで慶州 ( キ ョ ン ジ ュ) の場合の 邑城

は建て られますし､ その彩響で ､ 例えば朝鮮時代以降に建て られた､ 造られた邑城の街路､

道路 の パ タ
ー ン等とは全然違うグリ ッ ドに近 い 塑が残されて い ます｡ そ れは例えばさ っ き

の南原 (ナ ン モ ン) もそうですし､ 全州もそうですし､ 光州なんかもそうです｡ その 条里

とか粂坊の跡が朝鮮時代の 邑城の街路′

.
ヾタ

ー ンまで残 っ て い ます｡

ただ全州などで現 れる の は ､ その 街路の 四 つ 角､ ク ロ ス する所が T 字か十字型か の 問題

で ､ 中心部に客舎と いう官衝 が建て られますけども､ その グリ ッ ドを消して ､ 中心部を消

-
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' ▲

･.
I

して官衝が建ちます｡ だから朝鮮時代にお い て は､ グリ ッ ドパ タ
ー ン み た い な道路はあま

り好まれていなか っ た棟で ､ グリ ッ ドパ タ
ー ンをち ょ っ とずらすと い っ た変化はあ っ たと

思われます｡

それ以前の問題で ､ その条里 と粂坊の どちらかよく分からな い んですo 例えば慶州 ( キ

ョ ンジ ュ) なんかはそれは条坊だと思 い ますけど､ その他に方向が北 の方に正確に合 っ て

い るもの もある し､ 相当ずれて い る の もあります｡ 例えば合 っ て い るもの は慶州 ( ヰ ヨ ン

ジ ュ) とさ っ き出た南原 ( ナ ン モ ン) ､ あと尚州 ( サ ン ジ ュ) なんか は正確に北 に向い て

い ますが､ 全州とか光州とか珍州とか は相当角度がずれてます｡ 個人的な考えで は ､ 古代

都市から中世 へ の時期で ､ 全部 が都市区画､ 条坊で あ っ た とは思 い ませ ん o 例えば屯 臥

っ まり駐屯地の 条里みた い なも の が先にあ っ て ､ そ こ に後で都市が乗 っ て い っ た ん じ ゃ な

い かと い う推定を して い ます｡ その よう に推定しますと ､ 例 えば日本の古代と して粂坊と

い うの は ､ 中を切 っ て敷地を造 っ て 中を埋めて使う方法ですo 条里と い うの は結局 は道路

が残りますから､ 道路から都市が始ま っ て い くみ た い な過程が想定で きると思 っ て おりま

す｡

現在その ような問題を
一

番熱心に研究して い ら っ しゃ る の は､ 前に座 っ て い る季京賛先

生です｡ 今の所､
･ い ろ い ろと確認をして い く段階ですし､ あとそ の 区画 の 内部の構成の静

理が どうな っ て い る の かと いう問題もありますから､ その シ ス テ ム をどう把握して い くか

と いう研究をして い ます｡ その背景に ､ 高麗とか朝鮮時代の都市をどう重ねて いくか ､ ま

たそ こ か ら探し出すと い うこ とが ､ 最終的 にはこ れからの 課題で はな い かと思 っ て おりま

す｡

玉井哲雄 : どうも有り難う御座 い ま した ｡ 発言されて い な い 方で ､ どうぞ斎藤さん o

斎藤善之 : 都市と い うもの が政治的な産物である と同時に ､ 経済的な装置で あると いう こ

とを考えると､ 都市と い う場にお い て ､ 物流 が どうな っ て い くの かとか ､ それを担当する

た めの空 間が都市と して どうある の かと か ､ どう いう装置を持 っ て い る の かと言う こ とは､

不可欠の視点で は･ な い か と思 っ て い る の ですが､ その点に つ い て は､ なかなか 議論が発展

して い かな い の か なあと思 っ て い ました｡ 例えば､ 千葉さん の お話を例 に して お話をさ せ

て頂きますと､ 近世 中後期以降､ や はり都市が変貌して行くo 特に仙台にお い て もo 掛 こ

町人 の 居住空間も､

､
八幡町だけじゃ なくて街道沿い に展開する場末町に ､ か なり濃密に展

開してくると思 い ます｡ 今日はその 話はあまりなされて い なか っ たと思うんですが､ これ

は今日出されて い なか っ た安政の 城下絵図とかを見ると､ 明 らか にそうい っ た場末町､ 例

えば奥州街道沿い だと南の 河原町､ 長町にか けて とか に ､ か つ て なか っ た様な町人地が生

まれてくると｡ 恐らくそれが先程質問に出されて い た ､ 農村と都市の 関係と い うこ とを含

めて非常に重要な場にな っ て い る と思うん ですね｡ 町人連の 願書 なんか見て ても､ 中心部

の 町人連が近世後期に訴えて い る こ との 大半は､ こ の 場末町を何 とかしてくれと いうもの

です｡ 場末町と いうか周辺の 町場と中心部の町場とが ､ 対立関係にな っ て きて い ると い っ

た状況が ある と思うんですね｡ そうい っ た こ とを踏まえて い くと､ また今日の 千葉報告と

はちょ っ と違う様な仙台の都市空間の 有り様と い うんですか､ 特に経済的な観点か ら見た

都市空間 の 有り様と い う- の が ､ もう
一 つ ある様な気 が して い ます｡

千葉正樹 : 仙台の場末 の存在は気が付 い て ますが ､ 基本的な こ とはまず江戸 に比較 して み
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ると明らかに線的な展開だと いうことが いえます｡ つ まり街道軸上に宿場との連結とかそ

う い っ た形で の展開が見られて い ますが , 面的な展開は行 っ て い ない ､ それはなぜか ｡ そ

こが地方知行制を取 っ て い た城下町 の
一

つ の醜ではなか っ たかと いうこ とを､ 今感 じとし

て持 っ て い ます. と いうの は､ 私 は虹戸で場末の事をや っ ておりますけ ども､ 江戸の場末

で造られて い た様な生産品が ､ 仙台の場合には地方の小城下型 の 在町の 中にか なりそう い

う機能が実際は分与されて い たん じゃ な い か ｡ 場末機能その物が ､ その小城下塑在町が活

性化して いく事に よ っ て､ そちらの 方に分散して い たと いう ことが､ 場末の面的な展開を

ある程度抑制して は い なか っ た の かと いう視点を持 っ て い ます｡ もちろん場末と い うもの

を無視して い るわけで はなくて ､ 場末を考えて いく上で ､ その小城下塑在町と いうもの を

無視できな い だろうと考えております｡

玉井哲雄 : 今の 議静はまだまだ続くだろうと思 い ます｡ 場所を変えて議論して い ただけま

すから､ こ の場では､ 韓国からい ら っ しゃ っ た研究者の方で ､ ご意見ご感想い かがで し ょ

う｡ 宋貧家先生 どうぞ｡

来賓豪 : ソ ウ)i , 市立大学の宋貴家です. 建築を専攻して いますQ 土本先生の発表が印象的

で した ｡ 都市形態を論じる上で自然形態をまず考えると いうことに つ い て印象を受けまし

た ｡ 先ほ ど率先生がお っ しゃ いました様に､ ソウ ル の都市形態を考える上ではまず自然形

態を考えなければなりませ ん｡ 自然形態が ソ ウ ル の都市形態を決めたと言える ほ ど重要な

も の で した o しか しながら今日は絵本城とか枚代城の発表をお開きしなが ら､ 自然形態そ

の 物が都市形態を決め たの で はなくて､ 社会組織的な物が都市形態を決めて ､ それか らそ

の 自然形態がそれに沿 っ て いく､ そういう風な印象を受けました｡ まだま だ私が分か らな

い ところがたくさんあると思 い ますの で ､ 色々 と敢えて頂きた い と思 い ます｡

今二 つ 日に言い たい ことは､ その様な都市形態が建築住居形態の形に どの様な関係を持

っ て い るかに つ い て考えたい と思 い ます｡ 少し席介しますと､ ソウ ル の水系が南北 の方向

にな っ ておりまして ､ それによ っ て道路も南北 にな っ て い ると いうことを先程申し上げま

した｡ ･その 様な南北方向の道路と いうもの は､ 都市計画と いうもの は ､ . その上 に建つ 住居

にも密接に関わ っ て い ます｡ 方向を重要視する朝鮮の 人々 の考え方と関係すると思 い ます｡

機会があれば今日の 於本城における都市形態とそれに関わる住居形態というもの を､ もう

ちょ っ とお希をお聞きした い なあと思 います｡ 今日日本側お 二人の発表を拝聴致しました ｡

本当に勉強になりました｡

李 京賛 : まず韓国の 二 人の先生に感謝します｡ 全体的な内容が普段関心 がある内容だ っ

た の でか なり勉強になりま した｡ 自分の 知識が足りな い の で深い 内容は分かりませんけど

も､ 機会があれば今日発表の あ っ た商人に つ い て ､ その 性格その もの が都市形態に どう い

う風 に繋が っ て いくの か ､ 例えば大商人と小商人が い ますけども､ そうい っ た商人道 の性

格によ っ てまた都市とどういう風に繋が っ て いくの か ｡ ある い は商人その もの が地所を持

っ て い る の か ､ それともグ ル ー プとか何か組織を持 っ て い る の か ､ そうい う細か い 所にか

かわ っ て都市を結ん で考えれば､ こ れ から勉強になるん じゃ な い かと思 い ます｡

それか ら､ 今日土本先生が発表なさ っ た水とか地形的な側面 に つ い ては ､ 自分も常に関
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心を持 っ て い まして ､

一

つ 今日申し上 げますと, 全体的な都市形態が水とか水系とか に関

わると言う ことは ､ 韓国の都市を考える上で も非常に大きな特徴である と思 い ます｡ です

が ､ 他 の観点から見ますと､ 水を何か 線で は なく 一 つ の 点に しまして ､ その 点に 問わる

人 々 の 生活とか いう観点､ その 観点は大きな都市よりはち い さな都市にお い て は重要な価

値を持つ んですけども､ そうい っ た井戸を中心 に関わる人々 の 生括と いうもの も挙げられ

ると思 い ます｡ こ の ように い い研究 の機会を用意してくださ っ た骨さ ん に､ 深く感謝致し

ます｡ ありが とう御座 いま した｡

玉井哲雄 : どうも有り難う御座い ま した｡ 最後に平川先生 ､ まとめと い うこ とで宜しくお

願 い します｡

平川新 : とてもまとめなんてで きませ んけども､ 日本と韓国の都市史研究に つ い て の比較

ということ, 文献史学と建築史との 融合とでも言うん で しょうか､ 計ろうと い う二 つ の大

きな研究上 の課題と言うのが今日示されて い て ､ 見事にそう いう報告が用意されて い たな

と いう印象を持 っ ております｡ そう い う意味では今日お聞き した報告全て が ､ これからの

勉強になると思 っ ております｡

感想というよりも コ メ ン トになるかもしれません けども､ 金末娘先生から韓国で ､ 新 し

い 都市が造られる場合 の報告がありました ｡ 新しい要素と い うの は十字路 が造られた程度

であると い うご指摘が御座い ましたけれども､ 日本の場合には先程千葉さん の 方から紹介

がありま した様に､ 近世城下町だけで も様々 な類型 があると いう こ とが指摘されておりま

すの で ､ その 点､ 朝鮮半島の都市の場合に ､ い わゆ る何か類型的なも の ､ 発展段階になる

の か ､ 横並 び の 類型 になる の か分かりません けども､ そう いう指標で何 か構想が できる の

で はな い の かと い う印象を受けました ｡

それから李相林先生の 邑ある い は邑城が ､ 行政区域 にな っ て い ると いう ことが ､ どう い

う歴史的な来歴が ある の だろうと い う問題と同時に ､ 日本と の関係と い うこ とで見た場合

に､ 近世城下町と いう の はその行政区域であるし､ 武士の居住地域である と い う点にお い

て近似性が感じられます｡ その辺が見えてくれば比較研究の真髄になる の か と いう気が し

ます｡

それから土本先生 の お話,
こ れも日から鱗が落ちる様な話で した｡ そういう分析の仕方

がある の かとい うことですけれ ども､ 論文を読ん でおりませ ん の で ､ お静を聞い た印象だ

けで申し上げますが ､ つ まりこういう椅麗な形で本当に復原される の だろうかと い うの が､

文献史学の 側か らの正直 がP 象でありましたc 史料から串刺 し型まで の モ デ ル を捷示され

ると､ これは文献史学の側 にもイ ン パ ク トを与える分析に なる の で は な い だろうか と思 い

ました｡ 大変勉強になりました｡ 有り難う御座 い ました ｡

玉井 : どうも有り難う御座い ました｡ 残念なが ら時間にな っ て しま い ました｡ 充実した内

容の シ ン ポ ジ ウ ム にな っ た と思い ます｡ 私 の 方か ら申し上 げます｡ 報告の 先生方､ 討論に

参加して い ただ い た先生方ごくろうさまで した ｡ 東北大学国際文化研究科アジ ア社会論講

座 ､ 千葉先生､ 平川先生 ､ 入間田先生 ､ それから色 々 協力して くださ っ た大学院生 の皆さ

ん ､ どうも有り難う御座 い ま した ｡ こ れで シ ン ポ ジ ウ ム を終了 します0
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Ⅱ 田韓近代都市住宅 の臆戟研究
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灘村 の 苗い 道と都市韓屋 ( ソウル の都市韓屋)

ソウ ル市立大学建築都市造景学部 宋貴家

要 約

都市韓屋 と いうの は193 0年代ソ ウ ル に現れた韓国の 都市居住類型 である ｡ 都市韓屋 は家

屋 の中心に マ ダンと いう中庭が設けられて い る伝統的な居住様式が､ 近代化 の過程で ､ 都

市住居地の構造 の 上に置 かれなが ら完成されてきた住居類型である｡ 南に開けられた コ 字

型 の韓屋は南北方向に通る道と揃 っ て い る . そこ に は伝統的な住居類型と現代 の都市住居

類型を つ な ぐカが潜め られて い る ｡

1 . 自然が投影された計画都市､ 漠陽 ( ハ ン ヤ ン)

漠陽 ( ハ ン ヤ ン) と呼ばれた 60 0年前の ソウ ル は計画都市である｡ ソ ウ ル の 昔の 地図

を見ると自駄の 秩序と形を大事に した美し い都市であることがよ くわかる ｡ 山水画の よう

な､ また は概念的な絵の ような昔の地図 はソ ウ ル の構成と美しさを良く現 して い るo ソ ウ

ルを囲ん だ四 つ の 山とその 山々 を つ な ぐ城郭が都城の境界を成して い る ｡
*1 そして , 谷

に沿 っ て 南に流 れる水路は都心 を横切 る清渓川 に合流し城郭の東 に流 れる ｡ 水路 (清渓

川) の 北側 に は ソ ウ ル の
一 番古 い 商業地 である鐘路が計画されて い る｡ 東西を貫くメイ ン

の 道であ る鐘蕗 は ､ 南大 門か らはじまる道と T 字の形を形成し､ また北方向に は景福宮と

昌徳宮に至る象徴的な道と つ ながれる ｡ 都市の骨格を成すこ の 道路の両 ? ? ? 面には不正

形 の多くの路地が南北方向の水路 に沿 っ て い る｡ こ の よう に､ 晋の ソ ウ ル の都市組織は山

と水路に よ っ て読むことがで きる ｡ ソ ウ ル の古地図か らわか る ように自然地形 の 形態と秩

序が都市形態に反映されて い る ( 図 1 ) 0

2 . 都市韓屋と1 939 年代の ソ ウ ル

193 0 年代に入り､ 農村から ソ ウ ル に 人口 が集中しは じめ､ ソウ ル は急速に都市イヒと近代

化が進められるようにな っ た｡ そ して1936 年に行政区域 が拡大される こ とに より､ 新し い

住居地 が建設されるなどソ ウ ル の 都市形態は大きく変化した ｡ 都城の古 い 住居地域 である

既存の 大きな敷地を中小規模の敷地 に分割するか ､ 又は都城の外に土地 区画事業を行 っ て

新しく住居地域を造成した ｡ 前者の都城内の敷地分割に 関わるもの は韓国の個人開発業者

によるもの で ､ 後者の都城外の事業は日本の植民政府に より行われた0

こ の ような住居地域に建て られた新 し い
``

伝統的
"

住居が都市韓屋 であるo 都市韓屋 は

基本的に韓国の伝統的な住居形式であ る韓屋 の延長線の 上で建て られた こ とで
"

伝統 即

だと言われ る｡ しかし､ こ の住居類型は不動産市場で
`

売るた め の家
'

と いう点で は新 しく

近代的で
.
あ っ た . 住宅権営会社に より開発された こ の 住居 は

一

種の住宅商品として建設さ

れた｡ これらは標準化さ れた平面を基に ､ 装飾的な要素を重ね ､ 経済的な価格で中小型韓

屋を供給した｡ 近代的と い える 二 番目 の理由は , こ の住居 が 改良韓屋
'

で ある こ とである ｡

近代的な概念の衛生と生活方式をもとに して ､ 既存韓屋 の不便な点を部分的に改良し､ 赤

い 煉瓦 ､ タイ ル ､ 硝子と トタ ン など の 新し い 材料を使用 したo 最後に ､

一 番重要なの は こ

-
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の都市韓屋が持つ
`

都市町 性格である o 都市韓屋は近代都市の組織との 関係の 中で伝統的

な住居類型が進化したもの で､ 住居地と住宅が同時に開発された近代的な都市住宅の類型

である ｡

次に､ 都市形態類型学 *2 (t y m o p h olo g y) の観点か ら､ 都城の 内側 の再開発された地

域で ある教化門 ( ドン ハ ム ン) 路と素食洞 ( ガ ヘ - ドン) の都市韓屋の住居地と都城の外

側 に新しく形成された普門洞 (ポ ム ン ドン) の韓屋住居地に対して述べ る こ とにする｡
こ

こ で は 頂β市の住居類型 として の都市韓屋
'

を定義し､ 道と建築類型の関係に焦点を当て る

こ とにする ｡

3 . 鳳翼洞 (ボ ンイ ッ ドン) 11 ､ 12番地の都市韓屋

漠陽 ( ハ ン ヤ ン) が新しい都として建設された1 4 世紀末以来 ､ ドン ハ ム ン 路は15 世舵

から彰徳富と鐘路を つ なぐ重要な道で あ っ た｡ 今日におい ても こ の道は既存の道幅が変わ

らず､ 道の 先には歴 史的な意味を持つ 財ヒ門 ( ドン ハ ム ン) が置かれて い る. こ の記恵碑

的な道を中心に 4 つ の類型の路地を確認する こ とができる . 先ず､

一

番目の 路地が ドン ハ

ム ン路 と沿 っ て内側にある ピ マ ギル ( ピ マ 路地) で ある ｡ ニ番目は､ 彰徳宮か ら流れて来

る細い 水路 に付き添う路地である ｡ 三番目は､ 宗廟の西 の塀を従う藤池である ｡ 最後は水

路と宗廟の堺の 間に置かれて い る細く道先が塞がれた道 (c u トd e
-

s a c) である ｡ こ の 4 つ

の類型の 路地は大よそに南北方向である｡ その 中で ､
ピ マ ギル はドン ハ ム ン路と･

一 緒に計

画された路地であるが ､ 他の路地は自然地形に従 っ てできた路地､ また は便利を図るため

自生 的に現れたもの であ っ た｡ ( 図 2)

従 っ て､
こ の道には コ の字型韓屋､ 連立韓屋 , 二 階韓屋商家 *3 な どの都市韓屋 が残

っ て い る｡ 鳳翼洞 (ボンイ ッ ドン) 1 1 ､ 12 番地は宗廟の塀と水路g) 間の地域であるo
こ の

紅織 *4 は本来､
二 つ の大型敷地であ っ たが ､ 1929 年に は 50 筆を超える小型敷地に分割

された *5 ｡ 都市韓屋 は敷地分割と同時に建設された ｡ 路地は南北方向に計画され､ 各々

の敷地 は､ ほ ぼ 1 : 1 の 比率を持つ ｡ (南を向い た面が南北方向の道と接しながら東西面

よりや や長 い ｡) 南北方向の 路地は､ 11 番地と12 番地の境界部分 と行き違 い ､ 住居地単位

が若干の時差を持ちなが ら開発された こ とを窺わせ る｡ ( 図9
-

A )

こ の 中で
一 番興味を引くもの は連立都市韓屋であり､ コ の 字型の 平面 3 つ が連続に つ な

が っ て い るもの である ｡ 3 つ が連結された連立都市韓屋は､
コ の 字塑の平面が複製された

もの で ､ 各々 の 面積は 60 m
2

以下である . こ の ような小型敷地の 上に高密度の住宅を造 る

ための解決案が コ の 字型の 平面であ っ て ､ こ の ような コ の 字型平面は各々 の 住居単位の マ

ダン (中庭) を生ん だ｡

敦化門 ( ドン ハ ム ン) 路の地域は ､ ソ ウ ル の伝統的な都市組織が良く保存されて い た地

域 である ｡ 鳳翼洞 ( ボ ンイ ッ ドン) 11番地､ 12 番地の都市韓屋住居地 は､ こ の ような伝統

的な都市組織に つ な い で建設された住居地であるo 敷地が分割される方式と住居が複製さ

れる姿を通して ､ 路地と住居類型の相関関係を良く現して い たo

-
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4 . 素食洞 ( ガ へ - ドン) 11 ､ 3 1 ､ 33 番地の都市韓屋

本来､ ガ へ - ドン は朝鮮時代の 上流階級であ っ た士大夫 (サデ ブ) 階層の住居地であ っ

た｡ 萌在は伝競的な景観の多くが失われて い るが ､ ガ ヘ - ド ン11 番地と31 ､ 33 番地には未

だに
.

伝統的な昔の 面影が残 っ て い る ｡ こ の 住居地は1 930 年代を前後とする時期に､ 住宅開

発業者により建設さ れた都市韓屋住居地 である ｡ 彼らは大型敷地 ､ または住居地の内側 に

残 っ て い た丘陵地を買い 入れ , 高密度の中小規模の 韓屋を集団的に建設し､ 供給した｡ *6

轟脅洞 ( ガ ヘ - ド ン) 11 番地は主 に酉斜面の 住居地であ っ て ､ 3 1番地と33 番地 は南斜面

に形成された住居地であ っ た｡ しか し, こ の 二 つ の 住居地は傾斜の 方向とは関係なく､ 敦

イヒ門 ( ドン ハ ム ン) 藤の路地と同じく南北方向の路地を中心 に配置 して い る｡

こ の 地域 の大部分の都市韓屋は南に 開かれた コ の 字塑の 平面を持つ ｡ こ の類型は
'

｢
'

字

塑 ア ン チ ェ と
'

-

'

字塑ム ン ガ ンチ ェ の組合せ により構成され るo ア ン チ ェ は ア ン パ ン ､ 大

庁､ ブオ ッ ク ( 台所) などで構成されて ､ ム ン ガ ン チ ェ に は ム ン ガ ン ､ ホ ァ ジ ャ ン シ ル (便

所) ､ ム ン ガ ン バ ン ､ 又はサラ ン バ ン な どで構成されて家と路地 が会う境界に置かれる
■

｡

(囲 6 )

こ の 地域 の都市韓屋の配置原理 を知 るには ､ 道 (路地) と方位の 問題を どの ように調節

したか を理解する必要がある｡ 先ず､

'

｢
'

字塑 ア ン チ ェ は敷地の 内側 で南に向けるよう に

して ,

'
-

'

字型ム ン ガ ンチ ェ は道 (路地) と敷地の境界に配置する ｡ ム ン ガ ン チ ェ に はム

ン ガ ン があるか らム ン ガ ンチ ェ の 位置はそ の まま､ 進入方向を意味する ｡ 従 っ て ､ 都市韓

屋の平面形態は敷地の方位と道 (路地) と会う方式に より決められ る｡

一 方､ 住居地組織

の構造は住居類型 に影響を受ける ｡ 従 っ て ､ 住居地 の構造 と住居類型 は相対的に不利な住

居ユ ニ ッ トの 生産を遮る方向にお互 い 影響を与えながら進化 した の である ｡ (囲 7 )

1
都市韓屋 の住居地の南北方向の 道 (路地) と両方向の

'

コ
'

字型韓屋 は､ 進イヒした193 0 年

代 の ソ ウ ル で現れた伝統的な住居類型 と ､ 近代住居組織の 類型 学的 な都市形態 (t y p o -

m o r p h ol o g y) である . 道 (路地) と住居類型は ､ 同時に建設されなが らお互 い に影響を

与えて い る ｡ こ の ような方法で都市韓屋 は光に向けて醜い て い て ､ 同時 に道か らは閉めら

れて い る マ ダン ( 中庭) を持つ ように なる ｡ 新し い 材料 (赤い 煉瓦とトタ ン) と伝統的な

材科 (瓦 ､ 石､ 束材) で構成された外壁と屋根の線は道に面 して 表層を形成して い る ｡ さ

らに ､ 傾斜 して い る道は都市韓屋と道と の 関係をより ドラ マ チ ッ ク で豊かにして い る ｡

5 . 普門洞60 番地の都市韓屋

普門洞､ 龍頭洞, 安岩洞 ( ア ン ア ム ドン) な どの 地域 は ､ 1936 年に ソ ウ ル の 行政区域が

拡大される過程で ､ 都城の 外側 に新 しく開発された地域 である ｡ 19 36 年から施行された土

地区画整理事業に より大規模な住居地が供給された｡ 約40 m X I OO m 程の格子を基本とす

る住居地醸造 が結成された ｡ こ の ブ ロ ッ ク が 4 つ に分割され ､ そ の上 に都市韓屋が置か れ､

都市韓屋 の 住居地が形成さ れた｡ 普門洞60 番地の都市韓屋連は19 40 年頃建設されたもの で ､

ア ン チ ェ とム ン ガ ンチ ェ が
一

体化された完全
'

コ
'

の 字塑平面 を成す｡ こ の
'

コ
'

の 字型平面

は連続的な屋根線と南に開かれ た マ ダ ンを持ちながら､ や はり南北方向の 道 (路地) に置

- 1 3 4
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かれる ｡ (図 9
-

B )

都城の外に新しく建設された普門洞60 番地の類型学的都市形態は､ 都城の中にある鳳翼

潤 ( ボ ンイ ッ ドン) 1 1 ､ 12 番地
.
の例とは対照的である｡ ( 図 8 ) ポイ ッ ドン1 1 ､ 12 番地 は

元敷地の輪郭の ために既存の都市組織に重 ねて付けられて い るように見える｡ しか し､ 普

門洞60 番地は格子パ タ ンを住居地の基本として使 っ て い るために､ 既存の都市組織とは無

関係に拡張と複製が可能であるように見える｡ (図 9 )

6 . 結論

近代的な都市住居組織の 上に ､ 伝統的な韓国住居から進化した都市韓屋は､ 1930 年代に

ソウ ル に出現した独特な都市住居類型である｡ 住居の建設と同時に道 (勝地) と敷地が分

封された為､ 都市組織の構造と住居類型はお互 い 影響を与えながら完成して来た｡ こ の 都

市韓魔 の住居地 は ､ 我々 にと っ て 重要な都市形態類型学 (t y p o m o r p b ol o g y) の テキス ト

である ｡ 長い 間持続されて来た韓国の伝統的な住居類型が近代化される都市に置かれなが

ら完成された都市韓屋は､ 今日の都南建築と伝統建築を繋げる重要な役剖があると考えら

れる｡

注

*1 四 つ の 山は北 の北署､ 南の木覚､ 束の勝取､ 西 の仁王である｡ ソ ウ ル の都城は139 4 年

に建設された｡

*2 A n n e V e r n e z M o u d o n ､

"

G e tt in g t o K o n w th e B uilt L an d s c a p e : T y p o m o r p h ol o g y ､

叩

O r d e ri n g S p a c e ( N e w Y o r k : Ⅴ an N o st r an d R e in h old ､ 1 994) .

.
"

T y p o m o r p h ol o gi c al

st u die s r e v e al th e p h y si c al a n d s p a ti al of citie s .

"

(p . z8 9)

*3 ドン ハ ム ン勝と ピ マ ギル の 問に 二階韓屋が見られて い る｡ これは コ の字型平面が垂直

的に複製された類型であると考えられる｡

* 4 N J .H a b r a k e n ､ T h e St r u c t u r e of t h e O r di n a r y (C a m b rid g e ､ M a s s a c h us e tt s :. T h e

M I T P r e s s ､ 1 998) ､ I d e点n e
`

ti s s u e
'

a s a s m all pi e c e of u r b an dist ri c t
"

th a t r e v e al s th e

t b e m a tic v a ri a ti o n s w o n v e n of a si n gl e u r b a n f a b ric
"

(p .
286)

* 5 19 29 年の 地籍図を見るとガホ イ ドン3 1泰地と33 番地は各々 の 一

つ の 大きな大型敷地と

して残 っ て い る ｡

*6 より大きな敷地 にお い ては
`

開 い た ロ 字型韓屋
!

があ っ た｡

`

開い た ロ 字塑韓屋
'

は ア ン マ

ダン (内にある中庭) を中心とするア ンチ ェ ｢ 字と ｣ 字のサ テ ン チ ェ が向か い 合う構成を

持つ .

一

つ はア ン パ ン ､ 大庁 (デ チ ェ ン) ､ ブオ ッ ク (台所) があるア ン チ ェ であ っ て ､

他は バ ン (部屋) ､ 大庁 ( デチ ェ ン) ､ デ ム ン (大門) ､ ホ ァ ジ ャ ン シ ル (便所) が あるサ

ラ ンチ エ である ｡ ア ン チ ェ がその 家の 女子主人と子供 の為の 家族生括空間で あるなら､ サ

ラ ンチ エ は主人と客の為の 空間である ｡ サラ ン チ エ の前には細い 庭があ っ た｡
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2 . 田本における近代都市型住宅 ･ 住宅地 の形成
- 20 健紀初頭の動向を中心に -

松山 恵

□は じめに

3 年間に わたる日本 ･ 韓国の都市空間に関する共同研究の中で ､ 筆者は199 9 ･ 200 0年度

に行われた ソ ウ ル 中心部 ･ 都市型韓屋地区 (内需洞 ･ 素食洞地区) の実測調査に参加する

機会を得た｡ 本稿で は､ これらの都市型韓屋地区と対比的に捉えられるで あろう同時期の

日本の 動向､ 日本の 近代住宅地や都市型住宅 に つ い て論じて い きた い 0

今回の共同研究が行われ る以前にも日韓両者の住宅に 関する比較等はなされて おり
1 )

､

すで に居住形式における類似点な どが数多く指摘されて い る ｡ 但し､ こ こ で扱われた事柄

や分析方法は限定的なも の であり､ 両者の住宅やそれを取り巻く居住環境 ･ 都市空間の特

質を解明するにあた っ て は､ 今後さらに多様な視点から分析が行われて い くべ きもの と言

えよう｡ 本稿におい て取り扱う事例は 日本の もの の みであり ､ 両者の特質 ･ 差異などを捷

示するに は至らな
,

v ､ が､ それらを究明して い く上で の 前提となる作業として以降の 分析を

位置づける こ ととする｡

20 世紀初扉から開発が始められた上記 の ソ ウ ル都市型韓屋地区に対し､ こ こで は日本の

都市 の 中で も東京を例 に取 り 上 げ､ 近代 以 降､ 明治期 (1 868 - 1911 年) か ら大 正期

(1 91 2
-

25 年) にかけて の 動向に注目する. 本箱前半で は東京に数多く形成された 一

大事

菓としての 近代住宅地に つ い て ､ 開発時期や 事業主体､ 他の計画に及ぼした影響などの点

から画期的な数例をとりあげ､ その 特徴を指摘する｡ また後半で は , ソ ウ ル都市型韓屋地

区と同じく都市中心部に位置した 近代初頭の 住宅地地域に つ い て ､ 従前の 江戸期の状況な

どを考慮しならがら街区や都市型住宅の 成立過程を明らか にする ｡

口東京における近代住宅地 の 開発 ･ 形成過程
_

一

大事業と して の 近代住宅地

･ 東京の近代住宅地 に関しては､ これまで都市近郊 ･ 郊外に大規模に開発された事例を中

心 に実態の解明が進展 して い る
2 )

｡ 明治維新 [ 明治元 (1 868) 年] か ら大正期にか けて の ､

おもに2 0 世紀初頭に開発された 一 大事莱

として の こ れらの 計画に は ､ 当時の社会

情勢や新た な住文化の 形成な どが敏感に

反映されたもの も多い
｡ 以降は こ の よう

な各住宅地 の有する特色に注目し､ 幾つ

かの 画期的な事例め分析の 中から, こ の

時期に開発された近代住宅地 の特徴を明

らかに して い きた い ｡

1 . 草創期 ･ 月島の 開発

_
伝統的集住環境の 継承と展開

は じめに ､ 東京に生み出された近代住

宅地 の中でも い わば草分け的な存在の ､

月島の住宅地を取り上げる｡ 月島とは 隅

田川の河口付近 ､ 江戸期には土砂の堆積

図 1 本稿に登場する東京の近代住宅地､ お
よ び地域 の分布状況

-
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な どによ っ て既 に形成さ れて い た石川島 ･ 佃島の南端部､ 東京湾上に造成された埋め立て

地である o こ の 地は明治18 (1885) 年か ら段階的に造られて い っ た甲､ 東京湾の埋め立て

に関して は, 近世都市 ･ 江戸にお い て は土地拡張 ･ 人口増加に伴う宅地供給の手段と し

て ､ また現代でも月島南方の 十三骨盤立地 ( い わゆ る ｢お台場｣ 一 帯) で は臨海苗帽持心が

開発され るな ど3 )
､ 各時代ごとに都市内部の 過密イヒ解消を主な目的として反復さ れて き

た｡ ただし､ この月島の 埋め立て は維新期に明治政府により推進されて い た港湾整備や築

港計画に伴うもの で あり
4 )

､ 上記の ような意図と いうよりは ､ 東京の近代都市イヒ ･ 都市計

画の 一 環として位置づけられる べ きもの と言えよう｡

明治初頭の近代都市計画に基づく月島であるが ､ 内部の街路計画や住宅などは従前の江

戸期のもの を少なからず踏襲したもの とな っ て い る (以下､ 図 2 を参照) ｡ 街路計画は ､

月島の中心 にひかれた幅20 間の月島通りを背骨として ､

一

辺がほぼ60 間 ( 田舎間) の正方

形街区を割り付ける ように幅6 間程度の道路が縦横に配されて い る ｡ こ の60 間四方の正方

形街区に関しては ､ 広く知られる江戸草創期に開発された中心部の 町人地 ( 日本橋 ･ 京橋

地域) の もの と同株であり
5 )

､ 月島の 街路計画 はそれに則した可能性が高い ｡ また各正方

形街区に注目すると ､ 内部は月島通り に平行に走る幅3 間の 道路により 2 分されるととも

に ､ それ に直行するよう に幅1 - 2 間ほどの 5 本の路地が等間隔で入れられて い る ことが

分か る｡
こ れによ り､ 街区は 同規模の 1 2 の 短冊状敷地 (約 間口1 0 間 × 奥行30 間) によ っ

て構成される こ ととな っ た ｡

-
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以上 の 街路計画に続き､ 今度は月島の 住宅に つ い て見て い きた い
｡ 正方形街区を構成す

る間口1 0間 × 奥行3 0 間ほ どの短冊状敷地 にお い て ､ 中央に通された幅1 - 2 間の 路地を中

心 に ､ その 両側に住宅は配されて い る｡ 当初､ 月島の住宅の 多くは近世以来の 9 尺 × 2 問

の 平屋建て長屋であ っ たと考えられる
6 )

o こ の零細な長屋や それにより儀地内が埋め つ く

される状態は､ 前述の街路計画が中心部の もの を継永したの に対し､ むしろ江戸の周辺部

に広が っ て い た場末地域 の 様相に類似するもの と捉えられよう
ア)

｡ また月島で は ､ 埋立事

業の主体である東京市に よる土地経営 (｢ 貸渡｣) が行われ､ 明治期､ 土地は 3 等級に分類

され地料が徴収されて い た8 )
. 当時の ｢貸渡｣ 相手やその 規模等の詳細は不明であるが ､

埋め立て完成以降､ 日清 ･ 日露戦争を契機として月島には数多くの機械 ･ 鉄鋼 関連工場が

進出し9 )
､ 大正 9 (19 20) 年には人口が約 3 万人に もの ぼ っ ており､ 活発な屋敷経営が展

開されて い た様子が窺える｡ 現在､ 月島に残る昭和初頭の住宅には数軒連続する長屋形式

のものも多く､ また間取りや意匠も統
一

されて い る こ とから10)
､ ある硬度の演模 ･ 前述の

敷地全体 (約 間口10 間 ×奥行30 間) な どの範囲を特定の 地借人 が借家経常を行 っ て い た

ものと考えられ る｡ またこ の大正 - 昭和初頭には ､ 表通り沿い を中心 に木造2
･

3 階建て

の 住宅が増加し､ 間取りにも新しい 形式 - の展開が認められる
11)

0

2 . 近代住宅地 の開発
_
東京の近代住宅地開発における 3 つ の動向

近代都市計画 の 一 環として明治初頭 には着手され て い た月島で あ っ たが ､ むしろ東京に

お い て住宅地 開発が真に活発化する の は 日露戦争以後､ 明治後期か ら の こ とである ｡ その

後､ 大正期 (19 1 ト26 年) に かけて の東京にお い ては数多くの特色ある住宅地が誕生する｡

それら の住宅地に は､ 明治後期以降 の急激な人口集中に伴う近郊農村 へ の ス プ ロ ー ル化を

背景として ､ 開発時の 土地政策や生活改善運動､ 開発者の理念な どが多分に投影されて い

っ た｡ こ こでは前身である近世都市 ･ 江戸 の名残をと どめ ながらも､ その梗概か らはほ ぼ

解放された方法に より形成さ れた2 0世紀初頭 の近代住宅地に つ い て ､ 大きく 3 つ の 動向に

ふ まえ､ 各々 の代表的な事例をみて い くこ と に した い ｡

2
' -

1 . 大名屋敷跡地 の 開#
_
i* 谷区槍梼

まず初めに取りあ8ヂる の は , 近代以降､ 東京の 内部に突如生み出される こととな っ た巨

大な余地 を舞台とした住宅地開発で ある ｡ 明治維新 (1 86 8 年) に伴い それまで江戸 の約 7

剖を占め た武家地 は概ね政府に収用され (｢武家地上地令｣) ､ そ の結果､ 近代初京の東京

には多くの余地 が出現した｡ これ により､ 中心部に は官庁街 ･

オ フ ィ ス街がもたらされた

が ､ その 一 方で周辺部に位置する活用法が定まらな い 武家地跡地の 中には荒廃するもの も

あ っ た1 2)
o ただし武家地の中で も 1 筆で大きな面積を有した大名屋敷はその広さゆえ比較

的開発が容易であ っ たため ､ 明治期､ それらは住宅地開発の中心地となる｡ 江戸の大名屋

敷は使用日的に応 じ数種が存在したが ､ 郭内 (外堀の 内側) 以外のもの に関して は､ 収用

された後､ 多くは豪商や維新期に躍進した財閥､ 旧大名に払い 下げられて い っ た｡ この よ

うに維新を境に様変わりする大名屋敷の地所にお い て ､ 明治中後期以降､ 払い 下げられた

人々 の 手により近代住宅地 が形成されて いく こととなる
13)

0

上記の大名屋敷跡地の 開発によりつ くられたもの に松涛の住宅地 がある ｡ 枚清は東京有

数の 盛り場で ある渋谷の道玄坂界隈を緩やか に の ぼ っ た高台に位置 し､ 現在でも､ 東京都

知事公邸な どを含み各住宅 が比較的大きな地所を持つ 高級住宅地として名高い
｡ 以降､ こ

の於清の住宅地形成の 過程を明治 - 大正期 の地図を眺め なが ら辿 っ て い くこ とに した い
｡
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図3 - 1 幕末期 [安政期 (185 4 - 59 年)] の松藤

図3
-

3 明治42 (1909) 年の 松涛

図中央印に ｢ 銅嶋農場｣ の 文字が見える｡

囲3
-

2 明治1 3 (1 880) 年の於藩

囲3 - 4 昭和12 (193 7) 年の松涛

図中央印に ｢鍋嶋邸｣ がある｡

0 2 5 0 5 0 0 M
= ■
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幕 末 期 段 階 [安 政 期

(185 4 - 59 年)] ､ こ の 地は御

三家である紀州藩の下屋敷を

主体とする武家地で構成され

て い たが (図 3
-

1
14)
) ､ 維

新を迎えた明治初頭 [明治13

(18 80) 年] の状況からは ､

当時
一

面が桑畑として利用さ

れて い た こ とが分か る (図 3

-

2
1 5)) ｡ こ れ は､ 前述の よ

うに武家地跡地 の荒廃を懸念

した明治政府が ､ 主要輸出物

であ っ た生糸生成の ために武

家地跡地を転用 (｢桑茶令｣)

した結果 である
16)

｡ つ まりこ

の頃の於涛は周囲も畑に囲ま

れ､ 宅地化は ほとん ど進展 し
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囲4 明治初頭 ･ 京横区越前掘 鍋島家の借家

て い なか っ たと考えられる ｡ こ の よう に荒廃した状態にあ っ たこ の 地であるが ､ 明治後期

[明治42 (1 909) 年] まで には ､ 取得の 時期などの 詳細は不明であるが､ 先の 武家地跡地

払い下 げに より旧大名 ･ 華族の鍋島家が所持し, ｢鍋嶋農場｣ を ひら い て い た こ とが分か

る(囲3
-

3
1 7)) o こ の 時期の 内部の利用状況を見て い くと､ こ こ は起伏に富ん だ地形をし

て い るが ､ それにそぐわな い ､ 且 つ ほ とん どその 起伏を考慮する こ となく碁盤目 ( グリ ッ

ド) 状の街路が計画されて い る様子が克える ｡ そ の後､ 松涛は大正 9 (1920) 年に宅地分譲

が開始され るが､ その 際､ こ の 既存の碁盤目状街路に則りながら公園や商店等を内包 した計

画がなされ ､ また住宅地中心部には開発主で ある鍋島家の 邸宅が構えられた( 図 3
-

4
18)) 0

こ こまで 地図をもとに槍涛の住宅地形成の過程をみて きたが ､ 現在の とこ ろ住宅地内の

建物な どの詳細は不明である｡ 2 0 世紀初頭 ､ 於清の ような武家地跡地 の住宅地 開発は鍋島

家の み ならず､ 払い下 げによ り出現 した財 閥 ･ 旧大名などの 都市地主 に よ っ て束京の各

所で展開されて い たと考えられる｡ また鍋島家に関して は､ こ こ 枚溶以外にも､ 中心部 ･

京橋地域 ( 旧京橋区越前堀) の大名虚数跡地にお い て広 い庭付き の貸家を建て るな どの不

動産経営を手広くおこな っ て い たことが確認される (図 4
19)
) 0

2 - 2 . 東京近郊の 開発
_
土地会社 ･ 電鉄会社な どによ る開発

大名屋敷跡地の展開に続き､ 次に取り上げる の は明治末か ら昭和にかけて進展した都市

近郊における住宅地開発の事例である ｡ 近郊開発の先鞭を つ けたの は日本国内でも関西地

域 [阪急沿線 ･ 明治43 (1 910) 年 - ] であ っ たが ､ 前後して東京にお い ても特色ある計画

が頻発されて い く｡ 開発主体に注目すると ､ それらは電鉄会社や土地会社 , 膚託会社､ 学

校法人､ またそ の系列会社などに分類する こ とが可能で あるが ､ こ こ では 土地会社と電鉄

会社によ る 2 つ の住宅地開発をみ て い くこ とにした い ｡

( 1 ) 目白文化村 (箱根土地株式会社)
20)

明治後期以降 の東京にお い て ､ 都市内部の 過密化や住宅不足等か ら ス プ ロ
ー ル化が進展

-

14 0
-



し､ 近郊農村の 開発 ･ 宅地化が急務となる ｡ その ような中､ 移入された欧栄の 田園都市

( ガ ー

デ ン シテ ィ
ー ) 思想や ､ 近代に生成された中産階級 ( サラリ ー

マ ン層) を貯象とし

た新 し い 生活習慣 ･ 住文化を捷案する運動は実際の計画 にも大 い に反映されて い く0

日白文北村は上記のような機準の 中､, 箱根土地株式会社に よ っ て大正11 (1922) 年から

開発された住宅地で ある ｡ 箱根土地株式会社はそれ以前にも軽井沢の別荘地開発 ･ 償宅地

経営 [大正 7 (1 918) 年 - ] などを行 っ て い たが､ これらは
一 部の 文人や富裕層の み を貯

象とした もの であ っ たo それ に対し､ 当初貴族階級の邸宅が散在して い た官自におい て ､

目白文化村は大正11
-

1 4 (1922
-

25) 年の 間に 4 期に分けて段階的に計画
･

開発が行われ

たが2 1)
､ こ れらは い ずれも中産階級 へ の住宅供給を目的としたもの であ っ た ｡ これは､ 既

に操業が開始されて い た山手線目白駅 ･ 高田馬場駅 [明治4 2 ･ 43 (190 9 ･ 191 0) 申開駅]

へ の便
･ 立地関係を念賓に意図されたものでもあるo 住宅地の街路 ･ 敷地計画は､ 4 つ の

開発段階により差はあるもの の､ 従前の 農道を 一

部利用 しながら微妙な起伏の ある地形の

上 に格子を の せ たグリ ッ ドパ タ
ー ンから成る｡ また､ こ こ で は特色ある住宅も生み出され

て い っ た｡ 現存する開発当時の住宅の多くはス タ ッ コ仕上げ ･ 下見叔張りによる和洋折衷

型 の文化住宅であり､ 住宅内部は椅子式の 生活を基本とした設計がなされて い る｡ また､

新しい 居住文化の創造を目指した大正期の 生活改善連動の影響からは､ 従前の各部屋を廊

下が つ なぐもの (｢中廊下塑｣) とは異なる､ 居間を中心とした配置の ｢居間中心型｣ の抵

案もなされた (図 5 ) 0

( 2 ) 田園調布 (東急電鉄 ･ 田園都市株式会社)

目白文イヒ柑が土地会社によるもの であ っ たの に射し､ 次に取りあげる田園調布は電鉄会

社､ 現在の 束急電鉄により開発された事例であるo 現在､ 田園調布は東京随 一 の高教住宅

街としてあまりにも有名で あるが､ それは開発者の理念を投影した印象深い 街路計画など

が大方維持されて きた こ とに由縁する ｡

田園調布は東急電鉄に より､ 自らq) 沿線上 に形成された住宅地第1 号と して広く認識き

れて い るが ､ 厳密には開発は鉄道が敷設される以前か ら着手されて い た22)
｡ 当初の 開発主

体は ､ 明治初頭から銀革煉瓦街な どの 東京の 街づくりに携わ っ た波沢栄 一 を中心とする田

園都市会社で あ っ た｡ その名の通り､
こ の会社 は英国 の ハ ワ

ー ドに始まる田園都市運動に

ちなむものであり､ 実際, 田園調布の 開発以前に は レ ツ チワ
ー ス などの視察もお こなわれ

て い た｡ 住宅地内部は､ それら欧米の 田園都市の 放射状道路 ( エ トワ
ー ル武道施) を直接
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図 5 大正11 (192 2) 年 ･ 東京平和

博覧会住宅展示会 (文化村) に

出展された住宅

写真1 開発後､ 間もな い 田園調布

[昭和元 (19 26) 年の状況]

ー
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写畢2 震災後の土地区画整理事業に より
生み出され た杉並 区井萩の町並 み

写真3 震災以降無計画に形成された 住宅地

_
旧農道に沿 っ て住宅が建ち並んだ

中野 区野方の 町並み

的に受け継 い だ､ 同心 円と放射線か らなる独特の街区形成がなされた (写真 1
2 4)
) ｡ こ の

印象的な街路計画の ほかにも, 田園調布で は良好 な住環境を形成 ･ 維持して い くこ とを目

的とした幾 つ か の建築親則 (個々 の住宅を建て る際､ 堅固な塀を設けな い ･ 坪あたりの単

価を 丁 定額以上 にする ･ 建坪率を定め る など) が設けられ､ 敷地購入希望者 ･ 住民によ

りほ ほ遵守されて い た23)
0

2
-

3 . 関東大震災と土地 区画整理事業 _ 東京郊外 ･ 西部地域の農地開発

明治後期から着実に進展して い た近郊 ･ 郊外 - の ス プロ
ー ル は､ 大正1 2 (192 3) 年の 関

東大震災を契機に東京西部地域 におい て加速度的に進行､ 拡大して い くこ とになる
25)

｡ こ

の西域 における住宅地開発は既存の 農地 の切り売りにまかされ, 計画性を欠い た無秩序な

開発が展開されたと こ ろも多く､ 現在で もこ の 時期の 開発過程 ･ 区画整理 の有無が街路や

住宅密集度などに多大な影響を及ぼ して い る (写真 2 ･

3
2 6)) 0

震災の前年､ 大正11 (1 92 2) 年に制定された都市計画法 ( 旧都市計画法) は東京を中心

と した半径1 0里 (1 6 K m ) の内側を都市計画域 に設定 した. それは , ほぼ現在の 東京23 区

内に相当するが､ 当時は農地がひ ろが る東京市の郊外 ･ 郡部を包括するもの であ っ た｡ 震

災後の 西域 へ の爆発的な ス プ ロ
ー ル化に対し､ 農地 の整地整理 ･ 良好な住宅地 として の利

用促進をはか るため､ こ の都市計画法と共に準用された もの に土地 区画整理事業が存在す

る｡ こ の事業の特色として ､ 農地 を開発 ･ 宅地化する主体は ､ そ の地域 の 土地所有者や自

治体を中心 に組織された ｢ 土地区画整理組合｣ で あ っ た こ とがあげられる ｡ 西域 の住宅地

開発の 中でも､ 土地区画整理事業が本来の 意味 ･ 役翻を充分に発揮できたもの に杉並区 の

井荻がある ｡ 井荻で は､ 当時急速な宅地化を懸念した町長が町内の関係者 (主 に土地所有

者の農家) わ協力を得て ､ 大正13 (1 92 4) 年から土地所有者58 7 名 ･ 捻面積25 4 万4 7 59 坪

(840 ヘ ク タ
ー ル) にも及ぶ ､ ほ ぼ町全体を取り込 んだ土地区画整理 が実施され

27)
､ 整然

とした町並み が形成された (写真 2 ) 0

-

1 4 2
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□近代初頭における束京中心部の住宅地

こ こまで は日本の 近代 ､ おもに明治か ら大正 にかけて の20 世紀初頭に開発された束:京の

近代住宅地に つ い て ､ 幾 つ かの注目すべき事例 を取り上げなが らその動向を探 っ た ｡ これ

らは い ずれも大規模な開発を伴うもの であり､ 月島のような新規造成地や大名屋薮跡埠主

近郊 ･･ 郊外の農相地域と いうように､ 従前の 土地利用 ･ 屋敷潮などの影響の少ない 地域 に

点状に形成されて い っ た｡ そ
･

の
一 方で ､ 東京中心部におい ても近代初頭､ 数多くの住宅地

地域が存在した｡ これらは前身で ある近世都市
･ 江戸 の影響のもとに成立 して おり､ また

そ の 内部で は現代にもつ ながる東京の 都市型住宅の 生成が認められる ｡ 以降､ 本稿後半で

は ､ こ の 東京中心部の 状況を明治初中期を中心 に論じて い く｡ これは冒頭で述 べ たよう

に ､ 近郊 ･ 郊外の事例に関する実態解明の みが先行して い ることに加え､ 調査をお こな っ

たソウ ル中心部 ･ 都市型韓屋地区との対応 ･ 比較などもある程度可能な事例と考えられる

からでもある｡

1 . 江戸､ 東京中心郡の住宅地
_ 街区や屋敷剖の成立 ･ 展開に つ い て

近代初頭の東京中心部とは - 般に経済 ･ 流通上 の 中心地､ 旧町人地 の 日本橋 ･ 京橋地域

で あり､ せ い ぜ い 大正期まで を視野に入れた場合でもそれらの 南に位置する銀座辺りを含

めた
一 帯をさすo しか し, これら の地域が近代以降 の住宅地 ･ 都市型住宅の競範を生み だ

したとは考えにくく､ むしろそれらは 旧武家地地域に存在した｡

武家地の 中でも徳川幕府直属の家臣 (旗本 ･ 御家人) の屋敷､ つ まり幕臣屋敷は ､ 江戸

の広範に分布したが (図6
28)) ､ 後述する ように維新期の 武家地処理にお い て住宅として

の利用が継続され るため､ こ れらが近代初頭の東京中心部､ い わゆる山の手と呼ばれる地

域 の住宅地を形成して い くこととなる｡ 以降､ 江戸城に程近 い郭内 (外堀内) の旗本屋敷

地域 (番町 ･ 駿河台
一

帯) を例に (図6 ) ､ その 明治初中期の動向を見て い きた い ｡

1
-

1 . 江戸期 - 明治初頭､ 都内 (外梅内) 番町 ･ 駿河台 一 帯の 屋敷地構成

明治維新 [明治元 (1 868) 年] による収用後, 大名屋敷はその巨大さゆえに - 大事業と

して の 近代住宅地 へ の転用 (先の松涛の例) 等がはかられる の に射し､ それに比 べ て非常

に小規模な屋敷の集合体である幕臣屋敷地域 はその機能を 一 挙に転換させ ることは容易で

なか っ た. 都内の番町 ･ 駿河台
一

帯の 旗本屋敷も､ 結局その多く
,
が 明治政府の 官吏用住

宅 (宿舎) として転用される こととなり､ 街区や屋敷規模はもちろん建物までもがそのま

ま温存される こととな っ た｡

近世的性格が多分に引 き継がれる こ とにな っ たこ の地域 の街区や屋敷部に つ い て考えて

み た い ｡ 近世初頭 ､ 江戸城の防備を固める ためその北西 に開発された番町 ･ 駿河台地域
一

帯は､ おもに旗本屋敷により構成され, 江戸期を通 じ街区や屋敷規模などが改変される こ

とはなか っ た ｡ こ の 地域は､ 幾筋も小 さな谷が入り起伏に富んだ地形をして い るが , 台地

上 の旗本屋敷を中心に屋敷地の奥行は3 0 間 (京間) にほ古君統 一 され, 且 つ こ の 2 屋敷の集

合から成る短辺が6 0 間 (京間) の 長方形街区によ っ て形成された｡
つ まり､ 先の月島で ふ

れた中心部 の 町人地と同様､ こ の 都内旗本屋敷地域も江戸草創期の 都市設計の基準寸法

(京間6 0 間や それを2 分した京間30 間) に則 っ た街区 ･ 屋敷地が計画的に割り付けられて

おり
2 9)

､ それは近代 - も受け准がれて い っ た (図 7
3 0)
) 0

2 . 明治初頭､ 東京中心部の 住宅地内部
_
建物構成や居住形態などに つ い て

こ の ように江戸期の屋敷割や建物などが継東される こととな っ た東京中心部 ､ 香町 ･ 駿

-

1 4 3---



図 6 幕末期 [文久 2 (1 862) 年] 幕臣屋敷分布 図 7 明治初頭 (18 86 - 88 年) 番町地域 の街区
と屋敷割

河台
一 帯 の 旧旗本屋敷地域 の 明治初中期 の状況 を, 維新期に編纂

･ 作成された配置平面

図
3 1) な どから詳しく見て い くことに した い ｡

2
-

1 . 建物配置と ｢御殿｣ の平面構成の特徴

は じめに ､ 屋敷内部に存在する建物や その 配置 を簡単に みて おきた い ( 図 8
3 2)) ｡ 屋敷

の規模は前述のように奥行は京間30 間ほ ど, 地域 の屋敷間にも差はあるもの の坪数は10 00

坪前後とな っ て い る ｡ 外構は表通りに面する部分 には梁間 2 - 3 間ほ どの ｢ 表長屋｣ が設

けられ､ 隣地と の境界には ｢生垣｣ な どが配されて い る｡ 屋敷中央に位置する主屋は ｢御

殿｣ (御殿建物) と呼ばれ､ 江戸期に は基本的に屋敷を下賜された (屋敷を所持する) 幕

臣の 居所として利用された ｡ ｢ 御殿｣ や ｢ 表長屋｣ 以外にも､ 屋敷内には ｢ 中長屋｣
33) や ｢土

蔵｣ ､ ｢稲荷社｣ な どの様々 な盛物 ･ 施設が存在する. 上記の 内､

■主屋の ｢ 御殿｣ に関して

は､ 近郊 ･ 郊外めものもふくめ近現代の住宅地を構成する独立和風住宅､ い わゆる庭付き

⊥ 戸建て の 祖形と考えられており34)
､ 近代都市型住宅 の ひと つ の 型と言えるo その 内部は

一 般 に ｢座 敷｣ と呼ばれ る式台 ･ 玄関部分か ら始ま

り､ 奥にすすむに従 っ て 公的なもの か ら私的なも の へ

と展開する (図 8 ) ｡ 空間は機能分イヒされており､ 表

向きの公的な接客空間の ｢ 表｣ から主人が公務 などを

行う ｢ 中奥｣ ､ 最も奥ま っ たと こ ろ の ｢奥｣ は私的生

活や 夫人の ための 空間で あり ､ こ れらに ｢ 台所｣ を加

えた 4 つ の 空間 (居所) から成立する ｡

2
-

2 . 屋敷利用の 実態
一
厘敷内の複合的利用

前掲の ように屋敷内には主屋 (｢ 御殿｣) の ほ かにも

様々 な建物が存在する｡ 中に は大きく居室化し､ ひ と

つ の独立した住宅と して の利用が窺えるもの もあ る｡

こ の 成立背景に つ い て以下 しばらく考察した い ｡

本来､ 旗本屋敷は拝領主である旗本や その 家族らに

よ る利用 が 意図されて おり ｢御殿｣ は その 住居 とし

て ､ また家臣や奉公人が ｢御殿｣ や ｢ 表長屋｣ など に

-

1 4 4
-

図 8 建物配置と内部空間



居住する こ とが あ っ た｡ しか し実態と して

は ､ こ れ以外の 人 々 が屋敷内に居住する こ

とが江戸期を通 じ恒常化して おり､ 当時の

史料か らは ｢荷持｣ な どの 町人 が長塵に居

住する こ とや ､ 拝領主とは 必ずしも密接な

関係をもたな い 武家が屋敷内を ｢ 地借｣ す

る 様子が 頗紫に確認される35)
｡ こ の 内､ 他

の 武家に よ る ｢ 地借｣ は 文字通り彼ら自身

に よ る住居の 普請をも意味した｡ 番町 ･ 駿

河台 一 帯の 旗本屋敷にも､ 幕末期 [安政
~
3

(1856) 年] ､ 拝領主以外の 武家 - の貸借(他

の 武家に よ る ｢借 地住宅｣ な ど) が認め ら

れ るも の が数多く存在する
36)

｡ これ らの屋

敷内部にある大きく居室化した ｢表長屋｣

や ｢ 申長屋｣ ､ 独立政義などは ､ 上記の よう

図9 ｢長井又五郎屋舗地絵図｣
_ 図中央印の建物 (｢ 中長屋｣) は貸

■

貸
により生み だされて い た可能性がある

な貸借関係をもとに生み出された可能性が高い (図 9 )
37)

0

2
-

3 . 東京中心部の 旧旗本屋敷地域 の景観 _ 明治21 (1868) 年の写真から

維新後も住宅地として の利用が継続される幕臣屋敷跡地で あるが ､ 明治21 (1 868) 年の

旧旗本屋敷地域 ･ 駿河台辺りの状況からは､ 住宅の多くが維新期の 配置平面図にみ られる

｢御殿｣ や ｢ 寮長屋｣ などと差ほ ど変わらぬ建物によ っ て構成されて い る様子が窺える(写

真 4
3 8)) ｡ こ の 時期の居住形態に つ い て は､ 前述 した幕末期段階の 屋敷の貸借関係 ｡ 複合

的居住が解消されて い たの か (もしくはされて い なか っ た の か) は定かで はな い ｡ しか

し､ それらに伴 い 成立 したとみ られる ｢ 中長屋｣ など の 主屋以外の 住宅 は型として存続

し､ 前述の ｢御殿｣ と同様､ 近代束京の都市型住宅の典型を生み だして い っ たと考えられ

る｡ 大正期の東京中心部の独立住宅 ･ 貸家に は､ それらの住宅に類似した平面構成などを

持つ もの が数多く見い だせ る (図10
3 9)) 0

以上 ､ 明治初中期の東京中心部の住宅地をとりあげ､ 街区や屋敷臥 都市型住宅の 成立

写真4 明治2 1 (1 868) 年駿河台 (旧旗本屋敷地域) の状況 図10 大正期東京市内の 借家

-

14 5
-



背景などに つ い て検討した｡ 最後に ､ こ こ で扱えなか っ た事柄に つ い て少々 記 して おきた

い ｡ 本稿前半で とりあげた近代住宅地 は ､ 関東大震災前後 [大正1 2 (1 923) 年] に顕在化

する中心部の住宅問題な どを契機として 成立するが , こ こ で論じた時期はそれ以前の状況

と考えられ､ その間 (明治中後期 - 大正期) に つ い て は解明が待たれると こ ろである｡ 加

えて本文中､ 調査をお こな っ たソ ウ ル都市型韓屋地区と の比較にまで踏み込む こ とは出来

なか っ たが､ 互い の居住形態 ･ 住宅内部の 複合的利用に は類似する点も認め られる40)
｡ 上

記の両者とも今後の 筆者の課題である｡

□おわりに

本稀で は調査をお こな っ たソ ウ ル都市型韓屋地区との対応から､ 近代初頭に開発 ･ 形成

軍れた東京の 近代住宅地､ およ び都市型住宅を取りあげた o こ れらを巡 る動向は下記 の よ

うにまとめ られよう｡

前半部分にお い て は､ おもに明治から大正 にかけて開発された 一 大事莱として の東京の

近代住宅地 に つ い て ､ 幾 つ かの注目すべ き事例を取り上 げた｡ 近代都市化を背景に成立 し

た月島の街路計画や居住形態は江戸 の 要素を多分に含ん だもの であり､ また維新後にもた

らされた近世都市q) 巨大 な遺物 ･ 大名屋敷跡地な どは住宅地開発の格好の 舞台とな っ た｡ .

こ の ように ､ 明治初頭 に開発が始められた住宅地の計画 ･ 成立要因には従前の 近世的性格

を見い だすことが可能で ある｡ ただしこれらの住宅地が実際に多くの住民や施設を抱え､

その役潮を充分に担えるように なる の は明治後期か らの こ とであ っ た｡ こ の過程にお い て

は近代産業の 萌芽 や中産階級 (サ ラリ
ー

マ ン層) の誕生 な どがあり､ 明治末 ･ 大正期以

降､ 住宅地内部の居住形態や住宅の 間取りなどは ､ 当初からは異質なも の へ と着実に変化

して い っ たもの と考えられる｡ また ､ 大正 から昭和初期にか けて は新しい 住宅地の 形態を

模索する動きも生まれて い っ た｡ 東京 の都市空間に大きな痛手を負わせ た関東大震災 [大

正12 (19 23) 年] を契機として ､ それに相前後して深刻な問題とな っ て い た東京中心部 の

過密化や これに伴う近郊 ･ 郊外 - の ス プ ロ
ー ル は､ さらなる近代住宅地形成 へ の 原動力と

な っ た｡ こ の時期の 開発は欧米の田園都市思想に感イヒされたものも多く､ 当時の 生活改善

連動な どの 影響は住宅 の 間取り改変にまで及んだ｡

これらの近代住宅地は明治期 には 海上造成地や大名屋敷跡地 ､ 大正期には諸外国と同

様､ 私鉄沿線上などと いうように ､

.
い わば点状 に形成されて い っ たo こ の 時期に生みださ

れた住宅地 は現在で も当初計画にもとづく比較的良好な住環境を維持して い るものも多 い

が ､ 形成された後､ 自らをとりまく周辺地区の街路計画 などに影響を与え､ 住宅地の

●

規模

を拡張して い くような現象が見られる こ とは ほ とん どなか っ たo こ の ようにある
一

定区

域を好象とするにと どま っ た上記 の 近代住宅地 に対し､ 本稿後半で はそれらを生み だす背

景でもあ っ た東京中心部の 状況を取り上げた｡

東京の 中心部､ い わゆ る山の 手とよばれる地域の 住宅地 は江戸期に幕府直属 の 家臣であ

る幕臣 (旗本 ･ 御家人) の 屋敷で あ っ た もの が多く､ 近代初頭そ の影響は大き い ｡ 維新後

の 武家地処理 にお い て幕臣屋敷 (跡地) は専ら住宅と して の転用 がはかられたため ､ 従前

の 街区や屋敷規模､ 建物な どは大方維持されて いくこ ととなる｡ また こ の幕臣屋敷に関 し

て は所在地 - の 直接的な影響の み ならず､. 近 ･ 現代 へ も通ずる住宅の塑を生み だす場で も

あ っ た o 旗本屋敷の 主屋 (｢御殿｣) な どは現在の和風独立住宅 ( い わゆ る庭付き
一

戸建

て) の祖形で ある ことに加え､ 江戸期に培われて い た屋敷の 貸借 ･ 複合的居住は ､ 主屋以

-

1 4 6
-



外の 独立住宅な どを屋敷内部にさまざま内包させ る結果となる｡ 維新後､ 屋敷の 所有 ･ 利

用 関係は再編されたもの の ､ 江戸期に生み出された こ れ らの住宅は塑として存耗し､ 東京

の 近代都市型住宅を成立させ るに至 っ たと考えられる の である ｡

以上が本職の概要である ｡ 最後に付言すると､ 分析は日本の 事例の みに終始したが､ 類

似の開発過程を辿 っ た近代住宅地は韓国にお い ても存在した (存在する) と考えられ､ そ

の比較検討か ら互 い の 研究史 へ の 新たな視点を見い だすことも可能であろう｡ 将に ､ 後半

で あ つ か っ た東京中心部の住宅地などは ソ ウ ル都市型韓屋地区との直接的な比較なども可

能な事例であり､ 今後の課題 として位置づ けて おきた い ｡

証
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3 8) ｢ 明治二 十
一

年 全東京展 望写真帖｣ (玉井哲雄 編

『よ み が える 明治の 東京 東京 十五 区写真 剰 角川

書店､ 19 9 2 年 所収) 0

3 9) 近 間左 膏 F貸家建築図集』 鈴木書店 , 1 9 2 1 年 Q

4 0) 2 00 0 年度の ソ ウ ル 都市型韓屋 地区
･

素食洞の 実 測

調 査で は ｢ 門間房｣ な どに他 の 世帯 を同居さ せ て い

る 状況 が 見ら れた｡ こ れは 幕末期
･ 幕 臣屋 敷の ｢ 表

長屋｣ な ど にお ける ｢ 貸置｣ (｢ 借地住宅｣) に賛似す

る 居住の形態 と推測され る｡

-
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-




